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序

月の輪遺跡群の発掘調査は星山放水路施設建設に伴なう事前調査として、昭和45年より

47年の 3ヶ年という長期間にわたって実施されました。発掘調査によって得られました貴

重な資料は昭和47年に概略報告いたしましたが、それは莫大な資料の一握にすぎませんで

した。

こうした間に、高度経済成長による開発の波は例外なく、この霊峰富士に代表される富

士宮市にも押し寄せ、自然に満ちた人文環境もその装いも大きく変貌させようとしていま

す。遠く我々の先祖が、自然に逆らうことなく、自然の恵みを大切にし、自然そのものを

最大限に活用し、今日まで保ってきた美しい自然、すなわち歴史が一瞬にして帰らぬもの

となってしまう現況には看過できないものがあり、このための万全な埋蔵文化財保護対策

の再検討が急務となってきました。

このたびの、月の輪遺跡発掘調査報告書の刊行はそうした埋蔵文化財保護対策の一環で

あり、長い歴史のなかに培われた郷土富士宮の復原によって、次世代によって築かれるで

あろう調和ある未来社会への指標の提示でもあります。

ここに、本書を刊行できま•すことは、長期間にわたる発掘調査、さらには整理、執筆作

業に携わっていただきました若林団長をはじめとする月の輪遺跡発掘調査団の皆様の御努

力によるものであります。あわせて、発掘調査の遂行にあたって多大な御援助を賜りまし

た星山区の歴代区長をはじめとする地元の皆様に対しまして深く感謝申し上げます。とと

もに我々も責務を果したという大きな喜びにたえません。

本書が本市のみならず、ひろく古代社会究明の資となり、学術研究の一助となることを

切望いたし、発掘調査、ならぴに整理、執筆作業に直接、関接に御指導、御尽力を賜わり

ました関係各位に対しまして、調査団ともども、深い感謝と敬意を表します。

昭和 56年 3 月

富士宮市教育長 塩▲ 川隆司



例 言

1 . 本書は、星山放水路建設工事にともなって昭和4~年-47年に事前調査された、静岡県

富士宮市星山地内の月の輪平遺跡・月の輪下遺跡・王藤内の塚、およぴ黒田地内の南部谷戸

遺跡、さらに昭和52年に緊急調査された月の輪上遺跡の発掘調査報告である。

2 . 調査主体は静岡県から委託された富士宮市教育委員会で、調査の中心になったのは富

士宮市教育委員会から委託された月の輪遺跡発掘調査団である。調査にかかわる費用は、 ．

静岡県と富士宮市が負担した。報告書作成にかかわる費用については富士宮市が負担し

た。

3 • 本書の執筆は若林淳之・塩川隆司·植松章八•野村昭光•佐藤政次• 湯川悦夫• 加納

俊介• 平林将信・馬飼野行雄• 渡井一信• 渡辺康弘が担当した。それぞれ執筆者名を文

末に記し文責を明らかにした。

4. 遺構実測図の整理および清書は馬飼野• 渡井が実施し、遺物の整理・実測は湯川・加

納• 呉地• 鍵和田• 渡辺が主体となり、土器類の清書は馬飼野が、石器類は渡辺が実施

した。

5 • 写真撮影は主に植松が行い、平林が補佐した。遺物写真は馬飼野が担当し、伊藤昌光

（富士宮市教育委員会嘱託）の協力を得た。

6 . 本書の編集は若林団長・中野国雄の指示のもとに、植松・馬飼野• 渡井が担当した。

なお、若干の文体・用語の統一をはかった。

印刷出版に関する事務は富士宮市教育委員会があたった。

7 • 調査に関する資料は全て富士宮市教育委員会が保管している。
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序編



I 発見と調査の経過・方法

l 発見と調査にいたる経過

本遺跡群の発見は，昭和初年にまでさかのはる。昭和 5年発行の『静岡県史』第一巻には，金

石併用時代の遺跡として，「黒田区星山月の輪では縄文式土器・石器及び土師器も出るか，弥生式

土器の!'Itや磨製石鐵か出てゐる」という記述がある。‘‘星山字月の輪、、の呼称が現在のどの遺跡を

指しているかは明瞭にしかたいが，月の輪上か月の輪平遺跡のいずれかを指すものといえよう。

よって，本遺跡群の発見も，市内の大遺跡のはとんどと同様に，昭和初年に活躍した，佐野武勇・

佐野要吉らの岳南考古学会の活躍の成呆としてよいものである。

第二次大戦後における，本遺跡群の再発見とより詳細な報告および公認は，昭和20年代後半に

第 l図 位 置 図



おける中野国雄の活動による。昭和29年の報文（中野 1954)では，富士郡の遺跡地名表を掲げ

るが，その弥生式文化遺跡として，黒田東部・黒田坂戸口上・仝五反田・仝東村・仝南部ヶ谷戸

の諸遺跡があげられている。それらは，昭和36年発行の静岡県遺跡地名表（静岡県教育委員会

1961) では，黒田五反田• 黒田自証寺• 星山月ノ輪•星山温泉場の 4 遺跡として整理されている。

これを現在の遺跡名になおすと，黒田五反田はそのまま，黒田自証寺が南部谷戸遺跡，星山月の

輪が月の輪上および月の輪平遺跡，星山温泉場が月の輪下遺跡ということになる。 ・

ここに，・富士山の大沢崩れからの流出土砂が潤井川を経て田子浦港に至り，港湾内に堆積して

その機能を麻痺させることを防ぐ目的で星山放水路の施設が決まり，用地内の遺跡調査に着手し

たのが，昭和44年度に入ってからであった。市教育委員会が県教育委員会の指導を得て，遺跡分

布調査を実施したのは，昭和44年 5月26日で，調査にあたったのは若林淳之（静岡大学教授）・望

月董弘（静岡市立登呂博物館）で，植松も同行した。この踏査によって，南部谷戸• 月の輪下・

月の輪平の 3遺跡が改めて確認・命名されるとともに，事前調査の必要性が明らかとなった。

市教育委員会は関係諸機関と協議して，昭和44年度事業として月の輪平遺跡の予備調査を計画

して，調査団長，若林淳之（静岡大学教授），主任調査貝，中野国雄（修善寺中学校教諭），調査員，

塩川隆司（東部教育事務所指導主事）・植松章八（県立吉原高校教諭）を委嘱した。こうして， 44

年から46年にかけて 3次の調査が実施された。

ところが，昭和47年 6月，当地を襲った集中豪雨は大沢崩れの土砂流を大量に潤井川に落し，

それによって市内各所に未曽有の洪水をもたらした。このため，星山放水路は，にわかに潤井川

のひきおこす洪水防止の目的でその施設を早めることになり，当初昭和53年度工事完成，昭和48

年度調査完了の予定が， 47年度夏期に調査終了するよう変更された。この方針が調査団に知らさ

れたのは，第 4次調査着手直前の47年 7月22日であった。よって，調査体制再編強化の方策も得

られないまま， とにかく方針を変更して調査の完了をめざすことになった。

以上が，星山放水路施設に伴う，月の輪乎• 月の輪下• 南部谷戸遺跡をめぐる‘‘発見と調査に

いたる経過”の大要である。ここで，記述の便のため，月の輪上遺跡のそれについては， 「3• 月

の輪上遺跡の発見と調査の経過」に一括して述べることにしたい。

2 月の輪乎 • 月の輪下 • 南部谷戸遺跡の調査の経過 ・方法

本調査の経過は，＇第 1-4表にその詳細を示したが，大要は次の通りである。

第 1次調査 月の輪平遺跡予備調査……昭和44年12月21日～昭和45年 3月4B (24日間）

第2次調査 月の輪平遺跡本調査•…••昭和45年 7 月 21 日 -9 月 6 日

第3次調査 月の輪平遺跡本調査……昭和45年12月20日～昭和46年 1月9日

第4次調査 月の輪平遺跡本調査• 月の輪下遺跡予備調査•…••昭和46年 7 月 26 日 -8 月 22 日

第5次調査 月の輪平遺跡本調査・月の輪下遺跡本調査・南部谷戸遺跡本調査••…•昭和47年 8

月18-9月7B 

ここで，以上の内容を若干補足しつつ，調査の方法について述べよう。
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まず，グリッドの設定は，月の輪平• 月の輪下遺跡ではlOXlOm方眼，南部谷戸遺跡では 3X

3m方眼をその単位とした。この呼称は，西から東へA·B·C……列北から南へ I•II•III ・・・

・・・列として，たとえばAI・区・ 8I区とした。また， lOXlOm方眼の場合には，必要に応じて，

それを 4分割して西北から東南の順番で a- b, 同様に16分割して 1-16とも呼んだ。具体的に

はAl-1区またはAI-a区と表現することになる。

第 1次と呼んだ月の輪平遺跡予備調査では， 1グリッド内に，可能であれば2X2m方眼の試

掘砿を 2-4個所ほど設けることを原則として，総計76個所を調査してみた。その結果，用地内

の全面に住居址群が存在することが確認でき，あわせて第 1号住居址を完掘した。

本住居址群の調査における床面の二重構造の取り扱いについてもふれておこう。こうした特殊

な構造の調査については，種々の工夫を試みたが，最終的には，住居址プランを確定した段階で，

床面を抜いて掘り方底面にまで達する土層帯を掘り下げて検討する方法を採った。こうして確定

した床面と掘り方は，複雑に重複しあう本住居址群においてもっとも正確を期し得る方法であっ

たと思う。

3 月の輪上遺跡の発見と調査の経過

本遺跡における宅地造成工事の進行が発見されて，遺跡の破壊が明らかになったのは昭和52年

3月初旬のことであった。発見者は，野村昭光静岡県文化財保護指導員で，その状況はただちに

県教育委員会およぴ市教育委員会に報告された。市教育委員会は，県教育委員会の指導のもとに，

事業主体である若尾工務店と協議しつつ，現地踏査を実施して，その対処方法を検討した。

発見時の状況は，遺跡のほぼ中央部付近の約lOOOm2ほどに， 6m巾道路と 6区画からなる宅地

を造成する目的で，すでに各区画のコンクリート境界が打ち上がり，それに伴う下水溝が完成し，

各区画の地均しもほぽ完了して，水道管埋設のための巾 lm前後の溝が道路の中央に掘り下げら

れていた。その結果，住居址その他の遺構の一部と推定し得る焼土や断面が認められる状況であ

った。市教育委員会はただちに工事の一時中止を要請するとともに，関係諸機関と協議しつつ，

一部でも発掘調査を実施して記録保存すべき方向を決定した。

発掘調査は，市教育委員会が主体者となって，植松を担当者に委嘱し，昭和52年 3月23日から

4月6日まで15日間実施した。調査経過は第 4表に詳細を示したので，ここでは概略を述ぺてお

調査はまず遺構残存の有無を確認することから着手した。すなわち，道路の中心部に巾約 lm

で設けられた水道管埋設用溝をトレンチに転用して清掃し断面検討を試みるとともに，すでに包

含層が除去されたと認められた南端の 2区画を除く北より 4区画の中心部に，東西方向で巾 lm

のトレンチを設定して遺構の有無を確認した。この結果，北端の 2区画を中心に住居址の濃密な

存在が明らかとなったが，他の区画およぴ道路敷内では確認できなかった。発見された遺構は住

居址 4基を主体とするもので， うち 2基が重複していた。 4月6日には，すべての作業を完了し

て，調査を終了した。 （植松）
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第 1次調if. ( 月の帖平逍跡予備調査 ） —昭和44年- 45年

'. ニ 12/ 1/ 2/ 3/ 
21 22 2:1 24 21, 26 27 28 29 30 :11 I 2 :l <I 5 6 7 11 15 18 25 1 1 2 :1 4 

第 2次調壺 昭和45年

沿`名
il'l 構 名 71 8/ 9/ 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 :iO 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 2ヽ↓25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 

1号住）廿址兒掘1iJl'J1丸'(.

2 
＂ 

・- .' -" 

3 
＂ "一

4 II 

5 
＂ " 

__  ,, ● .. , ----
6 II ．．．． 

7 
＂ ー・，．，

8 II 一 -- ,. 
—·一， 

＂ 

, __ 
''. — , —• ... 

IO " 一 '' -— ー・・，一・・ • 一
n II II 

12 II • 一，．

1:i 
＂ ・- - -

14 ,, 

の 15 
＂ ・—·

16 II 

17 ＂ 
18 II "' • 一 ----

袷 19 II ''  - -
20 

＂ 
'.. -- —"" ・-・、

21 II 
. " . 

22 
＂ 

23 
＂ 

''  ''  - --
平 24 

＂ 
25 II 

26 ,, 
27 

＂ 逍 28 ＂ 
29 

＂ 
30 ,, , — 

31 II • 一•
跡 32

＂ 
40 II 

41 
＂ 

42 II 

、13 " 
47 II 

62 II 

65 " 
66 

＂ '' 
第 1号掘,):H建物址

表 ：I: 除 去

第 1表発振調査経過一院(I)
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第 3 次調査~昭和45年-46年

遺 構 名 1220 / 1/ 
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

20号住居址発掘実測写真 一
22 II 一 ―-23 

＂ 24 
＂ 25 
＂ 26 ＂ =---=-=— 

月 27 II 一
28 

＂ 一
29 ＂ 

＿ 
の

20 ＂ 一
31 II 一

輪 32 ＂ 
--- 一

33 
＂ 一 ---== 

34 
＂ 平 35 II ---

36 
＂ 

- -
37 

＂ 一遺 38 II 一
39 

＂ 
跡

40 
＂ 41 
＂ 42 ＂ 一 一

43 ＂ 一 一
44 II 

45 ＂ -~-
表土除去

第 4 次調査一一—昭和46年

遺 構 名
7/ 26 27 28 29 30 31 8/ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 

40号住居址発掘実測写真 ―― 一
41 

＂ 一
42 ,, 一
43 ＂ 

＿ ＿＿ 
一

44 II 

45 II 

46 II 一一 =—— 一
月 47 II 一 一 一一 --= 

48 
＂ 

-- —:,._- =--= 
49 

＂ 一 一
の 50 II 一 一 =--

51 ＂ 一 一 一 一52 
＂ 

＿ 
一 ----==― 輪 53 ＂ 一 一 ―-=-

54 II -- - 一 一
55 ＂ 

-- - 一平 一56 
＂ ---= 

57 ＂ 
遺 58 

＂ 一 一
59 II 一 一 一60 ＂ 一

跡 61 
＂ 一62 
’’ 一 ―=--= 63 
’’ 一 一 一一64 II ＿ 

65 
＂ 一66 ＂ 一67 ＂ 一

68 
＂ 一一

第 2表発掘調査経過一覧(2)
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第5次調査 昭和47年

il'l 構 名 8I / 9/ 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 II 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 I 2 3 4 5 6 7 

54号住居址兒掘実；1IJTj:j'( - -
55 ＂ --
56 II —·-
57 II 

___ ,,, 一

58 ＂ --
59 ＂ 
60 ＂ --
61 JI 

62 II 

63 II 

月 64 II 

65 II --
66 II '--・---
67 ＂ 17) 68 ＂ 
69 ＂ 
70 ＂ 

--

＇合

71 II 
● ・-

72 ＂ 
73 ＂ 
74 

＂ 乎 75 // 

76 II 
●'-

77 II 

78 ＂ 
- - - -

逍
79 ＂ 
80 II ---・ ... 

81 ＂ 跡 82 II 

83 II 
＿＿ 

''  

84 ＂ 
85 ＂ 

--・ '" 
＿＿ 

86 II • — --・ 
87 

＂ 
- ・  ... ,_ 

88 II • 一・ 一， ＿＿ 
89 II 

90 II ・-・ ー

91 ＂ 
・ ・・ ー・ ,_ 

・-・・ 
92 II 

l II 一 - -
2 II 

月
3 II 

4 ＂ ・一の
1号集石

綸
2 II 

3 II --
4 II 

―-下
5 " 
6 // 

遺 7 II - --
8 ,, 

跡 9 II 

王藤内の塚 ―- ー・

第 3表発掘調査経過一覧(3)
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第 5 次調査—昭和47年

遺 構 名 8I / 9 / 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 l 2 3 4 5 6 7 

1号方形周溝墓 一2 
＂ 3 . II 一南 4 
＂ 一

1号住居址 一
部 2 

＂ 一3 
＂ 一谷 4 ,, —— 一5 ＂ —— 一

戸 6 II 一7 II 一
遺 8 II 一一 一， 11 一一 一
跡 10 

＂ -=----一
11 II 一一
12 ＂ -----= 一

月の輪上遺跡調査――昭和52年

遺 構 名 32/ 3 24 25 26 27 28 29 30 31 41 / 2 3 4 5 6 

表土除去， トレンチ調査月
の 1 号住 居 址

i 2 II 

3 
＂ 4 
＂ 
第4表発掘調査経過一覧 (4}
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II 環境

1 自然環境

(1) 地形

本地域は， 富士店市の南部に位置し， 北は潤井川，南は富士川にはさまれ，南北につらなる星

山谷によ って星山丘陵と明星山丘陵に分けられる。

富士宮市南部においては，潤井川が富士山麓斜面の末端となり，この区域とは不連続になり，

大きくは星山丘陵として独立した地域である。

これは古富士集塊質泥流の噴出後大宮

断層か形成され入山瀬ー山本一黒田一大

中里の線で南北に切断され北部の富士山

側か約200mぐらい沈下したためである。

星山谷は大宮断層の形成前は，潤井川

北側と連続し，現在のirii井川が流れこみ

星山谷を形成した。現在の星山谷を見る

といまのような状態ではこれだけの大き

な谷が形成される要因は見出されない。

古富士集塊質泥流面が大宮断層によ り

切断され，潤井川に面して断層崖が形成

されたため澗井川は星山谷に入ることが

できず大宮断層崖下を入山瀬方面に流路

を移動し，星山谷は空谷となった。

潤井川の低地には，段丘は発達してい

ないが，星山谷には 3段の河岸段丘があ

り遺跡は河岸段丘面にある。

これは大宮断層に切断され，大宮断層以北は，富士山の噴出と関係がある地域となり，断層形

第 3図地形図

成後新冨士山の噴出があり熔岩や噴出物が堆梢したため河岸段丘は形成されなかった。

月の輪平遺跡は，昂山谷か蛇行し攻激斜面側に舌状に形成された河岸段丘上にある。

星山丘陵は，羽鮒丘陵より約100m位低く，最高標高230m余である。その北束緑はiri1井川の谷に

臨んで約25度内外の急傾斜を成し，羽鮒丘陵束緑の急斜面の南東延長にあたっている。

星山丘陵は北東一南西方向に走る数条の谷に略平坦な面を残している。この面は侵蝕面である

か，古富士集塊質泥流によって構成されている。

，
 



(2) 地質

潤井川によって地形上，北部の富士火山山麓部と南部の丘陵地域とに分けられ，潤井川の右岸

（南岸）に沿って大宮断層が走っている。富士山麓斜面は西南に約20分の 1の勾配で広がる緩傾斜

地であり，斜面の末端に潤井川の沖積地で終っている。

南部の丘陵は，潤井川と芝川およぴ富士川下流との間にはさまれ，約 3kmの巾をもって北西か

ら南東に連なっている。

2001 

100・ 

白

尾 星山丘陵 i 
山喜

・ 群
ご~···········--···············-· ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・ 

---ヘ↓

0 500 m 
~.L...J._J 

第 4図 月の輪遺跡群東西断面図

この丘陵は北西側に位置する

標高200m前後の羽鮒丘陵と標高

150m前後の星山明星丘陵とのふ

たつに安居山谷で分けられる。

さらに星山明星丘陵は，星山谷

によって星山丘陵と明星丘陵と

に分けられている。

本地域の基盤層は別所礫層で

ある。別所礫層は潤井川南側に

出現し，羽鮒丘陵の東斜面にお

いて帯状に， また星山丘陵の富

士HI岸の崖下に見られる。 ． 

星山谷南部において富士川工

業用水隧道工事の際に崩れやす

く工事の進行をさまたげた。この層は主に 5cm内外の円礫と中粗砂からなる砂礫であり，下部層

付近では砂層，泥層，凝灰岩層を含み，また貝化石，植物化石を含む露頭も確認されている。時

代的には第三紀末鮮新世に属している。

別所礫層の基盤岩が形成された後，洪積世の終り頃になると古富士火山が噴火した。この噴出

物である古富士集塊質泥流は，この火山噴出物が局部的には火山灰砂層をはさんで層理を示すが，

一般には主として玄武岩質の種々雑多の熔岩塊と火山灰泥との不規削な混合堆積物である。

星山明星丘陵においては，集塊質泥流は岩渕火山群噴出物及ぴ別所礫層を不整合におおい洪積

期段丘礫層，火山灰及ぴ富士熔岩流によって不整合的におおわれている。

集塊質泥流は別所礫層が堆積し多少の変位を受けた後，洪積期段丘層が堆積する前，或いは堆積

しつつある途中，したがってまた最旧期の富士熔岩類が流下する前に生成されたものと考えられる。

集塊質泥流は，大宮断層，安居山断層などによって変位させられている。

即ち星山明星丘陵の集塊質泥流面は，大宮断層により富士山本体とは切断され，島状に残され

た。この結果星山谷に流れていた河川は大宮断層崖下を流れざるをえなくなり，入山瀬方面に流

れ星山川は水無川になった。

星山谷，貰戸谷には，現在の谷底から約 25m以上の高さに明瞭な 3条の段丘が発達している。
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こ。ロ
第5図 大宮断層図

これらの段丘は一般に主として礫層によって形成されてい

る。

星山段丘礫層は，岩渕火山群噴出物，別所礫層，集塊質

泥流等を不整合的におおい，星山谷においては，少くとも

40mの厚さを有する。その大部分は，礫によって構成され

ているが，上部に薄い粘土層及砂層がはさまれている。礫

は多角状でしばしば直径 1mに及ぶものもある。そしてそ

の礫の大多数は集塊質泥流を構成する玄武岩塊に類似して

いる。したがって星山段丘礫層は集塊質泥流の噴出後，富

士熔岩流の噴出前に堆梢したものである。

また大宮断層形成後に堆積したものと考えられる。その

後富士山が古富士噴火口付近より噴出し熔岩流を山麓に流

下した。しかし星山谷は大宮断層崖のため熔岩の流入をふ

せいだ。そのため星山谷には，熔岩流か存在せず，噴火の

際の火山灰，砂が堆積しただけである。

本遺跡群の表面は火山灰，砂で構成され，下に星山段丘

礫層，さらに躾塊質泥流，別所礫層と続いている。（塩川）

t舌厘）~Jじl 火山灰区分
噴出物のタイプ

現 在
降下火砕物火砕物熔岩流 火山地形の発達

新期富士
新期富士 中 中 中 成層火山発育

5千年前
降下火砕層

活動

寄生火山噴出

静穏期 富士黒土層
少 なし なし

山体の浸食と山麓に扇状地形

成

第二期
1万年前 少

熔岩流の多い成層火山発育，

古富士期
少 多

第一期
古期富士

現火山の原形できる

5万年前 古富士期
降下火砕層 多 中 中

山麓で浸食と断層運動，火砕

物の多い大型成層火山

第5表 富士山の活動史（町田洋）
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2 周辺の遺跡

本遺跡群が所在する星山丘陵を含めた富士西南麓一帯は原始，古代より現在にいたるまで，富

士山によって自然および人文環境を大きく左右されている。富士山の成立は小御岳，古富士，新

富士の 3火山からなることが知られ，小御岳が数10万年前に，古富士が約 5万-1万 5千年前に

噴火が想定されている。古富士には I期， II期の火山活動が認められ， I期噴出泥流が現地形の

基盤を形成し，.II期の活動によってより現地形に近いものとなり，以後 1万年位の間，大きな火

山活動はなくして新たな新富士の出現となった（町田 1964, 津屋 1969)。

本地域の人間活動の開始は古富士第II期火山活動中の後期旧石器時代より認められることから，

それは人間活動を不可能ならしめるほどではなかったことが推察される。占地は沼久保坂上(1),

星山周辺の月の輪平(2), 南部谷戸遺跡(3)等に認められるように，いずれも古富士の溶岩流の

およぱなかった羽鮒，星山丘陵～富士市鷹岡地域にかぎられる， という特徴を示すが遺跡規模は

貧弱であり，芝川町小塚A遺跡(4), (小野他 1972)以外は包含層の確認はない。

縄文時代にいたると，遺跡は中期中葉～後期前葉に盛隆するが，早期～前期，後期以降は貧弱

な感をぬぐえない。早，前期の遺跡占地は基本的には旧石器時代同様の分布をしめすが，富士山

麓側，いわゆる富士根地域にも若干の発展をみせ，木島式土器を出土する大岩出水(5),峰石(6)

の両遺跡，昭和53年より発掘調査が実施されている小泉代官屋敷遺跡(7)の前期末葉に比定され

ている住居址等が認められる。しかし，いずれにしても貧弱であり資料的にも断片的である。本

地域に特筆的な事実は前述したように中期中葉～後期前葉にかけての爆発的な遺跡の増加であろ

う。これはひろく，中部山岳地方一帯に共通する普遍性ではあるが，縄文時代84遺跡のうち，大

半の58遺跡が属する状況は富士西南麓一帯が縄文時代中期～後期遺跡といわざるを得ない。こう

した分布状況から植松は半径3kmの生活圏を 5群想定し，それが中期社会にいたると旧来の生活

圏を半径1.5km, 面積 7k記の小遺跡圏が分割，発展していく過程をみいだし，そうした傾向が中期

社会の歴代有力遺跡を中心に分村という形態で移っていく軌跡であり，社会が発展していくと群

そのものが大きく移住して，過去の生活園をうちこわしていくという縄文文化発展の普遍性につ

らなっているとし，歴代有力遺跡を大岩箕輪(8), 富士市天間沢(9), 黒田滝戸遺跡(10)にもと

めている（植松 1971)。前述した例を内容の明らかな遺跡にもとめれば，黒田滝戸遺跡（植松他

1977, 1978) と上野千居遺跡(11)(小野編 1975)にみとめられる。黒田滝戸遺跡は内容の不明

な大岩箕輪遺跡をのぞけば，富士，富士宮をふくめた岳南地域において富士市天間沢遺跡となら

び称される歴代有力遺跡である。その存在は古くより知られ（静岡県 1935), 昭和51, 52年の発

掘調査にいたって縄文早期～弥生，古墳時代と続く歴代遺跡であることが確認された。上野千居

遺跡は昭和45,46年に発掘調査が実施され，縄文時代中期後半の20棟前後から成ることが想定さ

れる集落址と，集落廃棄直後に配された帯状および環状配石群の存在が確認されている。はたし

て上野千居遺跡の基地的集落がいかに，という問題はのこるとしても，分村的集落（単独遺跡）

がいとなまれ，調査者が推察するように富士山の噴火等による自然現象の変化で集落が廃棄され，

12 



第 7図周辺の遺跡
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直後にたぶんに富士山を意識した配石がなされたとするならば，そこに中期社会の発展と退潮の

現象をみいだせられるとともに，本地域における諸遺跡と富士山とのかかわりを考えざるを得な

い。なお，上野千居遺跡は昭和50年 6月に国指定史跡となった。

以後，遺跡は急激におとろえ，ゎずか数遺跡にすぎなくなる。この停滞現象について，海岸部

の魚榜文化の発展が内陸部の文化の発展をさまたげたと考えられているが原因をあきらかにする

までにはいたっていない。晩期の遺跡も大岩辰野(12), 黒田滝戸，大中里(13)の3遺跡がみとめ

られるにすぎず，また時期も前葉にかぎられることから弥生時代をむかえるまで文化は中断され・

る。

本地域の弥生時代は中期丸子式土器，石包丁等を出土した淀師渋沢遺跡(14)より開始される。

淀師渋沢遺跡は西側に潤井川，東側に湧水地をのぞむ台地上に占地し，前面にひろがる湿地帯で

の農耕が想定されるが，石鏃等狩猟具の出土から狩猟，採集の必要性があったことが感じられ，

．細片資料であるが安居山別所遺跡(15)をそれにくわえれば，遺跡占地状況はやはり潤井川をのぞ

む台地上であり，極く初期の農耕生産力では生活を維持できず，狩猟，採集に依存せざるを得な

かったことが推測される。両遺跡以降になるとふたたび，その内容は不明瞭となることから，渋

沢等でそだった農耕技術がしだいに向上して，面積もひろく生産性のたかい富士市浮島沼付近に

移動していったことが考えられるとしている（植松 1971)。後期前半をむかえるとふたたび本地

域に遺跡がみられるようになり，泉遺跡(34)があげられる。後期後半になると遺跡は活発化して，

星山丘陵東辺をとりかこむ潤井川自然堤防上（あるいは富士山側からの扇状地の末端部）に大宮

羽衣町(16),黒田田中(17)等の遺跡の進出がみられる。従来，こうした傾向は農耕生産力の向上が

遺跡を台地上部あるいは台地先端部から沖積地内部へ下降させ，かつ，発展させたと理解されて

いるが，本地域にかぎれば大宮羽衣町，黒田田中といった後期後半遺跡は以後，継続，発展する

ことなく廃絶してしまう。そこには本地域の沖積地内部遺跡の発展をさまたげたなんらかの特徴

的な要因をもとめねばならぬが，さきに，近年資料が増加している後期末葉遺跡をあげれば，前

述滝戸遺跡および昭和52年に発掘調査が実施された月の輪上遺跡(18)の集落址の存在の確認，こ

れに旧知の貫戸初田(19), 野中向原(20)等の遺跡を加えることができる。その占地は貫戸初田遺

跡をのぞけばいずれも星山丘陵東辺の台地中央部，ないしは先端部といった沖積地より奥まった

地であり，後期末葉にいたっても沖lfl地進出の糸口さえつかむことができなかった遺跡占地状況

を示している。逆にいえば台地占地が一般的であったと指摘するほうが適切であるかもしれない。

こうした本地域の遺跡の占地傾向を考えたとき，本来の弥生集落の生業が湿地帯内農耕であった

とするならば，潤井川湿地帯の存在をみのがす訳にはいかない。潤井川は西岸を羽鮒，星山丘陵

に，東岸を富士山扇状地末端地形によってせりだされているため南北に細長い構造をとらざるを

得ない。しかも大宮断層上を流路としているため一種の溺れ谷的性格をもち，現在でも洪水がく

りかえされている状況である。こうした状況を当時に設定できるならば，遺跡の発展は考えがた

く，また後期末葉遺跡が台地占地にはしるのは，そうした災害からの逃避現象であると理解する

こともできる。しかし反面，弥生時代における高地性集落の発展を考えあわせたとき，一概に自
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然ならびに地形条件の不利を設定するだけでは説得力にかけ，その他諸要因が相まってなした現

象であるはずであり，ここで結論づけることはできない。が，しかし本地域の弥生時代遺跡に湿地

帯内部での発展が認められないのは事実である。

上述の過程を経て古墳時代初頭にいたる。その文化は前述の縄文時代中期の燥発的な盛隆に匹

敵するほどであり，旧米の遺跡分布地図では弥生時代遺跡の確認されていない富士根地域でも湧

水地点を中心に縄文時代遺跡＝古墳時代初頭消跡といっても過言ではない状況となる。まして潤

井川湿地帯を望む星山丘陵東辺ではさらにi復密となり，表面採集による調査では遺物が連続して

正確な遺跡数をつかむことさえできない。あえて周辺遺跡をあげれば，黒田五反田 (21), 同坊地

(22), 同坊地上(23), 星山月の輪上，野中向原，黒田滝戸，同中村(24)の諸遺跡が認められ，一部

には前述したように弥生時代終末期から継続する遺跡も存在する。箪をもどすようになるが，古

墳時代初頭逍跡が潤井川湿地帯内部に確認されない現在，古墳時代初頭の煤発的な文化の盛隆の

源をこうした台地上あるいは台地先端部に占地した遺跡群がなした技であったならば，弥生時代

終末期より存続した諸遺跡内で培われていた内陸生産手段（それが主生業とは思われないが，）が

諸要因と相まって比較的スムーズに遺跡を内陸部へ進出させたことが燥発的な遣跡増加につなが

っていったとする本地域の特徴的な分布形態であるのかもしれない。したがって，現在，弥生時

代遺跡の確認がない富士根地域における古墳時代初頭の逍跡増加も，遺跡分布調査者が指摘する

ように弥生式土器と認め得る資料があったとすれば，やはりそこにも爆発的な遺跡増加をうなが

した萌芽期の存在を想定せざるを得ない。

しかし，こうして盛隆をきわめた古墳時代初頭遺跡も，それ以降にいたると急激に衰退して内

容もわずかな士器片の確認にとどまり不明な点が多い。この時期の遺跡（集落）数が古墳数に代

表されるとするならば，隣接の富士市や沼津市にくらべても勝るとも劣らなかった古墳時代初頭

遺跡が，古墳数をくらべた場合， 10分の 1にも満たない状況は遺跡占地の変化を考え合せても，

それはあきらかに本地域の遺跡の減少を示すものであろう。

本地域の古墳はいずれも後期に属し，星山丘陵東辺に塚本古墳(25), 南部谷戸古墳群(26),安

居山に別所古墳群(27), 対岸の富士根地域に三ツ室古墳群(28)というように小規模な古墳群を形

成し，その数は現在まで14基が認められている。占地を観察すれば，いずれも古墳時代初頭遺跡

より前面， もしくは標高を低く保っており，古墳構築が古墳時代～律令制時代にかけての集落よ

り標高を高位， もしくは同標高に求めたとすれば，同時代の遺跡は必然的に古墳より前面におし

だされるはずであり，市立賞般小学校校庭(29)より出土した土師器片や遺跡分布図がしめすよう

に，その占地を安定しはじめた潤井川両岸の微高地が想定されよう。とすれば，その部分は現在

の市街地にあたり，遺跡の発見が因難であったと理解されるが，いずれにしても古墳数を考える

と，それは他地域にくらべて貧弱な遺跡分布でしかなかったと思われる。 （馬飼野）
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3 遺構と土層と の関係

本遺跡群の遺構検出過程にみられた層位観察について述べよう。いずれの遺跡もその基本層序

は共通するといえるが，もちろんそれぞれに若干の変化はみられた。

(1) 月の輪平遺跡の土層

まず，月の輪平遺跡における様相から述べる。第 8図に掲げたものは，全体図（第10図）に示

したA-B・C-Dの土層断面図である。

(I) 表土層

黒色有機質土からなる表土層で，その上半部は耕作土となる。

(II') 含スコリア黒色有機質土層

黒色を呈するスコリア質土層で，次にのぺる II層が流出して I層と混じたものとみなし得る。

いわゆる flowの状況といえる。本土層上面での遺構検出はきわめて困難で事実上不可能であっ

t--、-o

(II) 褐色スコリア質土層

緻密なスコリア粒が堅固なマサ層をつくる。いわゆる大沢ラピリ層で，本地域では縄文時代後

～晩期ごろに堆積したものと推定される。本住居址群はこの上面が遺構検出面となる。ただし，

純粋に fallな状況とはいいがたいものかも知れないが，ここではかなり堅固といえる層を認め

た。いわぱ，遺構検出の可能なスコリア層と理解しておくことにする。

(III) 栗色土層

比較的よくしまり，赤色スコリアが散在する部分もみられる。ここでは上下 2層の変化をも

つように観察されたが，上半部は漸移層というべきであろう。ただし，この地域では一般にII

層との間に極暗褐色土層が薄く挟まれる例が多いが，ここではそれは明瞭ではなかった。上半

部漸移層に含まれた状況とみなし得よう。本土層が縄文時代中～後期の包含層となる新期富士

の降火物である。

(N) 黒色土層（極暗褐色土）

緻密な黒色土ないし極暗褐色土からなって，いわゆる富士黒土層に比定できる。縄文時代早

～前期の包含層となるもので，新期富士の静穏期にあたる。

ところで，本層のIII層との分離は観察上かなり困難であった。したがって，ほぽ中心部にあ

たる 2-3mほどを掘り下げて確認し図示しているが，他の部分ではIII層に含めてある。ここ

では，基本的にW層が存在することを認めておこうと思う。

(V) 黄褐色ローム質土層

黄褐色を呈するローム質土で，いわゆる休場層にあたるものである。無土器文化終末に相当

する

以上が，月の輪平遺跡における層序観察であるが，こうしたあり方は，市内黒田．の滝戸遺跡や

富士市天間の天間沢遺跡の状況と共通して，本地域における普遍性を有するものと認めておきた
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い。こうしたなかで，本遺跡の古墳時代集落は，大沢ラピリ層rII)の上面を検出面とする層序関

係が確実であったが，わずかに認められた縄文時代遺物についてはその層序関係を明確にし得る

資料を得ることはできなかった。

(2) 月の輪下遺跡の土層

本遺跡では第8図に示したように II-N層の流失がめだった。表土層(I)の下は，直接に黄褐

色ローム質土層(V)となっていたが，それでも，山手よりにあたる南側地点では，かなり厚い

(II')層の堆積が認められた。黒色有機質土を基本にスコリアをやや薄く含んだ土層で，山手傾

斜面からの流入土としてもよいものであった。台地前より部が流失，奥よりに上部からの流入を

含めて堆積した結果と理解してよいものであろう。

(3) 南部谷戸遺跡の土層

本遺跡は残丘ともいうべきその台地の状況から，大礫を含む(V)層の上部には表土層(I)が存

するのみであった。よって，縄文時代早期の資料も (I)層の下部から発見されるのみで，古墳時

代遺物との層位分離は事実上不可能であった。

(4) 月の輪上遺跡の土層

本遺跡の場合には，宅造工事によって，表土層(I)がほとんど乱されていたが，それでも，遺

構確認面は大沢ラピリ層(II)であった。ただし，調査範囲内に認められた大沢ラピリの大部分は，

いわゆる flowによるものらしく，外見上遺構内覆土との識別はかなり難しかった。その下はやや

薄い暗褐色土を経て栗色土層(III)に達する。すなわち，大沢ラピリの下部で，先に栗色土層(III)

に含めておいた黒色土層が，比較的明瞭に認められたのであった。 （植松）
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I 月の輪乎遺跡

1 遺構

本遺跡の主な遺構としては，竪穴住居址86基，掘立柱建物址 2碁，特殊遺構 2基があり，ほか

にいわゆる中世土砿14甚もあった。

(1) 住居址

86基の住居址の中には，確実に住居址とは断定しがたいものがあるが，ここでは住居址にほぼ

ちかい条件を備えたものは含めて扱った。また記述には，住居址ナンバー順を基本としたいが，

その際重複関係を有するものはグループで一括して扱い，便を期したい。

第 1号住居址 （第 9 図，図版第 3• 4) 

~- - - - ~ 3 

゜

□黒色スコリア質土

鵬ロームプロック混入黒色

スコリア質土 第9図第 1号住居址実測図゜
3m 

本住居址は調企区北西部にあって，主として BI・B II区に属する。重複関係を有せずに単独

で存し，隅丸方形プランを呈するが，その東壁の北側コーナーよりに方形状張り出し部を付設し，

その中央部に柱穴状ピットがみられた。

床面中央部南よりに焼土を有し炉と認められ，その西端に炉石 1個を有する。柱穴は 4本で，
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床面の二重構造もみられたが，本住居址は予備調査において発掘された例で， その当時調査者は

床面の二重構造についての認識をもたなかった。したがって土器出土面の下にも覆土があり，

の除去後はかなり激しい凹凸を有する床面を調査したのであるが，第 I次調査の成果から後に二

そ

重構造と断定する状況であった。

本床面上にはきわめて多量な土器が重なりあう状況であり．， それは本遺跡中第 1の出土量とい

えた。また土器の下面には礫もかなりあってそれは床面上の一部に属されたものである可能性も

指摘できるが，断定的判断はできない。

本住居址の東側北よりの方形状張り出し部外側に柱穴状ピット 1本がみられた。本住居址に伴

うものかも知れない。

第 2号住居址（第11図，図版第 6)

調査区北西端部にあって， その北西コーナーが第 3号住居址と接するが，重複関係はもたない。

東壁には類ベット状遣構がみられて，本住居址最大の特徴をつくる。北半部では巾80-lOOcm前

後南半部では50cm前後で，高さ20cm前後を測って壁検出面よりわずかに低くなる状況であった。

ただし，本地点は地山が高くなって，遺構内外に多くの礫がみられ，耕作による攪乱の影響もあ

り，壁との比高もわずかであったので，確定には若干の躊躇がある。よって類ペット状遺構とし

て扱いたい。

柱穴状ピットは 8本あり， うち 4本を柱穴と認めた。

床面中央部に炉があるが，床面の二重構造はみられない。

第 3号住居址 （第11図，図版第 6)

第 2号住居址の北西に隣接する小形住居址で，炉・ 柱穴•床面の二重構造はみられない。

第 4・5・6・7・8・9・IO・I I·13• 15• 23・ 

6 —• 5ー→
＼↑ ／  

/ 7 lo-+9 

11― 8 
~ 

↑ 
23 •— 13 —• 15 

／↑  / ↑  
26← 24一25,/'------

31一32

4
 

「旧→新l

lー不明J

24• 25• 26• 31• 32号住居址

（第12-14図，図版第 7-14• 23• 24) 

調査区中央の北半部に重複しあう住居址群があり，

16甚までを数えた。その新旧関係を図示すると次の通

りであるが，第 7・8・10・11号住居址と重複する第

10号西隣のものについてはその痕跡がきわめて狭小で

あったので考慮に入れていない。状況からすれば，本群

のなかで最古のものに含め得るかも知れない。

第 4号住居址

本グループの最北端にあって，

その両者を切ってより新しい。

第5号住居址の東側に位置する。第 5・7号住居址と重複して，

床面はきわめて軟弱で，

20 
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第11図 第 2• 3号住居址実測図

れた。いわゆる柱穴はみられないが，中央部には柱穴状ピット 1かあった。二重構造は B類タイ

プに属する。

床面の二重構造については， A・B・C類に分けて検討してみた。その区別については「考察

編III住居址床面の二重構造について」を参照。

第 5号住居址

第 4号住居址の西隣で，それより古〈，第 7号住居址を切ってより新しい。遺構検出面での東

西巾は 2m前後しかみられないことになるが，第 4号住居址の西端部に発見された溝状部分を本
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住居址床面掘り方の一部と認めてプランの大略を推定した。

床面はきわめて薄弱で，覆土と掘り方との差違も明瞭とはいえず，炉．柱穴も発見できなかっ

たが，高杯出土面におけるわずかな変化から断定してみた。掘り方は比較的深い例で，第 4号住

居址との重複から若干複雑にみえたが，基本的には B類タイプで壁周緑に平坦部を残していた。

南壁側には土橋的構造もみられて，その中央部には柱穴状ピットが認められ本住居址に伴うもの

といえるが，それは柱穴に含め得るものではない。

第 6号住居址

第5・7号住居址によって，その大部分を破壊された住居址で，わずかに90X80cm前後の範囲

が残っている。床面は軟弱で確定する根拠に乏しく，そのため二重構造の有無もあまり明瞭では

なかった。

第 7号住居址

第 4・5号住居址の南端に接してその両者に切られてより古い。第11号住居址とも重複するが，

その関係は不明である。それは，本住居址発掘の時点では第11号住居址の存在には気づいていな

かったため，層位関係の配慮なしに掘り下げ，後刻になって，より高いレベルでしかも二重構造

をもたない第11号住居址を発見したのであった。したがって，その床面ないし覆土が本住居址の

上面に及んでいたかどうかについては未検討で終わってしまったのである。ここに調査上の不手

際を明らかにするとともに，その前後関係については不明としておきたい。

床面は比較的軟弱であるが，それでも厚さ数cmの貼床が認められ，その中央部には良好な焼土

があって炉と認定された。本床面の二重構造は断面皿形ともいうぺきもので比較的少い類例に属

した。柱穴状ピットとしては 4本があったが，その位置関係からすれば南側の 2本は本住居址に

伴う柱穴といえる。

第 8号住居址

第4・5・7号住居址の南隣でやや東側にあって，やはり中央部北端よりのグループに属する。

第9・10・11号住居址と重複するが，第 9・10号住居址の床面を確実に切ってより新しい。第11

号住居址とは不明である。

本住居址プランの特徴としては，その東側に方形状張り出しピットがみられた。 0.8X0.7mほ

どでやや長方形にちかい。底面は床面レペルに等しいタイプであった。

床面はやや軟弱で，貼床といえる状況はみられず，炉もなかった。それでも二重構造を有する

タイプであって，それは Cタイプであった。柱穴は 4本で位置関係も良好であった。なお，その

東南隅にあたる柱穴と張り出しピットの中間に， 51X57cmで深さ 15cmほどの方形ピットがあった

が，覆土等からして本住居址に属するものではなく，より新しい時期の所産といえた。
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第10号住居址

中央部北端グループのうち，第 9号住居址の西側にわずかにその北西隅の部分を残した住居址

である。重複関係は，第 7・11号とは不明であるが，第 8・9号に切られてより古い。たぷん，

本グループ中最古の住居址となるものであろう。

第11号住居址

中央部北端グループのほぼ中央にあって，第 7·8• 23号住居址と重複するが，その関係は，

第7・8号住居址とは不明で，第23号を切ってより新しいものであった。

規模としては，長径7.98mを測る大型であるが，床面の二重構造・柱穴・焼土等はみられず，

地山を床面としていた。

第13号住居址

中央部北よりのほぽ中心に位置して，第23·26• 24• 15号住居址と重複するが，それは第23•

15号に切られてより古く，第26・24号を切ってより新しかった。この関係においては，より古い

住居址がその掘り方の一部を残す状況がめだった。

本住居址には，その北隅から北壁にかけて最大巾30cm前後を測るテラスが確認されたが，基本

的には A類に属する二重構造であった。柱穴は発見されなかったが，北側には55X58・63X68cm

の規模を測るピット 2があ・った。その位置関係からしても本住居址の柱穴とは認めがたい。床面

のほぽ中央部に，礫を伴う焼土があり，炉址と認められた。

第15号住居址

本調査範囲のほぽ中央部にあって，第13• 24• 25号住居址と重複し，そのすべてを切ってより

新しい。第31号住居址とは層位的重複関係はみられないが，同様であろう。

床面は比較的良好な貼床であったが，柱穴は発見されなかった。東壁側には最大径で 1m前後

を測る焼土が数ケ所にわたってあり，火災の痕跡と判断された。床面の二重構造は C類であった。

第23号住居址

調査区の中央部やや北側にあって，第11・13号住居址と重複している。第11号に切られてより

古く，第13号を切ってより新しかった。

床面は若干軟弱で良好とはいいがた＜，柱穴等も検出されなかったが，二重構造は C類に属した。

第24号住居址

調査区中央部にあって， 第15号住居址の西側に巾約 1mほどが残存した住居址である。第26・

13• 15• 25• 31号住居址と重複するが，そのすべてに切られてより古かった。本遺跡内で最古に属

する例といってよい。

床面は堅固な貼床で，二重構造は C類であった。
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第25号住居址

調査区中央部で，第15号住居址の東と南側にわずかに残存する住居址である 。 第 15• 24• 31号

住居址と重複するが，第15号住居址に切られて確実により古く，第24号住居址とはその南端部で

重複がみられてより新しいと思われたが，第31号住居址との関係はそれが浅いこともあって技術

的に明確な把握ができなかった。状況からすればたぶん本住居址がより新しいものであろうが，

一応保留しておきたい。
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床面は比較的軟弱であったが，壁付近のみの残存状況からすれば当然といえよう。二重構造は

A類と判断された。

第26号住居址

調査区中央部のやや西よりにあって，第13号住居址と重複する。第13号住居址の床面より低い

位置に．本住居址の床面と掘り方とが確認されたことから本住居址がより古いものと判断された。

床面は堅固な貼床であるが，柱穴 4本が検出された。掘り方も良好で, A類タイプに属するこ

とが明瞭な例であった。

第31号住居址

調査区中央部の南よりにあって，第15・24号住居址と第32号住居址とに挟まれている。重複関

係では，第24号住居址より新しいが，第15• 32号住居址に切られてより古く．第25号住居址とは

不明瞭であった。

床面は比較的良好で，調査範囲内では柱穴はみられないが，二重構造は C類であった。

第32号住居址

調査区中央部の南端にあって，第31号住居址を切ってより新しい。本住居址の西南側の約 3分

の 1ほどは消失していた。

床面はやや軟弱で，柱穴は 4本がみられたが， うち北壁側の 2本は床面で発見されたが，南側

の 2本はすでに床面・掘り方の確認できない状況のなかで，わずかにその痕跡を発見したのみで

あった。なかでも．西南側のそれは位置関係からしても若干疑問が残るものといえる。なお，壁

の周辺にはかなりの小焼土・炭化材等がみられた，火災を被った可能性を認めるべきであろう。

第12号住居址 （第12図，図版第12)

本調査区の中央部北よりに単独で存在する住居址である。本集落中で最小規模に属するものの

1で，形状もやや歪んでいる。床面は地山からなっていて，二重構造，柱穴ともみられない。

第 16• 17・18・20・21・27・30号住居址（第 15・16図，図版第15-20)

本調査区の中央部やや東よりにおいて，重複する 6住居址で．その重複関係を図示すると次の

通りである。

16 c 17 > 18 

" /↑ 30 27 

＼ぃ／
21 > 20 

第16号住居址

調査区中央部東よりグループの中央にあって，第17・30号住居址に重複している。調査の結果，
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第16図 第17・18号住居址実測図

は 2-3軒が重複しているものであろうと観察して，床面を除去してみた。しかし，その結果，

重複しあう掘り方の残存は認められず，柱穴等の検出も不明瞭であった。よって，ここで確実と

なし得たのは， C類タイプの二重構造を有する住居址があることのみといえる状況であった。そ

， の後の検討によって， 1基の大型住居があり，それが重複等によって破壊されたものと推定して

みたが，不確実な要素は残っている。

第27号住居址

調査区中央部東よりグループの中央北側にあって，第30・21号住居址と重複する。第30号住居

址を切ってより新しく，第21号住居址より古い。

本住居址も，重複によって，その約 3分の 1ほどが残存した状況で全体の把握はできない。床

面は比較的堅固であるが，二重構造は C類タイプであって，柱穴．炉址の発見はなかった。

第30号住居址

本調査区中央部東よりグループのほぽ中央にあって，第16• 17• 21・27号住居址と重複し，そ

のいずれよりも古い。わずかに0.5X2m前後の床面範囲を残すのみであるが，本集落中最古期に

属するものであろう。床面の二重構造は不明瞭で，柱穴．炉址等の検出もない。
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第 19・45・45下 ・62・63・64・65・66号住居址（第 17-20図，図版第29・38-42)

本調7i't区北東よりに重複したグループで 8住居址を数える。その爪複関係を図示すると次の通

I)である。

65一63
↓ 

HJ一62← 6 6------+ 6 4 
↓ 
45←―45下

第 19号住居址

グループの西端に位置する本住居址は，大沢ラビリ層をわずか 7-8 cmはど掘り込んで，わず

かに栗色土層に迄した遺構で， しかも本地/~の大沢ラピリ層がかなり不明瞭な状況にあったので，

その把握はきわめて不確実であった。壁面も北壁のほは全体と西壁の一部をそれと判断できたの

みで，南•東墜ははとんど不明であった。第62号住居址と重複し，より古いと観察してみたが，

それも，東壁が把握できないための推定であって，それ以上の根拠はもたない。床面も軟弱で貼

床・ 二重構造はもたず柱穴ももたない。床面中央部付近に炉址と思われる焼土があって住居址で

あろうと判断された。北壁ちかくに比較的多羅な土器片の出土があり，大きく 2群に分けて把据

された。以上によって，一応住居址に含めておくが，その取り扱いば慎重を要しよう。

第45号住居址

グループの南端にあって第66号住射址を切ってより新しい。また，本住居址の掘り方調森中に

第45号下住居址を発見し本址より古いものと断定した。

床而は昭固な貼床で，床面i上ではその中央部に炉址と思われる焼土を発見したのみであるが，

C類タイプをなす床面掘り方の検出作業において柱穴状ピット 5本を確認した。うち 4本は確実

な柱穴としておくが，東南隅の 1本は性格不明である。また，本掘り方には西南壁に巾50cm前後

で長さ 240cm前後の溝状をなす変化が認められた。二軍構造掘り方の部分的変化と考えておきたい。

第45号下住居址

第45号（主居址の1オ濯fi掘り方検出中に発見したもので、その1未面下に埋没していたことから，よ

り古いものと断定した。

床f/Jiは貼床等をもたない地山からなる例で， 二厭構造はみられない。柱穴・焼土もない。形状

はやや碩む方形で，（主屈址と断定できる条件は欠くが一応住居址番号を付して扱っておく。

第62号住居址

本調1t区東北よりグループの北端に位附して，第19・65・66号住居址と爪複するか，そのいず

れをも切ってより新しい。また，中枇土琺 3Jよか本址上にあった。

床而は呪固な貼1未て、その中央部に i哭を伴う焼土があって，炉址と炉石に認め得た，本床面U・.
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第17図 第45・45号下号住居址実測図

には，きわめて厚い焼土塊が全面にあって，そのなかには，炭化材や炭化カヤ類を多量に含んで

いたので，典刑的な被火災住居址といえる。床面の二重構造は典刑的な A類タイプで．柱穴 4本

の他に南東隅壁際に 1本の柱穴状ピ ットがあった。

第63号住居址

本調査区北東よりグループの北端部にあって，第65号住居址と重複し，より新しい。

床面は比較的良好な貼床で，炉．柱穴はみられない。床面は二重構造で、壁際に若干の平坦部

をもつB類タイプであるが，その北壁中央部から北東隅にかけて比較的大きな土橋的構造を有す

る。かなり特徴的な掘り方と認めてよい。また，本住居址のほぽ南半側の壁外に， 5本の柱穴状

ピットがあった。やや規則性に欠ける状況もみられ，本址に伴うものと断定はできないが，ある

いは柱穴を欠〈ことと関連するものかも知れない。
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第18図第19・62号住居址実測図

第64号住居址

本調査区北東よりグループの中央部東端にあって，第66号住居址と重複するが，それを切って

より新しい。

床面は良好な貼床で．中央部にやや大きい炉址を有するが，柱穴はない。床面上の各壁際に焼

土プロックが点在して．あるいは被火災住居址かとも思われたが断定はできない。床面の二重構

造も特徴的で．壁際に狭い平坦部と中央部に台状部を残して B 類タイプと思われるが• B類のな

かでは周濠状掘り方が巾広く．そのうえ北• 南側の中央付近にはやや浅く掘られた構造が認めら

れた。
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第 19図第63•65号住居址実測図

第65号住居址

本調査区東北よりグループの北端に位置する。第62• 63号住居址と重複し，その双方に切られ

てより古い。

床面は地山からなって二重構造はみられない。中央部に焼土をもってやや小さいが炉址と認め

得た。柱穴の発見もない。

第66号住居址

本調査区北東よりグループのほぽ中央部に位置し，第62• 64• 45号住居址と重複するが，その

すぺてに切られてもっとも古い。

床面はやや軟弱な貼床で， A類タイプの二重構造を有する。焼土は中央部と壁周辺にあって，

床面上にはかなり多量の炭化材もみられた。よって被火災住居址と判断してよかろう。中央部の

焼土は範囲厚さ等から炉址とみなし得る。柱穴は 4本で， 60X55cm前後の大きさの内に，径15-

20cmほどの小ピ ットが認められた。掘り方と柱穴とが検出できたものといえよう。
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第20図 第64・66号住居址実測図

第22·56·57·59·60• 61 号住居址（第21• 22図，図版21·22•34-37)

本調査区中央部東よりのグループで， 6住居址が重複する。その新旧関係を図示すると次の通

りである。

22← 60--—• 57—• 56 
＼↑／ 

59← 61 

第22号住居址

本調査区中央区東よりグループの西端に位置する。第60• 59号住居址と重複するが，それらは

いずれも，本住居址の貼床下部にあって，本址がより新しい。

床面は良好な貼床できわめて堅固につくられていた。中央部やや東よりに礫を伴う焼土があっ
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第21図 第22号住居址および第22号上掘立柱建物址実測図

て，炉址と認められた。柱穴状ピットはすぺてで11本あって．多くは掘り方発掘中に発見された。

うち 4本を柱穴とみておくが，残り 7本のなかで西壁際の南隅側にあった 2本が注目された。あ

るいは本住居址の入口構造等を反映するものである可能性を求め得る状況にあった。その他のな

かには副柱としてよいものもあるが．あるいは別の遺構となる可能性も否定できない。

本床面の二重構造は A類タイプであったが．第60・59号住居址との重複により破壊されていた。

それでも本住居址の貼床がそれとの部分に延びていたことは確実で前述の新旧関係を断定したが．

その壁を把握することは困難な状況にあった。

第56号住居址

本調査区中央部東よりグループの東端に位置する。第57号住居址と重複し．それを切ってより
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本住居址は第17・30号（主居址のI・.部にあってより新しいものと判断されたか，発掘過程において

は土府観察のきわめて I~、I難な状況のために，本住居址のプランを確定することなく掘り下げざる

を得なかった。したかって，その東墜を確実に把捉することはできなかった。

床面は地山からなって二重構造はもたなかったか，南壁の中央部東側に方形状張り出しピット

かみられた。柱穴は発見されなかったか，東岐の中央部北よりにはとんど既に爪複する状況で柱

穴状ピットか検出さ ilた。

第17号住居址

調壺区中央束よりグループの中心を占める大形住居址で，第18・16・30・21号住居址と重複す

る。このうち，第18・16に切られてより古〈，第30・21号住居址を切ってより新しい。

床面は昭固な貼床をもつA類タイプの二重構造で，柱穴と認め得る 4本のピットもあるか， と

〈に東よりの 2本かやや西側にずれている。本住居址の柱穴は床面i検出時には発見できす，掘り

方面で確認したものである。また，各住居址との重複個所はいずれよりも深く，掘り方発掘によっ

てプランを確定できたものである。なお，床面の一部には，若千の炭化粒もあった。

第18号住居址

調-在区の中央部束よりの捐複グループのうちで，北端に位罹する。わずかにその南端部で第 17

号住居址と重複するが，その上部にあってより新しい。

床面は比較的良好な貼床で，全面に厚い焼土塊を敷きつめ，炭化材もみられる。火災を被った

状況がきわめて顕著な l例である。炉と思われる焼土は床面中央部にあるが，柱穴は西南隅に 1

本確認されたはかは発見できなかった。床面の二順構造は顕著でA類となるか，中央部でははば

床面に等しいレベルをもつタイプである。

第20号住居址

調査区中央部東よりグループの南端に位置する。第21号住居址と重複するが，その床面を切っ

てより新しい。

床面は堅固な貼床で，その東北よりを中心にかなり厚い焼土塊かあって被火災住居と認められ

た。貼床面における柱穴等の検出は不可能であったか，炉址は認められた。掘り方は B類タイプ

で，壁周辺に若千の平坦而を残して，その内側にやや巾狭〈浅い周溝状遺構をつくり，中央部は

はとんど貼床を除去できる程度であった。柱穴 4 本を発見し，他に，束• 南壁の周溝状遺構付近

に柱穴状ピット 4かあったがその性格は不明である。

第21号住居址

調査区中央部束よりグループのほぼ中央にあって，第27・30・17・20号住居址と重複する。第

27・30号住居址を切ってより新しく，第17・20号住居址に切られてより古い。

調在の過程においては，状況把握かきわめて困難で，かなり広範囲に比較的良好な貼床か認め

られ，一部には重複しあう可能性を有する壁か残存している様相であった。そのため調査段階で
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新しい。その位置関係からすれば，第57号住居址とも重複関係を有する状況にあるが，調査過程

でそれを判断することはできなかった。

本床面は比較的軟弱で良好とはいえなかったが，中央部に焼土 2があって炉址と判断されたの

で，そのレペルを床面としてみた。柱穴は 4本としておくが，位置がやや歪んでいて不安は残る。

二重構造は C類タイプであった。

第57号住居址

本調査区中央部東よりグループのほぼ中央に位置する。第60・59・56号住居址と重複するが，

第56号住居址に切られてより古く，第60・59号住居址を破壊してより新しい。

床面は堅固な貼床で，第59号住居址のそれとレペルや状況においてほとんど区別できなかった

が，掘り方における層位観察によってより新しいものと判断された。そのため，重複する部位に

おいては，壁の下場はきわめて不明瞭であり図示していない。それでも，掘り方調査によって，

B類タイプの二重構造をもつ独立した住居址であることが確実となった。

床面の中央部には炉址と思われる焼土があり，柱穴とし得るピット 4本があるが，北西隅より

にはさらに 1本が加わる。いわゆる副柱といわれる類である。

第59号住居址

本調査区中央部東よりグループのほぽ中央部に位置し，第22·60• 57• 61号住居址と重複する

が，前 3者のすぺてに切られてより古く，第61号住居址を切ってより新しい。

床面プランにおいては，壁と貼床とがごく一部が残った状況にすぎなかったが，その掘り下げ

において，周濠状掘り方が，第57号住居址のそれと重複しながらもほぼ完全にちかい状況で発見

された。これによって，本住居址のプラン・規模等が明らかとなり，柱穴4本も確実といえた。

第60号住居址

本調査区中央部東よりグループのほぽ中央部において，全体の約 2分の 1ほどが残った住居址

で，第22·57·59号住居址と重複するが，第22• 57号住居址に切られてより古く，第59号住居址

を切ってより新しい。

床面は比較的良好な貼床で，中央部に焼土を有して炉址と認められたほか，周辺部にも焼土や

炭化材が多くカヤ類も含まれていた。被火災住居址であろう。床面の二重構造は， C類タイプで

あったが，その東側の限界は第57• 59号住居址の掘り方がより深いため明らかにはできなかった。

それでも，第57号掘り方の中央台状部には及んでいないようであった。

第61号住居址

本調査区中央部東よりグループの南端に位置する。第59号住居址と重複するが，本住居址の床

面が切られた状況でより古い。

床面は比較的軟弱であるが，中央部に焼土を有して炉址となる。柱穴は発見できなかったが，

C類タイプの二重構造を有する。
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第33号住居址 （第23図，図版第25)

本調査区中央部のやや西よりにあ って，単独で存在する。南側の約 3分の 1はどを欠失する。

床面は比較的軟弱な貼床で，そのほぼ全面に焼土が散在して，火災を被ったものといえる。炉

址はみられないが，柱穴は 4本で， C類タイプの二重構造を有する。

第35・36号住居址 （第23図，図版第26)

本調査区中央部の西よりにあ って， 2基が重複している。その重複における新旧関係は次の通

りである。

35一36

第35号住居址

重複する 2甚の うち北側にある住居址を第35号住居址とした。第36号住居址がより低く，本住

居址を切 っていることから，より古い。

床面は堅固な貼床で， 4本の柱穴をもつ。炉址と判断できるものはみられないが，壁周辺には

若干の焼土塊があって，あるいは被火災住居址である可能性もある。床面の中央部のやや西より

に，柱穴状ピ ット1本があったが，その性格は推定しがたい。

なお，本住居址の覆土最上面のうち，第33号住居址に接近する位置に，焼土塊がみられる。

第36号住居址

第35号住居址の南西隅を切っている住居址で，より新しい。南半部を欠失する。

床面はやや軟弱な貼床で，炉址はなく，柱穴 2本が北側に検出された。中央部東よりに， 141

X96cmほどのピ・ットがあり，牒を伴っていた。床面の二重構造は B類タイプに属する。

第37・38・39号住居址 （第24図，図版第26)

本調査区西北隅にちかく， 3基の住居址が重複していた。いずれも，地形の傾斜と耕作とによ

ってその西壁と床面の一部を失っている 。 床面調査の段階では，基数• 前後関係とも明瞭ではな

かったが，掘り方調査によってそれらを確定した。前後関係を図示すると次の通りであるが，そ

の位置関係から重複することになる第~7·39号住居址の関係は攪乱坑もあ っ て不明である 。

37'--... 
I 38 
39 ~ 

第37号住居址

重複 3基のうち，最南端にある。第38号住居址に切られて，北側を欠失するが＇より古い 。

床面は堅固な貼床で＇炉址はみられないが＇柱穴 4本がありうち 2本は第38号住居址内にある。
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第24図第37・38・39号住居址実測図

B類タイプの二重構造となる。

第38号住居址

3重複住居址の中央部にあり，第37・39号住居址を切ってより新しい。

3m 

床面は堅固な貼床で，中央部南よりに礫を伴う焼土があって炉と判断された。柱穴は 4本で，

B類タイプの二重構造を有する。東北隅の一部に，焼土塊が認められたが，火災とするにはあま

りに少ない。

第39号住居址

本グループの北端にあって，第38号住居址に切られてより古い。

床面は堅固な貼床で，柱穴と認め得るのは 1本である。第38号住居址にまたがって大きな攪乱
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第25図 第40・41号住居址実測図

址がある。北壁側の掘り方からすれば， A類タイプの二重構造となるものであろう。

第40・41号住居址 （第25図，図版第27)

本調査区中央部の北端にあって， 2基が重複する。その前後関係は次の通りである。

41 -----+ 40 

第40号住居址

2基のうち西側にあるもので，第40号住居址を切ってより新しい。

床面は堅固な貼床で，柱穴 4本をもつが炉址はない。典型的な B類タイプの二重構造を有する。

第41号住居址

東側にある住居址で，第40号住居址にその西壁を切られて，より古い。

床面は堅固な貼床であるが，炉址．柱穴ともみられない。北壁と東壁の一部に焼土塊があるが，

その性格は判定しがたい。掘り方の西端を第40号住居址によって攪乱されているが，東側に土橋

的部分をもつ B類タイプとみてよかろう。
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第26図 第42号住居址実測図

第42号住居址 （第26図，図版第33)

本調査区中央部南よりに，単独で存在する。

床面は竪固な貼床で，炉址はない。柱穴 4本の検出はいずれも掘り方調査での段階であった。

中央部北よりの焼土は，床面のものではなく，覆土最上面にあった。 A類タイプの二重構造を有

する。

第43号住居址 （第27図，図版第28)

本調査区の南端部中央にある。位置関係からすれば，第48号住居址と重複するが，その関係を

確認できないので，単独として扱った。

床面は堅固な貼床であるが，南壁と床面の一部を欠失する。その中央部付近に，やや小規模な

焼土があって礫 2を伴い，炉址と認められた。柱穴は，北西壁よりに 2本が発見され，うち 1本

には屑lj柱を伴った。注目されるのは，北隅から北東壁にかけて認められた 3本の柱穴で，いずれ

も壁に接していた。その性格は断定し難いが， とくに北隅の 2本は地山に含まれた大礫の両端に

接する状況であった。床面の二重構造は，西南壁側にやや巾広い床面を残すが，北西壁•北東壁

にはそうした構造はない。広義の B類タイプに属するものとしておこう。二重構造の定型化する

以前の状況といえるかも知れない。

策44号住居址 （第28図）

本調査区南端部の中央西側に，単独で存在する。
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第28図 第44号住居址実測図

炉址• 柱穴はない。 二重構造は比較的良好で， C類タイプに属した。

第46·51·52·5 3·54·55号住居址 （第29図， 図版第29·30)

本調査区西端のやや南よりにあって， 6基の住居址が重複する。 地形の傾斜が南西よりにかな

り強くなる地点で， 7
゜

ランの確定に困難な状況であったので， 不確実な要素が多い。 その重複に

おける前後関係は次の通りである。

46 —→ 51← - 54 
/�/ \/

オ

53 —→ 52 ー→ 55

第46号住居址

本グル ープ最北端にあって， 第51·52·53号住居址と重複する。 その前後関係は第51·52号住

居址に切られてより古いが， 第53号とはともに重複部分の壁を欠失して不明であった。

床面はやや軟弱な貼床で， 炉， 柱穴ともにみられない。 中央部東よりにかなり大形といえる柱

穴状ピットがあったが， その性格は不明である。 また， 東北隅には地山の大礫か館出していたが，

床面の二重構造はC類タイプであった。

第51号住居址

本グル ープ北より東側にあって， 第46·52·55·54号住居址と重複する。 その前後関係は， 第

46·52号住居址を切って， 第55·54号住居址の上に床面を張っていることから， すべてより新し

し9
゜

床面は本グル ープ内では比較的良好な貼床であるが， その南半を流失して， プランの全体は把

据できない。 柱穴 ・炉址ともみられず， 二重構造も有しないようであった。
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第30図 第48・49・50・67・68号住居址実測図

者とはり代の流失により認定の根拠かない。

床面はやや良好な貼床で，炉址・ 柱穴ともみられない。二頂構造は C類タイプと認めた。

第54号住居址

本グループ束北端に発見された住居址で，第51・55号住居址と頂複する。それは，第55号住居

址の撹士を掘リ込んでその上部に構築することからより新しく，第51号住居址が本住居址床面の

・ト部に床面を張ることからより古い。南側の大半を流失して，北よリ一部を残すのみにすぎない。

床面はやや救弱な貼床で．炉址・ 柱穴ともみられないが，東北隅の堕際に焼土塊を残している。

二煎構造は C類タイプであ った。
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第55号住居址

本グループ東より南側に位罹する。 第51·54·52号（主居址と重複するか， 第52号（主居址を切っ

てより新しく， 第51·54号住居址の下部にあってより古い。

床面は， 比較的良好な貼床であるか， 炉址• 柱穴とも認められない。 床面のほは全域にちかく，

焼土塊が散在する。 あるいは火災の可能性を認めてよいかも知れない。 二重構造はC穎タイプに

屈する。

第48·49·50·67·68号住居址 （第30図， 図版第32·33)

本調査区中央部東よりの南端に位置するグループで， 第48·49·50·67·68号（主居址か重複す

る。 東南隅は一部流失しているが、 その前後関係は次の通りである。

/� ↓
°
ミミ:----_

49 ---> 48← 67 <-
― 68 

第48号住居址

本グループの西半に位罹する。 第49·50·67号住居址と重複する。 第49·50号住居址を切り，

第67号住居址の上にのって， そのすべてより新しい。

床面は比較的良好な貼床で， 中心部に礫2 かあってあるいは炉石かと推定されたか焼土はみら

れない。 柱穴は4本で， 二重構造はC穎タイプであった。

第49号住居址

東グループ西端にあって， 第50·48号住居址と重複する。 第50号住居址を切ってより新し〈，

第48号住居址に切られてより古い。 わずかに西北隅のご〈一 部か残存するのみで、 堅固な貼床を

残すが， 他のすべてを失う。

第50号住居址

本グループ西端にあって， わずかに西北隅と東北隅を残すのみであるか， 方形状張り出しピッ

l、か伴う。 第49·48·67·68号住居址と重複する。 第49·48·67号住居址にいずれも切られてよ

り古いか， うち第67号住居址とは確実な層位観察を得ていない。 状況からすれば， 本住居址が切

られているとみてよいものであった。 第68号住居址については， 本住居址が切ってより新しいも

のと観察し得たが， 重複部分がきわめて小範囲であることから若干の疑問は残る。 それでも， 一

応調壺II寺の所見に従ってお〈。

床而は堅固な貼床であるが， それは東北隅と， 方形状張り出しピットにのみ残存する。 他のす

べては欠失している。

第67号住居址

本グループの中央部に位附する。 第48·50·68号住居址と匝複するが， 第68号住居址を切って
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第31図 第69号住居址および東端部ピット群実測図

より新しく，第50号住居址とは前述のように新しいようで，第48号住居址の床面の下部に本住居

址の）未面をもつことからより古い。

床面は比較的良好な貼床で，柱穴 4本も認定できたか，炉址は失われていた。なお，本住居址

内に大小 5本の柱穴状ピ ット があるか，本住居址に伴うかどうかは明らかでない。床面の二重構

造は、典即的な A伐(1タイプといえる。

第68号住居址

本グループの東端部にあって，南堕を流失し，西半部を第67号住居址に切られてより古い。第
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第32図第70・71号住居址実測図

50号住居址とも重複するが，それにも切られているらしい。

床面は，堅固な貼床で，掘り方は C類タイプと思われる。炉址・ 柱穴等は明らかでない。

第69号住居址 （第31図，図版第42・43)

本調査区の東北端に位置し，単独で，重複しあう住居址群とは離れている。径 2mに満たない

胴張隅丸方形プランで，必ずしも住居址となし得るかどうか疑問な例である。

床面は軟弱であるが， C類タイプの掘り方を有する。炉址はなく，柱穴も内部にはないが．壁

外周辺に計 6本の柱穴状ピットがみられる。近辺に土砿状ピットと柱穴群とがあるので，あるい

はそれに関係したものが含まれる可能性もあるが，少くとも，東よりにある 5本は本遺構に伴う

ものかも知れない。なお，本床面上からは，かなりの土器群が出土している，あるいは本址の性

格を反映するものである可能性も認めておきたい。

第70• 71号住居址 （第32図，図版第44)

本調査区の東南端に位置し，他の重複住居址群とやや離れる位置にあって， 2住居址が重複す

る。その前後関係は次の通りである。

71----+ 70 
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第70号住居址

東側にあって，第71号住居址を切ってより新しいと判断されたが，その層位観察はきわめて不

明瞭で明確に断定できる状況ではない。それでも，プランその他の状況からしてまず過りはない

ものと考えている。

床面はきわめて軟弱で，覆土との区別はほとんどできなかったが，炭化材の他の遺物の存在か

らそれと判断した。柱穴は 4本で，他に南壁にちかく西よりに 1本の柱穴状ピ ットがあり，たぶ

ん本住居址に伴うものといえよう 。明瞭に炉址といえるものはないが，かなりな炭化材が散在し

ていたので，あるいは火災を想定できるかも知れない。床面二重構造は C類タイプであるが，西

照側には巾広い周濠状掘り方が認められた。若干の部分変化をもつ例といえる。
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第71号住居址

第70号住居址の西隣にあって．本住居址が切られてより古い。東壁と東北隅を失っている。

床面は，第70号住居址同様に，きわめて軟弱であるが，中央部南よりに焼土があって炉址と判

断されたところから床面を確定した。柱穴等は検出できなかったが，土橋的構造を有する A穎夕

イプとみてよいものであった。

第72·73• 74号住居址（第33図，図版第45• 46) 

本調査区の東南隅にちかく. 3住居址が重複する。その前後関係は次の通りである。

73 —• 72 •—- 74 

第72号住居址

本グループの中央部にあって，第73• 74号住居址と重複するが．その両者を切ってより新しい。

床面は略固な貼床で，中央部南よりに．焼土があって炉址と判断され，炉石 1を伴っていた。

柱穴は 4本で．東南隅のものは副柱 1本を有していた。したがって．柱穴は 5本となる。床面の

北西隅よりにIOOX150cm前後の範囲をもつ焼土塊があって，若干の炭化材・カヤ類等を含んでい

た。他の部分にも若干の焼土はみられて，火災の可能性を認めてもよい。二重構造は，東北隅側

に土橋的構造をもつ B類タイプであった。

第73号住居址

第72号住居址の西北隅側に重複する住居址で．明らかにより古い。

床面は良好な貼床で．中央部東よりに焼土があって．炉址と認められ．炉石 1を伴った。柱穴

は検出されない。二重構造は，北西壁と南東隅側をやや深くするが， B穎タイ プに属する。

第74号住居址 第34図，図版第47)

第72号住居址の東側に龍複してより古く，その東壁側を調査区外に延ばしている。

床面は良好な貼床で．中央部の北・南よりに 2個所の焼土をもち， ともに炉址と判断されたが，

各1の炉石も伴った。柱穴は発見さ・れなかったが，床面の二重構造は B顆タイプであった。

第75・78号住居址

本調査区の東南端にあって，第75・78号住居址が重複するが．後者の大部分は調査区外に延ぴ

ていた。その重複における前後関係は次の通りである。

75←ー 78

第75号住居址

北よりにある住居址で．明らかに第78号住居址を切ってより新しい。

床面は座固な貼床で，中央部北よりに焼土を有して炉址と判断された。柱穴状ピットはすべて

で 6本を数えるが，規則性にやや欠ける。位置関係からすれば．西南隅の 1本を認めてよかろう
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第34図 第75・78号住居址実測図

か，全体の状況から保留すべきかも知れない。 二頂構造は C類タ イプに屈する 。

第78号住居址

第75号（主居址の東南fill]に厭複して，より古いが，その大部分を調杏区外に罹く 。

床面iは昭固な貼床で，調奔範間内では柱穴状ピット 2本を伴う 。北西隅に位附する主・副.ti・：穴

となり得る 。二爪構造は Af!iタイプであった。

第76・77号住居址 (35図，図版第48)

本調1t区の東怜jfl!IJの中央よりに位i在するもので， 2 (主居址か重複する 。その前後関係は次の通

りである 。

76 • — 77 

55 



／
 c

 

□黒色スコリア質土

璽ロームプロック
混入黒色スコリア質土

゜
Jm 

第35図第76・77号住居址実測図

第76号住居址

南よりの住居址で，第77号住居址を切ってより新しい。

床面は比較的良好な貼床である。ほぼ全面にちかい状況で，焼土塊が散在するが，なかでも南

半部に比較的大きなものが集中している。火災の可能性を十分に認め得るが，そのため，炉址の

認定に困難を感ずる状況にある。あるいは有しなかった可能性もあろう。東北隅の壁際と，中央

部西北よりに各 1の柱穴状ピットがあるが，確定できる状況にはない。掘り方は B類タイプに属

する。

第77号住居址

第76号住居址の東北側に重複する本住居址があってより古く，過半を失う。

床面は，やや軟弱な貼床で，炉址はなく，柱穴状ピット 1本が北隅にある。 B類タイプの二重

構造を有する。

第79·80• 81• 82·83·84·85·86·87·88·89·90• 91号住居址 （第36図，図版第49-54)

本調査区東南端よりにあって，第79-91号住居址の13基が童複する。きわめて複雑な前後関係

となるが，それは次の通りである。

84 90 
＼↓ 

85一83 ,( 89 / \~、↓
----

81 
82----+ 86 ----+ 91 +--- 79 

/ ~ ↑ / l 
80 < 88 ----+ 87 
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第36図第79• 80·81·82·83• 84・85・86・87・88・89・90・91号住居址実測図
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第79号住居址

本グループのほぽ中央にあって，第91·81• 88号住居址と重複するが，第91号住居址の下部に

あってより古く， 81• 88号との関係は確認不能であった。約 4分の 3を残存する。

床面はやや軟弱な貼床で，一括の土器群を有する。二重構造は C類タイプで炉はもたない。柱

穴はすぺてで8本を有するが，認定しうるものはない。

第80号住居址

本グループ南よりの西端に位置する。第91• 88号住居址と重複するが，その両者に切られてよ

り古い。約 4分の 3を残存する。

床面は比較的良好な貼床で，西壁よりに炉址が認められた。柱穴は北西隅に 1本のみであるが，

掘り方は C類タイプであった。

第81号住居址

本グループの中央部東端にある。第89·83·91• 79• 88• 87号住居址と重複するが，第89・87・

83号住居址の上部にあってより新しい。他との関係は不明であった。約 2分の 1を残存する。

床面は堅固な貼床で，中央部に灰を高く積む焼土があって炉址と認められ，炉石 2を伴った。

柱穴状ピット 8本を検出したが，良好な状況で認定できるものはない。掘り方は B類タイプであ

った。

第82号住居址

本グループの中央部西端に位置するが，東側を第86号住居址に削られ，南側を流失して，約 8

分の 1ほどが残るにすぎない。

床面はやや軟弱な地山で二重構造はもたない。炉址．柱穴ともなく，北西壁と一部の床面から

認定したにすぎない。

第83号住居址

本グループの東北側にある。第84·90• 89• 81• 91• 85号住居址と重複する。第90・89号住居

址の上部にあってより新しく，第84• 85号住居址を切ってより新しく，第81号住居址より古い。

また，第91号住居址との関係は不明であった。約 4分の 3ほどが残存する。

床面は，比較的良好な貼床で，中央部北西よりに礫を伴う焼土があって，炉址と認められた。

柱穴状ピットは東北隅に重複する例が認められたのみで，他は明瞭でない。また，主に壁の周囲

に焼土の散在が認められた，あるいは火災の可能性を考慮できるかも知れない。掘り方は C類タ

プに属する。

第84号住居址

本グループの西北端に位置するが．第83号住居址にその東南隅を切られて，より古い。 ． 

床面はやや軟弱で．炉もないが，柱穴状ピット 3本が検出されている。位置不良で. 1本のみ
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か可能性を残す。掘り方は C閃J(タイプである。

第85号住居址

本グループの中央部北よりにあって，第86・83・91号住居址と重複するか，第86号（主居址の上

にあってより新しく、第83・91号住居址に切られてより古い。

床面はやや軟弱な貼床であるが，二重構造については断定しにくい。炉址• 柱穴等は不明であ

る。

第86号住居址

本グループの北より西側にあって，第82・85・91号住居址と厘複する。第82号住居址を切って

より新しく，第85号住居址を上にのせてより古く，第91号住居址に切られてより古いものであっ

た。

床面は良好な貼床で，北西側に焼土があって炉と認められたが，礫 3を伴っていた。また，中

央から東南側にかけて，焼土の堆梢力鳴[<, 被火災住居址と認めてよかろう。柱穴状ピット 3本

をもつが， うち 2本は位置関係もよい。二重構造は A類タイプといえる。

第87号住居址

本グループ南端部東よりに位憧する。第88・81号住居址と重複するが，前者を切ってより新し

く，後者の下部にあってより古い。

床面は良好な貼床であるか，炉はなく，柱穴状ピット 2も位置関係不良である。 A類タイプの

二軍構造を有する。

第88号住居址

本グループの南端部西よりにあって，第80・91・79・87・81号住居址と重複する。うち，第81号

との関係は不明であるが，他のすべてに切られたり，下部にあることからより古い。

床面は略固な貼床で，中央部北よりに焼土をもっで炉址といえる。柱穴の可能性をもつピット

は 3本あるか，位置関係では 2本が良好となる。 C類タイプの二重構造を有する。

第89号住居址

本グループの東北端部にあって，第81・83号住居址に重複するが，その両者の下部にあってよ

り古い。

床面は良好な貼床で，中央部東よりに礫 1を伴う焼土があって炉と認められた。柱穴状ピット

はすべてで 5本あるか， うち 3本を主柱穴， 2本を副柱とみることも可能な状況であった。掘り

方は C類タイプである。

第90号住居址

本グループの北端部中央にあって，第83号住居址の下部におさまってより古い。

床面はやや軟弱な貼床で，炉址はないが，柱穴は北西隅よりの 1本のみが伴うらしい。掘り方
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はA類タイプとなる。

第91号住居址

本グループの中央部西よりにあって，第85• 86• 80• 88• 79·81• 83号住居址と重複する。う

ち，第79号住居址の上部にあってより新しく，第85・86・88号住居址を切ってより新しいが，第

80号住居址の下部にあってより古い。その他との関係は不明である 。

床面は堅固な貼床で＇炉址はないが，柱穴は西側に 2本あり，他に第79号内からも拾えそうで

ある。二重構造は C類タイプであった。

(2) 掘立柱建物址 （第 14・21図，図版第55)

本遺跡において掘立柱建物址として扱った例は 2棟分である。 うち，遺跡のほぼ中央部にちか

い第15号住居址東北よりの 1棟は現地調査の段階で認めた例であるが，遺跡の中央部南端の第22

号住居址内に発見されたそれは資料整理の過程で3本の柱穴を認定しようと試みたものである 。

よって，前者（第 1号）については確実といえるが，後者（第 2号）には若干の疑問が残ること

を断っておきたい。 ・

第 1号掘立柱建物址は， l間X1間で，その絶対値は16.0X230cmほどを測る。長軸方位を西北

～東南方位にするが，その検出状況は良好で，周辺の検討によれば，両辺とも 2間になり得る可

能性はまったくない。 4本柱建物址と認めておく。

第2号（第22号住居址上）掘立柱建物址は，すでに述ぺたように 3本柱をかなり無理に認定してみ

たものであるが，これを除去することによって第22号住居址内のピ ットを合理的に理解できるよ

うになる。 1間X1間で，それは160X200cm前後を測って，第 1号掘立柱建物址の規模にはぽー

致する。

30cm 

第37図 第 1号特殊遺構
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(3) 特殊遺構 （第37-39図，図版第57)

ここで特殊遺構と呼んだものは，大きく 3種類の遺構を含んでいる。それは，

① 第 7号住居址付近で発見されたJ-11群一括と焼土塊の組合わせ逍構（第 1号特殊遺構）

② 第22号住居址柑上最J-.面で発見された土器群一括を伴う遺構（第 2号特殊逍構）

③ 第 1号住居址北よりで第 2号住居址の東壁にちかく発見された礫を配列した逍構で， 2甚あ

る。（第 3・4号特殊遺構）である。なかには遺構とすることが適正であるかどうか疑問な例も含

むか，そうしたあり方に注目する意味でとりあげてみた。以下各別に述べよう。

第 1号特殊消構としたものは，径40cm前後の粘土床の外縁部に小町牡廿 4個を半円形に並列した

遺構と，それから約1.5mはどの空間をおいて， 220X110cmはどの規校を測る庫い焼土塊とが認め

られた。両者か積極的に単一の遺構であるという証拠はないが，同ーレベルで周辺に他の遺構等

がみられないことから一括して扱っておくことにする。粘土床の南半部は耕作による攪乱で失わ

れていたか，こうした遺構の性格については後に検討してみることとしたい。

第 2号特殊遺構としたものは，第22号住居址覆土最上面で， 60X70cmはどの長方形の範囲に一

括で発見された土器群のまとまりである。高杯・ 猥形土器片等で，器形も比較的類例の少いもの

であった。なお本土器群については，かなり詳細な検討にもかかわらず伴うといえる逍構を明ら

かにすることはでぎなかった。なお，前節で述べた第 2号掘立柱建物址との関係では，その区画

内に含み得る点のみを述べておこう。

第 3・4号特殊遺構は，硬をはぽ円ないし楕円形に配したもので，相互の中心間距離は1.1mで

ある。第 3号特殊消構は， 30X35cmの長方形で，深さ 15cmほどの浅いピットが認められ，その周

緑部北半にのみ礫を配している。第 4号特殊遣構としたものは，ピットといえる状況はないか，

わずかに残された数個の礫と、調在時の移動に際してその痕跡か残存していたと判断された状況

から、径20cm前後の円形プランを認めてみた。

こうした逍構のあり方は，何らの

遺物を伴わないことも加えて，人為

的遺構と認めるべぎかどうか大いに

困惑した。確かに本遺構付近は，遺

構検出面か，前述した休場層でこれ

には地山硬かかなり含まれていた。

したかって， 自然的現象を誤認した

のではないかという批判は出てくる

かも知れない。それでも，本逍構の

上部には住居址内覆土とまった〈同

質といえる黒色スコリア質土が堆柏

していることから，住居址群とはぱ

同期で何らかの関係を有する遺構と

ー

ー

l
」
-
|

Q
 

30an 

第38図 第 2号特殊遺構
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第39図第 3• 4号特殊遺構

判断してみた。もちろん，その性格• 住居址との関係などを推定する資料はまったくないが，今後

の問題提起として記述しておくこととする。
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2 遺物

本逍跡の主な逍物としては，土器類• 鉄器類• 石器類がある。

(I) 土器類（第40-571名I. 図版第85-96)

月の輪平遺跡

土器
U径

器科
器形

底径
器形の特徴

番号 cm 

15.3 胎土砂粒を多〈含む。Ti英，金

裳母を比較的多く含む

TO!Ol 甕 A, 23.2 焼成良

10.2 色調 II音貨褐色

21.0 胎」： 粒の大きい砂．石英．長石

を含む。金裳母は少ない

T0102 猥 AJ 30.6 焼成杵通

10.5 色 濶 茶 褐 色

14.6 胎土 糸Illかい金裳母．長{iを含む

TOI03 康 A, 23.3 焼成 良

9.7 色調 llf'i橙褐色

20.7 胎土 令梨：I:}, 1i9L 1乏石，砂粒

を多砒に含む

TOI04 猥 A, 30.7 h克r,l,: 1¥'iill 

10.2 色調暗赤褐色

14 .4 胎土 砂粒かなり含むが粘土が細
カ~ し、

T0105 甕 A2 21. 9 焼成 tl'ii!i(痰AとしてはII他弱）

8.5 色調暗橙褐色

14.6 胎土 砂粒比較的多く含む。長石、

金雲母をかなり含む

T0106 甕 A↓ 焼成良

色調暗橙褐色

16.4 胎北 砂粒多く含むが金裳母は少
なし、

TOI07 炭 A, 焼成 良

色調 -Ut褐色

14.3 胎土 微細な成母， !Hiをかなり

多〈含む

TOl08 猥 A, 焼成良好

色調 茶褐色から ll;'i茶褐色

,東,k, ・ 形 の 手 法

外面は II緑ヨコナテ,(胴のハケの後）。胴下半を 2回

にわけてハケを施した後上半のハケを施す。脚斜位
の短いハケ以下＋テ”ツケ(?)

内頂iは1こIHかすかな(II)部が見られる，接合部はヘラ
ズリ，後全体に横コナテJll•l.l·.半， llJJllff.なオサエ．脚
オサエと軒い＋テ・, ・ド端折り返し (8木/I cm) 

外面は LI 好ヨコナテ、 111•1下から右下りのハケが 3 回
胴上半は左下りのハケ，後に口**のナテと胴の横線
を施している。靭斜位の短いハケ，以下ナデツケ。

内面は口枯 11 唇に l~l 線が巡る 。
胴上半オサエ，脚明らかなオサ工，下沿折り返し
(G 4,/ l rm) 

外ffliは口 Hヨコナテ, Ill~ 下から上に 3回のハケ （後

にロヤfのナデ）
卵斜位の距いハケ（ナテ' •'J ケの後）内面は口々t ナテ’
接介部ケズリ
胴上半オサェ，胴底ケス:,J、脚オサエ， 下端折り返し
(9本 /I cm) 

外面i口悴ヨコナテ，胴下半ナナメハケ上半の左ナナ

メハケの後横線更に IIヤ手のヨコナデを施す。翡l斜
位の短いナナメハケ

内面の口枯接合部ヘラケズリ後ヨコナテ·111~下半オサ

工以下ナデ脚オサエナテ‘ツケ接合部粘土充峨下端折
I)返し

外而は胴下からタテハケ(2目）右ナナメハケ、左ナ

ナメハケを施した後櫛描横線文を施す。更にロャtの
ナデ，口悴ヨコナテ・, 脚斜位の短いハケ

内面口仔接合部のハケの後ヨコナデ，胴上半オサエ
(4本/I cm) 
胴下半ヨコハケ，下端折り返し，脚オサエとナテッケ

外面はナテ胴下から 3回右下がりのハケ，その上は

左下かりのハケ，後にロヤ和の十テ (7本/I cm) 

内ffりは口柊凹部がめぐる。段の部分も沈線的。ヨコ

ナテ‘以下オサエ

外而は口悴ナテ＇，胴下からタテハケ後右下がりのハ

ケ後，左下がりのハケ後に口抒のナデ(7本/I~m) 
内而はロヤ1而取りか？ ロ欣ヨコハケの後ヨコナデ

胴オサエ

外ffiiは口悴ナデ。胴下から右下がりのナナメハケ。

胴上半左下かりのナナメハケ。 (6本 /I cm) 

内而は口itヨコナテ・, 以下オサエ。胴部下半ナテ’

第 6表土器一覧表

備 名・

スス!!•]最大径付近，
ロ悴に付芯二次加熱
あり

完形
脚．深沢氏のネーム
あり

内外面俵lj沿笞しい

（ハケの上下l関係は

必ずしも定かでない）

はば完形．二次/JU熱

スス（最大径以下，

口悟）付箔

はば完形

胴」＇．半の一部 にスス

付沿

二次/Ju熱

胎土若干砂質

残存口枯胴％欠m

二次1m熱

!ill'ぅua

TOJO! と類似

スス（口唇最大径付

近）かなり付済

残存胴下半以下欠損

スス（胴最大径付近）

~·i干付がi (砂粒が多

いのに特徴あり ）

残存胴％別欠損

二次）JII熱

外而はスス付牙t
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径

高

径

em

ロ
器
底

|— 

形器

ー・器土

番号

器形の特徴 整形の手法 備考

12.9胎土 金雲母．砂粒を多く含む 外面は胴ハケの後口悴ヨコナデ凹部を造り出すためスス付着（比較的少

01091甕 A,I-I焼成 良 bラ本の／よ2う:~月もので沈線（？）を施す。後ヨコナデ i晶緑完形

内面は口緑ヨコナデ，胴ケズリ後に軽くオサエ 胴下半欠く

- I色調赤褐色

13.9 I胎土 砂粒、石英，金雲母多し I外面は胴の後口緑ヨコ＋デ (8本/I cm) 
内面は口唇ヨコ＋デ

外面スス付箔

％存

TOllOI甕 A.I- I焼成良

~ 13.0胎士 砂粒，石英．金雲母を比較外面は口昏凹部を沈線をひくようにして造りだしヨスス‘の付着が著しい

的多く含む コナ免胴＋＋メハケ (12本/lcm) I¼ 存
TOllll甕 As1- I焼成良 内面は口緑ヨコナデ．、口唇凹線のような凹部がめぐ

る
一 色調橙褐色 胴オサエかなり顕著

15.0胎土 金雲母，砂粒，長石を比較的外面は口緑ヨコ＋デ，胴下より右下がりのハケ，左lスス（口唇～胴上半）
多く含む 下がりのハケ，口緑の十デの順 (7本 /1 cm) 付着％

T01121甕 A4I- I焼成良 内面は口緑ヨコ＋デ，接合部ヘラズリの上に＋デ

胴オサエ
ー ，色調暗橙褐色

_ , 胎土 長石多く，雲母，砂粒若干含外面はクテハケ．＋＋メハケ，一部＋デ？ で消さ二次加熱

む れている 内面剥活あり

T0113I甕 I- I焼 成 普 通 内面は＋＋メ，及びヨコハケ (IO本/I cm) 残存甕部なし
脚％

ー ，色調暗赤褐色

12.2胎土 非常に良く精選される

T0114l'bヽ型壺1-I焼成 良好

外面はヨコヒラガキ。

内面はヨコヒラガキ。肩部近くナナメガキ。

残存口緑¼
以上欠損

~ 11.8胎土多くの長石．細かい石英が外面は口緑オサエ 残存口緑完形以上欠

多い。若干の雲母．細かい内面は口緑オサエ．ョコハケ一部あり。胴上半オサ損

T0115I壺 E I- I 砂粒若干含む エ 在地典型クイプ
焼 成 普 通 口緑接合部にオサ工。接合痕顕著

_ , 色調 器表淡橙褐色．器壁青灰色

13.3胎土 砂粒比較的多いが帖土質

TOI16I壺 D,1-I焼成普通

― •色調黄灰色

外面は口唇＋デ。口緑細いクテハケ (10本 /1 cm) 残存，口緑のうちロ

一部粗いクテハケ (7本/1 cm)。胴クテヘラミガキ唇大半欠く

主に一部ヨコヘラミガキ 以J:完形

内面は口緑肌あれ，胴ヨコハケ（祖い） 胴上半

(7本/1 cm) 下半
＞半欠損

ー ，胎土 砂粒多し，石英若千緻密 I外面＋デか(?)底木葉痕

内面はヨコハケ (6-7本/1cm) 
若千肌あれ

在地典型クイプ

T01171 壺 1-~ここ竺
一 胎土 多量に砂粒を含む

T0118I壺 I- l焼 成 普 通

13.0 I色調暗貧褐色

外面は胴（上）ナナメヘラミガキ（主として）胴（下）ヨ内外剥落激し

コ又はナナメヘラミガキ I口緑欠損
底部接合部タテハケの後ヘラミガキ (11本/1 cm) 胴部以下ほぼ完形

内面は口様肌あれ，胴剥活

第 7表土器一覧表
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_u怜
LI径

器形
器翡

器形の特徴 格 形 の r, 法 備 名

番サ
底1f

"'" 
10.0 胎：t・. 細かしヽ砂粒を含みわりと枯 外1(1iは， II粒部，糾lカ・〈ていねいなタテの ミガキ。 II 緑部 1文ぴIll•] 部半欠
（復） 選されたもの

)11,j部細かくていねいなヨコのミカ令

TOl19 
小収壺

13.4 i克 r,~_['.; り1—
底ill,,接合部タテのケズリ 。

E 底mi. 木梃痕があるがナテ‘てていねし、に消している

6.6 色湖 淡吠褐色（少し赤っぼい ）
内面は U枯部ヨコハケの後細かいヨコのミカ守
(lo本 /I cm)り"'部ハタ荒Hi敦しい

胎土 かなり多くの砂粒を 含む 外而はナナメのヘラミカ令。fi(との接合部タテのケ 底部完存

ズリ．底面木築狛

T0!20 令..t. 焼成粋通 内 rfli は Ill•! 部のナナノのハケ (G本/ I cm) I氏部Illしあ
れ激しし、

7 .8 色謀I 淡貨褐色（少しが っぽい）

胎土 少し大 きめの砂粒をかなり 外ffiiはIllしあH≪tオS紺fi 底部完H
含む r勺[Mlよ俵lj{f,;i敦しし、

TOl21 珀t ．）た1戎；・ltnm

9.3 色調黄褐色

胎上 細かい砂粒を多献に含む 外f(1jは1!f:近くにタテ ハケ、 lil;木梨痕 IllにLの質は砂質 (/t:
内而はIllしあれ激しい J也iJI↓'¥'tタイプ）

TOl22 ,一J,,ヽ,• 焼成粋通 残存底完全以上を欠

〈

9.2 色調淡佑褐色

胎j: 大きめの砂粒を多扇に含む 外侑iは胴ヨコヘラミカ令．接合部ヘラケズリ 残存底部完形

底木業lil・
TOJ2:l 壺 {!/.rile: }f・jlfi 内ihiは剥沿激しし、

7 .3 色渕淡黄褐色

胎：,-_ 細かいlもti等を含み比較的 ク ~ilri は口枯（刷との接合部 ） (12本/I cm)月M部mしあ 胴部下平に IlL 
精湛されている

れ激しい
底部Illしあれ。内而はn枯 (!Mとの接合部）ヨコヘ ラ

TOl24 小'-¥'!壺 焼成粋ii!i か（？）
I St;i ~; と
-, 0 : ↑＇― 

色 調淡択褐色
屑部ヨコ ハケ。り1り部ナナメのヘラカ・エグリ 。ij[,J部下

.,, .I ;.. I, 4.0 方ヨコのヘラかエクリ似.,,

胎土 料干長石．砂粒含むかt/,::1:外面はナテッヶ 底部完形
つは9し、 内頂iは糸I]落激しい

T0125 小刑壺 焼成杵辿

4.8 色調淡褐色

胎土 微細な長石，雰flJを含むが 外1f1iはタテヘ ラ ミガキ。 HL(外から内へ穿孔） 残 存 孔 以 下 は 大 半

小型裔
良 〈精i殺されている 内f!iiは回転させたヘラケ ス:・,}。 lLの端を削りとる 欠HI

T0126 
杯 A

焼成良好 杯部欠m

色調 II,~, が褐色

胎土 砂粒を含む粘.i:質の強いも 外面はたての太目のヘ ラミガキ。 31し
の 内iJijは」：部オサエとナテ付け。下部ヨコハケ

T0127 高杯 焼成良好 (15本/ I cm) 

色脱黄褐色

胎土 i牧細な l~イi. 令雰母等のみ 外面は杯部ヘラミカ令（比較的細かいもの）。接合部 接合部完存

を含みMi粒された bの
たてのケ ズリ

器ifii, 外而の:ti)沼が
小'I'!高 脚音lしたてのケズリガキ（梵いしので接合部のケズ

T0128 
杯 A

焼成良好
リのあとに成1ftされた） 比較的多し' •

色調暗柑褐色
内ifllは，杯部細か〈ていねいなヘラミガキ。脚部回
転させる荒いケズリ
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土器

番号＇

ロ径

器形
器高

I底径
cm 

器形の特徴 整形の手法 備考

一 胎土 微細な雲母，長石を含むが外面はクテヘラミガキ。下端ヨコヘラミガキ 2孔は確認できる

T01291台 焼 成 良 好 コナデ (4-5本/!cm) L, 存小型器I- 良く精選されている 内面は回転させたヘラケズリ。下半ヨコハケの上ヨ（角度から 4孔かも）

13.4 I色 調 暗 赤 褐 色

10.5 胎土 細かい長石．砂粒を含む。外面は口唇ヨコナデ（ハケの後 ）。 口緑細かいハケ。 内外一部剥蒋

小型丸I 良く精選されている 胴ヘラ調整か? I½ 存
T0130I底土器 9.4 焼 成 良 好 内面は口緑ヨコハケ。胴部ヘラ調整

C ・（ハケ16本/1 cm) 
4.4 色調淡黄褐色

5.8 ! 胎土 石英長五砂粒含む。胎 1外面は口唇オサエ以下クテハケ (IO本/I cm) 
土あらめ 内面は口緑ナデ。訊ヨコハケ

T0131 ! ,J雌 Al- I焼 成 普 通

― |色調淡賀褐色

一 胎土長石．多く砂粒を含む。若干1外，内面共にクテハケ (9本/I cm) 

T0132I ,Jヽ汁t1 ; ニ
一 胎土長石，金雲母を少量，砂粒1内外肌あれ

を多量に含む

T0301 I壺 I- l焼 成 普 通

13.0 I色調淡賀褐色

内面．肩部付近に明

瞭な接合痕

口緑部～胴部上半½
存

残存，底部一部欠

底部％存

底部木薬痕

在地典型クイプ

::::: 甕襄D,: ~-8 l~i i~~;: 含::::も少1::::;::::~~:~::::、:(:~~·l)m) I!~~~~~;;:· 
一 色 調暗褐色

外面は杯部クテハケの後．口唇ヨコナデ。脚クテハ
ヶ

12.3胎土 長石，砂粒を多く含む

小型高
T0403l 9.6 焼成やや不良

杯 B
内面は杯部ヨコハケの上に粗いクテヘラガキか。
(1本/1 cm) 

6.9 色調暗黄褐色
脚ヨコハケ。接合方法，ソケット式 3孔口径（小さ
いもの）外から内へ穿孔

長石を多量に含む 胴ヨコハケ (12本/1 cm) 
T070ll襄 D2I― 焼成 普通 1内面は口緑ー胴ヨコハケ

22., I胎土 少し大きめの砂粒，細かい外面は口唇の一部ヨコハケ以下細かいタテハケ。

ー ，色調暗黄褐色

12.4胎土 微量の金雲母，若干の砂粒I外内面共にハケの上にヨコナデ (20本/1 cm) 

T07D2liヽ型壺|― 焼成 1:t・ 
一 色調灰褐色（？）
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粘土の質は地の壺と

同質

完形

外面の一部スス付着

内外かなり糸I]沼
口緑部一胴部上半％

存。

内外共赤彩

外面剥落あり

口緑部％存。



j: 器
II径

器形
器泊j

器形の特徴 整 形 の q, 法 Wi 名

酢号
底径

"m 

14 .5 胎土 小Ti, /1英，金雰母を含む
術/tiは口枯タテハケの後ヨコナテ,(6本/I cm) 脚

スス（胴最大径付近

小 、ー(jは約(ljに表II¥して＼ヽ る
タテハケ u緑に付済）
胴下から主としてタテ，ナナメ，ヨコ，ハケのWi(但し

T0801 恨 D, 23.2 lftr, 文 '/t-ilfl 切り合しヽではなしヽ ）
残存 U緑％を欠くが

内而は［」緑ヨコナテ，胴ヨコハケ下半ヘラミガキ (17)他は完lf3
8.6 色調 IIJI貨褐色 ような調務）脚ヨコハケ

14 .3 胎:L i放蚊の長:fi, 砂粒多鼠に含 外而はIllしあれ ％存

む 内而はなめらかなので， ミガキか？ 典咄タイプ

T0802 壺 C 焼成 /'[-通

色 調 橙 褐 色

17. 7 胎土 石英、令雰fl}をやや多く含 外1<1iは日枝ヨコナテ。 ttl寸1.,:ナナノハケ(7本 /I cm) ％存

む ハケの後ナデ

TllOI 猥 As ti'tn父 H/J/- 内ifli接合部ケズリ. IJ抒凹線をめぐらすこの後ヨコ

色潤 llf¥附褐色 ナテ‘

Ill叶オサエ

nt; 土 紆IIかしヽ {iりふ金槃母をかな 外面はII月接介部ヘラでオサエ付けているからミガキ スス (111•1 の内外）付
り含む のように見える。 ifi 

Tll02 猥 A i兒/Jl,; 1:! ~ 子 脚ナテッケ 接合部完存

内 1fli は 111•1 ヨコ ヘラケズ リ その他欠損

色調 111¥ 赤褐色 脚枯j・_をつめたあと指によるオサエ

12.1 胎土 大粒の石英，艮行をかなり 外而は 11枝タテハケの上にヨコヘラミガキ。胴Illしあ ％存

含む iL 
TII03 焼,,文良好 内lfliはナナメヘラミガキ。IJJ,Jヨコナテ

色瀾淡黄褐色

11. 4 胎土 紺lかな令戌：母，長1i等をか 外1f1iは胴部の右下がりのナナメハケ→肩の1,:下がり ％存

（復） なり多く含む のナナメハケ→nャfのナデ (6{~/ I cm) 二次1)11熱
1'1301 椛 A, 焼成柑'i』 内面は LI緑部ヨコナテP、接合部ケズリ， IM部オサエ ※ II 1至しう少し大き

とナテ'(ッケ ） くなるかし内面カ

色調 11;1褐色 ープ典'l'lと異なる

13 4 胎土 金雲母．長1i. 石英などi孜 外而は口緑胴のハケの後ヨコナデ(5-6本 /1 cm) 二次/Jn熱
細なしのを多く含む （ナテ＇は三iりの隆{Iにより下には及んでいない） スス付済

T!302 痰 A, 焼成 t! 好 内而は接合部ヘラケズリの後口粒ヨコナテ‘ ½存

色調暗茶褐色

13.8 胎土 長1iなどの非‘指に微細なも
外雁は口枝タテの細かいTl界なヘラミガキ。（杯のケ 内頂iは泉I]蕗がかなり

4ヽ型丸 のを含む
ズリの後， C:lf汝のミカ”キ）

ある 。

T 1303 底土器 精選されたもの
杯部ヘラヶズリ。接合部はミガキの前にヘラでくひ'

％存
れ部を沈線をひくようにして，造りだしている。

A 焼成良 内面は口枯左ナナメの丁寧なヘラミガキ。杯部ナテ‘
色 調 茶 褐 色 （ヨコ）

21.4 胎土 石英，金雲flt少屈含む。小 外而はタテハケの後，タテヘラミガキ。 杯部略完存

石をやや多く含む (6 -7本/I cm) ハケメはは残る。 内，外依I]沿かなりあ

Tl501 高杯A 焼成良 内面はヨコハケの後，タテ又はナナメヘラミガキ る

色調暗橙褐色

胎土 長石，砂粒が多い 外1(1iはIJJlあれ 底部充存

内面はIllしあれ。底木甜痕 木業痕あり。

T230! 壺 焼成骰通

6.5 色調 /1.¥褐色
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径

高

径

口
器
底

••.••• 

9
/／
 

工器

器土

番号
cm 

器形の特徴 整形 の手 法 備考

ー 胎土石英粒，小石を多く含む 外面は部分的にハケ，後にオサエ

内面はカメ，ヨコハケ，底は向心のハケ

T240l I甕 I- I焼成良 脚ハケ上靖はオサエ (7本/1 cm) 

一 色調暗黄褐色

8.0 胎土長石，砂粒を多く含む。大外面は一部ハケ

T260ll 
小型土I 粒の小石も若千含む 1内面は部分的にヨコハケ

器D
3.5 焼成普通

2.9 色 調 暗 橙 褐 色

16.8胎土 金雲母，長石，石英をかな外面は口緑ヨコナデ，胴左ナナメハケの後櫛描横線I¼存
り多く含む 内面は口緑ヨコナデ，接合部ヘラケズリの後ヨコナスス（外面）付着

T3201]甕 A3I―焼 成 、良 デ

ロ唇にかすかな凹線がめぐる。胴オサエ（上半）以下
＿ ， 色調暗褐色 ケズリ横線 6本

½存
カメ内面スス付哨

肌あれが激しい

はほ完形

15.2 胎土 金雲母，石英．長石など微1外内面共にヨコナデ
細なものをかなり含む 内面の口唇わずかな凹線がめぐる

T3202I甕 A I一 焼成普通

％存
スス（外面）付稽

＿ ，色調暗茶褐色

1s.2 I胎土 微細な金雲母，長石，石英
外面は胴にハケを施した口緑ヨコナデ，更に涌稜の

をかなり含む
上面をヘラでヨコに巡らし鋭い稜にしている 虹

Tl60ll甕 A,I- I焼成 良 1~~ 面ばぷぶヘラケズリ後ヨコナデ。胴ヨコハケの

上にオサ工。口唇凹部が巡る (11本/1 cm) 
- I色 調 明 茶 褐 色

一 胎土 微細な金雲母，長石を含む外面は胴祖いクテッケ。脚ナデツケ。(6本/1 cm) ½ 存
非常に精選されている 内面は胴ヨコハケ。脚オサエ。下端折り返し。接合脚の角度がもう少し

T1602I甕 A I- I焼成良 方法ソケット法 外側に開くかも

8.3 色調赤褐色

1戸 長石を多く含む。シ外面はヨコナデ。折り返し接合部はナナメハケ。 I¼ 存
（復） ルト的なもの I内面は口唇ナデ。 S字状結節の縄文

T 16031壺 C3I― 焼成普通

- I色 調 淡 賀 褐 色

一 胎土微細な石英，砂を含むが精外面は接合部付近クテケズリ。全体に入念なクテミ内，外面にスス付着

選されている ガキ。

T 16041高杯Al- I焼 成 良 好
内面は接合付近，ヨコの方向にケズリ。孔以下ケス:I特に内面に著しい。

リの上にナデか。
脚のみ½存

_ , 色調茶褐色
3孔外から内へ穿孔。穿孔後内面のふちをケズリと
る。

- '胎土長石，石英金雲母を比較1外面ナデツケの後斜位の短いハケ (6本/1 cm) 
的多く含む 内面ナデツケ。下端折り返し

T 17011甕 A I― 焼成良

7.3 色調暗褐色

Tl702I; 認高戸琵悶•が，かなり l盟閃翌言昇｝。脚クテヘラミガキ。
残存脚完全以下欠損

外面の一部スス付着

二次加熱

残存図の部分のみ完

全他欠損

内・外共に最1Jtiが激

しい
一 I色調橙褐色
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I・．器
11 I怜

器形
器硲

器形の特依 t,~ 形 (/) T・ 法 備 )'.; -

番り
底径

('Ill 

¥) ¥) IJ/; I. i版利IIな令払(:l1}. l乏Iiなどを 外lfliはII*女ヨコナテ。I氏］冴,,なヘラケ 7、'.IJO 一部にスス付杓

4ヽ'¥'!盛
かなリ n〈粘湛されて＼ヽる 内1(1iはLI枝ヨコナテ." I氏）杖射状のmいヘラミガキ 残存梢1部久:lJし

TJ70:l 
台A

焼成良 図 Lのものは完形

色瀾 II泊6褐色

胎上 砂槌 i数細なli:、Ii.令雲 f•}: を 外1fliはややIllめにタテヘラミガキ ％存

小'¥'!器
含む "~1,·諮に枯選さ ILて＼ヽ 内由iはヨコに 1ill しなからヘラケズリ。卜•端近くはヨ 内、 外共に mしあれが

T 1704 る コナテ‘ 相当あり
台

/Ji.I』'i: HH 孔は 2孔まで確認される 。外か ら内へ穿礼。周WIケ
12 9 色調 11/j茶褐色 ズリとり

14 8 胎・I. j数1::の小イiとldi. 砂粒を 外rfliはII粒ヨコヘラミカ、キ,Ii(部中心に向うヘラミ 内、外7、ス 付箔

小'¥'!)L l'i+含むか比較的精湛され ガキ。 liH.:-1こI・.げ底 完形
T 1705 底土岱；； 7 7 ている f~llfli は「l 粒ヨコヘラミガキ 。底部中心に向うヘラミ

A 焼1,ii: l~ ガキ
3.0 色 ,~l 赤褐色 ＜ぴれ部は，外川iにl"I線をめぐらし造り出す

胎土 砂少々含むが，良く梢湛さ タト，内frii共に手により造る 判洛面に木艇痕あり

4ヽ刑j-_
れている 残存上半欠〈以下は

T 1706 
悩F

がI.I戊； "Ihm ぼ完形

3.8 色調 i炎黄褐色

15.8 胎I. li:1iを多く，全裳付を少址 外ffiiはII緑ヨコナテ。 lli'I布ナナノハケの後左ナナメ ％存
含む ハケの上半に 1条のナデ スス（外llii)に付消

T 1801 康 A, i克＂文’格 t致 内面は LI枯ヨコナデ o LI竹内!1!11わずかに面をもつ

脹lオサエ下部ケズリ (6本 /I cm) 
色調茶褐色

胎土 砂粒，利II カ・し、イ似•::1:): 、長 ./j を 外lfliは胴部ケズリの後ハケ (9,j,/ I cm) 更に指等 二次Im熱あり
多く含む のオサエ （器ffliか砂でザラザ

Tl802 康 A 村u成 ffjtfi 脚部ナテ‘ツケ ラする）

内面は胴ヨコのケズリ 。脚指頭によるオサエ。下端 残―({脚完全
9 6 色調貿褐色 折り返し

13.7 胎：L: i牧細な雰母，長1iをかなり 外ffifはn緑三角の稜の両脇はヘラでffliをナテ稜をき 完形（脚久りu
含む。 Ii少質的

ちんと込りだす
二次Im熱

T 1803 猥 A』 焼成良
IIHヨコナデ。枷l下から)l(iにタテイiナナメ左ナナメ

内．外の知){Iiが激しのハケを施す (9本 /l cm) 
内位iは接合部ヘラヶズリ直下はオサェロ粒ヨコナデ

し、

色調明茶褐色 肘ナテ＇ツケ

12.6 ijf;j: ~II カ・しヽ -Ii りt 、 ldi. Ii少t:i.を 術r1iは口料ヨコナデ。 fll~,/j・ナナノハケの後左ナナメ スス（ 外面の一部）付
多tii:に含む 9 ケヽ ,ff 

T 1804 康 A』 焼成粋通 内面は LI緑ヨコナテ‘。接合部ヘラケズリの後ヨコナ 二次iJu熱
テ

色調暗Hi褐色 桐オサエ（」・・半）以下ナテ’ツケ (8本 /l cm) 

II台：f・. ti+'卜さな砂粒をしヽくらか 外i面はタテハケ (8本/1 cm) 完打
含む 内而はヨコハケ (8本 /I cm) ナデmしあれ

T 1805 亜ギ： 焼成良好

7 .4 色調 11/t赤褐色

胎土 小さしヽ砂粒をかな り多〈含 外面は口粒部ナデ。府部に S字状結節をもつ縄文と ％存
む。シルト的なもの 円形浮文(5ケ） 外面一部にスス付治

Tl806 壺 C, 焼成粋通 胴部不明

内而は口緑部ナテ‘。屑部痕 3本あリその上をオサェ
色調 lli'i黄褐色 胴部かるしヽヨコ 9 ケヽ

第12表土器 一 覧 表
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器土

番号
cm 

器形の特徴 整形 の手 法 備考

— 胎土 かなり細かめなものを含み］外面は細かいタテヘラミガキ。 3孔

良質なもの 内面上部はヘラケズリ。下部はヨコヘラケズリ

T1807I 
小型高

杯A
焼成良好

一 色 調茶掲色

12.7胎土 微細な長石，雲母等を含む外面は口唇ヨコナデ．以上は細かく粗いクテヘラミ内，外にスス付箱

小型丸 がよく精選される
ガキ

完形

T 18081底土器 6.2焼成良
底器面の荒れが著しく観察不可能

外面のヘラミ

A 
内面は口縁ナナメハケ {12本/1 cm)の後右下がり

一 色調暗橙掲色一部暗褐色 ；悶： 勾 だが ．剥 落が 著し い 註k芸ぷぶ）ヽl
6.9胎土 微量の石英，砂粒を含む 外面は口緑ヨコナデ。胴部分的にタテハケその上に完形

祖い軽く力を入れたヘラミガキ 底部木葉痕

Tl80911J雌 BI8.9焼成良 内而は口緑ヨコナデ。接合部指によるオサ工。胴ヨ

コハケ{8本/1 cm前後）

4.0 I色調暗茶褐色

一 胎土細かな砂粒をかなり含む

ー 焼成普通

11.2 

（復）色調暗赤褐色

T20021; ↓ヽ型器I~~. 長石を多く含l芯はぷ勾：~: ::  閤汀!i

T200ll甕

外面は下半にヨコハケ。その後少し＋＋メのクテハ大略残存

ケ (6-7本/1 cm) I接合方法に注意

内面はヨコハケ。接合部オサエ

13.6 I色 調 暗 橙 掲 色

肌あれ激しい

％存

T2003•-

5.51胎土 砂粒，微細な長石．金雲母外面は杯．ハケの後ヨコナデ。脚クテハケの後机いI完形

などわりと含む タテヘラミガキ

4.4 I焼 成 良 好 内面は杯，ヨコハケの後ヨコナデ。脚一部ハケ，そ

の後ヨコナデ

6.6 色 調 暗 橙 褐 色

T190ll~;±I:: 五~;itなり含む。 Iばね芦芦心昇巧ぷ:, ％存

- I色 調 暗 橙 褐 色

一 胎土砂紐金雲母．長石を多く外面はヘラケズリの上に祖いヘラミガキ（クテ）

含む。小石若干含む I下判部的にハケ
T1902I 

小型土

器F
ー焼成普通 内面はオサエ

3.1 色 調 暗 黄 褐 色

手づくね

完形

スス（外面の大部分

付着部分）

16.8 I胎土

T450ll甕 A5l28.6I焼成

10.2 I色 調暗褐色

- I胎士

T4502I 
小型高
杯A ,_ 

焼成

18.2 I色調

細かめの金雲母や砂粒を力、外面は口緑部ヨコナデ。胴部最大径付近の右下がり大略完形

なり多量に含む
のナナメハケ (5-6本/1 cm)その後上部の左下I

良
がりのナナメハケと下部の少しナナメのクテハケ

外面スス付済顕著

脚部胴下部のクテハケの方向を少し変えたナナメハ
ケと，その後ナデでその一部を消す
内面は口緑部ヨコナデ。胴部ナデ。脚オサエとナデ

微細な石英，長石，雲母等外面はヨコナデ（端部）の後，クテのミガキ ％存（洗いに弱い）

字含む。よく精選され1内面はヨコのヘラを回転させるケズリとヨコナデ 13孔
シポリ痕あり

良好

橙褐色

第13表土器一覧表
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J: 器
LI径

器形
器研

器形の特徴 格 形 の 手 法 Wi 名・

爵号
底径

('Ill 

胎土 大きめのも北しえてかなり 外lfliはタテのミガキ りし―(I:音[,'!.::
多く砂粒を含む 内ffliは礼より上， オサエとナテ’ 3礼

T45ll:l 泊j杯 焼成良好 下はヨコハケ (JO本/I cm) 

色調 ll;I茶褐色

7.2 胎土 細かな砂粒. li:fi等をかな 外面iは口緑ヨコナテ‘。 Illり部主にタテのハケ ％存

小刑土
（復） リ多く含む (8本/I cm) 

T4504 
器 B

{克n文 f↓H 内面はナデ

色調 l培橙褐色

9.2 11/i土 i孜細な・_tnt. 長1i等のみを 外，内lfli共に細かいが少し惟のヨコミガキ。 ％存

小'¥'!土
（復） 含む。よ〈桔選されたもの 赤彩

T4505 
器 C

焼成祁緻

色調 llfi赤褐色

4.8 胎土 微細な裳母や小砂粒のみを 外ffiiはLI枯オサェ。胴部ハケ (6本 /I cm) 大略完形（口悴％欠）

4ヽ'¥'!土
含む。よ〈村j選されたもの 内1fliはナデ（ツケ）

T4506 
器 F

3.9 焼成良H

3.4 色調暗黄褐色

16 .4 胎土 細かい金JUサ，長:/i, 砂粒 外面は桐中央の右下かりのナナメハケ(8本/I cm) 残存部完形

をかなり多凩に含む 胴下半のタテハケ

T6201 甕 As 焼成良好 胴上半の左下かりナナメハケ。口枯部ヨコナテ"

ハケの前に少しナナメのヨコケズリがあるらしい

色調暗橙褐色 内面は口悴に凹線。口採部ヨコナテ’

18.1 胎土 細かな金裳fl}や砂粒をわり 外rniは胴部中央の右Iくかりのナナメハケ (6本/l cm) はば完形

と多く含む 下半の少しナナメのタテハケ。およぴタテのハケ。 片rftiのみ胴最大径～

T6202 甕 A, 31.1 焼成良好 その後胴上半の左下がりのナナメハケ。そして口枯 下半に二次）)JI熱あり
部ヨコナデ。脚部タテのケズリの後ナデか？ 内面 スス（寸1i

10. 7 色調貨褐色 は口縁部ヨコナデ。 11"1部肌あれ折り返しあり

22 .4 胎土 細かな金雲母，長石や砂粒 外雁は細か〈丁*なタテのミガキ。その後クシ状具 ％存

（復） を含む。わりときめ細かな 1こよる刻目 (2f皮）

T6203 郡て・ブ A もの 内面は細か〈丁寧なタテのミガキ

焼成良好

色調暗貨褐色

23.4 胎土 細かな裳丹，長石等をi比じ 外．内lni共にナテ， ％存

えたわりとぎめの細かしヽも 外面はその後刻目（クシ状具による） 2段

T6204 壺 A の

焼成良好

色調暗赤褐色

胎土 細かな金雲母，長石等のみ 外面はタテハケの後一部ナデか 脚部大略完存

を含むシルト的なもの 内面はヨコハケ (7本/I cm) 

T6301 痰 焼成 1r-通

9.1 色調賭前褐色

17.9 胎土 砂粒や長1iをかなり多鼠に 外面は口悴部ヨコハケの後， II緑部のタテハケ。胴 ％存

（復） 含むシルト的なもの（金雲 部タテハケ

T6302 甕 D, 母あり） 内頂iはヨコおよぴナナメのハケ (8本 /I cm) 

焼成普通

色調暗黄褐色

第 14表土器一覧表
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器形の特徴 整形の手法 備 考

21.8胎土 細かな雲母，長石や砂粒を1外面はクテハケ
（復）I かなり含むもの 内面はヨコハケ (6本/I em) 

T6303I甕 D2I― 焼成普通

％存
外面一部スス付着

- I色調淡黄褐色

ー 胎土 細かな砂粒のみをかなり含外面は口緑部タテハケの後ミガキ。接合部クシにょl頸部％存
む。わりときめ細かなものる刺突文。胴部ミガキ

T6304I壺 I- I焼 成 良 好 内面は口緑部ヨコのハケ (6本/1 cm)胴部ケズリ
か（？） 肌あIL

_ , 色調淡黄褐色

9.0胎土 小石や砂粒をかなり多量に外面は接合部タテハケの後口緑部ヨコナデ。胴部ナ虞存
（復） 含むもの ナメハケ (8本/1 cm) T6305lt朽 — I焼成 普通 I内面は口緑部ヨコナデ。接合部ヨコのナデ

- I色調暗黄褐色

16.5 胎土 細かな雲母，長石等のみをクト面は頸，胴上半のナナメハケ (5本/1 cm)の後％存
（復） 含む。わりときめ細かなも口唇のヨコナデ 外面口緑下半以下ス

T640ll甕 D2I― の 内面は口緑部ヨコナデ。胴部ヨコのナデ ス付着
焼成良好 少し異質な感じ

一 色調暗（黄）褐色

T6402I甕 D, I 日ご翌芯宍、り；ぱ芯芦’コ〗て品に昇し。胴部ナナメのI"存
三以て ， 黒 雲 母 等 外 面 は 口 緑 部 ， 胴部上半右下がりの＋＋メハケ。そ口緑部完存

や砂粒の細かいものを含むの後，口唇のヨコナデ I外面スス付着
T6403I甕 C I― 焼 成 普 通 内面は口緑部，胴部上半ヨコ 9 ケヽ (IO本/1 cm) 

_ , 色調暗茶褐色

- I胎土 小石を比較的多く含む 1外面はハケ

T64釦壺 I- I焼 成普通

ョ一 胎土 細かな砂粒を多く含む。比外面は口緑部～胴上半，タテのミガキ。その後口唇口縁半欠 頸完存
較的きめ細かなもの（粘土のヨコのミガキ 精製土器的。内外面

T6405I壺 D3I- I 質強） 内面は口緑部一胴部接合ヨコのミ
焼成良好 れ。

ガキ。胴上半肌あItiff~ 

- I色調淡黄褐色

底部％破片

一 胎土細かな砂粒をかなり含む 外面は祖いクテのミガキ
内面は胴部ナデ。底面接合部ハケ状沈線あり

T640611J雌 lー 焼 成普通 (3本 /1 cm) 

ぶ1色 調黄褐色

底面½欠
胴％欠

一 胎土 小石や砂粒．細かな長石. I夕直面はタテのハケ (8-9本/1 cm) 

T6407l小型土I-I焼成 ::  などをかなり多く含む内面はナデ
器'

胴半欠
口唇全欠

2.41色 調黄褐色

第 15表土器一覧表
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:I: 器
II径

｝怜形
器泊j

器 形 の 特 依 ＊, ,父, ・ 形 の )j 法 備 名

爵号
底径

('Ill 

胎 I: i叡細な !di. ,r1:}吟を含む 外，,,、）lfli共にナテ

Tu408 
4ヽ'¥'!土

焼成 /';-通
器 F

3 5 色調淡貨褐色

18.4 胎J: 細かな砂枠や長{jを含む 外1fiiは折り返しのところヨコナデ。 II枝部ヨコハケ ½(I: 
（復） (9木/I cm) ijJしあれ (1: 地ツポ典¥'!タイプ

T6601 ‘亜て皇こ： C m.ri文 1r:-;w 内lfliはヨコハケ打。 ll柑にクシの刺突による桐H文
(9 -IO本/I cm) 

色調淡m褐色

胎t 小砂粒を含むがわりと良い 外 1(1iナナメハケ (8~./ I cm)の後タテヘラミカ令 §雌防釘・i:
I人Ji/iiヨコのミガキ ,,;]一flAlf本の胴部破片

TGG!l2 壺 t尭.ri'i: 1H/・ fAJ[(ijj・'f'と外1(11を赤彩 多数あり

色 調 煎 褐 色

8.6 胎土 小さめの砂粒と細かな LieTr 外 1(1i は口枯部ヨコナテ•‘。 111•1 部上半不明。 ijioJ 部下半タ ％存

4ヽ'¥'/t-. 
（復） 誤：紺をわりと多く含む テのハケ,,(JO本 /I cm) 

T660:l 
器 A

焼成将通 内 i而は II 緑部ヨコナテ。 111•1 部ナテ

色調 11{1黄褐色

胎土 細かな長石， Ti英，芸母等 外面は脚部ナナメの知いハケ (8本/I cm) 二次/JI)熱あり

をかなり多く含む 内面は脚部＋デッケ 脚％存

T2201 康 A 焼成良好 典'¥'!のもの

11.2 色調 111'¥貨褐色

胎土 細かな金雲母，長石等を含 外面iはナナメの知いハケ 二次/JU熱あり

む 内面はナデ 略充ー(I'

T2202 痰 A 焼成良好

9.2 色 調暗赤褐色

13.3 胎土 微最な砂粒を含むが，よく 外面は杯部，細かくあらいタテヘラミカ匂~。 [,I 抒ヨ 杯部内面紺j洛
精選されている

コナデの1:.にミガキ。脚部，ケズリの上にT寧なタ
％存

T2208 
4 ヽ"', .'. 古回

12 0 焼成平緻
テミガキ

杯 A 内而は杯部中心に向うナナメのミガキ。脚部，接合

19.8 色調 （赤）茶褐色
部付近はヨコのケズリ。以下はケズリの上にヨコナ

デ。 3孔外から内へ穿孔後内面のtli土ケズリとる

胎土 j板罷な砂粒を含むが，よく 外面は杯部，細かく T寧な放射.ti;ヘラミガキ。接合 材；音1,. 内r!雌lj)'t;激し

小'¥'!高
精選されている 部タテのケズリ し、

T2209 焼成略緻 脚部細かく T寧なタテヘラミカ共。内面は杯部，細
杯 A

か〈 T寧な放射状ヘラミガキ (J!Jしあれ激しい）ヘラ

色調 （赤）茶褐色 を回転させたケズリ

17 .4 胎土 微細な雲母，長石等のみを 外面はタテの少し雑なミガキ ％存

（復） 含む。よく精選されたもの 内面はミガキ(?)で口悴はヨコ（？）

T2210 高杯 （ンルト的） 杯部はナナメ(?)

焼成良好

色調 （赤）茶褐色

JO.I 胎土 微細な雲母や長石を含み砂 外面は杯部，たちあがり部ケズリのあとヨコナテ’。
残存部は完形

粒などをとり除いたような
脚部 5mm前後の幅のタテのヘラケズリ。底部13mm前

T2212 
小型器

比較的精選されたもの
後の放射状のケズリ（あらい） 内ffiiは杯部，たちあ

台 A がり部ケズリのあとヨコナデ。脚部，囮転させるケ
焼成良好

ズリ。接合部ヘラケズリ。底部，放射状の細かくて
色調 明背茶褐色 丁寧なヘラミガキ。 3孔内側から外へ穿孔か(?)

第 16表土器一覧表
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土器 I ロ径
器形 器高

番号 I 底径

,_,  襄,1f （復cm｝色調

器形の特徴 整形の手法 備 考

微細な金雲母，長石等をか外面は脚部ナデ。一部分にナナメのハケ (7本/1二次加熱あり

猛多く含む 品，よ脚部ナデ。 1脚如存

暗橙褐色（少し赤っぼい）

15.0胎土 微細な金雲母，長石，石英外面は口唇ヨコナデ。口緑ナナメハケ
（復） 等を含む 1内面は口緑ヨコナデ

二次加熱あり
％存

T2204I甕 A Iー 焼成良

一 色調暗橙褐色（少し赤味をおびる）

ー 胎土細かな金雲母，長石等を含外面は脚部ヘラ調整か（俵lj洛激しい） 二次加熱によるスス
付着む I内面は脚部ナデ。オサエ(?)

T2205I甕 A I― 焼成良好

T2206I甕 D,記：砂粒，長石を含む

脚部％存

一 色調（赤）茶褐色

外面は口唇部おしびき文様 (8本/1 cm)。口緑ハケI口緑部％存
の上に部分的ナデ（ヨコ）
内面は口緑ヨコハケ？（表面に比ぺて細かいハケ）

（復） (20本前後/1 cm) 
デ ; 五五と砂粒を含む外面は口緑ケズ リの上に部分的にハケ，＋デ c? > I口緑部紐

T2207I壺 D3I―焼 成 良 好 内面は口緑ヨコナデか

一 色調暗赤褐色

（復） 精選されたもの 内面は口緑ヨコのヘラミガキ（洗いが激しい為プラ
三若干含む，かなり外面は口緑ヘラ ミガキ（タテ） I杯部％存

T22lll嵩杯 I― 焼成堅緻 シの痕がきつい）

一 色調明黄茶褐色

T2213心唇土 互戸れたもの

外面は口緑部一部にヨコハケ (6本/1 cm)胴部一二次加熱によるスス
部にヘラケズリ 付着
内面は口縁部ヨコ＋デ。一部ヨコハケ 始存

~ 12.6胎土 小石を混じえて石粒や金雲外面は口緑部ヨコナデ。胴部下半のクテハケ，中央胴下半％欠
母をかなり多く含むもの の右下がりのナナメハケ (5本/I cm) ハケのタ ッチが強い

T560ll甕 A2I- I焼成良好 上部の左下がりのナナメハケ最後に櫛描横線(9本）胴中央のみ薄くする
内面口緑部ヨコナデ，接合部ヨコハケ。胴中央にオ外面にスス付着

一 色調暗（茶）褐色 サエのような痕あり

一 胎土 小さめの砂粒と細かな長石外面は接合部オサ工。脚部タテハケ (10本/I cm) I J曳存脚大略完存
雲母等をかなり含む 脚端部ヨコハケ。全体にナデ

T5602I甕 I — I 焼成普通 内面は上半ナデ（ツケ）。下半ヨコハケ

19.1 I色調暗賀褐色

一 胎土 小石を混じえて砂粒をかな外面は少しナナメのタテハケ (7本/1 cm) 
り多く含む l内面は接合部オサ工。脚部ヨコハケ

T5603I甕 I- I焼成普通

10.3 I色調暗黄褐色

第17表 土器一覧表
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H~ LI/条

器形
器麻

器 If~ の特徴 格 形 の 手 法 備 名

番サ
底径

('IO 

胎土 細かな砂粒， Lf石，芥母等 外面はタテのミガキ ½存
をかなり多飛に含む 内1(1iはヨコのハケ (6木/!cm)

T5604 4ヽ'¥'l壺 焼成良好

色調質褐色

9.2 胎ゴ． 細かな長石．訳母等のみを 外面は Clャtョコナデ。 II緑タテのミガキ，その後 ％存

小'I'!壺
（復） 含む。よ〈精選されたもの 胴部タテのミカ共 在地壺典り'iタイプ

T5605 焼成良好 内面は U悴ヨコナデ。い緑部タテのミカ冴。胴部ヨ
D 

コのハケ (13本 /I cm) 

色調 (i炎）柑褐色

9. 1 胎土 細かな砂粒I文ぴ長Ti. 裳母 外iliiはn緑部ヨコナテ’。頌部胴上半右下がりのナナ 口緑部のみ一部欠

打英等を多〈含む
メハケ (7本/1 cm) 

外i葡，胴部下半にス

T5606 
小り'l壺

13.6 焼成 "/'(通
その後一部ナテa。朋下半左下がりのナナメハケ。接

ス付杓(~/ic;>f)
D 介部ケズリ又はオ サエ

内而は口緑部ヨコハケの後ヨコナデ。胴部ヨコハケ ロ粒部nし（穿孔内

G.9 色調淡黄閑色～橙褐色 か。 Illしあれ から）

26.9 胎j・_ 小石．砂粒を多拭に含む 外而は口粒部ヘラ描沈線 6-7本X4でmしあれ。複 ％存

大'¥'!壺
合部上llii. 下面ヨコハケ。接合部ナナメハケ 口緑部内而にスス付

T5901 焼成 1t-通 'fli-rnnい少しナナメのタテハケ(') 着
B 

内而は II枝部ヨコハケ。頻部以下月9しあれ 17112の修正

色調 (i炎）j[;: 褐色

胎土 細かな砂粒をかなり多く含 外而． 内而共にHIしあれ 底部完存

む（ シルト的なもの）

T5902 4ヽtit 焼成良好

4.5 色調 淡橙閑色～淡黄褐色

4.6 胎土 細かな雲母，長石等のみを 外面は胴上半タテのケズリ。その後口緑部ヨコナテ・ 接合痕 2本完形

含む。わりときめ細かなも 胴下半は主にナナメのハケ (16本 /I cm) 

T5701 小t!IA 7.4 の 内而は口粒部ヨコナテ・。 桐部ナテ・

焼成良好

4.0 色調淡柑褐色～貨褐色

4.9 胎土 i放細な長石，雲母等を含む 外面は胴部主にタテのハケ (10本 /l cm)その後一

わリときめの細かいもの 部にナテ-.. ロ屈部ヨコナテナ

T 5702 小J1tA 7.5 焼成普通 内面は口枯部ヨコハケの後ヨコナデ。胴部ヨコハケ

その後一部にナデ

3.2 色調淡～暗黄褐色

4.5 胎土 細かな石英，長石，雲母等 外flilは胴部タテハケの後 (6-7本/1 cm) 口椋部 接合痕 2本完形

をかなり多観に含む ヨコナテ

T5703 小titA 5.G 焼成普通 内面は口緑部ヨコナテ‘。 胴部下半ヨコハケ，その後

上半のナテ‘

4.8 色濶淡橙褐色

4.6 胎土 細かな石英．長石．雲母等 外而は主にヨコハケ。その後ナテ 完形

をかなり多〈含む 内而は口様部ヨコハケ (8本 /1 cm)その後ヨコナ

T5704 小tltA 7.2 焼成良好 テ・

接合部ヘラ。胴部ナテ'(')

5.5 色調淡～暗演褐色

胎土 細かな金雲母．石英等をか 外面はナナメの短い 9 ケヽ (7本/I cm) 脚部完存

なり多litに含む 内而は少しナナメのハケ 接合方法に注意

T6101 炭A 焼成普通

8.4 色調暗（黄）褐色
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径

高

径

ロ

器

底

—— 

形器

ー
・器土

番号
cm 

器形の特徴 整形の手法 備考

一 I胎土 かなり精選されたもの

T (22) 

-(56)1甕 D2I- I焼 成 良 好

01 

外面は口唇部．緑＋デ 1外面スス若干付着
内面は外面に比ぺ頸部一胴部に向かうにつれて細か口緑部½存
いハケがはっきりしてくる (20本/1 cm) 

ー ，色調掲色

T(22) 
-(56)1甕 A2,-

02 

ー ・胎土 微細な雲母，長石等のみを外面は口唇部ヨコナデ。頸部ヘラ描き沈線。肩左下外面スス付着

含む。よく精選された，若のナナメハケ上半に櫛描直線文 6本。肩下半部右下ハケが柑い

干シルト質のもの の＋＋メハケ

焼成良好

一色調暗茶褐色

内面は口唇ヨコ＋デ。頸部ハケ。胴部＋デ I 
口緑部％存

(4本/1 cm) 

一 ，胎土 小石を若千多く含む

T(22) 

-(56)1壺 B I- I焼成良

03 
ー ，色調淡橙褐色

外面は口緑ヨコハケ。胴部タテハケ，下部オサ工。 成形横の部分は貼付

内面は口縁ハケ。胴部ヨコナデ（下方部はハケ）
したもののよ 1であ

(9本/1 cm) 
る
口緑～胴部（口唇部

はなし）
典型タイプ ％存

13.6胎土 比較的細かい砂粒を含む I外，内面共に肌荒ll激しく成形調整不明
T(22) 
-(56) 

小型高I(復） I (ザラついている）

杯A
ー 焼成普通

04 

内側に二次加熱によ

るスス付着

杯部(?) ¾ 存

一 l色 調 淡 黄 褐 色

16.1 I胎土 細かい長石，石英，金雲母外面は口緑ヨコナデ。胴ハケ (7本/I em) 
をかなり含む 内面は口緑ヨコナデ。口唇明らかな凹線が巡る

T330ll甕 Asjー 焼 成 良 好 接合部ヘラケズリの後ヨコナデ。胴オサエ

½存（胴ほとんどな
し）

スス胴部外面に付着

二次加熱

一 I色調茶褐色

10.6 胎土微量の砂のみ含む

T3302I甕 D,1-I焼成普通

＿ ，色調暗褐色

外面は口緑ハケの上にヨコナデ。胴粗い目のハケ ½存
(5本/1 cm) I叙lj落若干あり

内面は口緑ヨコナデ。胴ヘラによる調整（ケズリよ

りミガキに近い）

22.2 I胎土 砂粒，石英をやや多く含むI外面は口緑タテハケ。胴タテハケ一部ヨコ方向のミ％存
ガキ(?)(14本/1 cm) I内．外共に肌あれ

T350ll甕 D1I— 焼成普通 内面は口緑ヨコハケ。胴ヨコ方向のケズリ

刻目はヘラによる押し引き（上から下へ）
~ I色調明茶褐色

15.5胎土 細かい長石をやや多く，砂外面は口緑タテハケの後ヨコナデ。 ％存

粒を多量に含む 胴細かくうすいタテ又はナナメハケ (9本/1 cm) 二次加熱

T3502I甕 D2I― 焼成脆弱 内面は口緑ヨコナデ。胴オサエ一部ハケ ・ 外面の剥窪若干あり

＿ ，色調暗赤褐色

T3503I壺

一 胎土 小石をやや多く含むが，精1外面はハケの上に粗いヘラミガキ

選されている 内面はナナメハケ (11本/1 cm)底部ヘラミガキ
_ ,  焼成良

8.41色調淡賀褐色

％存

内面泉lj落が激しい

残形九底に粘土板を

貼付する方法

5.1 胎土 砂粒をわりと多く含む

T35041小琲A, .. 9.0焼成良

3.3 I色調黄褐色

外面は口緑ヨコナデ。胴上半ヘラミガキ。胴下半9ヽほぽ完形

ケの上にミガキか (9本 /1 cm) 赤彩

内面は口樟ヨコナデ。胴ナデツケ le外面全面口緑内1111)
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.I. 悩
II径

器形
悩ぷj

器形の特徴 t.~ 形 の r 法 備 名・
1ft 1;-

底径

(Ill 

， 

20.9 1//; -L~!1:-Lf:}, li:/i, イiりL Ii少p外血は IIt玄ヨコナデ，'IJl,J/1.ナナメハケ(7本/ I em) ¼Ti' 
を多く含む 11、)J(1iはII枯ヨコナデ。接介部オサエ"UHI条の("( ク~1f1i 7.、ス（寸f,'

T:l7lll 烈 As 焼成 n 線巡る 二次Im熟

色浪III{¥茶褐色

13~ 胎 I・ iが（細な砂を多 く含む 外1(1jはヨコナテ’ ％仔
内川iはヨコハケの後ヨコナテ＼接合部ヨコのケズリ クト(fliズ、ス M-1i

T:m1i 棟 l), /.J'rn!i: r: ↓ (8本/ 1 cm) 

色瀾 Iii)柑褐色

15.<i ij/; I・ （i少tふ，卜(1を多く含む 外， I人J1'1i共に判治(IJIL悦れ）ハケのif(あり ½1f 

T370:l :,:'::: c, llti,!i: n 

色調 11,11(1褐色

/If;」・. flllカ・な砂粒を少し含む.. ti, 外 lfli は /J I し あれ n 底 ((ti~-:/1\般あり ％存

l't'/の11,しヽ もの 内ffliはli(1f1iケ ズリ 1)1}'¥'! タイ 7のもの

T4001 'l~l, ( hた1,'i: ・/';:ilfl

9.2 色凋淡W:褐色 (JI、Jifliは灰褐色 ）

15・" 1//;:J-. 枡1カ・な砂粒をかなり多,,::に 外川iは折り返し部ヨコナテ，`． そのドはナナメハケ ％仔

（復） 含む (G本/ I cm) (1 J糾I[り1タイプ(/)し
T ,IQ02 泊102 {/i.1, 文 /¥'ilfi 呈fl部は荒いタテのミカやか の

内miは縄文(21',:)でその1Ji.なる所に1り形浮文 2ケ

色，ll/,1 ;:Jミm褐色 下位にヨコ 9 ヽケ（この方が新ししヽカ• も）

llf; f-. ldi. 6少t:,多し。出flげ，：1こ外 1(1i の IJl•l部無文部は、ヨコヘラミガキ " l'ilこのハケ {O也~It'\'! タイプ

ノを残す ％存

T4101 •,:':f 瑣部 2段 LR縄文（きわめて小粒）

内1(1iは泊部ヨコハケ 。iji,j部オサェ。下端ヨコナテ，

胎：I-. 細かめの砂粒を多く含むシ 外1(1i底接介部ヘラ底lfii木菓fj( 底完存

ルト (1りなもの ,,、llfliはヨコハケ (7本 /l cm) (1 J也軋f'刊タイプ

T4!02 壺 焼成 f! ! 叶

<).() 色 調淡伶褐色

15.8 11/i:t-. , トさな砂粒を多枯に含み， 外1niはナナメのハケ (JO本/I cm) LI緑部完存

粘11か弱いもの 内 lMは 11¼求部ヨコ 9 ケヽ 。接合部タテハケ 赤 彩
• 「410:l壺 c, iたIi'<: ;"[・iifi (1 J也，・,:':::クイつ

色閥淡m褐色（暗赤褐色）

胎j_ 小さめの砂粒をかなり多く 外illilよ頚部タテハケ． その後胴上半のタテのミカ・キ ½存
含む Illず下半はヨコのミカ‘キ 内1fliijlしあれ

T、1104小JltB uiri'i: nりI 内JIりはm,a・半オサエの後ナテ。kと大t全の付近はオサ

ェの後ヨコハケ (8本 /I cm) 
色 .~·1 lljlf(t褐色 胴 I・.半ナテ（」：部） とヨコノヽケ（下部）

18.G 胎i・. 細かし、金ぷfl}, 1i炎， l:Hi外J(riは胴部上半の1.J:下かりのハケ (7本/ I cm) の ％存
（復） をかなり多く含む 後LI緑部のヨコナテ’ 二次Im熱あリ

T4201 侠 A 焼成 1⑭ { 内面はヨコナテ

色潤 11?,t(i. 褐色
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土器 I 口径

器形 I器高
底径

番号
cm 

器形の特徴 整形の手法 備 考
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％存
二次加熱あり

T4204I椀 A

一 色調（黄）茶褐色

正 をかなり含む

8.0焼 成 普 通

外面は口唇ヨコナデ。胴部ヨコのミガキ。底部クテi口緑～胴部半欠
のケズリ

内面は胴部ナデ。底部オサエ

三14.2胎土 大きめのものを混じえてか外面は口緑部ヨコナデ。胴部ナナメ→ヨコ→ナナメ％存
なり多く砂粒を含む （上から順） ① ② R 外面スス付着顕著

T4301 I甕 A1I- I焼成普通 口緑部にハケ状具による刻目 （特に口唇と胴最大

内面は口緑部ヨコナデ② 接合部ヨコハケ① 胴部径付近）
一色調暗橙褐色 ナデ

一 胎土細かな砂粒をかなり多く含外面は接合部オサ工。脚部肌あれ
む。少しシルト的なもの 内面は各方向のハケ。脚部ヨコハケ (8本 /1 cm) 

T4302I甕 I- I焼 成 普 通

ー ，色調淡青灰色

— 胎土 砂粒をかなり多く含む I外面はタテハケ
内面は胴部ヨコ及ぴナナメハケ

T4303I甕 I- I焼成普通

一 色調暗赤褐色

三粒を含む（多くは外面は口唇ヘ ラ の押しピキによる刻目。口緑～胴部虜存
（復） ない） クテのハケ (8本 /1 cm) 

T4304I甕 D1I― 焼成 普通 ・ 円面はヨコのハケ。接合部はその前にオサエ

ー ，色調暗赤褐色

16.7 胎土 細かな長石，雲母等をわり外面は折り返しは十デ。その下はハケ（タテ及びヨ％存

（復） と含むもの コ） 1外面スス付着
T4305I甕 C I―焼成普通 内面はヨコハケ (14-15本/l cm) 

~ ー 胎土 小さな砂粒を若干含む粘土1外面は肌あれ（少しあらめのタテのミガキか）
質の強いもの 内面は胴部ヨコハケ

T4306I壺 |― 焼成良好

9.0 
（復）色調外面淡橙褐色内面青灰色

¼存
在地典型タイプ

外面赤彩かも

ー 胎土小さな砂粒をかなり含む粘1外面の接合部オサエ又はケズリ
土質の強いもの 内面はナナメハケ (9本/I cm) 

T4307I壺 I- I焼成良好

＿ ，色調淡橙褐色

底完存
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J: 器 「I/各

器形
器祁

器 If~ の特徴 t各 形 (/) r, 法 Wi 名

番り・
底径

cm 

9.6 胎土 小さな砂粒をかなり多く含 外1(11は LJ抒部に沈線. l炉）返しにオサエのll(・ ¼fr 
小刑壺

（復） ．むシルト的なもの 呈lifil,111しあiL :(O也の典’利タイプ

T4308 
C 

l!U,li: l'H1- 内1/liはl!llあれ

色調 淡橙掲色

13.1 胎土 微細な砂粒のみを含む，枯 外，内面共に l!llあれ ％存

小'¥'!壺
（復） 土ftの強いもの (t:J也~I~り'!タイプの特

T4601 
D 

焼成良好 徴をホす

色調 淡橙横色（その下は淡廿灰色

胎土 少し大きめの砂粒を含む 外面はヨコのミカ共。底lfli木策痕あるかも ％存
内lfliはナナメのハケ (10本/I cm) 

T4602 壺 焼成艮H
8.1 
（復） 色謀I 暗茶褐色

19.0 胎土 細かな砂粒をかなり多く含 外面は桐部j立大径付近のヨコハケ。その後口縁部～ ％存

む 胴部上半のナナメハケ (12本 /I cm) 外面全体にスス顕著

T5401 猥 D2 h克成； 0ihw 内ffliは口枝部ヨコハケ。その後胴部タテのハケ に付杓

色調淡橙褐色

17 .2 胎：I: 雲母，長1iなどの細かなも 外面はタテ又はナナメのハケ (7本/I cm) の後ヨ ％存

ののみを含む コナデ 内面にスス（寸杓

T5402 猥 D 焼成良~/- 内面はヨコのハケの後ヨコナテ

色調茶褐色

20.4 胎：l: 細かな砂粒およぴ長：Ii •. 店 外面はタテハケ (8本 /1 cm) ％存

（復） 母等を含む。少しシルト的 内面はヨコのハケの後ナテ

T5403 猥 D なもの

焼成良好

色調 II佑赤褐色

llti:l: 大きめのものを混しえてか 外面はヨコのケズリ。底面木槃痕の上をケズリ ½存
なり多く砂粒を含む 内面はナテ‘ 木競痕

T5404 壺 焼成良好 底面はnilあれ

8,0 

（復） 色調淡黄褐色

胎t 小7iを混じえたかなり多屈 外1(1iはタテハケ 11:i本/1 cm) の後ヨコのミガキ ％存

の砂粒を含む 底rfriは木策痕の上をかるいミガキ 木iき痕
T5405 壺 焼成良好 内[/iiはハケ (7本/I cm) 

II.I 
（復） 色調 Iii¥橙褐色

胎：f・. 大ぎめのをl且じえてかなり 外1(1iはヨコのミガキ。底f{ijは一方r,,1のミガキ ½N 
多くの砂粒を含む 内面はIiiしあれ

T5406 壺 焼成良好

7 .0 

（復） 色調 11{1赤褐色

胎i: 小-Iiを少し混しえて細かめ 外頂iは11唇ヨコナテ'LI枯部タテのケズリ。 Ill寸部一 1/,;({-

4ヽ'¥'!壺
の砂粒をかなり含むもの 部タテのハケあり 赤彩らしし、

T5407 
D 

Iii.Ji文 l~H 内1f1jは11抒ヨコナテ(?)。 LI枯部ヨコのケズリの

後ヨコのハケ (12本/I cm) 

色説 （淡）黄褐色 接令部オサエ
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径

高

径

ロ

器

底

1
.
'
 
.. 4ヽノlf 

器

器土

番号 cm 

器形の特徴 9を形の手法 備 身

- I胎土 砂粒をかなり多量に含む I外面はヨコのミガキ（底面は不明） IIILあれ I底部完存

内面はヨコハケ（？） 底面ハケ (10本/1 cm) 

T5408I小型壺I- I焼成普通

4.1 I色 調 暗 橙 褐 色

18.o I胎土 細かな長石，雲母や砂粒を外面は口緑部ヨコハケの上をヨコナデ。接合部タテロ樟部半欠

比較的多く含む ハケ I胴部スス（寸着顕秤

T 4801 I甕 D3131.51焼成普通 胴部各方向のハケ。接合部ケズリ。脚一部にナナメニ次1JII熱あり

9. 71色調 （暗）茶褐色

ハケ

内面はヨコハケ (10本/1 cm) 

- I胎土 小さな砂粒と細かな長石を外面は脚上半＋デツケ。下半タテハケ(13本 /1 cm)I脚完存

かなり多量に含む 内面は接合部オサエ。その他ヨコハケ．その後ヨコ

T4802I甕 Iー焼成普通 ナデ。

9.4 色 調 暗 黄 褐 色

— 胎土 細かな砂粒を多く含むシルl外面はタテのヘラ（荒いミガキか）
ト的なもの 内面は接合部エグリ又は十デツケ。他肌あれ

T4803I 高杯 I — 焼成普通

10.0 I 
（復）色調淡橙褐色

半欠

20.3 I胎土 砂粒をかなり多く含む

T6901! 壺C I― |焼成 あまり良くない

一 色 調暗黄褐色

18.0 I胎土 石英，砂粒を多く含む

T6902I壺 C11-I焼成良

一 色 調 暗 橙 褐 色

- '胎土 砂粒をかなり多く含む

T6903I壺 「|焼成魯通

8.6 色 調 淡 黄 褐 色

内，外面共ナ＋メハケ ％存

外面は口緑ナナメハケの上にミガキ（肌あれ方(iりオ
明）肩 6本の櫛描横線，その下に竹管の円刺突 1対

‘口緑ほぼ完形

は 3ケか，何対か不明。内面は口緑ハケの上,.'ガI凡外全面赤彩

キ (1部にハケが残る）口緑上半にヘラによる綱H
-~ 綱目文様壺．

文様。その下に 3ケ. 1対の竹管刺突
現存は 5対だが、実際は 6対らしい (12本/1 cm) 

外面は胴肌あれ。底近くの胴オサ工。 l紐
内面は胴上半肌あれ。胴下半ヨコハケ(12本/1 cm)木葉駁

底貼り付け底部

一 胎土 微細な長石，石英を多く含外面は口緑～胴上半ヨコナデ。胴上半以下ナナメ又胴完形

む
はクテハケ一部その上にオサエかナデツケ I 

T6904l小型壺I- I焼成普通
(7本 /1 cm) 

底上げ底

内面は口緑ヨコハケの後ヨコナデ。胴上半オサエ

5.9 I色 調 暗 赤 褐 色
底部木葉痕。上半以下ヨコハケ (2種類）
(7本/1 cm)(16本/1 cm) 

18.8 I胎土 砂量やや多く含む

T6905I高杯Alー 焼成良

一 色調赤彩黄褐色

外．内面共にミガキ (11/lあれ．方rt•J 不明） 杯部ほぼ完Jf~
翡I欠損

赤彩（内外全面）

18.8 胎土 砂粒，長石，金雲母を微量1外面はナナメハケ (8本/1 cm) 
に含む 内面はヨコハケ (8本/1 cm) 

T700ll甕 D2I― 焼成普通

- I色 調 暗 橙 褐 色

外面スス付消

二次加熱

％存
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_L器
11 /f, 

器）f3 
器麻

器 If~ の特位 繁 形 の T" 法 flii 衿

番り
底if.

(Ill 

13.<l 胎：l: 微細な lUi~を含む。精j餞 外1fliは利IIかな人念なタテヘラミカ’キ ut汝％存

4ヽり＇！心j
された良ftのしの I人Jifiiは十十メヘラミカ、キ

T7Ull2 
杯 A

1克 h父 fl~/-

色濶 Iii¥橙褐色

10.<l 胎土 小さな砂粒と細かし、長Tiを 外 rfri は口粒ヨコナテ。 り!•I タテハケ (7 本/ l rm) ク ~1f1i スス付·済
mu 含む (kJffiiはLI枯ヨコナテ‘。ハケ (8本/l cm) ％存

T700:l 痰 [)3 焼成堅緻

色調明黄褐色

10.<l 胎土 fi-j・(/)小ィJ,細かな長ィiを 外側は一部タテハケ (9本/ l cm) 残m~½U

小'¥'1:i:.
含む 内lniは胴オサエ。底ヘラケズリ 底完

T7004 
器 F

iた1戎； n 

3.~ 色調 1111, が褐色

胎：I・. 長(i• . (j英，金裳母、小石 外而はタテハケ後にオサエられたようになり mえて 脚％了i:
を少iil含む しヽる I所が多い (6本/l cm) 

T7101 康 焼 成 粋il1J 内面はヨコハケ。 .I—・半はナテッケ (6 本/ I cm) 
刷ヨコハケが一部あリ

10.8 色 閲 黄 褐 色

14 .4 胎：t 小さな砂粒を多 く含む。小 外而はタテハケ (9本 /l cm) 口唇に 2孔あり（対 ％存

（推） 石 L:l'iTあり になっている）

T7102 壺 C 焼成良 内1fiiはりlしあれ

色謀I i炎貨掲色

IJ/;:-J: 微細なもののみを含む精良 ク糧iはIllいタテヘラミガキ 接合部完ri:

,]ヽ'¥'1器
なもの 内而はヘラケズリ

*「710:l
台

焼成良好

色調貿褐色

17.6 胎土 長石．砂粒をかなり含む。 外面は口枯ヨコナテ。胴右下がりのナナメハケ ％存

（推） 小石し若干見られる (6本/ 1 C'ln) 外面一部にスス付沿

T720l 炭 D, 灯克I戊 n り・（• 内而は口緑ヨコ＋テ。削叶ナナノ）加）のナテ‘ツケ

色閤茶褐色

19.2 胎I: 砂粒，長h多く ，雰母 も含 外面は全面ハケ (6本/ 1 cm) LI粒ナデか。 U緑％存

む おそらく mず下半ナナメハケ（下から」．．へ） 111•1上半夕 胴部％存

T7202 甕 lJ2 焼成杵通 テハケ（上から下へ） 全面7、7， 付祈

内ifiiは全面ヨコハケ。おそら〈（下から」：へ）口緑

色調暗茶褐色 部内11!1!は一部十テ’で消す

18.6 胎」: 砂粒をかなり多〈含む*Ii土 外而はタテ又はナナノハケ (G本/ l c-m) 11籍1/,,-{r: 

（推） 質のしの r1、l!fliはLI採ヨコハケ (6本/l cm) 桐ヘラケズリか

T7203 伐 D2 焼成良~(

色淋I (赤味をおぴた）貿褐色

胎土 砂粒やや多く含む 外面はオサエかナテッケ 底部木築痕あり

内面はヨコハケか一部に見られるが糸ll,'/iが著しい 底部完

T7204 壺 焼成質通

6.8 
（推 ） 色調淡黄褐色

第24表土器一覧表

81 



土器 I I口径
器形

器高

底径
番号

cm 

器形の特徴 整形の手法 備考

7.0胎土 よく精選され緻密

T7205[ 
小型土

（推）

器 A I― 焼成良好硬質

るあてし肖̀‘、.．
 

てデナは

ケ
で

ハ
ま

テ
％
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的
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T
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外面は細かいナナメハケ (10本 /1 cm) の後ヘラミ I¾存底部を欠く

ガキ

口緑部，櫛描•横線文 (5 本）
内面は口緑部横ハケ付ヘラミガキ。胴部入念なナナ

メヘラミガキ

外面はクテハケの上をヨコヘラミガキ。口唇にもハI底部 ％存

ケが残る

内面はヨコハケ，ョコナナメヘラミガキでほぽ全面

的に消す

底部完存

9.51色調 暗黄褐色（内面茶褐色）

— 胎土 砂粒、長石，雲母多し l外面は十ナメハケ (8本/1 cm) 
内面はヨコハケ一部残る

T7302I甕 1ニ
一 胎土砂粒，長石多し，雲母を含外面は全面タテハケ

む 1内面はヨコハケ

T7303I甕 I — 焼成良

10.4 色 調 淡 黄 褐 色

（推） （内面若干赤味強し）

13.8胎土砂粒，長石，雲母多し

T7304I甕 D2I- I焼成普通

~ 13.3胎土砂粒，長石，雲母多L

T7305I甕 DzI- I焼成良好

_ , 色調暗茶褐色

脚部完形

T7305と同一個体の

可能性あるが，接合

不良

％存

外面は全面ヨコヘラミガキ（一部ナナメもある） 1口緑部％存

一部にハケが残る。（ただし口縁部はおそらく ）ヘラ胴部％存

ミガキ

内面は口緑内側ヨコヘラミガキ（一部ハケ残）。頸部

下半以下ハケミガキ

外面は口唇ナデ。全面クテハケ (8本/1 cm) 脚部を欠く

（おそらく上から下の順） T7302の脚と同一個

内面は口緑＞ヨコハケ，胴部ナデ，胴下半ヨコハケ
体の可能性強し。た

頸祁 ② ① ② 
だし接合せず。全面

ロ にスス付着

一 I胎土 砂粒，長石，雲母多し。若外面は全面ハケ（基本的はハケ）→ (7本/1 cm) 胴％存

干あらい

T73o61壺 I- I焼成普通 I 底部ケズリ I底部完形で残存

内面は肩及び胴下半ヨコハケ。

10.s I色 調 暗 橙 褐 色

胎土砂粒，長石，雲母多し

T7307I壺 |— 焼 成 普 通

7.7 
（推） 色調暗褐色

胎土 小石がかなり多い

T7501III! D I― 焼成不良

色調暗褐色

外面は一部にハケを残す。

内面はヨコハケをナデ（？）で消す。

外面は口唇ナデ。タテハケ (8本位/1 cm) 

内面はヨコハケ

底部½存

口縁％存
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:I・．器
「1/f..

器形
器高

器形の特徴 整 形 の 手 法 Wi 名

番サ
底径

cm 

llf; こI: Ii英，砂粒多し、 外 mi は」—・半 /jfii]不明のヘラミカ令。下半ヘラミカ共 底音I砂る存

ヨコ

T7502 、←ボ，: t克1成 1'filfi 内面はヨコハケ (7-8本 /I cm) 

色調 Hf¥橙褐色

16.4 胎土 石英．砂粒を多く含む
外面は口枯折リ返し， firり返し下端から横かき，櫛 オモテ（全城）ウラ
線まではナナノハケ (124,/I cm) の上に：若干のヨ

（肩まで）

T7801 壺 c, 焼成良好硬竹
コヘラミカやあるか? i,! に櫛による横線 (4本／

赤彩
5 mm) と波状文。 内面は Ll緑おそらくヘラヶズリ

によ って半而部分を 作る 。?ti部ウラヘラミカ‘キ。府 在地壺典刑タイプ

色調 談橙褐色(llfr川i暗計灰色） から下オサエ（たぶん指による）

14 .5 胎士砂粒， t<:1i多し 外1(りは頚部より下はタテヘラミガキ
IIH, !,Iの大部分が焼
成時のヒプクレをうけ

内ffliは口 H部から頸はハケをヨコヘラミガキで消す てい る。そのため11H 
T7802 壺 D1 焼成良り(・硬質 li1より下ヨコ ハケ 部のはとんどがわずか

な招l沿をうけると共に

色調 m褐色(ltli1f1iはTff仮色） I iiiの IIゼJ•/する部分も
あり (1:地壺典刑タイフ

23.7 胎士長石を:l'i-1・含む 外而は全面にハケ（上部タテ，下部ヨコ） 調整デタラメ

（推） (5本/l cm)(IG-8本 /I cm) ロ枯部％存

T8101 躾 D2 焼成 'It-通 内lfliは口悴ウラ，細いハケ①，その下ナナメ荒ハケ

② ，この間をナデル③，その下ヨコハケ②，その下

色調暗赤掲色 ナナメ ハ ケ①

18.0 胎土 砂粒多く若:r・-あ らい 外而は全面にハケ (7本 /I cm) 胴部％存

)J本的には，ートからタテ， ヨコ， タテ 全而にスス付杓原し

T8!02 康 D2 焼成 ・良好 内iT!iは全1niにヨコハケ

色調 Iii'¥煎灰色

17.2 胎土 砂粒多く， u石も含む。：l'i 外碩iは全禎iハケ。 U悟LI緑折り返し部ヨコハケ n緑％存

（推） -Iこあらい 折り返し部よリ．下部はタテ ハ ケ (10本 /I cm) 
T8103 摂 C 焼成粋通 内而はヨコハケ

色調淡黄灰色

7 .4 胎土 多くの砂粒を含む。若—r-の 外而は頸部タテハケをナデで消している。胴下半に 完形

小刑土
審母を含む。 ヘラケズリあ り。

T8104 
器

5.3 I克ri'i: '/c';-jtfl 内而は頸部ヨコハケ。 Qi,j部から下はオサエ

3.5 色調 （暗）淡黄褐色

16 .0 胎土 砂粒會裳母多し。石英は若 外面は口緑部下ナテ＇ 。頭部タテハケ。Fil部ナナメハ LI緑部％存

千緻密 ケ

T8301 甕 02 焼成良好硬n 内面は D緑内rn1iヨコハケの上にナテ9。IJ緑下端 ヨコ

ハケを残す①

色調赤褐色 屑内!nlJナナメハケ②

胎土 lt石等の小さめのしのを多 外面は下半部ヨコハケ。上半タテハケ(10本/ I cm) 脚％存

T (82) 〈含む。砂質のもの 内而は布下がりナナノハケ (6本 /I cm) をクラ等

-(85) 鼻,.1,, 焼成良好 でオサエ．

01 
色調外II;';赤褐色内暗橙褐色

胎土砂粒多し 外面はロヤt部刻 目ヨコ ハケかも ，その上をヨコナテ 接合部でわれている

T(82) 内而はヨコハケ (6,j,/ I cm) 口緑％存
-(85) 猥 D, 焼成梢'itfJ

02 
色調 （黄）茶褐色
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土器 I

番号

口径

器形 I器高
底径

cm 

器形の特徴 整 形の 手法 備考

- I胎土 石英を少量含む

T(82) 

-<ss> I 甕 D3• -
03 

焼成普通

外面は口唇部ヨコナデ。脱部タテハケ (8-9本／二次加熱
1 cm) I口緑Ya存
内面は右下がりナナメハケ

T (82) 

-(85)1甕 C
04 

T(82) 

色調 外茶褐色一明暗茶色

内暗褐色

- I胎土 砂粒．小石を多量に含む~ I外面はところどころにハケ（肌あれが激しい）

（表面に露出目立つ） 内面はヨコのヘラミガキか

一 I焼成普通

_ , 色調明褐色

一 t胎土 砂粒をかなり含む 外面は口唇部各方向にハケ (9本 /1 cm) 
内面はヨコヘラミガキ

-(85)1小型壺
D 

I- I焼成良好

05 
一 I色 調 暗 橙 褐 色

一 胎土 かなり精選された感じで， 外面はタテヘラミガキ

T(B2)1 I I 長石等の細粒を含む 1内面はヨコミガキか？
-(85)高杯ー 焼 成 良 好

06 

T (82) 
-(85)1小型高杯A , 

07 

- '色調 （黄）茶褐色

一 胎土 長石，石英，雲母等の微細I外面，内面共にクテヘラミガキ

なものだけをわりと含んだ
＿． もの

焼成普通
_ , 色調暗黄褐色

一 胎土 石英粒，金雲母．小石をわ外面は脚部ヨコナデの上にタテヘラミガキ

ずかに含むが，精選されたl内面は脚部ヨコナデ
小型壺ITlOOOll -
E 

もの

19.2焼成堅緻

（復）色調明茶褐色

口緑％程度存

口緑％存

穿孔3

脚部½程度存

杯部％程度存

3孔か
（外から中にむけて

の:JL)

11.51胎土 かなり精選されたもの 外面は折り返し部ヨコミガキ。胴部タテミガキ（下I上半部％存

へゆくにしたがって右ナナメ）

T 10002 I壺 D1I― 焼 成 良 好 内面は口頸部ヨコミガキ。胴部ヨコハケ

胴部最大径付近オサエ

- '色調暗橙褐色

17.21胎土砂粒かなり含む 外面は口緑ヨコナデ。胴下半ヘラミガキ。以下タテ 赤彩
（推） ハケ (9本 /1 cm) ・ 底部木葉痕

T 10003 I壺 |― 焼 成 良 好 内面は口緑ヨコハケ (9本 /I cm)の上に軽いタテ 胴J:半欠損

ヘラミガキ

9.4 I色調淡黄褐色 胴下半ヨコハケ (12本/1 cm) 
I 

- I胎土 石英粒，小石を比較的多く 外面は右下がりナナメハケ (5本 /I cm) l頸部付近％存

含む 頸部付近．刺突櫛による調整の上をミガキか

T 10004 I壺 1.- I焼成普通 内面はハケの上ミガキか（東I]落が著しく判然としな

い）

ー ，色調橙茶褐色
I 

5.3胎土若干の石英粒を含む 雌はヨコナデ胴部最大径付近オサ工。下方部分 1口緑部％存
的にハケ (4-5本/1 cm) 

T 10005 I甕 |― 焼成良好 内面はヨコハケ (7本 /1 cm) 

ー ・色調暗橙褐色

第27表土器一覧表
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!・. 器
II if 

器)fク
器心j

閑恰 If~ の特徴 ＊"父'・ 形 の T- a, 備 ぢ―

佑り・
底if

cm 

5.4 /j/; I: 刹IIカヽし、i少1:,.をかなり多く含 外面は II 枯部タテヘラか ， Ill•! ~l\llllあれ激しい h"Ull>iiとんど欠き

む ,,、JihiはII枯部ヨコヘラ ．脂l部オサエ ½({ 
'! JtH)(l h ,]ヽ!Iii¥ G.4 i兌1,'<: /htli 

:l.6 色湖 淡ta-i炎択褐色

~ -G lit; I. IJHmりこt炉j"-(1)r, 少l,'1tJ• ク~1/ii は ijJ,Jfli,ヘラケスリのあと部分的にハケ IJl•I の一部に ＿こ次 })II 熱

しているも のの 令体として 内面は依I]沿が激し＼ヽ 佑梢み（？） によるしのと息われ
I 111110, 4ヽntA 7.7 はかなり梢逝されたしの るスス fHL 11枯，

f,'u,~!Hf- IJM 部_ l ·.' I'½ を欠〈
:l.5 色調 淡煎褐色（少し亦っ IJ.しヽ）

4.8 胎 l 岱It/iiiこカ・な り多：止の小Iiが 外．内1(1i共に洗し、すぎのため1準 j(l)!fo!J沿激しし、 ・,i:: 形
J,tl¥して＼ヽ る 0 iがUtl(l)fi英

「 JIH H l~ 4ヽt!IA G.G 粒を含む

tJh'i: n 
:1. 2 色調 IIJJ褐色

ijf;」. ,Jヽ{j多し、. Li: { j. .'.I.¥'1;1:} i'.' 外面は ：/iドカ")ナナ ノハケ I9~~/ I cm I I Ii料1:1/,―(( 

r-含む 内1(1iはヨコハケ
1彎!IIIKII 恨 D2 i兒f戎； ;'hlfl 

色謁明褐色

胎_I: 砂粒をしヽくらか含み、 令芥 外 1(1i はヨコナテ ， Hl•l 部ハケ タテ (8本/l em) II枯％仔

母をはんの朽I・含む イ,-,く1)ナナメ

「 :!tlllU~ 恨 [)3 焼成良 内miはヨコ＋テ-.ヨコハケ

色，~·1 1(1褐色

II合(・. ,jヽ/i多＼ヽ. Li:/ i, .'.1.¥'L I:} 1'.' 外lfliはケ 7、:IJ→ ヨコナテ/,:→イi 11枯部 7,7.、(・!がi
十含む タテイil、ーかりナナメハケ I9 ,j~/ I cm) II I剥½U

'I liHXl:l 焼成良 ,,、順iは ヨコ＋テ}

色調茶褐色

12.8 胎!・ j散細な Ldi. ・ ぷ母芍：のみを 外面は./;Fカ・リナナノ ハケの卜をナテル 脚部

含む。よく梢逍されたし(/)I ,I本 /I ('m) 
「20,x,1 l尭1,1<: 1Hー／ー 11、lffliはヨコナテ

色調 Iii)"茶褐色

胎.I'. i殻糸Illな!di, ·1~1サ｀かを含む ク渾iは訓ヘラミカ共-'t(、111;部ナテ 脚部Y:,(f 

梢,~されたしの 内1(dはn,,1;部ウラ＋テ,0 ド・r-あらしヽ 9 ケヽ

「l1111115 ,:'1in t尭h文 1'!り1 (4本 /l cm) 

色，視Illi'';f(t褐色

胎 I iが（細な lと・r;、・}_:f:t咋を含む 外lfliは開I部ヘラケズ リ 杯底部ヘラミカ~キ 脚部½YI'

4ヽ'¥'!器
栢jjliされたも の fl、11(11ナテ’

'I 2ll<Mlo 
台

h'trix HH  

7.2 色糾 11/1貨茶褐色

1/fi /-. <i!>U.'! をr,:r含み純粘 /・.1こ外1(1jはヨコナテ・, [I、)1(11は9 ケヽの 1-.に ミカ・キ 31し

4ヽり＇！器
近し、 脚部は放射-ikにミカ’キ

•「 2n1ll1 ,
台 A

b克r，文 nりI t付しあり ．，脚部 2孔現u

色調赤褐色

第28表 土器一覧表
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土器 I

番号

口径

器形 I器高
底径

cm 

器形の特徴

ロ ー 1胎土砂粒をわずかに含む

T20008 I~ よヽ 型器Iー 焼成良好

→竺竺竺
一 胎土若干の石英粒を含む

T20009 I甕 DtI- I焼成良好

— ，色調明褐色

竪 形の 手法

外面はクテ方向の細かいミガキ
内面はヘラケズリ
杯孔あり。上段の円孔2I 下段の円孔 1現存

外面はハケ
内面はヘラミガキ
口縁部は櫛による押しピキ

ー ，胎土 砂粒をかなり多量に含む I両而とも磨耗が激しく不明
輪積み

口緑部に内面から外面へ3孔ありT 20010 I 小型壺, — 
D 

焼成良

＿ ，色調明褐色

ー ，胎土 若干の石英粒と多最の小石外面は口緑部ヨコナデ。口緑下段ハケ

を含む 内面は泉IJiWが著しい
r20011 I壺 C I- I焼成良好 口緑上部に右回りの四本歯の櫛描波状紋あり

一 色調橙褐色

T 20012 I謬閤叶/ピ：英，長石を含む

ヘラミガキが剥背で不明
内面ハケの痕らしきものが観察されるが明確でない

ー ，色調黄褐色

一 胎土小石をかなり含む 所々にハケが残る

T 20013 I小型土lー 焼成普通
器 D

- '色調暗褐色

第29表土器一覧表
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(2) 砥石（第58図，図版第102)

本迅i跡からは， 5、1,¥の砥イiが出土した。このことは，当然，現frしにくい鉄器類の1(在を衷づ

けるものであり，この観,,',(から出土した砥イiについて検討してみたい。なお，砥イi各部の名称に

ついては，実際に J.Jを研く部分を「砥[[If」， とぎおろした痕跡か認められる部分を「砥叫」，砥石

の手前を「砥尻」とした。また砥lfliが一Uiiとはかぎらなく， 多面にわたる場合は，説明」．．右方向

にIn]転させ順に 1から 41flfとした。

砥石 l

第47号住居Jd:出土，ィi質は硬灯砂料である。砥f/Jiは中砥杓度の細かさをもつ。全長34.8cm, 最

大Ill9.4 cmをi!illる。 41f1iとも砥lfliとして使用されている。

11fli 

中央部巾 6C-111をi!!IJり，床粍力培し<!If! 形を星していて， 1面すべてが砥面として使用されて

いる。

2 [lli 

中央部ill5 cmを拙lり， I摯耗力竹しく 1'11形を皇している。中央部のみか砥fflfとして使用されて

いるだけで，両端に自然1fliを残す。

3面

中央部ljJ5.5 cmを測り，摩耗が.;,¥'しく凹形を呈していて， 3面すぺてが 1j(Jfと同様に砥面と

して使用されている。

4面

中央部ill7 cmを測り，中央部か凹形を尼しているが，他のlfiiに比較して，砥面の長さは， 18.5

('Illと知かく，圃端に自然ffliを多く残す。

砥石 2

第 1号住居Ji!:出土，石質は圃質砂岩である。砥血は中砥柑度の細かさをもつ。全長25.7cm, 餃

大rllll.7cmを汎1]る比較的長方形を旱する砥石である。

1面

砥血のljJ9.5 cmを測り全1(11か砥川iとして使川されている。また，この面の片方の先端でとぎ

おろした痕跡か認められるのでここを砥頭とした。また砥lfiiの中央部が砥石と直角方向にやや

1111んでしヽ る。

2 [fii 

砥石の1118 ('Illであるか，砥面は:r!J4 .5 cmだけで，長さ 15cmを測り，残り半分は自然面である。

またこの面の先端にとぎおろした痕跡が認められるのでこの方向を砥頭とする。

3面

砥面のljJ6.3 cm, 長さ 17.4cmを測り，丸み状に凹んでしヽる。

4 ffli 

4血は，ほとんどか・11然面であるか，砥石の1fliと平行に Ill1. 5 cm, 長さ 10cmの l条の溝状の

砥lfriか見られる。
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砥石 3

第70号住居址床面より出土，石質は硬質砂岩である。全長22.2cm, 巾6.3を測り， 1面のみに

砥面の痕跡が認められる。

砥石 4

第62号住居址壁面から出土，材質は凝灰質砂質頁岩であり砥面は非常に微細である。砥石中央

部で欠損しているので全容は不明であるが，全長 7.5 cm, 最大巾 2.6cmを測る小形の砥石である。

4面とも砥面として使用しており， い`ずれも中央部の摩粍が著しく凹形を呈している。

砥石 5

第46号住居址床面直上より出土，石質は砂質頁岩で砥面は非常に微細である。砥石の両端が欠

損のため全容は不明であるが，巾 4.5cmの断面長方形を呈する砥石である。

l面

全面が砥面であり巾 4.5cmを測る。

2面 ・

巾10cmを測り，自然面のなかに砥面として使用した痕跡が若干見られる。

3面

全面が平らな自然面である。

4面

巾1.8cmと狭いが全面を砥面として使用している痕跡が見られる。

以上各砥右について記述したが，砥石 lについては， 1・3面が全面， 2・4面が両端に自然

面を残して凹状を呈しているが 1から 4面とも摩粍の仕方は基本的には同じであると思われ，こ

のことより全面中央部が摩粍しており，この部分に重点的に力が加えられるとともに，砥面が砥

石の長軸に対して直角方向に平らであることは，少〈とも砥石の巾より長い鉄器類を研いだこと

を想定して良いと思われる。砥石 2については 4面とも砥面のあり方が異なるので，兼用ないし

は部分の研ぎに用いたものであろう。とくに 1面については． とぎだしの痕跡が認められるので，

その方向を砥頭とし，砥石の中央が砥石の長軸に対して直角方向で凹状を呈しているので，砥石

の巾より狭い鉄器類を想定して良いであろう。このことは 2面のあり方からも想定されよう。 3

面は．砥面の削痕状態が本砥石の他面や他の砥石の砥面とは異なり石と石をすり合わせた様な摩

粍の仕方であり，鉄器類以外の物を想定した方が良いのではないだろうか。 4面については，巾

1.5cm, 長さ 10cmの一条の溝状の砥面であるが， 3面と異なり砥面の状況は良好であり，この溝の巾

に入る小型の鉄器で先端を研ぐような状況を想定して良いのかもしれない。砥石 3については，

砥面が一面であり，砥石の巾より広いものを研いだものと思われる。砥石 4については，小形で

あり，据置いて使用するには不向きであり，砥石自体を動かしたことと思われる。また削痕が砥

面に対して斜め方向より入り，砥面がその方向に平らで，へり方が一様であり，現在の鎌の砥石

に非常に類似している。このことより，明らかに砥石の巾より長<I しかも細身の鉄器類を想定

して良いと思われる。砥石 5については，出土した砥石の中で最も砥面が微細であり石質も硬い。
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第58図 砥石，鉄製品および王類実測図
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しかも砥面はほぼ平らであり，現在の仕上砥的存在を考えて良いであろう。かなり鋭利な刃をつ

けるために使用したことが想定できる。 （佐藤）

(3) 鉄製品（第58図，図版第103)

本遺跡からは刀子 2点，鉄鎌 1点が出土している。

6 (第62号住居址壁面出土） 平造り合わせ鍛造の刀子である。木柄痕を有する。

7 (第72号住居址床面出土） 平造りの刀子である。銹がひどくもろくなっている。

8 (第90号住居址出土） 平造り逆刺五角形鉄鎌である。箆部が欠損しているものと思われる。

中央部が銹によりふくれている。

(4) 玉類（第58図，図版第103)

コバルト色のガラス玉(9)がDN-d区，第17, 21, 22号住居址付近の黒色スコリア層より出土し

ている。これは径 6mmで厚さ3.2mm・径 2mmの円孔を有し，表面には擦痕が観察される。（渡辺）
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II 月の輪下遺跡

l 遺構

本遺跡で発見された消構は，竪穴住1,,;・JII:4 J-,~, 不定円形土坑 1JJ;' 艇石消構lljllil所と，しヽわゆ

る中―Iii:土坑と呼称されてしヽる：UrJ:48J店，さらに地）じで「 E藤内の塚」と (1.;えられてしヽた近I印i't煤

であるつうち，「［藤内の塚」については第 VI 章に•括して出述しているつ

(I) 住居址および不定円形土砿 （第60-62図，図版第60-62)

4 Jふの住居址は第 1・2・4り住屈址か調ff.I文北側に不定円形士J広を囲むように，はぱ等1111隔

に並んでおり，第 5~}住 },1:-111: のみIH西端に位悩する。これらの住J;i:・址群はし、すれも打形を呈する

か 6本の杜穴を片ち，床面の・..r(構造かみられなしヽことなど，本遺跡群の中では特異なグループ

であり，また第 1・2・5号住屈J化が1栢艇された後，その竪穴内に躾イiを築いていることも含め

て特殊な性格を打する領域として位附づけ得る可能性かある。

第 1号住居址

本fl:屈1,1:は調ft区中央のやや北側の D-IIIIえに位ii','する。はば )j形の1勺fliプランを呈し，柱穴

としヽってよい小形のピットが，南西収，北東州に fjj:行に 3本づつ並び 6本検出された。 lflfliは直

接地山であり，その中央に炉址とみられる焼tか検出された。

また，本住｝，叶Ji!:竪穴内から第10号机れとした艇石逍構が検出さ iしたか， If面から 10-20cm浮し、

た状態であったことから，廃棄後ある程度覆土が即没した時、点で昭穴の平面を心：識しつつ築しヽた

ものとみてよかろう。

第 2号住居址

調ft区東端部から発見された。北西収と南東りtかやや •Jk り出しており，本住屈J北も 6 本の柱穴

状ピットを有しているか，その並びは第 1号r:u,,;-J化とは90° 異なることから上屋も同様かとみられ

る。 q涌iは・.if(構沿をもたす， r{(接地山であリ，その中央やや東側に焼Lかみられ炉址と判断さ

iした。

本住屈Jrl:内からも第111,j-りけiとしたりHi遺構か検出されたか、本例の場合はとくにある程度覆

~i-. か刑没した時、,,'.f_でt肱を掘って北れを築しヽており、そのl!l;部はll1fliをも掘りぬし、てしヽた。

第 4号住居址

第 2号住),,;・J1l:の南11!1]に位附しており方形を呈しているか．南西収，北東限にそれぞれ大形の地

山控かii出してしヽる。ヒ ・・1 卜は 8本検出されたか北西附．南東収に併行するヒ --1 I・ ダI]か柱穴とみ

られ．はは第 2号fU1:・J1I:に併行してしヽたようである。焼：t-. は西側コーナー付近に if(複して 2ヶ所
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第59図 月の輪下遺跡全体図
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亡］黒色スコリア質土

冒！若干のプロック混入黒色スコリア質土

□多塁のプロック混入黒色スコリア質土

゜
3m 

第60図 第 1号住居址および土坑群実測図

に検出されたが，上面の焼土は（主肘址廃菓後のものとみ られ，下府の焼土が炉址と判断できた 。

また毅土中から部分的に木材やカャ状の炭化物が出土した。

第 5号住居址

調査区西端に単独で位t硲している。）i形の斗i.f(1iプランを呈しており，北西限，南東収に併行す

る3本のピット列かあり，柱穴とみられる。 I和（りは ・.m構造を有せず，この中央やや西側から非

常に良好な焼土か検出され，これが炉址と判断できた。

本住居JJI:内からも第 1号恥石としたJJHi遺構か検出された。本例も同様に1禾而から 10- 20 cm 

の覆土上に築かれているが、さらにこの恥れが刑没 した上に，新たに艇石を築いているようであ

り、この艇イiは明らかに 2枚に分離でぎる。

不定円形土拡

第 1・2・4号住),1;-J!I:に囲まれた位附に径3.5111前後の描り鉢状の断面形状をした不定円形

の上f広があった 。l-'1!.土内に多11tの礫を含んでおり，覆士上而には 2ヶ所に焼土か原＜堆桔してお

り．木材． カヤ状の炭化物も多:titに含んでしヽた。

本土I広内から j;;J時期と判断できる士器片か1, 2点出土しており．ほぽ住居址群およぴ梨石逍

構と同様期のものとしてよか ろう か、 その性格や用途は不明といわ ざる を得ない。 （平林）
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第61図 第 2• 4号住居址，不定円形土砿，第 7・8号集石およぴ土砿群実測図
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(2) 集石遺構 (60-62図，図版第62-65)

調査区のほぽ全域に玄武岩質の地山礫が集積する個所がみられ， ここには住居址群と同時期 と

判断される土器片などの遺物が認められたことから，これをほぼ同時期の集石遺構とし11個所の

群を認めた。 これらの集石遺構は，分布状況からはぽ中央で南北に分割できるようであり，北

半は個々の集石がほぼ一定の間隔をおいているのに対し，南半部分はほとんど礫のとぎれがなく

散在しており，全体として配石を構成しているかのようにもみえる。この11ヶ所の集石を第 1-

11号集石と命名したがもちろん見方によってはその分割を再編し得る可能性は残る。これらをそ

の形状から大別すると次のようになる 。

①礫が散在する状態の第 6• 7号集石

②礫を敷きつめた状態の第 2-4・8号集石

③礫を積み重ねた状態の第 1• 5• 9・10・11号集石

このうち第 1·10• 11号集石は第 5• 1・2号住居址が廃棄された後にたぶん竪穴の形状が残

存する状況で集石を築いたと理解してよいものと思われる。なかでも第 1号集石では上・下 2層

の集石が認められ，下層の集石が埋没した時点で上層の集石が築かれたよう である 。重ね てそこ

を占地する何らかの制約の存在を推定し得るかもしれない。 また，第 9号集石は，その中央部で

地山中に包含されて露出したきわめて大形の自然礫を利用し てその周辺を集積するという特徴を

有した。 なかでも第 7・12号集石下から，たぷんそれに伴うらしい不定形の浅い ピッ トが検出さ

されたが両例ともいわゆる土坑とは言い難いものであ った。 その他，これらの集石遺構の性格を

明確に判断できる材料はなか った。 （植松）

集 石 名 規 段 方向 形 ffバ.,.~, 位 置 備 考

約2.9X2. 0 m ＂ 第 1号集石住居址上面，礫を積
第 1 号 南北 不定楕円形 第1号集石住居址内 み重ねている 。

第 2 号 2. 8Xl. 5 南北 不定惰円形 6号の南東 さらに 2群に分割可能か？

第 3 号 2. 8X 2. 1 南北 楕円形 1号の東 ． 
第 4 号 4. ox 1. 2 南北 楕円形 3号の東

第 5 号 3. OX2. 2 南北 楕円形 4号の東 第 1号に連続して

第 6 号 2. 4 X 1. 2 南北 楕円形 5号の束

第 7 号 4. 8Xl. 4 東西 楕円形 不定惰円形遺構の南
集石中枯土塊 2個所あり． 礫下
に不定形 ピッ トあり

第 8 号 2. 6X 1. 6 東西 不定楕円形
不定惰円形遺構 と 不定形遺構• 第 4 号住居址 と の
第4号｛主との中間 併存不能

第 ， 号 3. OX2. 5 東 西 半円形 2号の北東
1.7Xl.4mの地山の礫 を中心に
して

第 1号住居址内 2. ox 1. 0 特になし 半円形 第1号住居址内 第 1号住居址の上面

第2号住居址内 l.3Xl.0 特になし 三 角 形 第2号住居址内
第 2号住居址上面．東峡ffflJにも
配礫，礫群下に不定形 ピット あり

第30表集石遺構一覧表
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2 遺物

本沿跡の主な沿物としては，土器類• 鉄器煩および石器矧がある。

(I) 土器類（第63図，図版第96)

月の輪下遺跡

士器
口径

器形
器高

器 If~ の特徴

番サ
底径

cm 

11/iel: 石英．石粒．金虚母多い

S0101 梨ふ 焼成良
口唇～頭

色朋 i炎黄褐色一11/'i黄褐色

13.2 胎．十． 砂粒，石英、金誤母多し

S0102 康A, 焼成良叶

色調赤褐色

胎土 長石多い砂粒好r-の金雲

S0103 般D,
母を含む

ー 焼成 良

（冗 ⑲ 
色調 暗茶褐色 賠褐色

胎土 金雲/<}, 1t石等を含む

砂質のもの

SOJ04 般じ 焼 成 良 りI
@ ⑲ 

色閥 茶褐色 黄褐色

胎:1-_ 大きめの砂粒や艮石を多

紺に含む

S0105 泊iH、 焼成普通
@ ⑮ 

色調 暗橙褐色 賠赤褐色

』 胎土砂位多し

S0201 壺 D 焼I戎 粋 通
@ ⑲ 

色調 淡佑褐色 淡刊灰色

胎土 細かしヽ砂粒を '1'.'-F-含む

整 形 の 手 法

外面は口唇ヨコナデ。11"1部左下ナナメハケ

(6本/l rm) 

頭部オサエ

r勺而はヨコナテ。II同部II緑部の接合部に指先でお

さえた痕跡

外面は JJ粒ヨコナテ。Id部左下かりのナナメ ハケ

(6本/1 cm) 

内llliはナデ。 IJl,j部口枯部の接合部に指先でおさえ

た痕跡

外ifiiは右下ナナメハケ (18本/I cm I 
[I、lifliはLI緑ナデりY/i部ヨコハケ。"'''部右―ドナナメ
ノヽケ

外爪iは口悴部～凱 ヨコナテ’。 Yli部-/,i部右下が
りナナメハケ (JO本位/3 mm) 

内1f1iはr」hf部合～蝋指ヨコナテ。瑣音,,-肩部、 !!•I 部，
口採部，接部の先の痕跡の」：をヨコ ハケ。
肘部右下かりのナナメハケ (9本/l rm I 

外面はタテナテ‘

rt.11r1iはヨコハケ (10本/I cm) 

外爪iはタテハケ 18本位/I cm) 

内面はヨコハケ I6本/l cm) 

外i(1iは口枯ヨコヘラミカ＾キ。眉タテヘラミガや

胴ヘラケズリ

I I s 0202 小rltB 焼I必良好 ,,、)lfliはII緑ヨコヘラミカ令。 1)1ヽIヨコハケの上を指

でおさえている
I 色訓 11;1黄褐色

胎 土 小 イiを含む 外血は肌あれ激し〈、 タテ 9 ケヽかも
4ヽ 11,,.1 . ,,、Jiliiはl!llあれ

S0203 がu,'i: 1r;w 
土悩 F n緑 11•1 

色調 橙褐色 賭t(/褐色

第31表土器一覧表

備 名・

口緑 1/io存
内[flj 顔部にスス

付・杓

ロ粒部 Iん欠けて

いる

外にスス 9寸箔
I /J!. 存

n緑部 'h存

11. 存
2孔現存

n*求 I/6存

lん存

二次}JU然あり
Iん存

h地典咄タイフ
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土器 I I ロ径
器形 器高

底径
番号

cm 

器形の特徴 整形の手法 備 考

＿ ，胎土 石英，砂粒多い。金雲母

I焼成良好

多く含む 外面はヨコナデ，肩左下がり＋＋メハケ (6本/I外面にスス付着

S0301 I甕A I - 1 cm) 口緑部 1/s存

~ — 胎土細かい砂粒を多く含む

焼成附

_ , 色調 茶褐色で一部暗褐色

5.65 I 
4' 

暗褐色

内面はヨコ＋デ，オサエ

S03021壺

外面はヨコハケ，左下がりナ＋メハケ(5本/lcm)

上半タテヘラミガキ，ハケの上十デ

内面はヨコハケ，ヘラケズリ

底部完形

ー ，胎土砂粒多し，石英粒若干含外面はワラ等の繊維によるオサエ？ 肌あれ 二次加熱あり

む

S03031高杯 lー ！焼成 普通 1内面はヨコハケの上にワラ等のオサエ(10本/!cm)I穿孔 l 

三
14.3 胎土 i悶’卜石多し，金雲 1外面はヨコナデ C7本/1cm) 左下がりの＋＋メ I外面スス付箸

S0401 I襄 A I - l焼成良好 ハケ ロ 緑 部 怜 存

一 ，色調黒褐色 内面はヨコナデ，接合部指のオサエ

14.8 胎土 金雲母．長石等を含む
砂質のもの 外面はヨコ十デ，左下がりの＋＋メハケとヨコハ I口緑 'A存

S0402 l甕A I―焼成良好 ケ (8本/1 cm) 外面スス付渚

R R 
ー ，色調 赤茶褐色 黄褐色 I内面は口緑沈線あり。ヘラケズリの後ヨコ＋デ

17.0 胎土砂粒，石英を含む

S0403l甕 D Iー 焼成普通

＿ ，色調黒褐色

外面スス付着
外面は各方向のハケ (8本I1 cm) ハケの上にヨ

コナデ ・ rん存

内面はクテ以外の各方向のハケ

8.7 胎土 比較的細かな砂粒をかな I外面のヨコ以外の各方向のハケ (12-13本I?) I口緑 lん存

小~!壺II IJ含むもの
S0404 I ― 焼成良好

D
 ー ，色調賀褐色

内面は細かなヨコハケ ＋デ

第32表 土器一覧表
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第63図土器実測図
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III 南部谷戸遺跡

1 遺構

本遺跡で発見された遺構は，住居址12甚，方形周溝墓 4甚とそれらに伴う数基のピット状遺構

である。その重複関係は方形周溝墓が住居址群を切ってより新しいことが，層位関係から確実で

あった。

(I) 住居址

住居址は12基を数えたが，傾斜地であり，かつまた表土が浅いことから，いわゆる流失といわ

れる状況が多くみられ，さらに住居址間や方形周溝墓との重複関係がはげしく，住居址の全容を

明確に知ることのできた例は少ない。このため各住居址にはいくつかの不明確な部分がある。

第 1号住居址 (64図，図版第74)

゜ ゜
I

『
一口
ク

―-

/
 

ー―

,ヽ＇‘ 
'‘
 

ー

A—俎｝一

□黒色スコリア質土

鵬ロー
ムプロック混入黒色スコリア質土

鵬多量のプロック混入暗褐色スコリア質土

3m 

第64図 第 1号住居址実測図

調究区南西側の第 2号方形周溝墓の南溝によって南北に 2分されているが他の住居址との重複

関係は有していない。

胴張りの隅丸方形の乎面プランをもつようであるが西半が流失してしまっており明確でない。・
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第65図 南部谷戸遺跡全体図
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□黒色スコリア質土

璽ロームプロック混入黒色スコリア質土

冒大形プロック混入暗掲色スコリア質土 ゜
第66図 第 2・3・4号住居址実測図

E
 ー~――→ 

F 

3m 

柱穴状ピットは規則的に 4本あり，流失部分からも検出された。また東壁と南壁際に土絋が 2甚

みられた。床面は二重構造をしており，掘り方は周溝状に一周するようであり，床面上に 2ヶ所

に焼土がみられるが，中央部に礫を伴った良好なものが炉とみられる。

第 2・3・4号住居址 (66図，図版第74・75)

調査区南東側の第 1号方形周溝墓に囲まれ， 3甚が重複しあって存在する。この重複関係は第

3・4・2号住居址の順序で新旧がみられる。

平面プランはすぺて胴張りの隅丸方形とみられるが，主軸方向が第 3 号と第 4 号住居址ではgo•

異なる。各々の住居址は何基かのピットを有するが，明らかに柱穴と判断できるものはない。また

とくに第 2号住居址の西壁を切って袋状のピットがあったが，この住居址に所属するものであろ

うか。床はすぺて二重構造をもっており，周溝状に一周するようである。炉址は第 4号住居址の

み中央に炉石をもつ焼土がみられたほかは確認されなかった。

第 5 • 6・7・8・9・10・ II・12号住居址（第67図，図版76-78)

本住居址群は調査区北東側の第 4号方形周溝墓に囲まれて過密な重複関係をもち分布している。
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゜
3m 

第67図 第 5・6・7・8・9・10・11・12号1主居址実測図

これらの新旧関係は，第 5号住居址が，第12号住居址と接しているのみで重複関係を有しないが，

これ以外は第 7·8• 6• 9・10・12・11号住居址の順序で新l日関係が知られた。

第 5-8号住居址は北東側の発掘区外にのぴており，また第10号住居址は第 4号方形周溝墓に

切られていることから全様を握むことができなかったが，ほぽすぺての住居址が胴張りの隅丸方

形の平面プランを有するようである。また 1- 2甚のピットをもつ住居址もみられたが明らかに

柱穴と判断できる例はない。すぺての住居址の床面は二重構造をもっていたようであるが，第11

号住居址のみ残存部が少なく確認できなかった。また第 7・9号住居址は，周溝の掘り方を壁から

数10cmあけて掘っており他と異なっていた。明らかに炉とみることができたのは第 5・10号住居址

の炉石を伴った焼土だけであった。第 8• 12号住居址の床面上に焼土が広く堆積しており，とく

に第12号住居址は炭化物の出土も多く火災の可能性が強い。
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ゾ

第69図第 2号方形周溝墓実測図

第 1号方形周溝墓（第68図，図版第69)

3m 

調査区南東部に第 2・4号住居址を切って位置する。最大巾12.lmを測るやや大形の方形周溝

墓であり，南東側，南西側コーナーに土橋的構造をもつが，本遺跡は特に大形の地山礫が部分的

に多く，地山が掘り難く，周溝も浅いことから，流出してしまった可能性もあろう。主体部とみ

• られる土坑も検出されなかった。流出したのであろうか。

第 2号方形周溝墓（第69図，図版第70)

調査区南西部に第 1号住居址を切って検出された。最大巾 8.3mを測り，北東側と南西側に広

い陸橋をもっている。中央に舟底状の土士広があり，これが主体部とみられる。

第 3号方形周溝墓（第70図，図版第70・71)

第 2号方形周溝墓北側に位置しており，最大巾 8.0mをillllる本遺跡のうちで最小の方形周溝墓
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□黒色スコリア質土

鵬黒色スコリア混入暗褐色スコリア質土

匿多量のロームプロックと
黒色スコリアプロック混入土

第70図 第3号方形周溝墓実測図

である。陸橋は北西側，南東，南西コーナーの 3ヶ所にある。舟底状の土址が南西から北東方向

に2基並んで検出されており，これが主体部とみられる。また南溝内覆土上面から硬玉製の勾玉，

゜
3m 

磨製石鏃が出土した。

第 4号方形周溝墓（第71図，図版第69・72・73)

調査区北東部から第10号住居址を切って，本遺跡最大の方形周溝墓が検出されたが，北東側が

調査区外にのびていたことから全体のほぼ3分の 1ほどを調企したにすぎない。土橋的構造は発

掘区でみるかぎりなく，また本周溝墓はとくに他とは異なり，地山を削り出して中央部分を高くし
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ているようである。周溝に囲まれた部分の第 5-12号住居址を切って土砿が5基分布していたが，

主体部は明らかでない。

(3) その他の遺構

E・F-VIll・IX区に，南北 3基ずつ 2列並ぶ大形のピット 6基が分布している。南東側ピット

のみ，その埋土が異なっていたとのことであるが，あるいは別時期の掘立柱建物址であるかもしれ

ない。 （平林）
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2 遺 物

本逍跡の古墳時代遺物としては， 土器類• 鉄器類・玉類がある。

(I) 土器類（第72·73図， 図版第96·97)

南部谷戸遺跡

土器
ロ径

器形 器高

番号
底径

cm 

NOIOI 壺

( 8.5) 

N0301 猥

40.6 

N0302 壺C

N0401 糀

7 7 

N0402 ;/�"-;< 

12.2 

17.5 

N 1201 猥B 28.1 

8.5 

20 7 

N 1202 猥B

N 1203 猥F

4. 5 

器 形 の 特 徴

胎土 細か い砂腿をかなり多〈
含むきめの細かい もの

焼 成 普通

色調 (i炎）黄褐色

胎土 細か い砂粒を滉じえるが，
そんなに 多〈は な い

焼 成 普通

@ ⑲ 
色調 淡褐色 淡橙褐色

胎土 細か い砂粒を多批に混じ
える

焼成 普通

色調 淡橙褐色

胎土 細かい砂粒をか なり多く
iiいじえる

焼 成 普通

色調 II音赤褐色

胎土 細
も

か い
少

も

）
の両（

り

多者

多

）と小
あ

さ い
の （ の が るが

全
り

体に か な 〈砂粒あ

焼
色調

成
＠
普通

淡橙褐色 ⑲灰白色

胎土 きめの細か いしのに 少し
大きめの砂粒を混じえる

焼成 普通

色調 淡黄褐色

胎土 きめの細か い精選された
もので細砂のみをillじえ

る

焼 成 （ 比較的）良好

胎土 比較的きめ
砂粒

細か いものに
大きめの をかなり多

〈ii'/:.じえる
焼
色

成

調 ®® 良好黄褐色～質 （ 茶）褐色
黄褐色～暗褐色

整 形 の 手 法

外而はIllしあれ， 上半タテのヘラミガキ。 下半ヨコ
のヘラミカ令？

内而はIllしあれ， 下半ヨコのハケメ？

外而はタテハケ(9本/ l cm)。 一部磨耗する

内而 ， 底而はナデか。 脚部ヨコハケ

外 ． 内而共にJULあれ激し

外而は木llいタテハケ(7 本/ 1 cm)の上に上半に細
かいヨコハケ(15本/ l cm) 

内面は脚部内而は細か いヨコハケ ， その上に 一 部
ナデあり(15本/ 1 cm) 

胴部は粗いヨコハケ(7本/ l cm) 

外面はIllしあれ

内而は底而「 クモの巣状」のヨコハケ(12本/ I cm) 

胴部 下半は右下がリのナナメハケ(9本/ 1 cm) 

外而
あ

は口粒
端
部

部
右下がりのナナノハケ(9本/ 1 

cm) 
で るが、 はナテで而取リする

胴部は少しナナメのヨコハケであるが． 下半に少
しナナメのタテハケを施す

脚音
而

JI!, 同
而

じ（少しナナメのタテハケ）
内 は

底
全 に少しナナメのヨコハケを施す

ただし 而付近だけは右下がりのナナメハケ

c外
m而)はを何lli'I下回

ヽケ

半
か
を

頂に

つ
ねヨ

け

コハケ
た
Uil

い
を

が口
横

強緑
に

部
く

ナ
かな
テ

い‘ら
て

胴
5

仕
本部
上
/全

げ
1 

体にタテ9
て、最施
後

し
に口緑

後
部

る
内

平緑

而は胴部
す

． 指頭によるオサエの後丁寧にナデ
て 沿に る

ロ 部はヨコハケを施し た後端 部のみをヨコナデ

外而は底部付近はヨコハケ(12本I I cm), その上
はヘラ調整か

内而はナテ ‘で平滑に仕上げる

第33表 土器一覧表

備 考

底部Iん 胴下部¼
存

在地ツポ典型タイ
プ

怜存

二次加熱あり

口緑部 1/s存

在地ツポ典型タイ
プ

脚部略完存

二次加熱あり

底音II Iん存
外面スス付充i 底

面木築痕
在 地ツポ典型タイ
プ

半
口粒部

lh
から胴部上

脚部 も 加
欠

外而に
スス付消

欠脚部の 加熱， 端
部而取り

胴下半以下欠

端部面取り

外而スス付滸

底部完存

円環貼付けの平底
手法
内外面スス付筍
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土器 ロ径

器形 器高 器Jf3の特 徴 整 形 の 手 法 !Iii

番号 底径
cm 

N (05) 胎土細かい砂粒をかなり混じ 外而はタテハケを重ねる(6 -7本/l cm) 接合部 ％存
える

ー(12)
般

焼
色
成
誤I

胃

普

淡茶

通
質
胴

褐
褐

部
色 ～暗褐色 内而は胴部は各方向のハケ後ナテ・ 二次加熱あり

01 は
色
暗褐色 ，脚部は

脚部はヨコハケの後ナデ。底而ナテ‘

N (05) 15.4 胎土細かい砂粒を多紐にii{じ 外而はタテハケ。口緑端部にヨコハケ 口t没音II 1/a lf 
-(12) える

猥Dz 焼 成 普通 内而はヨコハケ(10-11本/ I cm) 二次加熱あり
02 色調暗橙褐色

胎土細かな砂粒をかなり多〈 外而はIllしあれ 接合部付近
N 混じえる

窃杯 焼成 普通 内而はIllしあれ。脚部はヘラケズリ？ 完存20001 
@ 

色調 暗橙褐色 淡青灰色

胎土細かい砂粒を多批に混じ 外而はIllしあれ '!, 存
NH える

呂�乍., 焼 成 普通 内而はヨコハケ(lo本/ I cm) 在地ツポ典型タイ101 
@ ®I プ

11. 5 色調 (i炎）橙褐色 白灰色 木狼痕あり

24. 5 胎土細かい砂粒を多紐に混じ 外而は肌あれ， 端部にヨコハケの痕跡 Iん存
NH える

壺BJ 焼 成 普 通 内而は羽状細縄文（単節）＋円形浮文( 2個以上） 在地ツポ典型タイ102 プ
色調（淡）橙褐色

22.4 胎土細かな砂粒を多批に含む 外而は下位の器体は右下りのナナメハケ(7本/]cm) Iん存
NH の後ヨコヘラミガキ ， この上に幅広の粘土帯を重 内外而赤彩らしい

壺 B 焼 成 普通 ねた上位の器体はヨコハケの後 ， 棒状浮文をナデ103 て上につける 棒状浮文は7本以
色調（暗）貿褐色 内而はIllしあれ一 部にヨコハケの痕をみせる 上

20.9 胎土小さな砂粒をかなり多く 外而はJULあれ， 口緑端部に刻み目（ヘラ） 口緑 部リ6存
NH 混じえたシルト的なもの

壺 B （粘土質の強い） 内而は）リしあれ 在地典型タイプ201 焼 成 普通
色調淡橙褐色

21. 9 胎土細かな砂粒のみを混じえ 外
寧
而 ，

射
内而 ， 杯部は端部ヨコナデの後，細か〈丁脚部略完存、 杯部

るよく精選されたもの な放状 のヘラミカ’キ は％欠NH 高杯B 15.4 焼 成 普通 外面 ，脚音111,端部ヨコナテ＇の後 ，細か〈丁寧なタ
301 テのヘラミガキ

内而 、脚部はヨコヘラケズリの後端部をヨコに3孔
14.0 色調択褐色～橙褐色 ナデる

胎土小さな砂粒を多絨に混じ 外而はIllしあれ 接合部完存
NH える。シルト質の強いし

401 椛 B の 内而胴部はヨコハケ，脚部は接合部を指頑でオサ
焼 成 普通 工た後ヨコハケ(12本/ I cm) 

色調暗（質 ）褐色

胎土細かい砂粒を多位に含み 外而は右下りのナナメハケ (8本/l cm) 脚部完存
NH シルト質の弛いもの

糀 B 焼 成 普通（やや不良） 内面はヨコハケ。胴部，脚部の接合部には指頭に402 よる圧痕を残す
色調llf\(a,YO褐色

第34表 土器一覧表
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土器
lJ径

器形
器甜

器形の特徴 格 形 の 手 法 備 名
番号

底径

cm 

19.6 胎上 糸Illか＼ヽ砂位をかなり i比し 外面はタテハケ (6本/I cm) 口角玄音II 'I• tF 
NH 

える
壺 B, 焼成杵通 内1(11は布下りの糾行縄文 在地ツポ典型タイ

403 
プ

色調淡橙（黄）褐色

胎士 小さな砂粒を多凩に混し 外面はIllしあれ 底部 ％存

NH 
える

壺 焼成 内1fliはIllしあれ (t=地ツポ典咄タイ
404 

@ ⑲ プ

色調 淡黄褐色 肖灰色

胎土 糸Illか＼ヽ砂粒を混じえるか 外、1f1iはmしヽヨコのヘラミカキ 底音II 1/8存

NH 
そんなに多くはなし、

s一m 焼成 /¥: 通 内面はヨコおよぴタテのハケ (9本/1 cm I 底1/1i木第痕
405 

6. 7 色 調暗黄褐色

16.6 胎土 斜IIか＼ヽ砂位を多祉に含む 外面jはLI緑部下半にタテハケ (7-8本/1 cm)上 半欠

NH 
少しシルト質のもの 半はヨコハケ， なおヘラ描沈線部 (6本X4) あり，

壺 B 焼成杵通 頭い痕部以下は全体に Illしあれ，（一 にヘラケズリらし 在地ツポ典叩Jタイ
406 あり）

色調表面は（淡）黄褐色，断j[ij 内面はIllしあれか激しいが全休にヨコハケか認めら
プ

は白灰色 れる

胎土 糸Illかい砂粒を多贔に含む 外f(ijはl!ILあれ Oilいタテのヘラミガキ 'I 端部全欠

NH 
いく分シルト的な感しの

翡 杯 もの 内rfiiは I・.半ヘラケス:IJ Iヨコの）．下半はヘラ調格 2孔現存， Hしか
407 

:t尭成； 良4f I ?) 

色調 11/'i黄褐色

第35表 土器一覧表
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(2) 石器類（第74図，図版第103)

本遺跡の石器類としては第 3方形周溝墓南東コーナーから出土した磨製石鏃（第74図 1) 1点

がある。

径 4mmの円孔を有する全面磨製の石鎌である。脚部表裏にそれぞれ 1条づつ，計 4条の陥入条痕

を有する。これは基部から先端部にかけての磨製作業ののちに溝状に磨って造り出されたもので

ある。古墳時代の所産である。

(3) 玉類

本遺跡の玉類としては第 3周溝内より出土した硬玉製勾玉 （第74図 2)がある。それは平砥石

によると思われる，全面磨製品である。表面の加工擦痕は不明瞭であったが，湾入部には巾約0.5

mmの15条ほどの溝状加工痕が連続乎行して観察できた。これは，砥石の稜部による加工痕である

と思われる。 （渡辺）

0
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m
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第74図石器実測図
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N 月の輪上遺跡

ー 遺 構

本遺跡の主な遺構としては，住居址4基がある。

第1号住居址

◎

ー
＂
／
〗

引ふ
i

◎
[
-

し
ゞ
ド
、ゞ ／ 

トレンチ

仁□上とク トレンチ

第75図 月の輪上遺跡全体図

IOm 
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(I) 住居址

4 基の住居址のうち，第 3• 4号住居址は重複関係を存するが，その新旧関係は不明瞭であっ

第76図第 I・2号住居址実測図

, ... 
、-o

第 1号住居址 （第76図，図版第79・80)

調査範囲のほぼ中央部に発見された住居址で，北東隅を工事による攪乱でわずかに失うほか，

完形にちかい。

覆土は，粟色プロックを含む黒色スコリア土で，そのほぽ中央部には80X60cmの楕円形プラン

を呈して， きわめて柔かい黒色土を主体とする落ち込みが認められた。いわゆる中世土砿と思わ

れたが，その深さは 5cm前後であり，痕跡を残す程度といえる。

床面はやや軟弱であるが，やや大きめの暗褐色土類が敷かれた状況で，覆土とは明瞭に区別さ

れた。その中央やや南よりに，小型壺 lが発見されたが，炉址はみられない。ピ ットは，北西隅

よりと中央部南よりに各 1が発見されたが，前者はいわゆる貯蔵穴で58X56cm・深さ28cm前後で

あり，後者は径40cm余の柱穴状ピ ットである。その状況・位置からすれば，柱穴とは認めがたい。

床面下には二重構造が認められたが，それは大きなスコリアプロ ックを含む暗褐色土で，その類

型は C類タイプと認めてよい。

第2号住居址 （第76図，図版第80・81)

第1号住居址の南隣にあって，それよりやや大きく，長軸方位も若千西よりとなる。

この付近での土層堆積状況からすれば，表土下の大沢ラビリ層が遺構検出面となるのが基本で
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第71図 第3・4号住居址実測図

あるが，本住居址の北東隅側の約 4分の 1ほどは大沢ラピリ下の暗褐色土層がプラン検出面とな

っていた。

床面は識別が比較的容易であって，全域に多量の炭化材・炭化カヤ・焼土等を載せている。明

らかに火災を被った状況であった。炉址は床面中央部の南東よりにあって，わずかに床面を低く

したかのようにも観察できた。また，礫3個を伴って炉石と判断されたが， うち 2個は西端に，

1個は東端にあった。北東壁にちかい中央より床面上に，横位になった壺形土器が発見された。

胴下半部に大きな穿孔を有して，口縁部を欠く特徴ある器形といえた。床面の二重構造は良好で

C類タイプと認めておくが壁周辺を若干深くして A類にちかい状況も見受けられた。

ピットはすべてで 5個所が検出されたが，いずれも異なった様相を示した。中央部のピットはい

わゆる 2段堀りで，その上部には焼土・炭化材（カヤ類を含む）等がかなり厚く堆積していたが

内部の覆土は黒色スコリアでそれらをまったく含まないことから，本ピットは火災時には埋没し

ていたものと判断された。北隅および西隅のピットは，覆土に黒色スコリアを有して，その状況

からすれば柱穴とできる可能性がつよいが，北隅のものについてはその位置関係からして本住居

址のものとはいいがたい。東隅の径50cm前後を測るピットは， 2本の炭化材が壁に密着していた

ことから，確実に火災時の開口を認め得る。南隅のピットは 1 その底部に高杯（杯部のみ）と壺形

土器破片を置いているが，その上部には焼土を有してあるいは火災時に埋没していた可能性もあ

るが，それを断定し得る条件はない。

第 3• 4号住居址 （第77図，図版第82)

第 1号住居址の北隣でやや東よりにあって，第 3. 第4号住居址が重複するが，その関係は明
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確になし得なかった。・層位観察によれば，両床面ともレペル差はほとんどもたずに、覆土には攪

乱も目立つ状況であったことから，可能性としては 4号住居址がより新しいかも知れないが，断

定は避けておこうと思う。

第 3号住居址

東よりにあって，床面はかなり軟弱であるが，床面下の掘り方埋土は，黒色スコリアに栗色土

プロックを含んで，上部の黒色スコリアからなる覆土とは明瞭に区別された。その中央西よりに

やや薄手の焼土が認められて，炉址と判断された。柱穴状ピ ッ トはすぺてで 6本あって， うち 4

本を本住居址に伴う柱穴とみてよかろう。二重構造は C類タイプとしてよいものであろう。

第 4号住居址

第3号住居址と重複する西よりにあって，それより深い掘り方底面を存する。西隅側の約 4分

の 1ほどと北西壁の大部分が未発掘である。

床面は比較的良好で堅固につくるが，壁ちかくでは軟弱に変化する。柱穴状ビットはすぺてで

7本あるが， うち 3本は本住居址に伴う可能性がある。多くは栗色土プロックを含む覆土を有し

て，人為的に埋め込まれた状況といえるようであった。炉址は発掘範囲では確認できていない。

本住居址の北東壁の中央部やや東よりの外側に60X70cmほどの規模を存する長方形ピットがみ

られた。深さ45cmほどで，覆土には栗色土プロックを含む黒色スコリアを有して，明らかに住居

址とほぽ同時期のものといえたが，その性格は不明である。 （植松）
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2 遺物

本遺跡の遺物としては，土器類のみである。

(I) 土器類

月の輪上遺跡

士器 I器置 器形の特徴 整 形 の 手 法 備 考

番号 I cm 

9.6 胎土 よくうめこまれている比 外面頸部にオサエか軽いヘラケズリをした後，口 ロ縁部 1/s欠
小型壺 較的精選されたものらし 縁部はヨコのヘラミガキ，体部はタテのヘ

UOIOI I E - 1, ヽ ラミガキ 体部上半 lん欠

焼成普通 内面 口縁部はヨコのヘラミガキ，体部はヨコハ
色調茶褐色～暗黄褐色 ケ(6本/1 cm)の後ヨコナデ

胎土 よく精選されたもの 外面 杯部は細かく丁寧なナナメのヘラミガキ l 3孔

高杯脚 脚部は細かく丁寧なタテのヘラミガキ，杯

U0102I 部 - 焼成良好 部と脚部の接合部タテのケズリ 杯部と脚部の接合

内部杯部は細かく T寧な各方向のヘラミガキ 法に注意
色調やや赤味を帯ぴた黄褐色 脚部はヨコ方向に回転させながらのヘラケズリ

ー ，胎土 細かな砂粒を多量に混じ 外面 頸部に少Lナナメのタテハケを施した後，

穿体体部部藷lL 下完(半縦存に11焼.S成X横後える 頸部～体部上半にタテのヘラミガキ

U0201 I壺（本部I- I焼成普通 1本部下半に少しナナメのタテヘラミガキ
12 

R(1J)  内面体部は板ナデ (5本/lcm)頸部はヨコハケ
二ス 熱着有．外面

7.0 I色調 淡黄褐色（暗）橙褐色 (7本/1 cm)の後ヨコのヘラミガキ

甕D3
14.3 胎土細かな砂粒をかなり混じ 外面ヨ コ ＋デ 1/6存

える

U0202I （口緑 焼成 在地甕では良好 内面 ヨコハケの後．ョコ＋デ (7本/1 cm) 外面スス付着

部）
@ (1J) 体部と頸部との接合部は断続的なヨコのヘ

色調 茶褐色 淡茶褐色 ラケズリ

小型 12.5 胎土比較的精選されたもの 外面 ヨコハケ (IO本/I cm)の後タテヘラミガ 杯部略完存

高杯Aa キ
U0203 I類 焼成普通 杯部と脚部の接合

内面放射状のヘラミガキ 法に注意
（杯部） 色調橙褐色

一 胎土よく精選されたもの 外面杯部との接合部を，ョコナデし，脚部タテ 脚部完形

高杯I ハケの後， タテヘラミガキ，ただし端部付 4孔
U0204I - 焼成普通 近は，ョコヘラミガキ 外面スス付着

（脚部） 内面 裾部は軽いヨコハケか何かを使ったナデ 杯部と脚部との接
11.3 色調 暗黄褐色一淡茶謁色 上端に細く深い孔あり 合法に注意

10. 7 胎土 細かな砂粒を多量に混じ 外面 タテハケ (7-8本/1 cm)の後，胴部はヨ ロ縁音11 ½ 

小型I える コヘラミガキ
U030ll - 焼成普通 外面と口縁部内面

壺 D 内面 ヨコハケの後，口頸部をナデ(?) に赤彩の痕あり

色調 （明）黄褐色

襄D3
15.0 胎土 細かな砂粒をかなり混じ 外面 ヨコナデ 1ん存

える

U0302 I （口緑 焼成在地甕では良好 内面 ヨコ十デ 外面スス付着

部）
色調茶褐色

甕 D2
17.0 胎土 細かな砂粒を多量に混じ 外面 タテハケ (IO本/1 cm) 

請＇一部にススi寸える

U0303 I （口縁 焼成普通 （あまい） 内面 ヨコハケ（口縁部10本/1 cm 体部14-15
在土地・壺焼成・ 色調

部）
色調 表面が淡黄褐色一淡橙褐 本/1 cm) 典型タイ

色で断面が白灰色 プと酷似

第36表土器一覧表
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本追跡群からは， 若干の縞文土器を得た。 月の輪平， 南部谷戸両逍跡で， とくに南部谷戸辿跡

の出土罷は比較的多かったが， それを層位的に確認することはできなかった。

ここでは， それらを一括して扱うことにするが， それは縄文時代早期から後期まで各時代のも

のが50点はどあった。 これらは本来の逍物包含層から出土したものはなく， すべて古墳時代初頭

期の住居址・方形周溝蒻等の攪乱層とみなすべき層位に含まれていたものや， あるいは表面採集

されたものであり， またこれらの土器に伴うような縄文時代の追構の発見もなかったことから本

遺構は縄文時代の追物散布地でしかないことが理解される。

このように少量な縞文土器ではあるか， そのなかで状態の良好なもの33点を第79図に図示した。

また次に各時期に分け， 分類を試みた。

早期土器

両遺跡のI群土器のなかで最も最か多いものは早期土器であるが， それらは撚糸文土器から条

痕文土器まで雑多な種類で構成されている。

1· 2 は二段R< t 縄文を原体とした撚糸文， 3· 4は二段L< :i 縄文を施した土器であり， 4 

点共その胎土には植物繊維を含む。

5 -12はすべて楕円押型文土器であり， /j台土には植物繊維を含むが， 楕円粒の小さな 5 と， 非

常に大きな 6 -12に分けられる。

13は絡縄体圧痕文土器とみられるが， その原体は明確でない、 しかし， その比較的細かな原体

を横方向に何段も施文し， 胎土には植物繊維は含まないようである。

また， 条痕文系の土器が何点かあるか， 貝殻緑で刺突した14, 荒く条痕を施した15 , あるいは

軽く条痕を施した16·17があり植物繊維はすべてに含まれるようである。

以上， 早期土器は各種みられるが， なかでも押型文土器は楕円押型文土器しかな〈， その棺円

粒の大きなものが多いことや胎土の植物繊維の含入を考慮すると押型文土器群のなかでも最終末

に近い時期のものとして捉えられる。 近年r 本地方においては押型文土器や撚糸文·縄文土器か

従来考えていた以上残存するようであり， 特に楕円押型文の大粒な例と同様なものが， 本遺跡群

に近い奥山地遺跡から採収されており， これを田戸下層期に比定している（小野 1975)が， あ

るいは絡縄体圧痕文土器と併行する時期まで残るのかも知れない。

また条痕文系の土器は， 貝殻縁を刺突する施文方法など田戸期前後の要素を残すものや， 茅山

式土器の範疇に入るもの， あるいは入悔系土器とみられるものに分けることができそうである。

前期土器

前期土器は10点はどを数えるが， 18·19, 20- 24, 25, 26, 27はそれぞれ 1個体づつとみられ，

4個体分である。

これらは竹管文を主体としているが， 前2個体は器壁も薄く， 地文に縄文をもち， かつ陥帯を

文様構成上の中心にしているか， 後 2個体は器壁も厚く， 明らかに異質である。

前者はその器壁あるいは施文方法から初頭の木島式土器に類似するが， そのものではないよう

である。 また後者は諸磯A式とみてよかろう。

140 

疇

． 

ヽ

! ... 

ヽ

.~ 
“一

ヽ
曇

＇ 

ヽ

• 



中・後期土器

28-3 1は中期の土器とみられ， 特に30·31は明らかに勝坂式土器の竹管文としてよいようであ

る。

32·33は後期土器としたが， 33は加曽利B式期の精製土器の口緑とみられるか， 32は明確でな

い。 堀ノ内式土器の範哨のものであろうか。 （平林）

縄文土器出土地点

1 南部谷戸第 3 号住居址内 18 南部谷戸第5 -12号住居址内

2 月の輪平F-III-C区 19 南部谷戸第5 -12号住居址内

3 月の輪平第41号住居址内 20 月の輪平ピットNo.30内

4 南部谷戸第1号方形周溝墓内 21 南部谷戸第4号方形周溝墓内

5 南部谷戸表採 22 南部谷戸第4号方形周溝墓内

6 月の輪平ピットNo.30内 23 南部谷戸第4号方形周溝墓内

7 南部谷戸第4号方形周溝塙内 24 南部谷戸表採

8 南部谷戸第4号方形周溝砒内 25 月の輪平第63号住居址

， 南部谷戸E-VIII区 26 南部谷戸第4号方形周溝墓内

10 南部谷戸E-VIll区 27 南部谷戸第5 -12号住居址内

11 南部谷戸表採 28 月の輪平第66号住居址内

12 南部谷戸E-VID区 29 月の輪平F-III-C区

13 南部谷戸第4号方形周溝蒻内 30 月の輪平第32号住居址内

14 南部谷戸表採 3 1 月の輪平0-!V-C区

15 月の輪平ピットNo.30内 32 月の輪平第54号住居址内

16 南部谷戸0-IX区 33 南部谷戸表採

17 南部谷戸第4号方形周溝邸内

第37表 縄文土器出土地点一覧表
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2 石器類

本遺跡群においては月の輪平• 南部谷戸遺跡の縄文土器に伴って， 若干の石器類が得られた。

土器類と同様に， 両逍跡例を一 括して扱うことにする。

月の輪平遺跡からは， 有舌尖頭器1点， 打製石斧6点， 打製石錬5点， 磨製石器1点か出土し，

南部谷戸遺跡からは， 尖頭器2点， 石匙1点， 掻器1点， 打製石鎌5点が出土している。以下，

遺跡ごとに， 出土 した石器について所見を述べてみる。

実測図では， 装着痕あるいは使用痕と考えられる部位， 即ち， 石器の辺緑に肉眼観察できた白

斑状の 「 叩き状磨粍」部位を←→で， その面的投影を忽多で， さらに稜が円滑化・鈍化している

磨滅部位を←→で， その面的投影を追罪穴そ•れぞれを区別しておいた。特に打製石斧については，

瘤柄使用を考慮し， ⑥面を着柄面に想定している。⑤面は， その面に使用による磨滅面が観察さ

れる面である。

月の輪平遺跡出土石器（第80·81·82図， 図版第103)

1 . 有舌尖頭器，(ON-a区出土）風化が著しい有舌尖頭器である。基部に両面から加工を加

え， 舌部を造り出している。

打製石斧

2. (AII-d区出土） 撥形打製石斧で基部が欠損している。®面刃部中央に2ヵ所の磨滅

面が観察される。刃部は円滑化している。横斧である。

3. (CII-a区出土） 短冊形打製石斧であり， 基部が欠損している。刃部は孤状を呈し，

磨滅している。⑥面に広く自然面を残し， ⑤面刃部中央に磨滅面が観察される。両長辺には叩き

状の白斑痕がみられ， 縞等による装瘤痕であると考えている。横斧である。

4. (CN-a区出土） 撥形打製石斧であり， 完形である。 特に長辺部に入念な加工が施さ

れ， その部分が鈍化している。これが， 直接使用痕を示すものか， あるいは装瘤痕を示すものか

は判然としない。

5. (17号住居址内出土） 短冊形打製石斧である。刃部を欠損する。長辺に一部， 刃部から

基部に向っての連続剥離作業が認められる。 また両長辺には， 叩き状の白斑痕が観察される。

6. (22号住居址内出土） 短冊形打製石斧である。短辺部に節理面を大きく残し， また， そ

こが欠損とは考えられず， さらに長辺部に磨滅面が観察されることから， 渚柄使用せず長辺部を

叩き石のように使用したものと考えている。

7. (66号住居址周溝内出土） 短冊形打製石斧であり， 明瞭な2条ないし3条の白斑状装着

痕が®面に観察される。横斧である。

総じて， これらの打製石斧は縄文時代中期の所産であると考えられ， 同市内滝戸遺跡出土の中

期打製石斧群の中に類例が求められる。

打製石鏃

凹基無茎石鏃(8 〔A1-b区出土〕， 9 〔D II- b区出土〕，1〇〔EN-a区出土〕，1託44号（主
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第82図石器実測図

居址内出土〕）と平基無茎石鏃 (1妖2号住居址覆土中出土〕）の計 5点が出土しており，すべて黒

燿石製である。 8・11は脚部が欠損している。各々の石鏃とともに，調整剥離は甚部 (i府入部）

と先端部とから行なわれ，斜辺に最終剥離部が数ヵ所観察できる。

13 磨製石器 (18号住居址覆土中出土）用途不明石器である。全面が磨かれ．中央部が微弱な

がら溝状に凹んでいる。表面には幾条もの波状の磨滅痕が長軸に直交する形で観察される。

南部谷戸遺跡出土石器 （第80・81・82図，図版第103)

14 尖頭器 (E-11区出土）ローム層直上の出土であり，表面の風化が著しく，パティネーシ

ョン化か進んでいる。比較的机雑な作りの薬形ポイントである。先土器時代の所産の可能性もあ

る。

15 尖頭器（第 4号周溝梨南側出土）風化が著し〈．全体かパティネーション化している。両側

辺部には稜か鈍化している部位がある。

16 石匙（第 4号周溝墓南側出土）全体がパティネーション化している。粗雑な作りであるが，

肩の部分に集中して加工痕かみられる。

17 掻器（表採） 黒燿石製。一部欠損している。片面加工のラウンドスクレイパーであり，

はば全周にわたって刃こばれ状の微細な糸I]離が観察される。類例が，函南町上原遺跡の採集品の

うちにみられる（秋元・ 1968)。 先土器時代の所産である可能性もある。

打製石鰈 (18はF8グリ ッド，ローム直上出土。他は表面採集品。）

19は東北から関東地方にかけての早前期にみられる．所謂星形五角形銀であり、先端部を欠い

ている。 18, 21, 22は黙燿石製であり, 18, 19は反時計廻り, 22は時計廻りの加工面があリ，共

に斜辺に最終剥離面か数ヵ所観察される。 18は平基無茎鏃, 21, 22は凹甚無茎鏃である。 20は平

甚•長三角鐵であり，先端部を欠いている。

以上. 4咽t跡出土の石器はその主体を縄文時代早• 前期に臨〈ことができると思われる 。

（渡辺）

145 



挿図 No. 遺 跡 名 地 占ヽ.. ヽ 名 名 称 長X巾X厚(cm) 重 さ(g) 備 考

1 月の輪平 47 号 住 居 址 砥 石 34 . 8 X 9 . 4 X 10. 4 4120 完 形

2 月の輪平 1 号 住 居 址 砥 石 25 . 7 X 11. 7 X 10 . 2 3890 完 形

3 月の輪平 70 号 住 居 址 砥 石 22. 2 X 6 . 3 X 6. 4 1250 完 形

4 月 の 輪平 62 号 住 居 址 砥 石 (7.5) X 2.6 X 3.7 (64.6) 欠損あり

58 5 月の輪平 46 号 住 居 址 砥 石 (8. 7) X 4.5 X 1.8 (116.4) 欠損あり

6 月 の 輪平 62 号 住 居 址 刀 子 (6.7) X 1.2X0.3 (3.9) 欠損あり

7 月 の 輪 平 72 号 住 居 址 刀 子 (7.7) X 1.4X0.2 (5.9) 欠損あり

8 月 の 輪 平 90 号 住 居 址 鉄 鎌 (2 . 6) X 2. 0 XO . 25 (2. 2) 欠損あり

， 月 の輪平 D-N-dグリッド コパルト玉色
ガ ラ ス

0.6 X0.32 0.1 完 形

1 南部谷戸 3号方形ヽ ． 周溝墓 有孔磨製石鏃 3.9 X 1.5 X 3.0 1.85 完 形
74 

2 南部谷戸 3号方形周溝墓 硬玉製勾玉 4.2 X 1.7 X 1.2 23.l 完 形

1 月 の輪平 17 号 住 居 址 有舌尖頭器 5.5 X 1.4 X 0.5 4.6 完 形

2 月の輪平 A-11-dグリッド 打製石斧 (8.1) X 5.0 X 1.3 (57.9) 欠損あり

3 月の輪平 C-II-aグリッド 打製石斧 (11.3)X 5.5 X 1.5 (100. 7) 欠損あり

80 4 月の輪平 C-W-aグリッド 打製石斧 10.9 X 5.5 X 1.8 92.8 完 形

5 月の輪平 17 号 住 居 址 打製石斧 (10.3)X 3.8 X 1.6 (71.2) 欠損あり

6 月 の輪平 22 号 住 居 址 打製石斧 9.7 X 4.5 X 2.2 131. l 完 形

7 月 の輪平 66 号 住 居 址 打製石斧 8.9 X 4.2X 1.1 59.7 完 形

8 月 の輪平 A-1-dグリッド 打製石鎌 (2 . 9) X 1. 3 XO . 35 (0.(3) 欠損あり

， 月 の 輪 平 D-11-bグリッド 打製石鎌 1.8 X 1.6 X 0.4 0.65 完 形

81 10 月 の 輪 平 E-N-aグリッド 打製石鎌 2.9 Xl.7X0.4 0.95 完 形

11 月 の 輪 平 44 号 住 居 址 打製石鎌 (2.1) X l.7X0.5 (1.1) 欠損あり

12 月 の輪平 A-I-dグリッド 打製石鎌 (1. 5) X 1. 2 XO. 35 (0.55) 欠損あり

13 月の輪平 18 号 住 居 址 石製模造品 8.5 X 3.1 X 1.2 50 完 形

14 南部谷戸 E - IIグリッド 葉形尖頭器 6.2 X 2.0 X 0.8 9.2 完 形
82 

15 南 部谷戸 4号方形周溝墓 葉形尖頭器 6.2 X2.5Xl.l 16.1 完 形

16 南部谷戸 4号方形周溝墓 横型石匙 4.0 X 3.8 X 8.5 11.0 完 形

17 南部谷戸 1号方形周溝墓 ス（ラクウレーンパドー） (2. 1) X 1. 75 X O. 6 (2.2) 欠損あり

18 南部谷戸 1号方形周溝墓 打 製石鎌 1.4 X 1.2 X 3,0 0.4 完 形

19 南 部谷戸 表 採 打製石鎌 (3.2) X 1.7 X 4.0 (2.3) 欠損あり
81 

20 南部谷戸 表 採 打製石鎌 (3.2) X 1.4 X 0.5 (2. 2) 欠損あり

21 南部谷戸 表 採 打 製 石 鎌 2. 4 X 1. 7 XO. 35 0.7 プ'=" 形

22 南部谷戸 表 採 打製石鎌 1.8 X 1.2 X0.35 0.45 -=-フ 形

第38表 石 器計 測表 （ ）は欠損
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VI 王藤内の塚

1 遺構

王藤内とは．駿河記によれば， 「平家の士，妹尾太郎藤保に与する」人物で，曾我兄弟の仇討

ちの際，工藤祐経と「酒宴して居たりけり，其夜曾我兄弟に祐経と同じく殺されけると云う」，す

なわちまきぞえにあって殺害されたというのである。昭和14-15年ごろ，市内の郷土史家寺田良

彦氏が，その墓地に標識として常葉樹木の白椿が植えられたという伝承によって，本墓地をそれ

に埋葬した。そ．のため，墓地の所有者曾根徳ー氏は「王藤内之塚」の墓碑を建立して供養し，以

後近隣の人々の参詣をうけてきた。

その調査前の状況としては，径4.5mほどを測る円形で高さ 20cmほどのマウンド状盛土があって，

その頂部に径25cmほどの白椿の根株が枯れて数年という状況でみられた。その側には，寛文，寛

政年間銘をもつ平石塔と前記「王藤内之塚」碑とがあった。

敷石遺構

マウンド状盛土部を地形測量ののち，調査はその表土除去から始められた。表土直下には礫群

がみられて，その規楔は2.OX2. 5mほどの長方形プランを呈する人頭大円礫の敷石がみられた。

本礫群の特徴的状況としては，礫が積み上げられて群となっていたといえる痕跡はまった＜みら

れず，ただ一列の平面形に敷きつめたとする指摘が可能であった。本礫群を‘‘敷石遺構,, と命名

した所由である。

本遺構の下部から土砿4基が発見された。

第 1号土坑

1. 5XO. 7mの長方形プランを呈して，敷石遺構面から底面までの深さは0.5mほどであったが，

プランの一部が敷石遺構内に含まれる状況で，大半は外にあるといえた。遺物はまったく発見さ

れなかった。

第 2号土坑

本土砿は第 3号土絋に南隣する位置にあって，その大半を敷石遺構内に納めているが，敷石に

伴う土砿とするのにはやや不自然といえよう。 1.lXO. 85mの長方形プランで，敷石遺構から底

面までの深さは0.9mを測ってもっとも深い。

本土琺内には，頭骨，上下顎骨，四肢骨等が残存して，麻紐に通した寛永通宝 6枚も発見され

た。いわゆる六文銭を伴う土葬人骨と判断された。また，小鉄片 2もあって，鉄釘類の残欠であ

ろうと思われた。
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第 3号土砿

第 2号土砿の北西側にあって，敷石遺構のほぼ中央部直下に位置する。 1.25 X 1. 0 mの楕円形

プランを呈し，敷石遺構から底面までの深さは0.65mを測る。

本土坑内の南墜よりに四肢骨の一部が残存していたが，他に遺物の発見はない。

第 4号土坑

第 1・3号土坑から約0.8mほど北よりにあって，確実に敷石遺構の外域に位置する。 0.95X 

0. 85mの隅丸方形プランで，敷石遺構から底面までの深さは0.55mを測る。

遺物の出土はみられないが，中央部と北壁にちかい部分の床面上に，人頭大礫各 1が発見され

ている。

2 遺物

人骨・寛永通宝 6 枚があった。人骨には頭骨• 上下顎骨，歯，四肢骨等がみられたが，残存状

況はあまり良好とはいえない。寛永通宝は，麻紐を通したいわゆる六文銭であった。これらの遺

物の大部分は，移転した曾根家墓地に納めた。他に表土内から錫杖を得たがその出土状況からす

れば本遺構の経営時に伴うものとはいえない。

3 まとめ

以上によって，本墓地の特徴を列記すると次の通りである。

①円形をなすマウンド状盛土が認められたこと

②その墳頂部にあたる付属の表土匝下には2.OX 2. 5mの長方形プランの敷石遺構が存したこと。

ただし，礫には積み上げた痕跡はみられず平面的であるという特徴を有した。

③盛土・敷石遺構の下部には 4基の土坑が認められた。その位置関係からすれば第 3号土i広が敷

石遺構・盛土に伴うものといえるようであった。

④時期的には伴出した六文銭がすぺて寛永通宝であることから確実に近世といえよう。

要するに，本墳墓は，若干の盛土塚に長方形プランの敷石を伴う外部施設を有する近世土坑墓

であるといえる。

ここで，こうした類例を新めて比較検討を試みることにしたいが．県東部には明確な報告例は

みられない。県内全域では，方形プランの礫群に若干の盛土を有する例として，

白井墳墓 榛原郡相良町白井（池谷1968) 大原墓地 磐田市大原（池谷1968)

宗行卿塚 榛原郡金谷町（望月• 池谷1969) 日明遺跡 天竜市船明（池谷• 平野

1977) 

の 4例をあげることができるが，これらすべてが鎌倉時代に属するものであった。すると．本例

とはかなりな時間差を有するので，それぞれの状況について比較する意味はもたないとみてよい。
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それでも，これらの礫群に共通する特徴としては，礫がいずれも厚く 60-70cmから 1m にちか

く積み上げられている点にある。本来中世のこうした礫群はその中心部に蔵骨器を安置する例が

多く，そのために厚い礫群をもってこれを保護したと考えることも可能かも知れない。

本墳墓の礫群はきわめて平面的な敷石にすぎないが，一般に中世墳墓では時期が下るほど多く

の礫で囲まれる傾向がある（池谷 1968) と指摘されている。もちろん，本例が土葬墓であるた

めに蔵骨器が伴わないことから礫が少ないことは当然であるが，それでも，近世土葬墓にそうした

中世墳墓の伝統が継承されている点に注目しておきたい。

一般に，県東部地域における中世墳墓の様相は，ここ！こ例示した状況とは異なる。すなわち，ぃ

わゆる中世土城と称されるピット類が群在して発見されることが多いが，いずれも土葬であって

はとんど遺物もない。きわめて特殊な遺物例として，南伊豆町日詰遺跡の和鏡出土（南伊豆町教

育委員会 1979)があげられるが，他に盛土・礫群等の特徴的な遺構例はみられない。

こうした地域の中で，本例はきわめて特殊な構造をもつが，それは火葬墓の影響のもとに，他

と区別して特殊な意味を与えるにたる被葬者が存在したことの反映とみることが可能であるかも

知れない。いずれにしても， 4土絋中，最末といえるのがたぶん第 3号土拡で，それが敷石と盛

土を伴ったのであるがその位置関係，副葬品によって，その特殊な地位を言述する条件はみられ

ない。 （野村・ 植松）
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月の輪平遺跡

!~Q 
プ ラ ン （ ）推定 ピット 焼土 床面の

(重'ー日複→不関新明係） 長（床唸目ヒと面面気)lcffi m 長軸方位 床（面面積） 閻 乎面形 柱穴 その他 炉 焼その他土 二構 重造 備 考

晶 516 X 483 N-59•-w 24.92 完形 閉丸方 4 3 （炉中有石央） 無 A 無‘‘ 
土多量の土器を出

550 X 508 

2住
502 X 469 

N-71"-W 23.54 完形 閉丸方 4 4 や中有央北や西 無 無 無 ペッド状遺構？525 X 506 

3住
272 X 240 

N-1s・-w 約 6.53 完形 閑丸方 細，．．、 無 無"' 無 無 無300 X 266 

314 X 309 
や中北有央や

5→ 
4住

332 X 327 
N-87°-W 9.7 完形 隅丸方 無 1 無 B 4 

7→ 

296X (284) 2 6→ 
5住 N-85°-W 8.4 隅丸方 細... , l 無 細"' B 5→ 4 328X (314) 3 7→ 

6住 6→ 5 計測不能

496X (400) ， 有？ → 4 
の中う可央遺構能の性焼に土ともはあも他なる7住 N-83°-W 約20.94 閉丸方 2 5 中央部 C 6→ 7→ 5 498X (410) 10 中央？ -11 

411 X 427 1 9→ . 
8住

442 X 443 
N-89"-W 17.54 完形 隅丸方 4 (!J) 細..、 無 C 8-11 

10→ 

9住 隅丸方 C 10→ 9→ 8 計測不能

10住
→ 8 

10 計測不能
→ 9 

786 X 678 
ー43 • 

-7 
11住

798 X 686 
N-73"-E 53.29 方形 無 1 細"' 細9●ヽヽ 無 23→ 11 大型住居址

-8 

12住
234 X 201 

N-44°-W 4.83 完形
不定

無 無 無 無 無 無243 X 220 隔丸

13住
565 X 520 2 

（炉中有石央） 
24→ → 15 

N-40°-W 2~.48 閉丸方 無 2 無 A 13→ 23 520 X 490 3 
25→ → 26 

15住
568 X 450 :! 13→ 火災の可能性有N-16"-E 25.56 完形 隅丸方 無" 細...、 無 C 24→ 15 590 X 475 

25→ り

16住
294 X 282 

N-7°-E 
1 

隅丸方 無 無 無 無ヽヽ
17→ 

333 X 303 
7.99 

2 
1 16 

3()-+ 

610 X 552 有
焼炭全土化，粒面

→ 16 
火災の可能性有17住 N-71°-E 33.67 完形 方形 4 細ヽ.. . A 17 

631 X 589 中央部 → 18 り？

18住
470 X 421 

N-10"-E 19.79 完形 隅丸方
496 X 468 

1 無 （中炉有央石？）？ 焼炭全化面村土 A 17→ 18 被火災住居址

19住
380X (380) 

N-4°-E (14.00) ―4 1 • 方形 無 無 中有央 無 無•ヽ i9-+62 浅の確い住認居が址困難で壁で

あった

第39表 月の輪平遺跡住居址一覧表
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!Nn 

プラン （ ）推定 ピット 焼土 床面の

重（旧ー複→不関新明係） 長（岱桓温と短）c径m 長軸方位 床(面m'積) 閻 平面形 柱穴 その他 炉 焼その他土 二構 造重
備 考

20住
467 X 447 

N -22"-W 完形 開九方
有

北半部 B 484 X 456 20.94 4 4 
中央

21→ 20 

838 X 656 
4 

胴張 → 17 
21住

848 X 666 
N-76--E 54.97 推-沿-・ 

閉九方
無 1 無 無 C 21→ 20 大型住居址

→ 27 

710 X 688 4 
（中炉央有石西） 

59-→ 
上大の層想型定1こ（主掘が居立可能柱址違か物？址22住

732 X 709 
N-73"-W 49.75 

5 
隅九方 4 7 無 A 22 

00----. 

23住
385 X - 3 

．方形 無 無 無ヽヽ 無’‘ C 13→ 23→ 11 
400 X - 4 

胴張
→ 13, 15 

24住
隅九方

C 24→ 25, 26 計測不能
→ 31 

→ 15 
25住 N-31°-E 隅九方 A 24→ 25-13 計測不能

-31 

453 X 378 → 13 
26住

478 X 417 
N-55"-E 17 .12 完形 方形 4 無 無 無 A 26 

-24 

27住
1 

隅丸方 C 3炉 27→21 計測不能3 ,., 

→ 16, 17 
30住 30 計測不能

→ 21. 27 

胴張
→ 15 

31住 無 24→ 31→ 32 計測不能
隅九方 -25 

32住
405X (400) 

N-42•- E 17.12 
1 

限丸方 4 2 無
北半部

B 31→ 32 火災の可能性有

428X(420) 
・-2 散在 り？

33{主
563X (490) 

N-62"-W 26.26 一21 ， 閑丸方 4 細’‘‘ 無
全面

C 無 被火災住居址
542X (500) 散在

35住
574 X 476 

N-60°-W 27.32 
， 胴張

4 1 無
北半部

C 35→ 36 埋有の焼土り上3土3部号かに住？焼居址土
585 X 493 10 閑九方 点在

36住
446 X -

(N-60'-W} 
1 

閉九方 2 無 無 無 B 35→ 36 
452 X - 2 

37住
(500X450) N-70"-E (22. 50) 

1 
隅九方 4 無 無 無 B 37→ 38 

4 

(430) X385 3 
（炉中有央石）

東北部
37→ 

38住 N-89"-W 16.66 
4 

隅九方 4 無
点在

B 38 
(470) X400 39---+ 

39住
320X (300) 

N-87°-W (9.6) 
1 

隅丸方 ・1 無 無 A 39-→ 38 
3 

40住
478 X 452 N-79"-E 21.6 完形 隅九方 4 無 無 無 B 41→ 40 
500 X 475 

第40表 月の輪平遺跡住居址一覧表
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!N11 

プ ラ ン （ ）推定 ピット 焼土 即i!iiの
('重ーB複→不関新明係） 

長（床鷺因上とiffl回知)径cm 長軸方位 床(面m•積) 閻 平而形 柱穴 その他 炉 焼その土他 ＿情 璽造
備 考

41住
462 X 404 

N-86.-E 18.66 完形 隅丸方 無 細...、 無
北半部

B 41→ 40 
488 X 440 点在

42住
327 X 325 

N-as・-E 10. 63_ 完形 隅九方 4・ 無 無ヽヽ 無.. A 無
住居址埋土上に

361 X 351 焼土が存在

43住
746 X 680 

N-80"-E 48.49 4 5 
胴張

2 3 
品中央） 

無 B 無 大咽住居址
765 X - 開九方

44住
240 X 220 

N-6"-E 5.28 完形 不整形 1 3 艇．．． 無 C 無
260 X 240 

495 X 492 有 45下→
45住

513 X 510 
N-56" -W 24.35 完形 隅丸方 4 1 

中央
無.、 C 45 

66→ 

45 220 X 200 
N-74"-W 4.4 完形 不整形 無 無 無 無 無 45下→45 

住下

480 X - 1 → 51 
46住

500 X -
N-10・-w 

2 
隅九方 無 1 無 紐‘’‘‘ C 46→ 52 

-53 

47住
221 X 219 N-38•-w 4.82 完形 隅丸方 1 無 無 無 C 無
238 X 232 

556X （(530) ） 1 無
48住

573X 530 
N-50"-W (29.50) 

2 
隅丸方 4 無 （炉中石央）？ 無 C 

49住 5炉 49→48 計測不能

→ 48 
50住 68→ 50-49 計測不能

→ 67 

400X (380) 
ー31 ・ 

46, 52→ 
51住 N-36. -W (15.20) 方形 無 無 細"' 無 無 51 

54, 55→ 

375 X 288 46→ → 51 
52住

- X 305 
N-so・-w 10.80 完形 隅九方 無 1 無 無 A 52 

53→ → 55 

300X (270) 一2 1 
-46 

53住 N-45°-W (8. 10) 隅九方 細’‘‘ 無" 無ヽヽ 細’’‘ C 53 
→ 52 

54(主
450X (400) 

N-12"-W (18.00) 
1 

閉丸方 無 無 細... ヽ
東北部

C 55→ 54→ 51 
火災の可能性有

5 散在 り？

410 X 388 全面 → 51 火災の可能性有
55住 N-10"-W 15.90 完形 方形 無 無 無 C 52→ 55 

438 X 411 散在 → 54 り？

310X(270) 
• 3 1 一 （中炉有石央）2 

57→ 
56住 N-19"-E (11.40) 隅九方 4 無 無 C 56 

59→ 

750X (700) N-15°-E 1 
（中炉有央石東） 

59→ 
57住 (52.50) 一3 方形 4 1 無ヽヽ B 57→ 56 大型住居址

6炉

第41表 月の輪平遺跡住居址一覧表
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プ ラ ン （ ）推定 ビット 焼土
床籍面塁(/) 重cーa複→不関新明係） !'fn 長（床阪匡直と町,a） uc至m 長軸方位 床(面m'積) 閻 平面 If~ 柱穴 その他 炉 焼その土他

備 考

760 X (780) 1 胴張 有 → 56 
59住 N-83"-W (57.50) 

3 精丸方
4 2 

中央
無 A 61→ 59-+57 *~'~ 住居址

→ 60 

352X (350) 
2 1 

有 悶周辺部
→ 22 

60住
380 X 380 

N-10"-E (11.30) 限丸方 3 無
中央 勧 C 59-+60 被火災住居址？

→ 57 

61住
235 X 223 

N-47°-W 5.24 4 5 閉丸方 細..、 無.、
有

細"'ヽ C 61→ 59 
250 X 240 中央

528 X 518 
（炉中有石央） 焼全炭土化會面材

19→ 
62住

550 X 534 
N-3°-W 27.35 完形 閉九方 4 1 A 65→ 62 被火災住居址

66→ 

63{主
317 X 242 

N-83"-W 7.67 完形 限丸方 無 無 細... 無 B 65-→ 63 
331 X 258 

64住
337 X 316 

N-85°-W 10.56 完 If~ 隅九方 無 無
有 周辺部

B 66→ 64 火り災？の可能性有
348 X 335 中央 点散

455 X 382 3 有 → 62 
65{主

492 X 415 
N-85°-W 17.38 

4 
方形 無.. 無

中央
無 無 65 

→ 63 

458X (500) 3 有 周辺部 → 45 火災の可能性有
66住

485 X 520 
N-9"-W (22.90) 

4 
閤九方 4 無

中央南 散在
A 66→ 62 

り？→ 64 

525 X 469 5炉 はその他住の址柱穴 5
67{主 N-18"-W 24.62 完形 閉九方 4 5 無 無 A 67→ 48 か他 居 の も

68→ の？

l → 50 
68住

5 
方 If~ 無 無 無 無 C 68 

→ 67 

69住
200 X 189 

N-19°-W 3.78 完形 不繁形 細..、 6 無 無 C 無 多量の土器出土
225 X 202 

70住
406 X 381 

N-46"-W 15.46 完形 開九方 4 I 無
周辺部

C 71→ 70 能炭出性化さ材れのみ災るが検可
420 X 406 炭化材 が有火 かの ？ 

71住
290 X 258 

N-49" -W 7 .48 -4 5 . 関九方 無 無
有

舞．．、 A 71→ 70 
310 X 280 中央

495 X 458 
（炉中有石央） 

西半部 73→ 火り災？の可能性有
72住 N-86•-w 22.67 完形 限九方 4 1 B 72 

525 X 487 散在 74→ 刀子出土

73{主
335X (290) 

N-53°-E (9.70) ー43 ・ 隅丸方 無 無 （炉中有石央） 無.. B 73→ 72 
388X (310) 

74住
280 X - 1 

隅丸形 無 無 中有石央） （炉2 無 B 74→ 72 
265 X - 2 南北

75住
318 X 318 

N -43°-W 10.11 完形 閉丸方 無 6 
有

無•ヽ C 78→ 75 穴則，，6性．本にのにいなず欠ピろIれッうtかがるf、のが．柱織う
336 X 344 中央北

76住
247 X 235 N-16•-w 5.80 完形 隅丸方 2 細"" 無，． 全焼炭土化，面材 B 77→ 76 被火災住居址
262 X 252 

第42表 月の輪平遺跡住居址一覧表
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プ ラ ン （ ）推定 ピット 焼土
床ti,面 .l の (重IEIー→複不新関明係） !'la 長（床墜恒上らとiffliffl気)lcffim 長軸方位 床(面m'積) 閻 平面形 柱穴 その他 炉 焼その他土

傭i 考

77住
254 X - 1 

閉丸方 1 無 無 無•ヽ B 77→ 76 
279 X - • 3 一・

78住
1 

閉九方 2 無 無 無 A 78→ 75 部不調能査が存区在外にし主計体測
4 

315X (275) 
4 3 

→ 91 
柱居ろ址穴うの8本もはの他で住あ79住 N-24°-E 8.66 隔九方 8 無 無 細...、 C 88→ 79 

337X (300) -81 

238X (250) 3 有 88→ 
80住 N-51°-E (6.00) 隣丸方 1 無 無 C 80 

272X (250) 4 西南 91→ 

595 X 578 N-4• -W 1 
（炉中有石央） 

87,89,83→ 
81住

606 X 590 
34.39 

2 
方形 4 4 無 B 81 

79, 91一

82住
1 

82→ 86 計測不能-8 ・・ 

515 X 480 3 
（炉北有石西） 

周辺部 84,85→ 火災の可能性有
83住

537 X 480 
N-87" -W 24.72 '4 . - 隅丸方 2 無

点散
C .9891, -90--+83→ 81 り？

84住
246 X 277 N-22•-w 6.65 

4 
開丸方 3 無 無 無 C 84→ 83 

267 X 295 5 

85住 11 0 
86→ 85→ 83 

計測不能
-91 

275 X 290 4 
（炉北有石西） 

南北部 → 85 火災の可能性有
86住 N-89•-E 7.98 閤九方 3 無 A 82→ 86 

289 X 290 . 5 -・ 
全面 → 91 り？

87住
248 X 205 N-15• -E 5.10 完形 開九方 1 1 無 無 A 88→ 87→ 81 のそ1のは柱88他穴号の住ピ居ッ址ト
277 X 230 

88住
398X (400) 

2 1 （炉中有石央） 

→ 79, 80 

427X -
(16.00) 隅丸方 3 無 無 C 88 

→ 87, 91 

348 X 331 4 
（中炉央有石東） 

→ 81 
89住

376 X 358 
N-84°-W 11.52 —5 ・ 開丸方 3 2 無 C 89 鉄銀出土

→ 83 

90住
227 X 261 

N-2°:-E 5.92 
2 

隅丸方 1 1 無 無 A 90--83 のそ1の柱は8他穴3号の住ビ居ッ址ト
251 X 288 3 

350X(370)l 
N-86"`  -E 

2 78!l&88S-. 炉 91噸—81 91住 (13.00) ―3 • 隅九方 2 無 無 無 C 
―-X370 -83 

第43表 月の輪平遺跡住居址一覧表
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月の輪下遺跡

!~Q 
プ ラ ン （ ）推定 ピット 焼 土 床品ー面・の

重(1ー日複→不関新明係） 
長（賊床径上と面岡知）c径m 長軸方位 床(面m'積) 闘 平面形 柱穴 その他 炉 焼その他土

備 考

l住
374 X 366 

N-49"-E 13.69 完形 方形 6 無ヽヽ
有

無 無 細ヽ• • ヽ
410 X 407 中央

2住
420 X 378 

N-35"-W 15.88 完形 隅丸方 6 無
有2

細•ヽヽ 無 紐拿． ． 、
445 X 394 中央東

謡 12.276 完形
不定

無 無 細.... 
周辺部

無 無
372 X 330 円形 点散

4住
223 X 230 

N-61"-E 3.13 完形 方形 6 無
有 周辺部

無 無
258 X 238 中央西 点散

5住
367 X 365 N-46°-E 13.40 完形 方形 6 1 

有
細... 無 無

384 X 380 中央西

第44表 月の輪下遺跡住居址一覧表

南部谷戸遺跡

!~n 
プ ラ ン （ ）推定 ピット 焼 土

床面面塁の 重('ー日複→不関新明係） 
長（床鷺径上と面面短）c浬m 長軸方位 床(面m'積) 状残況存 平面形 柱穴その他 炉 焼その他土

備 考

l住
497 X - 1 胴張

4 2 （炉中有央石） 細"' A 無
512 X - 2 隔九方

(350) X (350) 1 胴 張
3→ 

2住 (12. 25) 
3 隔丸方

5 1 無 無 A 2 
4→ 

3住
425 X 350 

N-5°-W 14.88 完形
桐 張

7 2 無 無 A 3→ 4 
隅九方

4住
378X (430) N-90"-E 

(16.25) 
2 胴 張

2 無 贔 無 A 3→ 4→ 2 
3 限九方

5住
370X (370.) 

(13. 70) ·— 1 胴 張
1 無 無 無 A 無 主に存体認が不在調す査る区ため外

3 隅九方 確能

床面 胴張 晶 細‘’‘‘ 

7→ 
6住

周濠 隅丸方
1 無 A 6→ 9 墜而を流出

8→ 

一4 1 
胴張

無
→ 6 

7住 ． 隋九方
無 無 無ヽヽ B 7 

→ 8 

8住 1 ． 胴張
無 無 無 点周辺部散 A 7→ 8→ 6 

火災の可能性有

8 隅九方 り？

" 1 胴張 6→ 
9住 2 無 無 細... B 7→ 9 

4 隅丸方 8→ 

431 X (400) 1 
可胴丸能方張性限の大 中央有北

→ 11 
10住

461 X (400) 
N-10°-W (17.20) 

2 
無 無 無 A 9→ 10 

→ 12 

第45表 南部谷戸遺跡住居址一覧表
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!~o. 
プラ ン （ ＇）推定 ビット 焼土 床品・-面・の

重（旧ー複→不関新明係） 
長（床瓢租上と回回知）c匡m 長紬方位 床(面m'積) 閻 平面形 柱穴 その他 炉 焼その土他

備 考

6 1 
胴張 10→ 

11住
隅丸方

l 無•ヽ 無 無 11 
12→ 

12住 440X (180) N-82"-E (19.80) 
3 胴張

l 無 無 全焼炭土化，面材 A 10→ 12→ 11 被火災住居址
4 開丸方

第46表 南部谷戸遺跡住居址一覧表

南部谷戸遺跡方形周溝墓

遺 構 名 規模(m) 土址 遺 物 備 考

第 1号方形周溝墓 10.3Xl2.l 不明 土器片
• 墓城内に複合する 3住

居址

第 2号方形周溝墓 8.3X 7 .2 2 土器片 南半部に 1住居址

第3号方形周溝墓 6.9X 8.0 2 
壺 1, 硬玉製勾玉 1

北溝外に張り出しあり
有孔磨製石鏃 1

第4号方形周溝墓 12.7Xl4.0 1 
高杯脚 1' 甕底部 l 墓城内に複合する 9住

現存 壺 1 居址、明瞭な封土あり

第47表南部谷戸遺跡方形周溝墓一覧表

月の輪上遺跡

プ ラ ン ピット 焼土
床.. 面:の 重('ー日複→不関新明係） !~a. 長（床虞恒1::.と回m短)c饂m 長軸方位 床(面m'積) 閻 平面形 柱穴 その他 炉 焼その他土

備 考

l住
299 X 280 

N-35°-W 8.4 
ほぽ

隅丸方 2 細’’‘ 無 無 A 無
311 X 291 完形

2住
342 X 323 N-37•-w 11.05 完形 隅丸方 5 無 （中炉央有石北） 焼炭全土化面， 材 A 無 被火災住居址
354 X 346 

3. 住
408 X 885 ほぼ 胴張

無
有

無
433 X 410 

N-66•-w 15.7 
完形 閉丸方

6 
中央西

C 3-4 

4住
(460) X{377) 

N-54"-W 17.3 
2 胴張

7 無 無 無 C 3-4 
(480) X(405) 一3 隅丸方

第48表 月の輪上遺跡住居址一覧表
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I 月の輪遺跡群出土の土器

従来の土器編年の上からみれば後期弥生土器と古式土師器の両者を含み，本遺跡群の出土土器

の主体となるものを，一括して取扱う。

1 月の輪遺跡群出土土器の分類

器種としては，甕，大型壺，壺，小型壺，高杯，小型高杯，高杯状器台，小型器台，小型鉢，

小型丸底土器，小琲，小型土器，手捏ね土器があげられる。なかでは，甕が多く，壺がこれにつぐ。

(1) 甕

本遺跡群でもっとも多量に出土した器種である。壺と同じく多様な姿相を示すが，その形態に

よって，台付の甕と平底の甕とに大別できる。台付甕は，口縁部の形態によってさらに，口縁部

をS字状に屈曲させたいわゆる S字状口緑の甕A, 口緑端部の外側を削って面取りした甕B, ロ

縁端部の外側に粘土帯を重ねたいわゆる折返し口縁の甕C,単純口縁の甕D,の4種に分けるこ

とができる。平底の甕には，底面中央に不整形な凹みをもつ甕Fがある。以上の 5種のうちでは，

甕Aと甕Dが主体を占める。なお甕は，こうした器形による分類とは別に，大形・中形・小形と

いう，容量にもとづく細分をすることも可能である。

① 甕 A

台付甕で，口縁部を S字状に屈曲させる，いわゆる S字状口縁台付甕である。 S字状口緑は，

ロ頸部外面に 2回，内面に 1回，凹線文風のナデを施すことによって造作される。この甕Aには

小異があり， A1-Aの 5類に分けられるが，とくに， S字土器として定型化したA2-A5とそうで

ないA1との間で大きな差異がみとめられる。定型化したS字土器とは，すでによく知られている

ように，①肩の大きく張った無花果形の胴部と，端部を内側に「折り返し」た脚台部を有する。

②胴部外面は全体を羽状にハケメ調整し（本遺跡群では下位のタテ→中位の右ナナメ→上位の左

ナナメの順が一般的），内面は全体をナデて平滑に仕上げる。ただし肩部内面には胴部・ロ縁部接

合時の指先きでおさえた痕を残すものが多い。③器壁は非常に薄く（主に外面にハケメまたはヘ

ラケズリを施して薄くする），胎土に金雲母や砂粒を多く含み，焼成良好の，良質な土器である。

こうした特徴は，胴部破片でさえ， S字土器として識別することを可能にしている。

甕Aは，形態による分類とは別に，容量にもとづく区分も可能である。まず完形品についてみ

ると，口径19cm前後で器高28-31cmのT0102, T0104, T 4501 (他に比ぺてやや小形品）， T6202

の4点が大形，口径15cm前後で器高22-23cmのTOIOI, T0103, T0105の3点を中形として，識

別することができる。胴部下半まで知れるものでは， T0106(口径14.6cm) とT6201(口径16.4
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cm)を大形，・T0107(口径16.4cm), T0108 (口径1~.2cm), T 1804 (口径12.6cm) とこれらに比

べてやや小形品のT1803 (口径13.7cm) とT5601(口径12.6cm)を中形とすることができる。胴

部下半までの場合が完形品と比較して口径のバラツキが大きいのは， T0106, T1804, T5601な

ど，他より口頸の窄まりが強いものが存在するからである。

A, 類 肩部の張らない球形の胴部に，屈曲の弱い口縁部をつけたもので，口縁端部内側を削っ

て面とりし，頸部内面にハケメを残し，口緑屈曲部外面に櫛描列点文をもつ。 T4301 (拓40・ 拓

41)の 1点のみである。 S字状口縁をつくる際，口縁部内面の凹線文風ナデを欠くことは，他類

と異なる。胴部外面の調整は，粗く強めのハケメを (5本/1 cm), 上位より右ナナメ→ヨコ→右

ナナメの順で施し，定型化した S字土器の下位のタテ→中位の右ナナメ→上位の左ナナメのハケ

メ調整の後肩部の櫛描直線文という順序と相違する。これに器壁が胴部最大径付近で6mmと厚い

のも他類と異なる。

A2類 口縁屈曲部外面の櫛描列点文はなくなるが，頸部内面のハケメと口縁端部内側の面とり

を残し，肩部外面に櫛描直線文を有する。胴部外面の調整は，粗く強いハケメを何回も重ねてい

る (4-6本/1 cm)。T0105(拓51), T0107(拓53), T5601(拓52), T(22)―(56)02( 拓~42· 拓43)の

4点である。前 2者は，黄褐色～暗橙褐色を呈し，胎土に細砂粒を多く含み，焼成のあまい， 5 

字土器としては粗質の土器である。一方後 2者は，暗（茶）褐色を呈し，胎土に砂粒や小石を多量

に含み，堅緻に焼き上がっている，本遺跡群の甕Aの中でもとくに良質の土器である。

As・ 類 口縁屈曲部外面の櫛描列点文だけでなく，頸部内面のハケメと口縁部内側の面とりもな

くなるが，なお肩部外面の櫛描直線文を有する。胴部外面のハケメは， A2類に比ぺてやや細かく

なるが (6本/1 cm), なお強く何回も重ねて施している。 T0102, T 0104(拓54), T 3201の3点

である。 T0102の口緑端部内側にはかすかな沈線が， T3201の口縁端部内側にも同様の沈線が部

分的に，各 1条認められる。色調は暗赤褐色～暗茶褐色を呈し，焼成良好，比較的良質のもので

ある。

A4類 口緑屈曲部外面の櫛描列点文，口縁端部内側の面とり，頸部内面のハケメに加えて，肩

部外面の櫛描直線文をも消失したものである。胴部外面のハケメは，弱く細かくなる (6...... 9本

/・1 cm)。TOlOl(拓58), T0103, T0106, T0109, TOllO(拓44), T 0112, T 1301, T 1801, T 

1803, T 1804, T 4501, T 6202(拓56)などである。本類は出土数も多く，それだけ個体差がある。

たとえば，口緑部の上位と下位とで器壁厚の差が大きいTOlOl, T0106, TOllO, T 1804など，

口頸部の窄まりが強いT0106, T 1804, 胴部球形のT0112, T 1301, 長球形のT1804等々である。

焼成は良好であるが，色調が黄褐色～橙• 暗橙褐色～赤褐色を呈し，胎土に細砂粒を多く含むな

ど， A2類のうちのT0105• T 0107と共通する面をもっている。

A~ 類 口縁屈曲部外面の櫛描列点文，口緑端部内側の面とり，頸部内面のハケメ，肩部外面の

櫛描直線文のすぺてを消失しているのはA... 類と同じだが，口縁端部内側に 1条の浅い沈線をもつ

点がA... 類と異なる。 TOlll, T 1101(拓45), T 1601, T 3301, T 3701, T6201(拓57), S 0102, 

S0401などである。胴部は肩の張りが弱い球形を呈するものが多い。外面のハケメはA4類と同じ
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く弱く細かく (6 -8・12本/1 cm), なかにはハケメの前に施したヘラケズリの痕跡を残すもの

もある。色調は橙• 暗橙褐色～赤褐色～茶・ 暗茶褐色～黒褐色とバラツキが目立つ。
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第83図 甕 A ・甕 Dの器高と口径

脚台 甕の脚台部の資料の中に，調整や胎土・色調からみて，明らかに甕 Aに属するものがあ

る。 T1102, T 1602, T 1701, T 1802, T2201, T2202, T2203, T2205, T6101などである。

これらは，外面に右ナナメのハケメ短線を巡らすTl701, T2201, T2202, T2203, T6101と，

それを有さない T1102, T 1602, T 1802とに区別できる。

② 甕 B

口緑端部の外側を削って面とりしている台付甕である。 N1201, N 1202の 2点であるが，形態

だけでなく，調整や胎土・色調にも相違がある。

N 1201は， 2 cmほどのやや外上方へ立ち上かる頸部から同じく 2cmほどの外上方へひらく口緑

部へつづく口頸部と，器高の低い脚台が付された，張りの乏しい長球形の胴部をもつ。外面はロ

縁部に右ナナメ，胴部上・中位にヨコ，胴部下位-I掛l台部にタテ，内面は口縁部～胴部中位にヨ

159 



コ，胴部下位に右ナナメの，それぞれ細かいハケメを施す (9本 /1 cm)。胎土は砂粒• 小石を含

み，焼きがややあまく，淡黄褐色を呈し，甕C・甕Dと近い特徴をもつ（拓50)。

N1202は，球形の胴部に， くの字状に外反する口緑部をつけるが，頸部外面に強いナデによっ

て生じた特徴的な凹部が存在して注意される。外面は全体にタテの，口縁部内面はヨコの，粗く

やや強いハケメを施し (5本/1 cm), 胴部内面はナデて仕上げている。胎土はきめ細かく，焼成

良好，色調暗（茶）褐色で，甕C・甕Dとは異質で，どちらかといえば甕Aに近い（拓49)。

⑧ 甕 C

ロ縁端部の外側に巾狭の粘土帯を重ねて折返し口緑にした台付甕である。 T4305, T 6403, T 

8103, T(82)一(85)04の4点である。折返し 口緑の形状には，巾 1cmほどの粘土帯を貼付してはっき

り肥厚したT4305, T 8103, あまり肥厚せず部分的には折返しを消失している T6403, 尖ったロ

唇部のT(82}---(85)04と，バラエティーがある。調整は，外面タテ・内面ヨコに細かく弱いハケメを

施すのが基本で (10--14本/1 cm), 口緑部外面のみ，ヨコナデ (T6403)やヨコハケメ (T8103・

拓33)するものがみられる。胎土は砂粒を多く含み，吸水性に富む粗質の土器で1 甕 Dと共通す

る。 ・

④ 甕 D

単純口緑の台付甕である。調整は内面にヨコハケメを施し，外面は全体にタテハケメをつける

もの (T3501, T3502, T4304, T7201, T7202, T7203, T7305など），口縁部～胴部の一部に

タテ，それ以下にヨコのハケメをつけるもの (T0701, T3302, T5401, T6402, T8101), タテ・

ヨコ・タテのハケメを施すもの (T8102),短いハケメを乱雑に施すもの (T0801, T 4801)など

の別がある。ハケメは細かく弱い (5---10本/1cmが多いが，なかには12---18本/1 cmというよ

うなものもある）。色調は黄褐色～橙褐色か赤褐色～茶褐色を呈し，胎土に細砂粒を多く含み，焼

きのあまり良くない，粗質のものが多い。

甕Dには小異があり，口縁端部の刻み目の有無，口頸部の形状によって， D1---D3の 3類に分け

られる。また容量にも差異があり，大形破片以上の口径は， 11cm以下， 13-15cm, 18---20cm, 22 

cm以上の区分の中に集中する傾向がみられる。

01類 口緑端部に刻み目を有するもので， T2206, T 3501, T 4304(拓391, T(82)一(85)02, T20 

009などである。このD1類は，形態的特徴からさらに， a• b 2類に細別できる。 a類は1 内上方

へ直線的に伸ぴ上がってきた胴部が，頸部で急角度に屈折して，直線的に外上方へひらく口縁部

に連なる。 T3501などである。 b類は，球形の胴部から，口縁部が外湾しながらひらく。 T4304

などである。

02類 口縁端部の刻み目がなく，口縁部が緩やかに外反する（外湾する）もので，甕Dの中で

主体を占める。したがって形態的にも変化に富んでいる。そのなかでは，大形品のT8101(拓48),

口縁部が短く強く外方へ折れる T5401, やや外上方へ立ち上がる頸部から口緑部が外上方へひら

< T7201, T7203(拓46), くの字状に近く D3類的なT3502, T 6302, T 6401 (拓38), などが注目

される。なおT6401は，胎土に雲母を含み，焼成良好，色調暗（茶）褐色で，他の甕Dと異質な特
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徴をもち，痰 BのN1202と同じく， どちらかといえば猥Aに近い。

03類 球形の胴部に， くの字状に屈曲して外上方へひら〈口緑部を付したもので， T0801(拓

47), T4801, T6402(拓37), T 20002, U 0302, U 20001などである。

脚台 猥Cまたは猥 Dの脚台部のみ完存するものとして， T1402, T 2001, T 4802, T 5602, 

T5603, T6301, T7101, T7301, T7302, N0401, N H402などがある。外面はタテに，内面を

ヨコにハケメ調整する (6-8本/1 cmと11-13本 /1 cm)。特に器高の低い T7101を除けば，形

態の変化はあまりないといえる。

⑤ 甕 F

中央に不整形な凹みをもつ平底の猥で， N 1203の 1点のみである。この底部は，尖底状を呈す

る底に，輪台＝環状の粘土を貼付することによって造作していると思われる。色調黄褐色，胎土・

焼成良好で，猥Cや猥 Dとは異質である（拓35)。

(2) 大型壺

口縁部の径が25cmを超える大型壺には，複合口縁をなす大型壺 Bがある。その複合口縁は，壺

Bを大きくした形の口緑端部の内側に，さらに断面三角形の粘土帯を貼付している。 T5901の 1

点だけである。胴部は球形らしく，頸部はゆるやかにひろかって，複合口縁部へつづく。複合口

緑部の外面には箆描の棒状沈文を 7本 1組で4カ所に施している。器壁は約 1cmと普通の壺の1.5

-2 倍近い。胎土は小石• 砂粒を多く含み，色調（淡）橙褐色を呈し，壺B・壺C・壺Dのグルー

プに近い。

(3) 壺

猥と同じく多様な姿相を示すが，梨には完形品か多くみられるのに対して，断片が大半を占め

るため，全形をうかがい知ることができる資料はほとんどない。これらの壺は，口縁部の特徴に

より，二重口縁の壺と単純口緑の壺とに大別できる。二重口縁の壺は，その成形・形状によって

さらに，二段口緑の壺A, 複合口縁の壺B, 折返し口緑の壺C, の 3種に分けることができる。

一方単純口緑の壺は，壺A-壺 Cと同じく口頸部が長く，頸部と口緑部との径の差か大きい壺D

と，口頸部が短く，頸部と口縁部との径の差が小さい壺 Eの 2種に分けることができる。

① 壺A

二重口緑の中で， 口縁部か二段に屈曲・外反する，二段口緑と呼ばれているものである。その

成形は，外方へ屈折または外反する口緑下位に外反する口緑上位を継ぎ合せることによって造作

している。 T6203, T 6204の 2点である。後者はナデるのみで平滑に仕上げているが，前者はさ

らにヘラミガキを重ねて入念に仕上げている。しかし， ともに口唇部と屈曲部の外面に斜位の亥I]

み目を巡らし，色調明茶褐色で胎土はきめ細か〈，比較的良質な土器である。

② 壺 B

二重口緑の中で，複合口縁と呼ばれるものである。その成形は，外反する口縁下位の外側にロ
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縁上位 (2cm以上の比較的巾広い粘土帯）の...:...部を重ね合わせることによって造作している。し

たがって内面は，稜をなすかそうでなくても方向を異にした 2面をもつといった方がふさわしい

壺A (二段口縁）と違って，ゆるやかな内湾する曲面を呈することが多い。T(22}一(56)03,N H 103, 

N H406(拓 6)などである 。口縁上位外面には， ヨコハケの後 (7-9本 /1 cm), 棒状浮文 (N

H 103)や棒状沈文 (NH406 ・拓 6) を加える。色調は淡橙褐色～黄褐色を呈し，胎土に小石• 砂

粒を多く含み，焼成のあまり良くない粗質の土器で，壺C・壺.Dと共通する。

⑧ 壺 C

二重口縁の中で，折返し口縁と呼ばれるものである。その成形は，口緑端部の外側に1.0-1.5

cmの比較的巾狭い粘土帯のす人七を重ね合わせることによって造形している。したがって口縁端

部が他より厚目になるのが一般的である。文様帯は，折返し口緑部に刻み目を施す N H201を除

けば， 口縁部内面と頸部～肩部外面にあるといえる。そこに施される主文様には縄文のほか櫛描

文・ 箆描文がみられる。斜縄文は，口縁内面では 1段 (T1603, N H403)か 2段 (T4002,NH 

102), 頸部～肩部外面には 2段 (T1806, T 4101)巡らし， 2段の場合中央に円形浮文を貼付し

ている。櫛描文・箆描文の場合，口縁部内面には波状文 (T7801, T20011) か斜格子文 (T66~1,

T6902) を施し，頸部～肩部外面には直線文＋竹管文 (T6902)か直線文＋波状文 (T7801) を

巡らしている。この他では， NH201が折返し口縁部に刻み目を施し， T4103, T 6602, T 6902, 

T7801は口縁部内面と外面全体を赤彩している。 T4203, T6901, N0302は無文である。調整は，

ロ緑部外面にタテーナナメ・内面にヨコのハケメをつけたものと，さらに同方向のヘラミガキを
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加えて人念に仕上げたものかある。色調は器表が淡橙褐色～淡黄褐色，器壁が白灰色～淡青灰色

を呈し， II台土に砂粒を多属に含み，焼成のあまり良くない，末11質の土器か多い。

壺 Cには小異があり，壺Dに対応する口頸部が長く頸部と口縁部の径の差か大きいものと，壺

Eに対応する口頸部か短く頸部と口縁部の径の差か小さいもの (T6601) とに細別でぎる。多数

を占める前者は，さらに口頸部の形状や口頸部高によって， C1-C:,の 3類に分けられる。

Ct類 細長い頸部から口緑部かゆるやかにひろがってラ ッパ状をなす。口頸部高はC,類 ・c3類
より高い。口緑端部の外側に重ねる粘土帯は薄い。 T4101, T 6602, T 6902などである。

C2類 窄まった頸部から口緑部か外湾しなから外上方にひらく。口頸部高はC1類より低い。ロ

緑端部の外側に重ねる枯土帯はC1類と同じく浦い。 T4002, T 4103, T 7801などである。

0 類 頸部かくの字状にくびれて，口緑部は外上方に大き〈ひらく。口頸部高はC2と同じく Ct

類より低い。口緑端部の外側に重ねる粘土帯は厚〈断面三角形を呈する。 T1603, T 1806などで

ある。

④ 壺 D

単純口緑で，口頸部が長〈，頸部と口緑部の径の差が大きいものである。調整は壺Cと同様，

口緑部では外面にタテ～ナナメ・内面にヨコのハケメをつけたものと， さらに同方向のヘラミガ

キを重ねて入念に仕上げたものかある。胴部は外面をタテ～ナナメのヘラミガキし，内面にはヨ

コハケメを施す。文様はとくに有さないのが一般的らしいか，拓 4・拓 5は口緑部内面に縄文を

施し， T 10003は器面を赤彩し，また T6304, T 10005は肩部外面に櫛描列点文を巡らしている（ロ

緑部上半を欠くため正確ではないか， 一応壺Dに入れる）。色調は淡橙褐色～淡黄褐色を呈し，胎

土に砂粒を多く含み，焼成のあまり良くない粗質の土器で，壺B・壺Cと共通するものか多い。

壺 Dには小異があり，口頸部の形状や口頸部高によって， 01-03の 3類に分けられる 。

D1類 短〈内傾して立ち上がる頸部から口緑部か外上方にひら〈。口頸部高はOz類.OJ類より

高い。 T7802, T 10003である。

D2類 窄まった頸部から口縁部が外湾しながら外上方にひらく。口頸部高は01類より低い。 T

0116である 。

Da類 頸部が｛の字状にくびれて，口緑部は外上方に大きくひらく。口頸部高はOz類と同じ〈

D頂より低い。 T6403とT6304, T 10005である。なお T6403は，胎土・焼成とも良好の良質なも

ので，他の壺 Dとは異質である。

⑤ 壺 E

単純口緑で，口顕部が短く，頸部と口緑部の径の差か小さいものである。 T0115の 1点だけで

ある。口緑部内外而と胴部内面には，成形時のオサエの痕を残す。色調は器表が淡橙褐色，器壁

が青灰色を呈し，胎土に細かな砂粒を多く含み，焼成のややあまい土器で，壺B・壺C・壺 Dと

共通する。

⑥ 壺の体部およぴ底部

以上の各種に分頬でぎない壺の体部および底部か多数出土している。これらは，胎土・焼成・
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色調からみて，壺B・壺C・壺Dのいずれかに属するものと考えられる。壺体部にはT0117, T 

0118, T6903, T7306, NOIOl, U0201などがある。調整は，外面をタテ～ナナメのヘラミカ冴• I 

内面をヨコハケメするのが一般的であるが， T7306は外面にもタテハケメを顕著に残している。

これらには小異があり，その形状によって，下脹れになる T0118, T6903, NOIOlと，球形を呈

する T0117, T7306, U0201の2者に分けることができる。なおU0201は胴部に，焼成後径10cmほ

どの穿孔を行っている。壺底部では，底面に木葉痕を残すものと，さらにヘラケズリやヘラミガ

キを・施しているものがある。なおT4306は赤彩している。

⑦ 壺の文様 （拓 7""拓28)

以上の各種に分類できない，文様を有する壺の胴部破片がかなり出土している。これらは，胎

土や色調からみて，壺B・壺C・壺Dのいずれかに属するものと思われる。

拓 7-拓12・ 拓17• 拓25・拓26は，櫛描文を主文様とするものである。このうち拓 7--拓12は，

直線文と波状文を組合せている。拓 7. 拓 8. 拓11は粗く，拓 9 ・拓10• 拓12は細かい。なお拓

7は直線文の間に，拓10は直線文の下に，刺突文を付加している。拓17・ 拓25• 拓2?は，列点文

の羽状配列（擬縄文）をもつものである。拓25はその上に円形浮文を付加している。拓26は櫛状

工具が4本単位の小さなもので，羽状に 4段施文している。

拓13---拓16・ 拓19・拓20・ 拓22---拓24・ 拓27・拓28は，縄文を主文様とするものである。この

うち拓13-拓16・ 拓19・拓20・ 拓22は単方向のものである。拓19・拓20は円形浮文を貼付し，拓

14は円形竹管文を付加する。また拓14・ 拓16・ 拓19は S 字状結節を有する。拓23 ・拓24• 拓27•

拓28は羽状配列のものである。拓23• 拓27は円形浮文を貼付し，拓28は円形沈文を付加する。ま

た拓23• 拓24• 拓28はS字状結節を有する。

拓18は箆描文を主文様とするもので，沈文の羽状配列を巡らせている。拓21は無文の上に円形

浮文だけを貼付したものである。

(4) 小型壺

器高が20cm未満の壺形を呈するもので，壺と同様に完形品はゎずかである。口縁の形態によっ

て， 2段口縁に球胴が付される小型壺A,単純口縁の小型壺D,広い頸部から口縁部が外方へ短

かく開く小型壺Eの 3種に分けることができる。

① 小型壺A

二段口緑を有する小型壺で， T0123の1例が検出されている。口縁部を欠落しており明確では

ないが，後記するように本器種に含まれると思われる。

胴部は最大径より胴部高が若干小さい球形が上下に約まり，底部径が4cmと最大径よりかなり

小さいため下半は底部より外反して外方へ伸ぴわずかな稜をなして内湾する中位に続く形態をと

る。調整は外面頸部にナナメハケメ，内面胴部上半にハケメ，下半にヘラケズリが施されている。

胴部下半に焼成前径4mmの小孔が穿たれている。胎土は精選され，壺B・壺C・壺Dとは異質で

ある。
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② 小型壺D

単純口緑で壺01類に似て，短く立ち上がる頸部から口緑部がゆるやかに外上方にひらく。 T07

02, T 5407, T (82)―(85)05, T20010, S0404, U0301などである。

調整では口縁部外面にハケメ調整を施すものか多いが， T0702はヨコナデ， T5407はタテヘラ

ケズリである。内面はヨコハケメ調整を施すものが多いが， T0702はヨコナデ， T(82)一(85)05はヨ

コヘラミガキである。なお U0301は赤彩されている。胎土はいずれも砂粒を多く含み壺 B ・壺C

．壺Dと同様である。

⑧ 小型壺E

広い頸部より短かい口緑が外方へ開くもので，胴部は球形を上下に約めた楕円形をなす。口緑

部に折り返し部を有する T10002, 単口縁のT0118・T7304がある。

調整は口縁内外面と胴部外面にヘラミガキ，胴部内面にヨコハケが施されている。胎土は比較的

精選されており，壺B・壺C・ 壺Dの良質のものと類似する。

(5) 高杯

本逍跡では，出土数が少ない器種の一つで， しかも 実測図にできたのはわずかである。出土し

た大部分は杯部口緑，脚部の破片であり細分に耐えるものが少ない。高杯は杯部口径20cm前後の

ものか一般的であり，杯部の形状によ って， A・Bの 2種に分けることができる。

① 高杯A

杯部の底部と口縁部との境界に稜を形成し， 口縁部が外上方に外反するもので， T1501・T69 

05がある。 T1501は杯部が浅い形態のもので，杯部の屈折も顕著ではない。 T6905は杯部の底部

と口縁部との境界か鈍く屈折し， T1501より杯部の深い形態のものであるか、小if.'!高坪BのT0403

よりは浅い。調整は杯部内外面にタテヘラミカ‘・キが施されているか， T1501はミガキ調整か弱〈

前工程のハケメ調整が残る。 T6905は内外面とも赤彩がなされている。胎土は砂粒を多く含むが

若千精選してあり，壺B・ 壺C・壺Dの中では良質のものの胎土と類似する。

② 高杯B

杯部に稜をもたず， 口縁部が緩やかに内湾しながら立ちあがる。 NH301である。杯部が浅い形

態のものでTl501に類似する。脚部は脚部高が器高の％はどを計るため細く高い感がある。

杯部内外面と脚外面はタテのヘラミガキ，脚部裾はヨコのヘラミガキを丁寧に施している。脚

部内面は反時計回りのヨコヘラケズリを行った後，裾部にヨコナテ調整が加えられている。黄褐

色を呈 し，胎土は細かな砂粒のみ含む良好なもので，全体的に丁寧な作りである。

⑧ 高杯脚部

以上のはかに，分類しえない脚接合部の破片が数点出土している。 T0126, N20001, N H407, 

T 4503, U 0204などである 。NH 407, T 4503はHLを有する。 U0204の接合部は，脚部より杯部

に向けて直径4mmはどの細孔が穿たれているが，杯部へは貰通していない。また，脚部上位に外

面より 4孔を穿っている。調整はいずれも外面はヘラミガキ，内面はヘラケズリである。
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(6) 小型高杯

出土点数が少なく，全形か明らかとなるものはわずかに 2例である。しかもこの 2点の小型高

杯は各々特徴ある器形を呈している。

① 小型高杯A

脚部が大きくひらき，脚部底径か杯部口径を凌駕するものである。この小型高杯Aは，杯部の

形状によって a・b2類に分けられる。二者とも非常に丁寧な作りであり，胎土も砂粒を微量に

含んでいるが良く精選:れ，焼成も良く堅緻である。胎土，焼成は壺B・壺C・壺Dとは異質な

ものである。

a類 杯部の底部と口縁部との境界が鋭く屈折し，口縁部が外上方に外反する。 U0203である。

内外面ともヘラミガキの仕上げである。

b類 杯部に稜をもたず，丸く内湾して立ちあがる。 TO128, T 2208, T 2209などである。杯

部外面は縦位の，内面は縦位または斜位の，脚外面は縦位のヘラミガキ，内面は横位のヘラケズ

リ調整がいずれもなされている。 T2208の脚内面は裾部ー接合部間をヘラケズリで3段階に分け

て，反時計回りに 1周を 1工程でヘラを回転させた調整方法をとり，裾部より接合部に向けて 2

順次なされている。さらに，裾部はケズリの上にヨコナデ調整がなされている。 T0127, T2209 

も脚内面は回転させたヘラケズリの技法をとっているが，後者はハケメを一部にとどめる。

T2208は剥落が著しく明確ではないが，赤彩が施されていたようである。

脚部 a• b 2類に分類できない小型高杯Aの脚部に， T0126, T1604, Tl807, T4502, T 

10001などがある。調整は前出のものと同様である。この他には，脚部に文様をもつものがある。

拓本 1• 2• 3の脚裾部破片である。裾部がほぼ水平に開いた部分に 3段の櫛描き直線文を施し，

その間を箆描き鋸歯文で填めこんで 1つの文様帯を構成したものである。色調は暗（茶）褐色を呈

する。

② 小型高杯B

高杯A・高杯Bと同じく杯部口径が脚部底径を凌駕するものである。杯部の底部と口縁部との

境界線が鋭く屈折し，口縁部が直線的に外上方へ大きくひらく。 T0403で杯部が深い形態のもの

である。杯部内面は底部を同心円状に，他はハケメ調整の上に横方向にヘラミガキがなされてい

る。外面は縦ハケメの上に粗いタテヘラミガ寺で仕上げられているがミガキが粗いため，部分的

にハケメが残っている。脚外面はハケメ調整の後，それを消す仕上げ（オサエかナデツケ）が，

内面はヨコハケメ調整がなされている。 3孔を有する。

胎土には砂粒が多く含まれ，焼成も悪く全体的に作りの悪い土器であり，胎土・色調とも在地

の系譜をもつ壺B・ 壺C・壺Dと類似したものである。

(7) 高杯状器台

杯部の底部と口縁部との境堺に鍔状の突帯を有し，大きく外反する口縁部には長円形の透し孔

を穿つ。 S10001の1点のみである。鍔状の突帯は，杯部を成形する際に，口緑部を底部の端部より
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内側に接合するために生じる。同一個体と思われる脚部破片は，裾部が大きく開き，脚部底径が

杯部口径を凌駕する。この脚部にも， 3角形．または4角形の透し孔を穿っている。透し:JLの個数は，

杯部・脚部とも不明である。杯部内外面と脚部外面はヘラミガキを重ね，脚部内面はヨコナデを

施し，入念な仕上げがなされる。そして，杯部口縁部内外面，杯部底部と脚部の外面は赤彩され

ている。胎土精良，焼成良好の良質なものである。

なお，この種の土器にはさまざまな名称が存するが，器台の上に別の器種をのせた形状を一つ

の土器として作ったものであると考えられている（玉口 1972・ 佐原 1972)。ここでは便宜的に

高杯状器台の名称をとり，部位の呼称も高杯に準じておく。

(8) 小型器台

出土点数が少なく，全形がほぼ明らかなのはわずか 1例であるが，器受部の形状によって， 2 

種に分けることができる。

① 小型器台A

器受部の底部と口緑部との境界に稜を形成し，口縁部が外反するものである。器受部に稜をも

つもので，境界外面には凹線文風のナデを施す。 T1703, T 2212である。

調整は器受部外面の口縁部にヨコナデ，底部にヘラケズリ，内面口縁部にヨコナデ，底部に向

心状のヘラミガキが施されている。脚部外面はタテヘラケズリ，内面は箆を横回転させたケズリ

調整がなされている。胎土は長石• 砂粒• 金雲母など含むが良く精選されており，壺B・壺C・

壺Dとは異質である。

② 小型器台D

器受部が Icm未満と浅く ，稜を有さないもので，器受部口径と脚部底径との差が小さく鼓状を

呈する。 T2003の一例だけである。器高が4.4cmときわめて小形で，その大部分を脚部が占め器受

部高と脚部高の比は I: 3である。

外面の調整は器受部にハケメ調整の後ヨコナデ，脚部にタテハケメ調整の後，粗いタテヘラミ

ガキが施されている。内面は器受部にヨコハケメ調整の後ヨコナデ，脚部は一部ハケメ調整の後

ヨコナデ調整がなされている。胎土は微細な砂粒•長石等が混じられ比較的精選されてはいるが，

壺B・壺C・壺Dと同質のものである。

⑧ 小型器台脚部

この他に脚部の部分的破片で全形を知り得ない数点がある。 T4802, T 20006, T (82)-{85)06など

である。 T4802, T 20006は明らかに小型器台 A•B と異なる器形である。

T4802は脚接合部内面に充墳した粘土が多く，その粘土下端が脚部中位まで下っている。裾部

はゆるやかに外方へ開く形態をとり，孔は穿たれていない。

T20006は脚が接合部より直線的に外方へ開く形態をなし，外面にタテヘラケズリ，内面にナデ，

器受部内面にヘラミガキ調整が施されている。円孔はやはり穿たれていない。
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(9) 鉢

底部より内湾しながら立ちあがり口縁部にいたる器形を呈するものであり，口径10cm前後の小

形品である。識別できたものはそれぞれ容量・器形を異にしているので細分できる可能性をもつ

が．出土例が少ないので l類にまとめる。 T4202, N 10002, T 20014である。これらの胎土は砂

粒小石を含み壺B・壺C・壺Dと同じである。N10002は他より小さく T4202の約半分の大きさで

ある。 T20014は口縁部に粘土を貼付した折り返し口緑をもつ。調整はいずれもナデであるが， T

20014の外面体部下位にヘラケズリをもつ。

(10) 小型丸底土器

丸底より内湾して立ちあがる体部は口縁部との間にくぴれをなし，口縁はくびれよりほぽ直線

的に外上方に開く器形をなす。出土したものは 4 点で，体部の形態によって A•C の 2 種に分け

ることができる。

① 小型丸底土器A

＜ぴれ部が器高の中位またはそれ以下に位置し，体部最大径より口径がかなり大きい器形をな

す。 T1303, T1808, T1705で，T1303だけ底部を欠くが，後二者は完形品である。 T1303とT

1808はほぽ同じ規模の土器だが， Tl705はこの二者より一回り大きい。

調整は口縁部内外面にタテ・ナナメヘラミガキ，体部内面にヘラミガキが施されているが， T

1303の体部内面はヨコナデ， T1705の口縁外面のヘラミガキは横位と異なる点もある。体部外面

はT1305がヘラケズリ， T1705がヨコヘラケズリとやはり相異が見られる。全体的に丁寧な作り

である。胎土は微細な長石，雲母を含むがよく精選されており，高杯Aの胎土と類似する。

② 小型丸底土器C

＜ぴれ部が高い位置にあり，体部が球形に近く容量が大きい器形で，壺的である。 T0129, U 

0101の 2例だけである。

調整は外面口縁部に細かいハケメ調整の後ヨコナデ，体部にヘラミガキ，内面口緑部に細かな

ハケメ調整，体部に箆による調整がなされている。丁寧な作りであり，また胎土も砂粒•長石を ｀

含むが比較的よく精選されており，壺B・壺C・壺Dの良質のものに類似する。

(11) 小堵

最大径・器高とも 10cm以下の壺形を呈するもので，出土土器のなかでは完形品の数が多い器種

である。なかには 1地点より焼土に数点が伴出する特異な出土状況を示すものもある。小柑は器

高・容積の差によって小さいA,大きい Bの 2種に分けることができる。

① 小堆A

器高 7-8 cm, 胴最大径 6-7cmを計るもので， T5903, T 5904, T 5905, T 5906, T 3504, 

T10008がある。前述の一括士器は T10007-T 10009の3点である。 T5903-T5906も59号住居址

より出土したものである。
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これらの小琳の大きさはほぼ同一であるが，器形の変化に富む。 T5905, T 5906は胴部最大径

が下位にあり，底部径が口縁部径より大きいフラスコ形の胴部をもち， T10007, T 10009, TOI 

30は器高のわりに口縁部が長くその比が％にも及ぶ器形をなし，反対に T10008は口縁部が短かい。

T0130, S 0202は胴部が強く張り出し，最大径が胴部上位にある。

調整は口緑部内外面をヨコナデ，胴部内外面をタテまたはナナメハケメ調整が一般的であるが，

T 10007は口縁部両面を， T3504は胴部外面をヘラミガキ調整している。胎土は T5904-T 5906が

細かな雲母，石英等のみを含み，比較的良質のものであるが，他は砂粒を多〈含み，全体的に壺

B・壺C・壺Dと同質であるといえる。

T3504は外面全域，口縁部内面に赤彩が施されている。

② 小培B

器扁が10cm, 胴部最大径10cmほどで，胴部最大径が中位にあり球形をなす胴部に短かい口緑部

がつくものである。 T1809, T 6904である。前者は広頸，後者は細頸である。

調整は口縁部両面にヨコナデ，胴部内面にヨコハケメ調整が施されているが，胴部外面は:.Tl8

09がヘラミガキ， T6904がオサエと相違も見られる。 T6904の内面のハケメ調整は密度の異なる

2 種類の刷毛を利用している。両点とも底部に木葉痕を有する。胎土は石英• 長石を含むが，砂

粒が多く壺B・壺C・壺Dと同質である。

(12) 小型土器

最大径・器高とも 10cm以下で，小さな底部より内湾しながら外方へ広がる体部にわずかにくぴ

れる頸部から外上方へ広がる口縁がつくものである。従来，椀や浅鉢などに分類されているもの

である。これらの土器は口縁の長さや開く角度に形態上の相違があり，短かくわずかに開く口縁

のA,胴最大径と口径がほぽ同じ B, ロ縁が大きく開<C'底部より直線的に外上方へ開く Dの

4種に分けることができる。 ・

① 小型土器A

体部に 1cmはどの短かい口縁部がつく器形をなし，最大径が体部上位にあるものである。 T72

05, T 1902, T 6602, U 20003であり，調整• 作りは異なっている。

T7205は口緑部を指でつまみあげて造り出され，口唇部は尖がっ~ 調整は外面に細かい

ハケメ調整の後ヘラミガや内面に入念なヘラミガキが施されている。口縁部外面が文様帯で，

5本歯の櫛状具による直線文が巡らされている。胎土は良く精選されており，焼成も堅緻で他の

小型土器とはまったく異なる。

020003は口緑部外面に箆描沈線文が 2条巡っている。 Tl902はT7205と類似した器形だが，あ

まり丁寧な作りではない。内外面は部分的にヘラケズリ調整がなされている。

T6602はわずかに他より口縁部が長く，頸部内面に稜を有する。調整は外面口縁部にヨコナデ，

体部にタテハケメ，内面にヨコナデ調整がなされている。

小型土器Aに分類した土器は壺B・壺C・壺Dと同質の胎土が使用されているが， T7205のみ
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は異質である。

② 小型土器B

口縁部の長さが 2cmほどで小型土器Aより長く，胴最大径と口径がほぼ同じものである。容量

（口径）の大小によって a・bに細分できるが，胎土は壺B ・壺C ・壺Dと同質である。

a類 口径が8cm前後を計るもので， T6305, T 6602である。 T6305とT1103は頸部がくの字

に近く屈曲し，内面は対応した部分に稜をもつ。 Tll03は一回り大きく，調整はヘラミガキであ

る。 T6305は外面体部にハケメ，他はナデ調整である。

b類 口径6cm前後のもので， T4504, T 20012である。前者は口縁が長い。調整は外面体部に

ハケメ，口縁外面・内面全域にナデ調整が施されている。

⑧ 小型土器C

小さな体部に長さ 2cmほどの口緑部が大きく開くように接合されたものである。口縁部・体部

の形態上の違いがあり，体部が底部より外上方に開き口縁に続く a類，体部が内湾して立ち上が

り頸部で窄まり口縁に続く b類に分けることができる。

a類 T2213, T4505である。前者は胎土は比較的精選されているが，口縁部にナデ，以下は

ヘラケズリと調整は粗雑である。 T4505は内外面とも細かなヘラミガキであり精製されている。

赤彩が施されている。胎土は雲母•長石を含む精選されたもので，壺 B ・壺 C ・壺 D と異なる。

b類 T8104である。外面は体部上半以上にタテハケメ調整の上にナデ，下半にヘラケズリ，

内面頸部にヨコハケメ，以下はオサエの調整がなされている。胎土は砂粒を多く含み，壺B ・壺

C ・壺Dと同質である。

④ 小型土器D

底部より大きく直線的に開くものである。口径は底部径のほぽ2.5倍である。従来，浅鉢に分類

されているものである。 T2601,T7206, T20013の3点である。いずれも胎土はあまり精選されて

いないがハケメ調整の後に粗いヘラミガキ調整かなされている。

(13) 手捏ね土器

器高 5cm以下の手捏ね成形のもので2種の器形がある。 T1901, T 4506, T 6408などであり，

このうちT4506だけが完形品である。 T1901は壺形， T4506, S 0203は椀形をなす。

調整は各土器ごと異なる。 T1901の外面はヘラケズリの上にヘラミガキ調整が，内面はオサエ

調整がなされている。 T4506の口緑部外面は指頭によるオサエ痕が残存し，胴部は目の粗い刷毛

による強い調整が施されている。胎土は微細な長石• 金雲母などを含むが少なく脆弱である。 T

4506, T 1706の胎土は精選されたものである。

(14) 台付甕と高杯・器台の接合法

台付甕の胴部と脚台部，高杯•小型高杯・器台の杯部（器受部）と脚部，およぴ高杯状器台器

受部の底部と口緑部等の接合方法に関して，いくつかの好資料に恵まれたので，ここにまとめて
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整理しておく。

① 台付甕の胴部と脚台部の接合方法

甕AではT1701, T 6101, 甕B・甕C・甕DではT2001, N(05)一(12)01, N H 401などがその資

料である。これらは，脚台部の上端が閉じて断面n形になるもの (Tl701, T6101, T2001, N 

H401)と，脚台部の上端が閉じずに断面I¥形になるもの (N(05)一(12)01)に分けることができる。

前者の泉IJ離した脚台部上面は，接合面に指頭による圧痕を巡らし，その上下に粘土紐による補強

を行っている (T2001, T 6101)。後者のN(05)-(12)01は，その断面観察から，生がわき状態の脚台

部上端を胴部底に挿入し，接合部の周囲に粘土をつけたして結合したことが知れる。

② 高杯•小型高杯•器台の杯部（器受部）と脚部の接合方法

高杯ではTl501, 00102, 00204, 小型高杯ではT1702, T 1807, 0 0203, 器台ではT1703, 

T20007などがその資料である。すべて別つくりの脚部と杯部とを組み合わせてつくったものであ

る。 00204は脚部内面に細い棒を差し込んだような孔が残存している。これは脚部の上端を杯部

底に挿入する際，脚部に心棒を入れていたことを示している。 T1703, T 20007, 0 0203は脚部が

完全に剥離しており，同じく器受部底に脚部上端を挿入して接合したことがわかる。 00102, T 

1702, T 1807は，脚部上端の全体に接合面をもつ。これについては，脚部のみを先につくり，そ

の乾燥がすすんだ段階で杯部を上につぎたしたとも考えられる（関川 1976)。T1501は挿入法に

よらず，ただ接着させただけで結合している。

⑧ 高杯状器台杯部の底部と口縁部の接合方法

S 10001がその資料である。底部接合面にはハケを施し，その内側では刻み目を巡らして，密着

度を高めている。そして口縁部を接合した後，接合部の両側に粘土をつけたして結合している。

(15) 出土土器の組合せ

本遺跡群の出土土器は，これまでみてきたごとく，かなり多彩な内容を有しており，すべてが

同一時期の所産でないことは明らかである。しかし，個々の遺構単位でみたとき，土器が量的に

まとまって出土した例に乏しいため，各遺構における共伴関係と各遺構間の切合い関係とから，

各種土器の相互関係（土器の組成）を知り，その変化の様相を確かめることは容易でない（第51

表）。したがってここでは，出土土器のうちでもっとも資料に恵まれ，種類も豊富な甕Aと，他種

土器との伴出関係を中心に観察することにしたい。

① 甕Aぃ甕A5に伴 う土器群（月の輪新）

まず甕Aの各類 (A類 -As類）それぞれの他種土器との伴出関係をまとめると，次のごとくな

る。

A1類 T43で甕D1・ 壺C1と

A2類 T56で壺Dzと

A瀬 T13で小型丸底土器Aと

Tl8で壺CJ.小型高杯A・小型丸底土器Aと
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T45で小型高杯A・小型土器C (小型丸底土器Aのミニチュア的なもの）と

As類 Tllで小型土器Bと（ただし覆土中）

T16で壺CJ.小型高杯Aと

T33で甕D2と

T37で甕D2と

A4類・ As類 T62で壺Aと

S01で甕D2と

A2類-As類 TOIで壺D2・1類下ぶくれと 2類球形の壺体部・小型壺A・小型壺E・小型高杯

A・小型丸底土器Cなどと

これから甕A4・甕Asは，甕D2・壺CJ.小型高杯A・小型丸底土器Aまたは小型土器Cと結合する

ことが予想できる。

小型高杯Aは他に T22上と U02で，小型丸底土器AはT17において，それぞれ出土している。

その出土土器を抽出すると，次のごとくである。

T17 小型丸底土器Aと小型器台 A・甕A脚台部

T22上 小型高杯Aと小型器台A・甕A脚台部

U02 小型高杯Aと甕DJ・1類球形の壺体部

これから， T17とT22上にみられて，他に出土例のない小型器台 Aも，甕A4・甕Asに伴う土器群

に加えることができるだろう。

月の輪平遺跡には11軒の被火災住居址があるが，このうちのT15, T18, T20, T33, T62, 

T64, T72, T76の 8軒は，同時に類焼した可能性の高いものである (II参照）。この住居址群に

は， T18, T33, T62の 3軒が含まれていることからみれば，他の 5軒の被火災住居址出土の土

器も，甕A4・ 甕Asに伴う土器群に含めることができるだろう。そこで各住居址の出土土器を抽出

すれば，次のごとくである。

T15 高杯A (杯部が浅い）

T20 小型器台 D

T64 甕C2・甕D2と甕DJ.壺DJ

T72 甕D2

以上をまとめると，甕A4・甕Asは甕D2・壺CJ.小型高杯A・小型器台A・小型丸底土器Aまた

は小型土器Cと結合することと，この土器群に甕C2・甕DJ.壺A・壺DJ.高杯A (杯部が浅い）・

小型器台 Cなどが加わる可能性のあること，を指摘できよう。とすれば，この甕A4・甕Asに伴う

土器群の編年的位置は，「五領式土器」併行期に特徴的な器種である小型高杯A(市川・岩崎1971)

•小型器台（関根1974)· 小型丸底土器A (岩崎1973)を組成に含むことから，駿河湾地方の古式

土師器である「大廓式土器」に相当するものと考えられる（小野1970・ 同1972, ただし細部では

相違がある）。

② 先行すると思われる土器群（月の輪古）
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本遺跡群には，甕A4・甕Asに伴う土器群のほかに，これに先行すると思われる土器群がある。

しかし，資料が一層断片的で，組成を復原することは困難である。ここでは，可能性のある個々

の土器について，少し考えてみたい。

上記したごと(, T43においては甕A1が甕D1・壺C1と伴出し， T56では甕A2が壺D2と共伴して

いる。この甕D1・壺C1・壺D2は，甕A4・甕Asに伴う例がなく，先行する土器群を構成する可能性

が高い。そこでこれらの共伴関係を抽出してみると，次のごとくなる。

T35 甕D1と甕D2

T41 壺C1と壺C2

T69 壺C1と高杯A (Tl501より杯部が深い）

本遺跡群において同じく甕A4・甕Asと共伴せず， したがって甕A4・ 甕Asに伴う土器群に含まれ

なかった，次のものも先行する土器群を構成する可能性がある。

T04 甕D2・ 小型高杯8 (T 1501だけでなく T6905よりも杯部が深い）

T59 大型壺8 (T56より古い）

T78 壺C2・ 壺D1

N12 甕B・甕F (T 1501と同じく杯部の浅い高杯Bをもつ方形周溝墓群より古い）

以上をまとめると，「甕A4 ・甕Asに伴う土器群」に先行すると思われる土器群は，甕A1 と甕A2• 甕

B・甕D1・甕D2・甕F・大型壺B・壺C1と壺C2・ 壺D1と壺C2・ 高杯Aと小型高杯Bなどから構成

される可能性が強いといえる。しかし，これらの相互関係をほとんど把握できないため，土器の

組合せを正しく復原することは不可能といえる。 （湯川）

175 



・. ヽ•吻ふ
手二二つ ,i:、 4-126 

I -T (79)-(91) ~ ―-ニコ
2-T 90 

主ニニ主
3-T90 

9 I 19cm 

第86図 壺•高杯の文様拓影一 l

176 
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器種分類

大型甕 D 単純口縁の台付甕で，頸部がほとんどしまらず，鉢状を呈する。最大径は口縁部にあ

り， 30cmを越える 。本遺跡群では出土していない。

甕A 台付甕で，口緑部を S字状に屈曲させるもの。肩の張った無花果形の胴部と，端部を内側

に折り返した台部を有し，器壁かきわめて薄いのが特徴である。

甕 B 台付甕で，外反する口緑部の端部外側を削って面とりするもの。

甕c 台付甕で，外反する口縁部の端部外面に粘土紐を貼りつけて折返し口縁にするもの。

甕 D 台付甕で，ゆるやかにまたはくの字状に外反する単純口縁をもつもの。

甕 E 平底甕で，ゆるやかにまたはくの字状に外反する単純口縁をもつもの。本遺跡群では出土

していない。

甕 F 底部が外方に突出した小さな平底で，中央に不整形な凹みをもつ。｛の字状に外反する口

縁部は，端部で上方に突出したり，端部外側を削って面とりする。

甕G 丸底甕で， くの字状に外反した口縁部の端部が内側に肥厚する。球形の体部は内部全体を

箆で削って器壁をきわめて薄くする。本遺跡群では出土していない。

大型壺 B 口緑部の径が25cmを越える大型品。壺Bを大きくしただけの口縁形態を呈するものも

あるが，さらに口縁端部の内側に幅狭い粘土帯を重ね合わせるものが多く，特徴的である。

壺A 二重口緑をつくるに，外反する口縁下位に同じく外反する口緑上位を継ぎ合せることによ

って造作したもの。二段口縁と呼ばれているものである。

壺 B 二重口緑をつくるに，口緑下位の外側に粘土帯の一部を重ね合わせることによって造作し

たもの。複合口縁と呼ばれているものである。

壺C 二重口緑をつくるに，口緑端部の外側に幅狭い粘土帯をすべて重ね合せることによって造

作したもの。折返し口緑と呼ばれているものである。

壺 D 単純口縁で，壺A-壺Cと同じく口縁部が長く，頸部と口緑部との径の差が大きいもの。

壺 E 単純口縁で，口緑部が短く，頸部と口緑部との径の差が小さいもの。

壺 F 長く単純な口縁部がまっすぐ外上方へ延ぴる，直口縁とよ'~れているものである。本遺跡

群では出土していない。

小型壺A 口縁部の径が15cmに満たない小型品。二段に外反する口縁部と，下半部に小孔を穿つ

体部をもつ。

小型壺 D 短〈立ち上がる頸部に外上方へひらく単純な口緑部をつける。

小型壺 E 単純な短くひらく口縁部と，広頸，球形の体部をもつ。

高杯A I杯部の底部と口縁部との境界に稜を形成し，口緑部が外上方へ外反するもの。

高杯 B 杯部に稜をもたず，口縁部が内湾して立ち上がるもの。

高杯C 稜をもたずに直線的に外上方へひらく杯部が，端部近くで内浩気味に立ち上がる。本遺

跡群では出土していない。
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小型高杯A 脚部が大きくひらき，脚部底径が杯部口径を凌駕するものである。この小型高杯A

は杯部の形態によって a・b2類に分けられる。 a類は，杯部の底部と口緑部との境界が鋭く屈

折し，口緑部が外上方へ外反する。 b類は，杯部に稜をもたず，丸く内湾して立ち上がる。

小型高杯 B 小型品で，高杯A-高杯Cと同じく．杯部口径が脚部底径を凌駕するものである。

高杯状器台 杯部の底部と口縁部との境界に鍔状の突帯を有し，大きく外反する口縁部には長円

形の透し孔を穿つ

器台 A 器受部の底部と口縁部との境界に稜を形成し．口緑部が外反するものである。

器台 B 器受部の端部が短く立ち上がり．尖り気味に終るものである。本遺跡群では出土してい

ない。

器台 C 器受部が内湾気味にひろがって．端部に変化のない小皿状となるものである。本遺跡群

では出土していない。

器台 D 器台 Cと同じく器受部の口緑部に変化がなく開口するものであるが，器受部口径と脚部

底径との差が小さく鼓状を呈する。器高は相対的に低い小形品である。

器台 E 器台 Cと同様の形態をとるが，器高が相対的に高い大形品である。本遺跡群では出土し

ていない。

鉢 A 口縁部が短く外反し，体部と口縁部との境界内側に稜を形成する。小平底の小型鉢である。

本遺跡群では出土していない。

鉢 B 口縁部が二段に屈曲してひらく，丸底の小型鉢である。本遺跡群では出土していない。

鉢 C 口縁部の径が10cm前後の小形品で，形態にバラエティーがある 。

鉢 D 口縁部の径が15cm前後の大形品で，形態にパラエティーがある 。本遺跡群では出土してい

ない。

小型丸底土器 A 張りが小さく扁平な体部と，外上方へ大きくひらく口緑部をもつ。口縁部径が

体部最大径を凌駕する。

小型丸底土器 B 半球状で小さめの体部と，外上方へ大きくひらく口縁部をもつ。口縁部径か1本

部最大径を凌駕するが，差は前者より小さい。本遺跡群では出土していない。

小型丸底土器 C 体部が大きく球形をなし，口緑部は小さく外反する。口縁部径は体部最大径に

比ぺて同大かやや大きい。

小対A 器高 7- 8 cm, f本部最大径 6- 7 cmの壺形を呈する小型土器で，形態にバラエティーが

ある。しばしば数個かたまって発見される。

小琳 B 器高，体部最大径とも 10cmほどで，小対 Aより大形の壺形を呈する小型土器である。

小型土器 A 口縁部が短く外反し，｛本部と口縁部との境界内側に稜を形成する。口縁端部は尖る

ものが多い。

小型土器 B 小型土器A と似るが，口緑部がやや長い。容量の大小によって a• b 2類に細分で

きる。鉢Aに似た形態の小型土器である。

小型土器 C 小型丸底土器に似た形態の小型土器で，半球状の体部と外上方へひらく口縁部をも
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つa訊 球形の体部と小さ〈外反する口緑部をもつb類に分けられる。

小型土器D 底部から外上方へ直線的にひら〈ものである。

小型土器E 大きめの平底から内湾しなからひろかるものである。

手捏ね土器 器高5 CIII以下のきわめて小刑な手捏ね成形のもので， 壺形と鉢形の2者がある。
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2 出土土器の編年的位置(1)一月の輪新について一

本遺跡群の出土土器は，前項でみたごと〈，古式土師器の「大廓式土器」（注 1)に相当すると

考えられる甕A•• 甕Asに伴う土器群（月の輪新）と，これに先行すると思われる土器群（月の輪

古）とに分けることができる。しかし後者は，土器の出土量が乏しく，セットも不完全で，その

時期の比定に微妙なものがある。そこで，本遺跡群において中心的位置を占める前者について先

に検討し，その後で後者の編年的位置を考えてみたい。

(1) 主要遺跡の大廓式土器

大廓式土器は，沼津市大廓遺跡出土の土器を標式とするが，同漆畑遺跡，同目黒身遺跡，同広

池遺跡，駿東郡清水町矢崎遺跡などのほか，最近では沼津市藤井原遺跡からまとまった土器が検

出されている。以下，大廓式土器の器種構成と特色を明らかにするため，主要遺跡の出土土器を，

甕Aと小型精製土器群を伴うものを中心に概観する。

① 沼津市大廓遺跡A住居址

．本住居址出土の土器には，大型甕D, 甕A・D,壺c,小型壺，鉢D, 高杯A・B,小型高杯

B, 小型土器（？）が出土している。甕Aには、 A1の口縁部破片と， A.(J)台部と口縁部の過半がある。

3個体出土した甕Dは，さまざまな器形を呈するが，いずれも平縁のD2である。壺Cの口縁部破

片は，端部外側にやや厚手の粘土帯を重ねており，内面には単節斜縄文と円形浮文がみられる。

鉢Dは 2個体出土した。体部と口縁部との境界内面に稜を作り，短い口縁部が外傾してのぴる。

② 同B住居址

本址出土土器には，甕D・E, 大型壺B, 小型壺A,高杯A, 小型高杯A, 小型土器A・Bが

ある。甕Dは，いずれも口縁端部の亥ljみ目がみられないD2である。小形品の 3個体は，口縁部径

と胴部最大径がほぼ同大で，頸部のクピレを手で紋って作る。甕Dから台部をとった形の甕Eは

2点出土しているが，ともに小形品である。小型壺Aは，頸部が直立し，口縁部が屈折して開く

a類である。口縁端部に刻み目を連続させ，その下に細かく弱い櫛描波状文を重ね，中央の稜線

上部には竹管文を囲饒させる。口緑部内面には外面同様の波状文をめぐらす。内外面とも丁寧に

箆で磨いた精良品。小型高杯Aは，杯部の底部と口縁部との境界が鋭く屈折し，口緑部が外上方

ヘ外反する a類である。

⑧ 沼津市漆畑遺跡住居址

大型甕C,甕 A • D, 大型壺B, 壺C, 小型壺E,小対B, 高杯，器台 E, 小型丸底土器B,

小型土器E, それに甑（？）がある。大型甕Cは，端部を「折返し口緑」に作り，他遺跡の例と異な

る。．大型壺Bも，口縁端部の内側に幅狭い粘土帯を重ね合わせることなく，他遺跡の例と異なる。

甕Aは，肩部外面に櫛描直線文がなおみられるAsであり，甕Dは，刻み目のないD2である。壺C

は，ともに無文で，口縁部が大きく外上方へ外反し，端部外側に厚手のしっかりした粘土帯を重

ね合わせる破片と，窄まった頸部から口緑部が短〈外湾しなが＇ら広がる完形品とがある。後者は
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単純口緑の壺Eに対応するものであろう 。なお壺の胴部破片には，羽状縄文と円形浮文，連鎖文

を組み合わせたものがある。小型土器Eは，大きめの平底から内湾しながらひらいた体部が，そ

のまま内傾する口縁部につづく 。

④ 沼津市目黒身遺跡第 1号方形周溝墓

大廓式土器は，住居址の半数近くと，方形周溝墓，井戸址その他の遺構から出土したという。

しかし，このうちで具体的なセ ットを知ることができるのは第 1号方形周溝墓のみである。同周

溝墓の周溝内からは，甕A,壺D, 鉢C, 高杯脚部，器台 Aが出土している。甕Aは，肩部外面

に直線文を巡らすんである。壺Dは，口縁部が外湾しながら広がる以である。鉢Cは口縁部が折

返し口縁になる。

⑥ 沼津市広池遺跡

住居址など遺構と思われるものは発見されていない。出土した土器片は，比較的新しい土師器

や須恵器も認められるが，大半が大廓式土器という。器種には，甕A • DI . 大型壺 8, 壺C・D,

高杯，小型高杯A(?)などがある。甕Aには，肩部外面に櫛描値線文を巡らすんと，施さないんと

がある 。甕Dは，球形の1本部と短く外反する口縁部を有するDsで，口緑端部に刻み目をもたない。

壺Cは，口縁部が大きく外上方へ外反し，端部外面に厚手のしっかりした粘土帯を重ね合わせる

Csである 。内面には単節斜縄文を施してしヽる 。壺Dも，外上方にまっすぐひらく口縁部をもつD3

である。

⑥ 沼津市藤井原遺跡溝SDO

古墳時代初頭の遺構には，竪穴式住居址82基，掘立柱建物状遺構 9基，井戸址 2基，溝状遺構

6条などがある。しかし現在まだ整理中のため，各遺構ごとに器種の組成を把握することができ

ない。ここでは，全長125mまで確認されている溝状遺構SDOの上層より出土した多量の土器か

ら，一部抽出して紹介する。大型甕Dは，鉢状の台付康で，やや内湾しながら大きく開いた胴部

が，頸部でややくぴれて，短く外傾する口緑部に移る。台部・胴部の接合部には，支柱状の隆起

を3本もつ。甕には A・D・E・Gの4種があるが， Dが最も多く， Aもかなりある。E・Gは

稀である 。甕Aでは少なくともA2・As・んの 3類がある。A2は稀であり， Aa・んがほぽ同量づつ

ある 。甕DにはD2とDaがある。甕Gは，短く外反する口縁部を有し，端部が内側に肥厚する 。体

部は球形の胴部に丸い底部をもつ。口縁部の内外面は横になで，｛本部は外面を刷毛目で調整し，

内面を横方向に箆で削る。器壁は非常に薄く，胎土・焼成とも良好。大型壺 Bは 1個体以上存在

することが確かめられているが，復原できない。壺には A・B・C・D・Fの 5種があるが， C

が主体を占める 。壺Aでは，直立した頸部が上方で水平に広がり，さらに口緑部が外反する a類

と，口縁部が二段に屈曲して外上方にひら<b類とがある。前者は底部を焼成後に穿孔しており，

後者は口縁部の内外面に羽状の櫛描列点文を加えている。壺Bは，内傾して立ち上がる頸部が上

方で横方向に広がり，さらに口縁部が外上方にひらく 。外観が壺Aa類と類似する 。肩部外面に

斜縄文 (2段）と連鎖文，円形浮文からなる文様帯をもち，口緑部外面には箆描の棒状沈文を加え

る 。壺 C にはCぃ C2•C3の 3 類があり， C2·C3が主体を占める。口縁部高が相対的に低くなっており，
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ロ縁端部に重ねる粘土帯は厚手のものが目につく。無文の例もあるが，肩部外面と口緑部内面と

に，単節斜縄文と連鎖文，円形浮文からなる文様帯をもつものが多い。壺Dは形態変化に富んで

おり，口縁部がやや外湾してひらくもの，まっすぐ外上方にひらくもの，内湾気味に立ち上がる

ものなどがある。このうち内湾気味に立ち上がる例では，口縁端部を内側に面とりする。壺Fは，

長い口緑部がまっすぐ外上方にひらく直口縁壺で，頸部は細くしまり，体部は球形 • 平底である。

鉢 Cは形態の変化に富んでおり，いろいろな種類か指摘できる。たとえば折返し口縁を呈するも

の，大きめの乎底から内湾しながらひらいた胴部が，そのまま口緑部につづくもの， くの字状に

長く外反する口縁部の端部か内側に肥厚するもの，口縁部がS字状に屈曲するものなどである。

高杯も，同じく多様な形態をみせるが，杯部の底部と口縁部との境界に弱い稜をつくる，高杯A

が主体を占める。この高杯Aは，胎土，色調，調整手法によって大きく 2類に分けられる。精良

品の a類には，口縁端部の内側を箆で直線的に切取って面とりするものがみられる。高杯Cは，

稜をもたずに直線的に外上方へひらいた杯部口縁部が，端部近くで内湾気味に立ち上がる。やや

祖質のもので，後期弥生土器とされる資料に例品が多い。この他では，特殊なものとして，丸く

内湾して広がった杯部が接合部で一旦くぴれて，大きく外反する口縁部へ移るもの，杯部が底部

から口縁部へ屈折して移行し，大きく外反する口縁部の端部外面にわずかな凹部を形づくるもの

などがある。器台には，少なくとも A・B・C・Eの4種がある。器台 Aは，器受部と口緑部と

の境界が明瞭な稜をつくり，口縁部は外湾しながらひらく。器台 Bは，水平に近くひらいた器受

部が，端部で上方に突出する。器台 Cは，器受部が内湾気味にひらいて皿状となるもので，出土

量はもっとも多い。この器台 Cには，器受部中央に貫通する孔を穿ったものと，貫通孔のない両

者がある。器台 Eは，器台の中では大形品で，器高が高杯に近い。器受部は外上方に直線的にひ

らく。小型丸底土器には Bがある。口縁部は外上方に大きくひらき，頸部がくの字状にくぴれて

半球形の胴部に移り，小さな平底で終る体部をもつ。口縁部径は，胴部最大径より大きいものが

多いが，小型丸底土器Aに比べるとその差は接近している。他に，小型高杯A • BI 小柑A・B,

小型土器A・B・Eなどがある。

⑦ 駿東郡清水町矢崎遺跡

本遺跡出土の土器は，層位により矢崎 I式から矢崎V式まで分類されている。このうちの第 3

層最上部より出土した矢崎V式が，大廓式土器に相当する。出土土器には，甕A・D,壺，高杯

A, 小型高杯A, 小型器台 A, 小型土器E, 手捏土器などと，特殊なものとして手焙形土器があ

る。甕Aは肩部外面の櫛描直線文がなくなったA.,甕Dは口縁部がくの字状に外反するD3が多い

らしい。壺には肩部外面に羽状文をもつ例がある。手焙形土器は小さな平底である。

(2) 大廓土器の器種と器種構成

ここでは，各遺跡別に出土土器を概観した結果をもとに，大廓式土器を構成する器種・器形に

ついてまとめてみたい。そして，その器種・器形のそれぞれに関して，系累と性格を確かめるこ

とで，大廓式土器の器種構成の特色も，あわせて明らかにしてみたい。
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① 甕

容量の点から，まず大型甕と甕とに区別できる。大型甕には C・Dの 2種があるが， Dが主体

を占めるらしい。甕にはA・C・D・E・Gの 5種があるが， A・Dが主体を占める。この甕は，

碁本的形態よりすれば，台付甕の A•C•D3 種と，平底甕 E ・丸底甕 G に分けられる 。 また，

胎土 ・ 焼成• 色調や調整手法から観れば，甕A(S字状口縁台付甕）と甕G(口縁端部が内側に肥厚

する丸底甕）が，他の 3種（痰C・D・E)と大きく異なる。

大型甕 口縁部の径が30cmを越える大型甕には， C・Dの2種がある 。折返し口縁の大型甕Cは，

普通の甕と同じく，最大径が胴部にある。一方単純口縁の大型甕Dは，最大径が口緑部にあり，

頸部はほとんどしまらず，鉢状を呈する。胴部・台部の接合部には，支柱状の隆起を 3本もつ。

静岡県下では，浜名郡舞阪町浜名湖弁天島海底遺跡と浜松市村東遺跡に Dが見られる。相模湾地

方では，伊東市内野町遺跡に C,神奈川県持田遺跡に C・Dの類例がある。しかし，駿河湾地方

の後期弥生土器には，今のところ類例が乏しく，静岡市登呂遺跡のCがあるのみである 。

甕A この種の土器は，近畿地方から関東地方にかけて広く分布するが．その中心が伊勢湾地方

にあることは疑いない。伊勢溝地方の S字状口縁台付甕は，非常に薄手ではあるが内面箆削りの

痕跡がなく，内面をなでて平滑に仕上げている。一方，外面には独特の粗く強い刷毛目を何回も

重ねて，器壁を薄〈している。色調は黄灰色～灰褐色を呈し，胎土に砂粒を多く含み，堅緻に焼

き上がっている。月の輪平遺跡第56号住居址と藤井原遺跡溝状遺構 SDO出土の甕A2は，こうし

た伊勢湾地方のものと近似した特徴を保持しており，伊勢湾地方で製作されて，この地にもたら

された可能性が大きい。しかし月の輪平遺跡第 1号住居址出土の甕A2ゃ，出土例の大半を占める

甕As-Asは，尾張などのものと明らかに異なる点があり，伊勢湾地方からもたらされたものとは

見倣し難い （注2)。甕Aに特有の胎土 ・色調と硬い焼きは．おそらく器壁を薄〈つくる技法と，

それに随伴する他の器形と異なった焼成法の結果であろう （注 3)。したがって，製作地の問題は

他の面から考えなければならない 。 痰As-~は，器面の刷毛目が細か〈かつ弱くな って，共伴す

る甕 Dの刷毛目に類似する 。また，刷毛目の重複も少なくなって，下に外面箆削りの痕跡をみせ

るものさえ出現する 。この原因の一つは，器壁を薄くつくるための役割が，刷毛目から外面箆削

りへiり移った結果に違いない。しかし，甕Aの胴部に無花果形のほか球形を呈するものが出現

し，甕Dに球形とともに無花果形の胴部をみることと，相通じる現象でもあろう 。この地で受容

製作された可能性も考慮する必要があると考える。

ぷ字状口緑台付甕の細分は，すでに大参義一•安達厚三によって試みられている（大参1967,

同1968, 安達• 木下1974)。それゆえ，甕Aの各類とそれらとの対応関係を確認しておきたい。A1

は，安達分類の I類，大参分類の欠山期 a類に当る 。んは．安達分類のII類に相当する 。んは．

安達分類のIII(A)類-111(8)類，大参分類の b類に当り，ん・んは，安達分類のIII(B)類-N(A)類に相

当すると思われる。

甕G 藤井原遺跡溝状遺構 SDOから出土した猥 Gの特色は， (I)体部内面全体を箆で削って器壁

を薄くし，体部外面は刷毛目で調整する。(2)球形の胴部に丸い底部をもち， くの字状に外反した
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口緑部の端部が内側に肥厚する。 (3)淡褐色を呈し，胎土・焼成は比較的良質である。近畿地方の

「布留式土器」に普遍的な甕と，明らかに共通する特徴を保持している。したがって，大和など近畿

地方で製作されて，当地へもたらされた可能性が大きい（注 4)。ところで，従来「布留式土器」と

汎称されてきた一群の土器については，大和の資料をもとに，編年的細分を試みた研究がいくつ

か発表されている（安達1969, 安達• 木下1974, 関川 1976)。それらによれば，この甕Gは，「布留

式土器」の中でも比較的古い段階のものに相当するらしい。

甕C• 甕 Dと甕 E この 3種の甕は，形態 ・容量だけでなく，胎土・色調や調整手法まで近似す

る。駿河湾地方の後期弥生土器との系累が容易に看取できる，お互い関係の深い一群のものとい

える。この 3種のうちでは，甕Dが主体を占める。甕Dには小異があり， D2とDsとに細別するこ

とができる。しかし，いずれも平緑で，刻み目は消減している。甕Eでは，大形品が少ない。単

純口緑台付甕は，当地方の後期弥生土器においても，最も一般的な器形である。一方折返し口緑

台付甕は，後期弥生土器においても類例が乏しく，富士宮市滝戸遺跡や静岡市登呂遺跡などに，

いくつか知られるのみである。大廓式土器において，甕Dが甕Aとともに主体を占めて．甕Cの

出土例が少ないことは，当地方の後期弥生土器における両者の関係と，相通じる現象に違いない。

また，平底甕Eの出現は，東日本におけるこの時期前後の甕の推移を通観するならば，平底の甕

が一般的となる次の時期への第一歩と評価できる。結局この一群の甕は，後期弥生土器の甕と「和

泉式」併行期の甕との間に位置するにふさわしい内容からなっているといえよう。

② 壺

容量の点から，まず大型壺，壺， ・小型壺に区別できる。大型壺には Bがある。壺には， A・B・

C·D•E•Fの 6 種がある。このうち．壺A-壺C が二重口縁を呈するのに対し，壺D-壺 F

は単純口緑をなす。壺の主体を占めるのは壺Cである。小型壺には A ・D・Eの 3種があるが，

出土量は多くない。

大型壺B これには，壺Bを大きくしただけの口縁形態を呈する漆畑遺跡例もあるが，さらにロ

縁端部の内側に幅狭い粘土帯を重ね合わせるものが多く，特徴的である。静岡県下では，浜名郡

舞阪町浜名湖弁天島海底遺跡，榛原郡川崎町白駿遺跡，藤枝市下藪田遺跡．清水市寺崎 I遺跡な

どに見られる。隣接する地方では，長野県下蟹河原遺跡，神奈川県持田遺跡に類例がある。この

他には，遠く離れた奈良県纏向遺跡に，壺 B ・壺Cとともに例がある。分布状態から観ても，駿

河湾地方に特徴的な，独自性の強い口緑部をもつ，大型壺といえる。

壺Aと小型壺A 佐原真は，「畿内第V様式」の二段口縁壺に関して，口頸部の発達に 2つの系統が

あることを指摘している（佐原1968)。すなわち，短く立ち上がる部分と屈折して外方へひらく部

分とにわかれる形態の頸部に口縁部を付加した a類と外湾しながら単純にひらく形態の頸部に同

様の口緑部を付加した b類とである。そしてこの口頸部の 2つの形態は「大廓式土器」の壺Aにも

認められる。月の輪乎遺跡第62号住居址出土の壺Ab類は，茶褐色を呈し，口緑端部と屈折部の

外面に刻み目を巡らす。類品には．島田市旗指 3号墳，千葉県北作 1号墳出土の壺Aa類，藤枝

市下藪田遺跡の壺Aがある。また．刻み目の代りに櫛描列点文を施したものには．伊東市内野町
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瑣跡， 神奈川県持田逍跡， および愛知県下渡逍跡， 奈良県棚向逍跡出土の壺Ab類がある。 藤井

原迅跡溝状逍構SDO出土の壺Ab類は， 茶褐色を呈し、 口緑部上半の内外面に櫛描列点文を羽

状に施す。 伊勢湾地方において， 従来 「 柳ケ坪型」と呼ばれてきた壺と類似している（杉崎195�)。

大廓逍跡B住居址出土の小型壺A a顆は、 淡褐色を呈し， 口緑部上半の内外而に櫛描波状文，

口緑端部に亥ljみ目， 屈折部直上に竹管文を配した、 装飾性豊かなものである。 佐原真によれば，

こうした装飾は， 近畿地方 「庄内式土器」の壺•高杯に特徴的であるという（佐原1968)。ところで，

この例品としてよ〈挙げられる大阪府庄内遺跡出土の小型壺Aは，イ本部下半に小さな穿孔を有す

る。 近畿地方の類似莉料としては， 奈良県有井池瑣跡， 同掘向逍跡の小型壺Aがある。 東日本で

も， 富士宮市丸ヶ谷戸遺跡， 東京都中田遺跡（ミニチュア土器），埼玉県水窪遺跡， 千菓県三ツ堀

辿跡， 同阿玉台北沿跡， 同神門4号墳などの小型壺Aかあり， 注目される。 月の輪平逍跡第1号

住居址出土の小型壺は， 口縁部を欠くか， 体部下半に小さな穿孔かあり， この一 群のものと考え

られる。

以上のことにより， 二段口緑の壺A ・ 小型壺Aは， 他地方の土器とり狙い関連性のもとにあり，

特に近畿地方や伊勢湾地方の影梱を強く受けた土器であるといえよう。

壺B ・壺Cと壺D この3種の壺は， 形態· 容量だけでな〈， 胎土 ・ 色調や調整手法まで顆似す

る。 駿河湾地方の後期弥生土器の伝統を受け継いだ， 類緑の浪い一群のものといえる。 壺Bの全

体に占める割合は， 現状では、 後期弥生土器より小さくなるらしい。 これは， 壺Dの割合が大き

くなり， 壺Aが出現することと関係するだろう。 壺Cは， 口縁端部の外側に重ねる枯土帯が厚手

となり， 口緑部内面と肩部外面に斜縄文と円形浮文• 連鎖文を組み合わせた文様帯をもつものが

多い。 この壺C は， 特に口頸部の形態的な特徴から， C 1 ·C2 · らの3顆に細別できる。，�1 ·C2の

例品は， 藤井原遺跡溝状瑣構SDOにある。 しかし， その藤井原遺跡溝状遺構SDOを含めて，

出土例の大半はc3である。 なお， 漆畑遺跡住居址出土の壺Cは， 口頸部高が一段と低〈， 頸部と

口緑部との径の差も大きくない。 単純口緑の壺Eに対応するものであろう。 壺Dは， 同じく口頸

部の形態的特徴から， 切. 03の2類に細別できる。 ただし， 出土例は03かはとんどである。

壺E 口頸部か短〈， 頸部と口緑部との径の差が大きくない壺は， 数は少ないが， 静岡市登呂逍

跡， 沼津市目黒身迅跡など， 後期弥生土器にも穎例かある。 また， 漆畑逍跡住居址例など， 壺C

の中にも対応するものか見られる。 胎土・色調や調整手法から観ても， 壺B ・ 壺Cと壺Dの3種

(1)壺と， 関係か深いものといえる。

壺F 長い口縁部がまっすぐ外上方へ延びる直口緑の壺• 井Iは， 近畿地方や伊勢浩地方の後期弥

生土器に多い長頸壺にネJl形かあり，「和泉式」併行期に盛行するtl\― • 小型井Iにつなかるものと考え

られる。 近畿地方では，「布留式土器」にいくつか例品があり，伊勢湾地方でも， 三璽県大畑逍跡に

該当品がある。 関東地方においても， 神奈川県子ノ神迅跡， 同上谷本第二逍跡， 埼玉県平林寺逍

跡， 同上郷逍跡， 同弥藤吾遺跡， 千築県阿玉台北沿跡， 同東寺山石神逍跡などに類例かある。

③ 高杯

佐原真は， 高杯が 「 主要器種となるのは， およそ伊勢湾沿岸• 中部高地 ・ 北陸までである。 東
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北地方を除けば，東日本においては，弥生時代を通じて，高杯は多くはならなかった。」という（佐

原1976)。これに関連して，静岡市登呂遺跡や田方郡韮山町山木遺跡の器種構成に，高杯が欠けて

いるという指摘が注目される（杉原1958, 大塚1961)。駿河湾地方において，高杯が主要器種とし

て登場するのは，この大廓式土器が最初のことであったらしい。

容量の点から，まず高杯と小型高杯とに区別できる。高杯にはA・B・Cの 3種があるが， A

が主体を占める。小型高杯にはA・B・の 2種があるが，脚部底径が杯部口径を凌駕する，小型高

杯Aの存在が顕著である。

高杯Aと高杯B 高杯Aは，胎土・色調や調整手法によって，大きく 2類に分けられる。 a類は，

淡褐色～黄褐色を呈し，胎土精良・焼成良好であって，いずれも器壁が薄く，入念に箆磨きが行

なわれている。この類には，口縁端部の内側を箆で削って，面とりする例がしばしば見られ＇注

意される。この高杯や長頸壺の口縁端部内側を面とりする手法は，伊勢湾地方の「欠山式土器」の

特徴的傾向として，同地方に広く見られる（大参1968)。高杯Aa類は，伊勢湾地方との関連を考え

させる土器といえる。一方高杯Ab類は．高杯Bとともに，その胎土や色調が，駿河湾地方の伝

統を受け継いだ一群の壺（壺B・壺Cと壺D)の良質品に近い。

高杯C 数は多くないが，沼津市尾ノ上遺跡，伊東市内野町遺跡や，東京都神明上遺跡，千葉県

中和倉寒風遺跡などに見られる。一般に，在地性の強い古い様相を留めた土器， とされるもので

ある。

小型高杯A 脚部が大きくひろがる小型高杯Aは，「五領式」併行期に特徴的な器種の一つである

（市川・岩崎1971)。胎土精良・焼成良好で，器面を入念に箆で磨いた精製品がほとんどである。

この小型高杯Aは，杯部の形態によって，一応 a• bの2類に分けられる。 a類は，杯部の底部

と口縁部との境界が鋭く屈折し，口緑部が外上方へ外反する。奈良県平城宮跡下層，愛知県元屋

敷遺跡，同南木戸遺跡など，近畿地方の「布留式土器」，伊勢湾地方の「元屋敷期」に類例がある。

関東地方では．埼玉県諏訪山遺跡，同加倉遺跡，同駒堀遺跡．千葉県三ツ堀遺跡，同諏訪原遺跡

などの住居址，千葉県堤台遺跡の方形周溝墓，それに千葉県小田部古墳，同神門 4号墳，栃木県

駒形大塚古墳の各古墳等，多数の例が知れる。 b類は，杯部が稜をもたずに，丸く内湾して立ち

上がる。大阪府上田町遺跡，奈良県握向遺跡など，近畿地方の「庄内式土器」に，すでに多くの類例

がある。伊勢湾地方では，愛知県元屋敷遺跡に例をみる。関東地方では，千葉県諏訪原遺跡，同

東寺山石神遺跡，同北作 1号墳などに見られる。

小型高杯Aの変遷過程に関しては，近年，何人かの見解が発表されている（関根1974,上野1977,

田中1977)。しかしこの小型高杯Aは1 脚部にもいくつかの形態が認められ，杯部の形態と合わせ

れば，相当にパラエティーに富む土器といえる。この点から観て，小型高杯Aの型式変化には，

かなり複雑な過程のあったことが予測できる。ここでは，次の 3点だけを確認して，問題の解決

を将来に残したい。 (1)a類と b類の両者は，少なくとも東日本では，必ずしも時間的先後関係を

示さない。 (2)b類の中では，諏訪原22号址例・・北作 1号墳例から月の輪平22号址上層例への，型

式変化がある。 (3)文様をもつ月の輪平90号址例や小田部古墳例は．伊勢溝地方との関係を示唆す
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る。この場合 a類か普通らしい（注 5)。

④ 器台

器台には， A・B・C・D・Eの 5種がある（注 6)。このうちの器台 A-器台 Dがいわゆる小

型器台であるのに対し，器台 Eは器高がやや高い大形品である。出土例は， Cが最も多く， Aが

これに次ぐ。

器台A 器受部の底部と口縁部との境界が明瞭な稜をつくる器台 Aは，器受部の形態によって，

さらに a• bの 2類に分けられる。器受部の深い a類は，奈良県纏向遺跡，三重県大畑遺跡，愛

知県南木戸遺跡，静岡県村東遺跡，同内野町遺跡，神奈川県子ノ神遺跡，同上谷本第二遺跡，埼

玉県吉野原遺跡，千葉県諏訪原遺跡などに見られる。器受部の浅い b類は，愛知県下渡遺跡，長

野県堂垣外遺跡，同下蟹河原遺跡，神奈川県子ノ神遺跡，群馬県石田川遺跡などに類例か知れる。

伴出する 5字状口緑台付甕の型式より観れば， a類から b類への型式変化も考えることができる。

器台B 器受部の端部が短く立ち上がり，尖り気味におわる器台 Bは，近畿地方の「布留式土器」

に盛行する。伊勢湾地方では，三重県大畑遺跡に類例があり，東日本でも，長野県堂垣外遺跡，干

葉県諏訪原遺跡，埼玉県五領遺跡，同武良内遺跡や栃木県駒形大塚古墳など， しばしば見られる

器形である。

器台C 器受部が内湾気味にひろがって小皿状となる器台Cは，伊勢湾地方では，愛知県下渡遺

跡，同元屋敷遺跡に類例がある 。関東地方においては，神奈川県持田遺跡，埼玉県大谷遺跡，干

葉県飯合作遺跡や同北作 1号墳の器台の主体を占めるほか，広く各地に見られ，最も出土量の多

い器形である。ただしこの器台 Cは，なおいくつかの形態に分けることができそうで，資料の蓄

積をまって，再検討する必要があろう 。

⑤ 鉢

容量の点から，大型• 小型に区別できるが， ともに出土量は多くない。形態も様々であるが，

近畿地方の「纏向 3式」を特徴づける口縁部が短く外反する小型の鉢Aや，「布留式」に特徴的な ロ

緑部が二段に屈曲してひらく小型鉢Bは，今のところ出土例がない。ただし周辺諸地方において

は，前者が神奈川県持田遺跡，同三殿台遺跡に，後者が浜松市村東遺跡，長野県下蟹河原遺跡，

神奈川県王子台遺跡 （注 7)に，それぞれ類例がある。

⑥ 小型丸底土器

小型丸底土器は，特に形態的な特徴から， A・B・Cの 3種に分けられる。

小型丸底土器A ご〈小さな平底か丸底で張りが小さく扁平な1本部と，外上方に大きくひらく口

緑部をもつ。しばしば口縁部と1本部との境界外側に凹線を巡らすのが特徴である。類例は，千葉

県諏訪原遺跡，同飯合作遺跡にある。

小型丸底土器B 外上方に大きくひらく口縁部と．半球形で小さめの体部をもつ。神奈川県子ノ

神遺跡に近い例がある 。

小型丸底土器C 体部が大きく球形をなし、口縁部は小さく外反する 。口縁部径は体部最大径に

比べて同大かやや大きい。埼玉県西台遺跡と同水窪遺跡に類例がある 。
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⑦ 小培と小型土器

小用には， A•B の 2 種がある。また，小型土器には， A·B·C · D·E の 5 種がある。な

かでは，小柑Aと小型土器B・Cが特徴的である。

小増A 関東地方でも，東京都鞍骨山遺跡，埼玉県鍛冶谷•新田口遺跡，同諏訪山遺跡（やや大

形品で小柑B的），干葉県復山谷遺跡にそれぞれ，月の輪乎遺跡や藤井原遺跡と同様の数個かたま

って発見された例があり，注目される。それによって，何か特異な用途が暗示されていると思わ

れるからである。

小型土器B 口緑部が短く外反し，体部と口緑部との境界内側に稜を形成する。本遺跡群では刷

毛目を残すものが多い。

近畿地方の「庄内式土器」には，小さな平底か尖り底で，短く外反する口緑部をもつ，小型の鉢が

ある。この小型鉢は，関川尚功によれば，「櫃向 3式」では薄手で尖り底か丸底．のものとなり，器

形に斉ー化がみられるという（報告書でいう鉢D2)それとともに，細かい箆磨きを加え，明るい

色調の，胎土精良・焼成良好のものが多くなるらしい。そしてこの土器は，定型化した小型器台

とセットで用いられた可能性が強く，小型精製土器 3種（鉢B ・小型丸底土器と小型器台）と似

た機能をもっていたと考えられている（関Jlll976)。一方関東地方でも，岩崎卓也がすでに，千葉

県北作 1号墳にみられる鉢Aと小型器台 Cの組み合わせに，これと類似する関係を想定していた

（岩崎1963)。この鉢Aは，神奈川県持田遺跡．同三殿台遺跡，東京都前野町遺跡，同棚田第II遺

跡，千葉県臼井南渡戸遺跡，同飯合作遺跡などに類例がある。小型土器Bは，おそらくこうした

鉢Aのミニチュア的なものと思われる。

小型土器C 小型土器Bが鉢Aのミニチュア的なものとすれば，この小型土器Cは小型丸底土器

のそれであることが明らかである。調整手法は，なでと箆削りのもの，箆で磨いて赤彩するものと，

バラエティーがある。

⑧ 器種構成とその特色

以上記述してきた結果から，大廓式土器の器種構成は，甕A (As-As) と猥D (D2・Da) ・壺

C (C) と高杯Aの共存．それと小型高杯A・小型器台・小型丸底土器など小型精製土器群の盛

行としてまとめることができる。

したがって，大廓式土器の器種構成の特色は，新しく普及した小型精製土器群と高杯が，伊勢

湾地方の影響を受けて生じた甕Aや，駿河湾地方の後期弥生土器の伝統を受け継いだ甕D・壺C

とともに，主要器種として共存することにある。

(3) 大廓式土器の併行関係

ここでは，近畿地方から関東地方にかけて広く分布しかつ細かな推移の過程の研究も進んで

いる（大参1968, 安達• 木下1974),S字状口縁台付應（甕A) を伴出した土器群を中心に，駿河

湾地方の「大廓式土器」と他地方の土器との併行関係を検討してみたい。

① 周辺諸地方の大廓式併行期の土器
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富士川以西層位や遺構ごとに摘出された良好な資料は見当らないため，大廓式土器と対比でき

そうな 3遺跡の出土土器をとりあげる。榛原郡川崎町白験遺跡溝状遺構の土器群には，大型壺．

壺・甕・鉢•高杯•小対などがある。壺には， A·B·C·D と，折返し口縁を造作するにより

幅広い粘土帯を口緑端部に重ねる新しい口緑形態の G があるが， C•D が主体を占める。壺 C に

は， C1・Cz・Csの 3類があるが， Caが多い。壺Dにも， D2・Daの 2類があるが， Dsが多い。甕で

は， A・Dの 2種がある。甕 Dには， D1・D2・Dsの 3類があるが， Dsが主体を占める。高杯には，

A・Bの 2種がある。以上本土器群は，一部に弥生土器的な，複合部が短い壺B, 口緑端部外面

に縄文や棒状浮文を加える壺C, 口緑端部に刻目を施す甕Dなどを混入しながら，主体は大廓式

土器に併行するものとして矛盾がなく，伊勢湾地方の欠山式土器より新しい。しかし，壺Cの文

様構成に，竹管文がしばしばみられる点，およぴ小型精製土器を欠く点でやや相違するといえる。

藤枝市下藪田遺跡出土の土器には．大型壺．壺・甕・鉢•高杯•小型丸底土器・小地・小型土器

などがある。大型壺Bは，体部が球形で，短く直立する頸部と外反する複合口縁部をもつ。肩部

外面には羽状縄文・連鎖文・円形浮文を施し，複合部外面に棒状浮文を加える。壺には， A・B

C・Dの4種があるが， C・Dが主体を占める。壺Aでは，口縁端部の外面に刻み目を施した例

がある。壺C には， C1• C2・Caの 3類があるが， C2・Csが主体を占める。なかでは，口緑部の内

面に斜縄文・連鎖文を施し，端部外面に棒状浮文を加えたC1, 頸部外面と口縁端部外面とに櫛描

波状文を施したC2など，．古式なものや，肩部外面の文様帯の円形浮文を竹管文に換えた例が注意

される。壺 D にも， D2• Daの 2類があるが， Daが多い。甕には， A・B・C・D・Eの 5種があ

るが， Dが主体を占める。甕Aは，肩部外面に櫛描直線文を施すん類が多い。甕Bは，外湾気味

にひらいた口縁部が，端部で上方にわずかに突出する。甕 D には， D2• Daがある。乎底の甕Eは，

1点のみの出土である。高杯には， A・Bの 2種があるが， Bが多い。脚部は，裾部において内

湾傾向を示すものと，そのまま下方にひろがるものとの， 2者がある。小型丸底土器には， A・

B の 2 種がある。また，小対には B、小型土器には A•Eがある。以上の本遺跡出土土器は，流

水により運ばれてできた包含層からのもので，その伴出関係を一つの様式として把握するには困

難がある。事実，口縁端部外面に櫛描波状文を施したり，棒状浮文を加えた壺C, 外湾気味にひ

らいた口緑部が，端部で上方に突出する甕8, 脚部の裾が内湾傾向を示す高杯など，現状の大廓

式土器より古い様相をとどめるものも多い。しかし，主体は大廓式土器と併行するものとして矛

盾がない。ただ＇小型器台がみられないことと，肩部外面の文様帯において円形浮文を竹管文に

換える例のあることが，大廓式土器と異なる。清水市寺崎 I遺跡出土土器には＇大型壺・壺 ・甕・

高杯・器台• 小対• 双口土器などがある。壺には， B・C・Dの 3種がある。壺Cは， C2が多く，

重ねる粘土帯も薄手のものが多い。肩部外面と口縁部内面には，竹管文や櫛描簾状文を施し，さ

らに口緑端部外面にも，竹管文や刻目を加えたものもある。壺 D には， D2• Dsの 2類があるが，

Daが多い。甕には， A•C•D•E の 4 種がある。甕 A は，肩部外面の櫛描直線文がなくなった

んである。甕 C には，口縁端部に刻目を有するものがある。甕 D には， D2• Daの2類があるが，

以が多い。高杯には， A・Bの 2種がある。器台は， Cが 1個体のみ出土した。本遺跡の土器群
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も，包含層の出土であり，大廓式併行期の資料を確実に含むが，一括性には疑問がある。これま

での検討から，富士川以西の土器群は，壺の文様に竹管文がしばしばみられることをのぞけば，

大廓式土器と類似する内容をもつことが予測できる。

富士川上流 この地域では，長野県下蟹河原遺跡と山梨県京原遺跡で，大廓式併行期の良好な資

料が出土している。下蟹河原遺跡の，約 3m四方の部分を中心に，礫群を伴って整然と出土した

という土器群には，大型壺．壺•小型紺・甕．鉢•高杯・器台・小型丸底土器などと，長胴甕 ．

多孔の有孔土器がある。大型壺Bは．下藪田遺跡出土例と同一の形態をとる。壺Dは， D2の月の

輪平 l住例に近い。調整も，箆磨きを施すものと，箆削りで終るものがある。甕Aは，肩部外面

の櫛描直線文がなくなったんである。鉢に！よ，口緑部が二段に屈曲してひらく Bがある。口径13

cmで，内外面を丁寧に箆磨きした良質の土器である。高杯Bは，駿河湾地方のものとやや異なり，

類品が長野県堂垣外遺跡にみられる。器台 Aは，月の輪平22住例に近似する。小型丸底土器Aは，

形態にバラエティーがあるが，いずれも外面を箆で削る。他には，より新しい時期のものらしい，

小型対，長胴甕や，小型の鉢形で単純口縁 ・多孔の有孔土器もみられる。京原遺跡第 2号住居址

の出土品には，猥•高杯• 小型丸底土器と，口緑部が端部で上方に突出する器台(?)がある。甕に

は， A•D の 2 種がともに 2 個体ある。甕A は，肩部外面に櫛描直線文を施すAぃ甕 D は， D2 ·

Dsである。高杯には，高杯Aと，小型高杯の杯部がある。小型丸底土器Bは， 口径18.5cmの大形

品である。同遺跡第 4号住居址の出土品には，甕・ 壺• 小型壺•高杯 ・ 器台 • 有孔土器と蓋(?)が

ある。甕には， A・Dの2種がある。甕Aは，肩部外面に櫛描直線文を施すAa,康Dは， D2であ

る。壺では，壺Dsと，広口や片口の小型壺Eがみられる。広口の小型壺Eは，漆畑遺跡例に類似

する。高杯には，高杯Bと小型高杯Bがある。小型器台は，器受部の端部が小さな立ち上がりを

もつ 8, 有孔土器は，小型の鉢形で．単純口縁 ・単孔である。以上，富士1111:流においては，利

用できる資料が限られるため，特に壺など不明な部分が多い。したがって現在は，大廓式土器と

の比較，検討が十分できない。ただ，口縁部が二段に屈曲してひらく鉢，小型の鉢形で単純口縁・

単孔の有孔土器など大廓式土器の内容を補う器種が存在する点，重要である。

相模湾沿岸 伊東市内野町遺跡第 1号住居址で一括資料が出土している。出土土器には，大型甕 ．

甕 ・ 壺•小型壺•高杯・鉢・器台• 小対•小型土器などがある。大型甕C は I <の字状に外反し

た口縁部の端部に．刻み目を施す。康には， A・B・D・E・Fの5種がある。ただし，甕Aは

発掘調査以前の採集品である。甕 Bは， くの字状に外反する口縁端部が，削られて平坦な面をも

って終る。中央が小さく上げ底になった平底甕Fとともに，伊勢i弯地方，近畿地方などとの関連

が考えられるもので，一般には盛行期が丸底甕Gに先行する。類例は，南部谷戸12住にある。甕

Dでは， D北恥がそれぞれ 1個体，恥が4個体（うち採集品 1)ある。甕Eは，口径30cmを越え

る大形品で，類例に乏しい。壺には， A・Cの 2種がある。壺Aは，屑部外面に櫛描の直線文・

列点文を施し，口縁屈折部の外面に列点文を巡らす， b類である。壺Cは．口緑端部の外側に重

ねる粘土帯が厚手になった, C2かCsである。無文のものと．口緑部内面と肩部外面に斜縄文• 連

鎖文を施すものがある。高杯には， A・Cの 2種がある。高杯Cは．杯部外面に赤彩の痕跡をと
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どめる。器台には，器受部の深い Aa類がある。なお脚部は， 2段に 3孔を穿つ点で，注意され

る。鉢には，口緑部が短く外反する鉢Aと，大形の鉢Dがある。小用は B,小型土器は Aである。

以上の本土器群は，甕の一部に亥ljみ目がみられ，系譜上では甕Gに先行する甕B, 甕Fが存在す

る。そして鉢Aが存在し，器台 Aが a類であることなど，明らかに古い様相をとどめている。現

状ではまだ不分明な，大廓式土器のより古い段階を暗示させるものがある。他に大廓式土器と対

比できそうな資料としては，神奈川県諏訪の前遺跡の包含層出土の第 3群土器がある。壺には，

B・C・D・Gの4種があるが， C・Dが主体を占める。壺Cでは， 'C1・C2・Csの3類があり，

無文のものと，口緑部内面と肩部外面に斜縄文• 連鎮文・円形浮文を施すものに分けられる。後

者には，さらに口縁端部外面にも，刻み目，棒状浮文や斜縄文を加えた，古式の例がある。壺D

にも， D1・D2・Dsの3類がある。ここでは，伊勢湾地方との関係が考えられる，口縁部が内湾気

味に立ち上がるものや，長頸壺風のものが注目される。甕には， A·B·C·D•E の 5 種があ

るが， Dが主体を占める。甕Aには，月の輪平43住例と類似する’んと，んがある。甕Bは，口緑

部が先端で屈曲して，短く立ち上がる。中に箆で直線文・ 綾杉文を肩部外面に描く例があり，琵

琶湖や伊勢湾，近畿地方との関連が窺える。類例は千葉県諏訪原遺跡にある。甕 D には， D1•D2・ 

Dsの 3類がある。 D1の中では，口縁端部を押捺する，古式の例が注意される。甕Eは，沼津市瀬

戸川遺跡出土品に類似し，大廓式士器のものとは異なる。高杯には， A・Bのほか，内湾して広

がる杯部体部か頸部でくぴれて短く外反する口緑部に移る，古式の高杯がある。後者と関連する

ものに，端部に折返し状に粘土帯を重ね合わせたり，杯部との接合部に断面三角形の突帯を巡ら

す，高杯脚部がある。器台にはcがあるが，鼓形を呈する。他では，鉢A, 小型丸底土器，小堆

A, 小型土器Aと，手焙形土器，有孔土器（単孔），それに，北陸地方との関連が窺える，やや長

く直立する口縁部をもつ小型壺などが注意される。以上の諏訪の前遺跡第 3群土器は，後期弥生

土器から古式土師器までを含むことが明らかである。そしてその示す様相は，駿河湾地方と類縁

の濃厚なことを物語っている。なお報文では，この第 3群土器のうちに「20%におよぶ東海系の

土器，欠山式土器やその模造品，あるいはなんらかの形でその影響が認められるものが存在する」

とするが，事実であるとすれば，異常な高率である。しかし，顕著な実例という複合口縁壺は，

伊勢湾地方では類例の乏しいものであるし，壺の頸部に凸帯を巡らす手法は，欠山式土器だけに

限らない。慎重なる再検討を要請したい。

古墳出土土器 掛川市春林院古墳では、墳頂部西南隅のピット中から，折返し口縁の壺Cが出土

している。大廓式土器の壺Cより，頸部径が大きく，口緑高は相対的に低くなっており，関東地

方の「和泉式」併行期のものに近づいている。島田市旗指 3号墳では，北側溝の溝底から，くの字状

に外反する口縁部の端面を下方に拡張した壺，溝中の堆積土中からは壺Aの a類が，それぞれ出

土している。前者は，口縁部内面と口縁端部外面，および頸部凸帯上に，刻み目を羽状に施す。

天竜川以西の弥生土器にしばしばみられるものである。後者は，口縁端部と屈折部の外面に，刻

み目を巡らす。類例には，千葉県北作 1号墳の a類，藤枝市下藪田遺跡と富士宮市月の輪平遺跡

のb類かある。藤枝市五鬼免 1号墳では，周溝底面から，壺Ab類が出土している。外ぴらきの
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長い頸部の上に， 曲折して立つ短い口縁部をのせるもので，干薬県菊間新皇塚古墳例に近い。挫

奈川県乎塚市真土大塚山古墳では，壺Cが出土している。重ねる枯土帯が厚手でしっかりしてい

るのは大廓式土器の壺Cと同じだが，口縁部の内面だけでなく端部外面にも斜縄文を施す点，ぉ

よぴ肩部ではなく頸部の外面に斜縄文を巡らす点が，大廓式土器のものと相違する 。

② 近畿地方との併行関係

消近畿地方においては，弥生土器から土師器への移行期に，畿内第V様式→庄内式→布留式の 3

様式が設定されており，最近では，これらをさらに細分しようとする研究も発表されている（安

達1969, 都出1974,安達 • 木下1974, 関川1976など）。たとえば木下正史によれば，飛鳥地域出土

の古式土師器には， (1)藤原宮内裏東外郭溝SD527及ぴ包含層→(2)(和田廃寺下層）→(3)坂田寺跡

下層→(4)上ノ井手遺跡溝SD031→ (5)上ノ井手遺跡井戸 SE030下層→(6)同上層という変遷過程

が考えられるという。 (1)藤原宮跡下層出土土器は，大和における庄内式資料の一つで，共存する

S字状口縁台付甕は安達II類である。 (2)未報告の和田廃寺下層においては，纏向「報告者のいう

壺E2・ 高杯A3・ 小型器台83.小型鉢D2などと共に口縁端部が肥厚あるいは内側に肥厚するいわゆ

る布留式の甕（本稿の甕G)を伴う一括資料」が得られたという。そしてこれに，いわゆる庄内式

の叩 目をもつ甕が全く伴出しないことから，「縄向 3式の一括性について疑義をもつのであり，そ
．． 

のかなりの部分は，むしろ広義の布留式として埋解すべきもの」とされる（木下1978)。(3)坂田寺

跡下層出土土器は，乎城宮跡朝集殿下層溝出土の土器と類似し， (4)上ノ井手遺跡溝出土土器は，

大阪府小若江北遺跡出土の土器に類似する。しかし，両土器群は，共に小型精製土器群を主要な

組成とするもので，基本的には共通した内容をもつ。 S字状口緑台付甕は，乎城宮跡朝集殿下層

溝で，安達III(PJ類が出土している。 (5)上ノ井手遺跡井戸下層出土土器の示す最も著しい特色は，

小型精製土器 3種の組み合わせの崩壊で，小型器台・鉢は全くみられず，小型丸底土器も粗製品

が主体となる。

大廓式土器には，口緑端部が肥厚する丸底の甕Gがみられ，小型精製土器 3種のうち，口緑部

が二段に屈曲してひらく鉢Bを欠くが，他の小型丸底土器・小型器台の 2種がある。一方，奈良

県握向遺跡の辻土坑 4下層（握向 3式）に，大型壺Bの類例がある．大廓式土器の甕Aは， As-

A5が主体を占める。んは安達[[[(A)類---III (B}類，ん ・んは安達111(8)-N(A)類に相当すると思われ，

平城宮跡下層出土のIII(A)類より，新しいものが多いといえる。したがって，現状での駿河湾地方

の大廓式土器は，近畿地方の布留式土器のうち，大和では上ノ井手遺跡溝段階，中南河内では小

若江北式と，より主要な共有時間をもつといえそうである。

⑧ 伊勢湾地方との併行関係

伊勢湾地方においては，弥生土器から土師器への移行期に，山中期→欠山期→元屋敷期→石塚

期という 4期が設定されている（大参1968)。この 4期のうち，高杯の推移過程から観れば，山中

期は近畿地方の畿内第 v様式と，欠山期は庄内式と最も類緑が濃いといえる 。 元屋敷期は，翌~

県一宮市元屋敷遺跡の竪穴状遺構出土土器，を標式とする 。出土土器中には，甕A,壺 A · D • G, 

高杯A・B, 小型高杯A, 小型器台 C, 鉢Aと小型土器B, 小対Bなどをみることができる。甕
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Aは，ほとんどが肩部外面に櫛描直線文をもち，頸部内面に刷毛目を残すものや，口縁屈曲部外

面に櫛描列点文を巡らすものもある。安達 I類-III(A)類で， Ai-Asに相当する。壺Aは 5点あるが，

いわゆる「柳ヶ坪型」の類例をみない。壺 D には， D2• Dsの 2類があるが， Daが主体を占める。

壺Gは， 3 点ある。高杯には A•B の 2 種がある。高杯A の中では，杯部の深い形態のものがあ

って注意される。他では，小型高杯A・小型器台 C・鉢Aまたは小型土器Bがみられる一方，小

型丸底土器と口緑部が二段に屈曲してひらく鉢Bとがともに欠けている。元屋敷期に，定型化し

た小型精製土器 3種が存在した， とはいえないらしい。次の石塚期は，愛知県西春日井郡師勝町

石塚遺跡において，土取り工事中に採集されたという一群の資料によって，仮に設定されたもの

である。尾張で良好な資料に恵まれないいまは，三重県鳥羽市大畑遺跡土砿 SKI出土土器をと

りあげてみたい。出土土器中には，甕A,壺A・D・F・G, 高杯A,器台 A• B, 小型丸底土

器，鉢などをみることができる。甕Aでは，ほとんどが肩部外面に櫛描直線文をもつことは元屋

敷遺跡例と同じだが，口縁屈曲部外面の櫛描列点文をもつ例はなく，頸部内面に刷毛目を残すも

のも少ない点が異なる。安達II類-VI凶類， A2-A4に相当し，なかでは安達Ill類が主体を占める。

壺Aには，いわゆる「柳ヶ坪型」が多量に出現しており，壺Dでは. D2がなく，すべて恥である。

高杯Aは，元屋敷例と異なって，すべて杯部が浅い形態のものである。器台Aは，すぺて器受部の

深い a類である。小型丸底土器は，口縁部のひろがりに比ぺて，体部が小さく扁平である。鉢は，

ロ径14cmで，口緑部がわずかに屈曲しながらひらく。小型精製土器群は，いずれも内外面をていね

いに箆磨きした良質の土器であるのが特徴といえる。三重県大畑遺跡出土土器に後続する資料に

は，愛知県西春日井郡清洲町朝日遺跡群の南部地区旧河道E出土土器がある。しかし，この資料

は， Aa・A42類の甕Aと，長野県下蟹河原遺跡出土品に類似する小型丸底土器Aを含むのみで，

内容は不十分である。

以上について，まず近畿地方との関係をみると，元屋敷遺跡出土土器は，小型器台 C・鉢Aが，

安達 I類-lll(A)類の甕Aと共存する。小型精製土器 3種がそろっていない点，和田廃寺下層出土

土器に類似する。大畑遺跡出土土器は，安達II類-N(A)類，とくにlll(A)類-lll(B)類の甕Aと，坂

田寺跡下層，平城宮跡下層のものと近似した，小型精製土器群を伴出する。したがって，ともに

布留式土器と併行関係をもち，かつ上ノ井手遺跡溝，小若江北遺跡の土器群より，古い様相をも

つものといえる。そしてこれが正しければ，この上ノ井手遺跡溝，小若江北遺跡の土器群と主要

な共有時間をもつ現状での駿河湾地方の大廓式土器は，当然大畑遺跡出土土器より後出的である

といわねばならない（注 8)。

④ 南関東地方との併行関係

南関東地方においては，弥生土器から土師器への移行期に，久ケ原式→弥生町式→前野町式→

五領式の 4型式が設定されている。そして，甕Aと小型精製土器群をその組成に含むのは，一般

に，このうちの五領式土器であると考えられている。そうであるならば，駿河湾地方の大廓式土

器は，この五領式土器と併行関係にあるといえよう。

ところで，上記各型式の内容の理解に関しては，関東地方の研究者の間で混乱が生じており，
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改めて絹年体系を作り直すぺきだとする提言さえなされる現状らしい。上野純司は，高杯の変化

をメルクマールとすることによって，この問題を解決しようとした（上野1977)。そこで基準とす

る高杯の推移過程をみてみると， (I)稜をもたずに直線的に外上方へひらく杯部が，外面に縄文等

の文様をもつ端部近くで内湾気味に立ち上がる（文様をもつ高杯C), (II)ほぼ前期のものと同様の

杯部であるが，端部外面の文様が消える（高杯C), (III)杯部は底部と口縁部との境界に稜をつくっ

てひらくようになり，脚部も杯部口径を凌駕して裾拡がりにひらくものが出現する（小型高杯A

a類）， (IV)杯部は前期のものと同様だが，脚部が/ヽの字状にひらくもの（高杯A)が主体をなし，

稜をもたずに内湾して立ち上がる杯部で，脚部が裾拡がりにひらくもの（小型高杯Ab類）も出現

する， (V)細長い柱状部から屈折して裾部へつながる脚部をもつ， (VOいわゆる「和泉式」の高杯で1

杯部は稜をもってひらき，脚部柱状部が中脹らみになる，という変化があるという。以上の推移

過程には，第W期と第V期との境に，容易に画期が求められる。第 I期～第N期は，系累の全く

異なる 3種の高杯＇すなわち高杯 C・高杯Aと小型高杯Aの相互関係によって示されている。第

1に，「五領式」併行期に特徴的な器種の一つである小型高杯Aは（市川・岩崎1971),杯部の形態

によって a・bの2類に分けられる。このうち b類は，近畿地方の「庄内式土器」の中に，すでに

類品をみることができる。東日本においては，伊勢湾地方の愛知県元屋敷遺跡に a類と b類の共

存が確認されており，南関東地方でも，同じ「元屋敷期」併行期の所産と思われる千葉県小田部古

墳と同北作 1号墳に， a類・ b類それぞれの類例がある。こうした状況下で，小型高杯Aの中に a

類→ b類という型式的変化を考える上野の見解には，にわかに賛成することができない。第 2に，

高杯Aには，欠山一庄内期の杯部が深い形態のものから（元屋敷）• 石塚一布留期の杯部が浅い形

態のものへ， という型式的変化が認められる。「五領式土器」の高杯Aは杯部の浅い形態のものが

一般的である点から観て，前記の小型高杯Aとともに，「元屋敷期」併行期以降に広く普及したもの

であろう（佐原1976)。第 3に，高杯Cは，従来は後期弥生土器とされている土器群中に類例が多く，

その意味では古い様相をもつ在地性の強い高杯といえる。そしてこの高杯Cには，上野のいうよ

うな，文様をもつもの→無文のものという型式的変化のあることが，広く容認されている。しか

し大宮台地の場合，吉野原遺跡出土の器台 Aや大宮公園内遺跡出土の小型丸底土器（東京都中田

遺跡出土品に近似）に，縄文が施されているのが注目される。こうした特色のある地域出土の縄

文を巡らす高杯Cと，そうでない他の地域出土の無文の高杯Cとの間に，安易に時間的先後関係

を想定する上野の見解には，安心して従うことができない。ところでこの高杯Cは，静岡県藤井

原遺跡では高杯Aや小型高杯A ・小型器台・小型丸底土器と伴出し，同内野町遺跡では高杯Aや

小型器台・小型鉢Aと共伴している。南関東地方においても，東京都神明上遺跡では小型器台と

伴出し，千葉県中和倉寒風遺跡では小型鉢Aのミニチュア的な小型土器Bと共伴している。こう

した現状において，系累の全く異なる高杯Cと高杯A・小型高杯Aとの間に，気楽に時間的先後

関係を推測する上野の見解には，簡単には同意できない。いまもっとも必要なことは，南関東地

方の中の旧制の国（あるいはそれより小さな地域）を単位として，系統関係を確かめながら，各

器種・器形ごとに型式学的研究を徹底的に進めること，しかしあくまで同時期の器種構成を土器
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様式としてとらえ，その変遷過程を総体的に追うこと，である（注 9)。

岩崎卓也はかつて「口縁部が大きくひらき，小さな胴部を有する小型丸底土器と，口縁部と胴

部の径が一致する小型琲との間には，時間的な先後関係がある。器台との組合せをも考慮するな

らば，両者が同一系譜に連なるものとは言い難いd という主旨の発言をしたことがある（岩崎19

73)。加藤修司は，この指摘に常目することによって，同じ問題に取り組もうとした（加藤1978)。

すなわち，小型精製土器群を伴う小型器台組成（土器）群と，この小型精製土器群の組み合わせが

崩壊して，対と細長い柱状部から屈折して裾部へつながる脚部の高杯を伴う小型地組成（土器）

群とに，大きな変化を認めて，それぞれを位置づけようとしたのである。これに関して，近畿地

方の「布留式土器」においても，上ノ井手遺跡溝出土土器と上ノ井手遺跡井戸下層出土土器との間

で，同様の変化がみられるのが注目される （安達• 木下1974)。この対応関係から，両地方間の

併行関係の一端を，まず大雑把にとらえることができよう。次に，奈良県纏向遺跡では，纏向 2

式に増加する小型器台は，各種の器形をもち，数多くの個体差がみられる。しかし次の纏向 3式

になると，そうした細かくバラエティーに富む小型器台が，報告でいう器台出に斉ー化される。

そしてこの器台恥は，定型化した報告でいう鉢D2と，セットで用いられるようになるという（関

川1976, ただし木下1978)。こうした器台と鉢の組み合わせは，伊勢湾地方においても，前述した

ごとく愛知県元屋敷遺跡で確認できる。関東地方においては，おそらく千葉県北作 1号墳出土の

土器がこれに相当しよう。その他にも，千葉県小田部古墳で「元屋敷期」の小型高杯Aが出土し同

神門 4号墳にやや古い様相をもつ小型高杯Aと小型器台がみられる。したがって南関東地方にお

いても，「布留式土器」の和田廃寺下層段階には，加藤のいう小型器台組成群が成立していたと考

えられる。以上から，小型器台組成群は，近畿地方の布留式土器（和田廃寺下層期～上ノ井手遺

跡溝期）と，はぽ併行する編年的位置をもつといえよう 。ところで， もしこれが正しければ，小

型器台組成群に関しての，「東海西部の欠山～元屋敷式の多量の伴出事実に注目しなければならな

い」といい，また 「概して欠山式との関連に注目しなければならない」とする，加藤の発言を問

題としなければならない。この場合まず，加藤の指摘する例が，すべて小型器台組成群と共存し

たものかどうか，疑問である 。第 2に，個々の土器を取り上げた場合，欠山期のものと，それ以

降のものとに，所属を明確に区別できるものかどうか，懸念がある。第 3に，加藤が多量という

場合，出土比を調べたものか，その算定がいかなる方法によったものか，明確にされていない。

たしかに小型器台組成群には，伊勢湾・琵琶湖・ 近畿地方などにおいて，欠山一庄内期に盛行し

た特徴をもつ，土器を見出すことがある。例をあげれば， (1)甕の口縁部がS字状や受口状を呈し，

時に口縁屈曲部に櫛描列点文を巡らす。 (2)甕の口縁部が端部で上方に突出したり，端部外側を削

って面とりする。 (3)甕の底部が外方に突出した小さな平底で，中央に不整形な凹みをもつ。 (4)壺

の頸部下端に凸帯を巡らす。 (5)長頸壺や高杯が口縁端部の内側を削って面とりする。 (6)長頸壺の

ロ縁部，高杯の脚部が内湾する。 (7)小型高杯の脚部が短い柱状部と屈折して大きくひろがる裾部

からなる。しかし，こうした特徴をもつ土器の存在が，ただちに，小型器台組成群と欠山一庄内

期との併行関係を証明しているとはいえまい。駿河湾地方においても，北関東地方でも，小型器
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台組成群には，型式のより新しいS字状口緑台付甕が，多皇に伴出している。また，小型器台組
．．．． 

成群の高杯杯部は，通常，（元屋敷）•石塚一布留期と同じ浅い形態のものであって，欠山一庄内

期に普遍的な深い形態のものではない。そして，欠山一庄内期には，伊勢湾地方・近畿地方にお

いても，定型化した小型器台はまだ出現していなかったらしい。したがって，加藤のいう小型器

台組成群は，なお，欠山一庄内期と一点の時間を共有する可能性は残るが，やはり，元屋敷•石

塚一布留期とより主要な併行関係をもつと言わざるをえない。

⑥ 併行関係のまとめ

以上の，駿河湾地方の大廓式土器と，各地方との併行関係をまとめれば，次のようになろう。

南関東地方 周辺諸地方 駿河湾地方 伊勢湾地方 近 畿 地 方

欠山式土器 庄内式土器

五 （北作1号墳） 大 元屋敷遺跡竪穴状遺構
布

和田廃寺下層

領 内野町遺跡 1住 廓

式 式 大畑遺跡土砿SKI 留 坂田寺跡下層

土 土
TIS, T22上

器 下蟹河原遺跡 器 月の輪新T45,T62, T64 朝日遺跡群旧河道E 式 上ノ井手遺跡溝

世田谷区立総合運 土 上ノ井手遺跡井戸下層

動場遺跡11住等 器
上ノ井手遺跡井戸上層

ところで，この時期の土器については，大月IJと細別の基本方針がかたまっていないように思わ

れる。近畿地方においては，小型精製土器群の組み合わせが崩壊した後も，引き続いて，布留式

土器の名のもとに呼ばれている（安達・木下1974)。一方，伊勢湾地方では，同じく小型精製土器

群を主要な組成とする土器群が，細別されて元屋敷期・石塚期と呼ぴわけられている（大参1968)。

この時期の土器がもつ最大の特色は，小型精製土器群が，基本的には共通した内容をもって，広

く全国的に分布することにある。それゆえ，この小型精製土器群を主要な組成とする土器群は，

一つの様式として， 大別して考えるのが適当であろう。こうした立場からすれば．駿河湾地方の

大廓式土器について，ここでは新しい様相を示す資料を中心に，検討したことになる。なお，こ

こでいう小型精製土器群には，和田廃寺下層ー北作 1号墳段階において，定型化した鉢と器台が

セットをなすことに大きな意義を認めて（岩崎1963),これをも含めて考えている。 （加納）

注 l 小野真ーが，目黒身遺跡の報告書で初めて「大廓式」の名称を掲げ，その型式把握を試みた（小野1970)。

まに 1972年に駿豆地方における土師器の編年を発表した際，再ぴその内容に言及している（小野1972)。

注 2 安達厚三・大参義一両氏の御教示による。

注 3 こうしたことは，近畿地方の庄内式土器の甕でも考えられている（原口1969)。

注 4 瀬II1裕市郎氏の御教示による。

注 5 愛知県下の下渡遺跡．元屋敷遺跡．埋田遺跡，朝日遺跡群などに類品が見られる。

注 6 月の輪下遺跡発見の嵩杯状器台などおそらくこれに加わるものであろう。

注 7 関根孝夫氏の御教示による。

注 8 愛知県朝日遺跡群の南部地区旧河道E出土土器が．併行期の伊勢湾地方における内容の一端を
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示している。

注 9 他地方の土器研究に関して．すでに同様の指摘がされている。たとえば佐原1972. 都出1974,

木下1978など。
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3 出土土器の編年的位置(2)一月の輪古について一

(1) 小野編年の問題点

駿河湾地方においては，弥生土器から土師器への移行期に，沢田式・目黒身式• 尾ノ上式・大

廓式の 4型式が設定されている。そして，この順序による土器型式の推移は漸移的な変化を示し，

それらの型式間に他の型式を交えることはないという（小野1969, 同1976)。しかし，資料の多い

壺の場合は，いわれるようなスムーズな連続を認めがたい。そこで，大廓式に先行するという各型

式について．壺に限定して問題点を指摘した後，「月の輪古」の位置づけを検討したい。

① 尾ノ上式の壺

沼津市尾ノ上遺跡出土土器（小野1958) を標式とする尾ノ上式土器は，複合口緑の壺に特徴が

あるという。すなわち，幅 4-5cm位の複合口緑部をもつことは先行型式と同じであるが，複合

口緑部の文様の面で， (1)棒状浮文の退潮， (2)箆描の棒状沈文の出現， (3)無文のままとするものの

出現，などが異なっている。そして，複合口緑部の幅が広く，端部も厚くなり，個体そのものが

大型化するのが，大廓式の特徴とされている。

これによれば，壺Bと大型壺Bとの関係は，尾ノ上式と大廓式の型式的特徴に対応するらしい。

この場合，土器の容量は，器形とともに，用途の相違を表現することが多いことに，注意する必

要がある（佐原1976)。事実南関東地方では，大型壺B・壺B両者の相当品が，後期弥生土器中に

見出される。駿河湾地方においても，複合口縁部の外面に縄文を施す大型壺が，田方郡韮山町山

木，沼津市伴名田，富士市的場，清水市石川，静岡市登呂などにある。壺と大型壺には，やはり

用途の相違があるらしく，小野のいうような時間的先後関係を示すものとは考えられない。

尾ノ上遺跡の壺Bは，壺C3・壺03と同じく口縁部がくの字状に外反し，重ねる粘土帯の幅が広い。

複合口縁部に棒状沈文を加えるが，肩部は無文である。一方藤井原遺跡の壺Bは，壺A的な口頸

部を有し，重ねる粘土帯の幅が広い。複合口縁部に棒状沈文を加え，肩部外面に斜縄文と連鎖文・

円形浮文からなる文様帯を配す。この場合，前者を後者より古く考える理由はない。尾ノ上遺跡

の折返し口緑壺には，口縁端部の外側に幅狭い粘土帯を重ね合わせた壺Cのほかに，壺Bと同様

な幅広い粘土帯を重ね合わせた壺Gがある。この壺Gは，上述のごとく，伊勢湾地方では元屋敷

期以後にみられるようになる。南関東地方においては，和泉式土器に一般的となるが，その前の

五領式土器には類例が少ない。そして，五領式土器に併行する大廓式でも，同じく一般的ではな

い。他方壺Cは，単純口縁の壺Dとともに，球形の体部から，口頸部が高くゆるやかにひろがる。

壺C1・壺D1に類似し，大廓式に通有の壺C・壺Dより古い様相を留める。なお壺以外の甕03と高

杯Cは，大廓式のものとして予盾がない。

尾ノ上遺跡の土器は，耕作（まさ打ち）中に出土したもので，その後の調査では，遺構を明確

にすることができなかったという。そのためか，出土土器は，大廓式として何ら問題のない壺B

．壺G・甕D・ 高杯Cと，大廓式以前のものとしても予盾しない壺C・壺Dとに，分離すること

もできる。こうした基準資料についての不安とともに， (1)尾ノ上式の内容説明が，出土量の少な
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い複合口縁壺にみられる特徴のみに依拠していること， (2)用途の相違する壺と大型壺とに，後続

する大廓式との差異を考えることなど，小野の型式設定の仕方にも問題があった。したがって，

疑問の多い尾ノ上式を設定したままで，大廓式に先行する土器を考察する必要はないと考える。

② 目黒身式の壺

沼津市目黒身遺跡出土土器（沼津市教育委員会1970)を標式とする目黒身式の壺は，大廓式の

壺と，かなり密接な関係かあるといえる。すなわち，口緑部の形態には，複合口縁・折返し口縁・

単純口縁の 3種がある。折返し口縁の壺は，口縁部内面と肩部外面に文様帯を有する。文様帯に

は，多くの場合，斜縄文と連鎖文•円形浮文を組み合わせて施文する。とすれば，後期終末とい

う尾ノ上式を解消して， 目黒身式→大廓式とすることで何ら問題がないようにも思えるが．はた

してそうであろうか。

小野真ーが作成した「目黒身式の壺形土器集成」（沼津市教育委員会1970)には，実に雑多な形

態のものが集められている。この場合．大廓式に先行するという尾ノ上式においてすでに．肩部

外面．の文様帯がほとんどみられない， と小野が考えていることにまず注意しなければならない。

（小野1970)。事実は，大廓式においても，肩部外面の文様帯は健在であったのである。このこと

は，小野が目黒身式とする壺の中に，本来は大廓式とすぺきようなものが，かなり含まれている

のではないか，という危惧を抱かせる（注 1)。

目黒身式に関して，小野は，沢田式の直後にくるものであるが，大した差異はな〈，むしろ沢

田式の退化形式というような感が深い，という（小野1958)。そして，沢田式の壺との差異として，

次の 3点をあげる。 (1)擬縄文を含めて櫛描文が衰退し，羽状縄文などの縄文手法が盛行する。 (2)

連鎖文のある場合は，それが撚糸状の場合は沢田式の特徴として見られ，単なる沈線の場合は目

黒身式の特徴として考えられる。 (3)壺の下腹部における稜線が比較的不明確で丸味を帯ぴている。

この場合，櫛描文と縄文の併用→櫛描文の衰退と縄文の盛行，という流れを考えることには，ぃ

ささか問題がある。第 1に，沼津市目黒身遺跡第 1排水溝出土土器は，形態と文様帯の配置が登

呂一沢田期の特徴と酷似しながら，縄文が盛行するということだけで， 目黒身式の標式資料とさ

れている（小野1970)。その差は，本当に年代的特色としてとらえうるものだろうか。第 2に，静

岡市登呂遺跡の例では，頸部～肩部外面に施す櫛描文は，波状文 • 直線文が圧倒的で，列点文と

扇形文・簾状文は少ない（曾野1954)。天竜JII以東においては，縄文的効果をもつ列点文が櫛描文

．の中で特に盛行するが，それは本当に登呂一沢田期のことであろうか。

こうした点から観れば，目黒身式の壺については，明らかに型式内容を再検討する必要がぁる。

しかもそれは，当地方の弥生土器から土師器への移行期の土器を検討するために，不可欠の作業

である。

(2) 壺の位置づけ

以上に検討した結果では，小野真ーが提唱した当地方後期弥生土器の各型式について，それぞ

れ型式内容を再検討する必要があることが明らかとなった。しかし，良好な一括遺物の発見が少
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ない現在は，そのすぺての解決を試みることは不可能である。ここでは， 3種の壺について，そ

れぞれの変遷過程をとらえて，本遺跡群出土土器の編年的位置を考えることとする。

① 折返し口緑の壺

弥生土器中期後葉の向原式（注 2)には，壺の口唇部に縄文を施す例がみられる。折返し口縁

は，元来，この口唇部に厚みをもたせて，そこに文様帯をもったものである（菊池1954)。したが

って，頸部～肩部外面と口縁部内面だけではなく，口唇部を肥厚させて織文を施し，小棒状浮文

を貼付するようなものは，明らかに，時間的に先行する要素が強い。こうした類例は，田方郡函

南町向原，駿東郡清水町矢崎，沼津市入方，同沢田，同目黒身，富士市的場，清水市石川，静岡

市登呂など，駿河湾地方で普遍的にみられる。それらの土器に共通する特徴は，細長くゆるやか

にひろがる口頸部と，下腹部の張った無花果形の体部をもつ。口頸部高が相対的に高く，口縁端部

に重ねる粘土帯はやや厚手の例が多い。文様帯は，口縁部内面と頸部～肩部外面，およぴ口緑端部

外面にある。頸部～肩部外面の文様帯は幅広く，文様を何段も巡らす。文様は，斜縄文と櫛描文

（直線文• 波状文など）とが併行して行なわれ，小棒状浮文や円形浮文を，文様帯の下端に貼付す

る。すなわち，従来の後期前葉，登呂式• 沢田式の壺の内容と比較的近い。

一方1 前にみた大廓式（新）の壺C(C2・Ca)は，大き＜外上方にひらく口縁部に，球形かやや下

脹れの体部をもつ。口頸部高が相対的に低く，口縁端部に重ねる粘土帯は厚手の例が多い。文様

帯は，口縁部内面と肩部外面にある。肩部外面の文様帯には，斜縄文を 2段に巡らし，連鎖文・

円形浮文を配するものが多い。

後者の大廓式の壺を前者の壺 (TI) と比ぺたとき，形態的相違とあわせて，口縁端部文様帯

の喪失，胴部文様帯の縮少などに，大きな違いを指摘できる。しかし両者の間には，系累が容易

に看取できる点からも，密接な関係があることも明らかであり，この間の推移過程に，画期的な

変化があったとは考えられない。すなわち，後期弥生土器の折返し口縁壺は， TIを大廓式の壺

の対極におく組列の中では，漸移的な変化を示すことが予測される。そこでこの組列のなかに，

大廓式の壺の特徴と近似するものを新しく，疎遠なものを古くおくことで，折返し口縁壺の相対

的位置を問題とすることにする。

本遺跡群出土の壺C2は，窄まった頸部から口緑部が外湾しながら外上方へひらく。口頸部高は

壺C3と同じく低〈口縁端部に重ねる粘土帯は薄手である。 T4002は，口縁部内面に斜縄文を 2段

に施し，円形浮文を貼付する。 T7801は，口緑部内面に櫛描波状文を施し，頸部～肩部外面に櫛

描の疸線文と波状文を巡らす。壺C1は，窄まった頸部から口縁部がゆるやかにひろがってラッパ

状をなす。口頸部高は，壺C2・Caより高く， TIょり低い。 T6601は，口縁部内面に櫛の刺突に

よる斜格文を巡らす。 T6902は，口縁部内面に箆描の斜格文と円形竹管文を施し，肩部外面に櫛

描直線文と円形竹管文を配する。口縁部を欠く T4101は，頸部～肩部外面に斜縄文と円形浮文を

施す。沼津市二本松遺跡第 1方形周溝墓には， 4点の折返し口縁壺がある。窄まった頸部からゆ

るやかにラッパ状にひろがる口縁部と，やや下脹れか下腹部の張った無花果形の体部をもつ。ロ

頸部高は，壺C1と同じかやや高い。報告でいう(10)は，口緑部内面に 1段と頸部～肩部外面に 4段

206 



の櫛描列点文を巡らし，口縁端部外面と頸部～肩部外面に棒状浮文を加える。 (11)は，口緑部から，

胴部にかけて，赤彩の痕を残す。 (20)は，口緑部内面に斜縄文と連鎖文，頸部～屑部外面に櫛描列

点文と連鎖文を巡らし，口縁端部外面に刻み目を施す。 (35)は無文である。以上に記した土器の特

徴からすれば，まず，二本松遺跡第 1方形周溝墓例を， TIと大廓式の中間的要素をもつものと

して， TIIとすることができる。そして，本遺跡群出土の壺C1はTIIに近く，壺C2は大廓式に近

い位置を与えることができよう。

② 複合口緑の壺

弥生土器の中期後葉には，口緑部の先端を短く直立させる，受口状口縁の壺がある。複合口緑

は，こうした土器の系譜上に出現したものであろう。なおその複合口縁は，駿河湾地方でもしば

しばみられるが，南関東地方の後期弥生土器において，特に盛行した二重口緑手法である（関根

1974)。

TI段階の類例は，駿束郡清水町矢崎，沼津市沢田，同目黒身，富士市的場，清水市石川，静

岡市登呂などにみられる。形態は，折返し口縁の壺と類似し，複合口縁部の幅か比較的狭いもの

が多い。複合口縁部の外面には，縄文・櫛描文を施し，棒状浮文を加える。頸部～肩部外面の文

様帯は幅広く，縄文•櫛描文を何段も巡らす。 T II 段階の沼津市二本松遺跡第 1 方形周溝墓例(7)

は，やや下脹れの体部から，口頸部が高くゆるやかにひろがる。複合口縁部の幅は広く，外面に

棒状浮文を加える。器体外面には，口緑部から胴部中央にかけて，赤彩の痕が残る。大廓式（新）

のものとしては，前述した，沼津市藤井原，同尾ノ上の例がある。口頸部高が相対的に低くなり，

幅の広い複合口縁部の外面には，棒状浮文・棒状沈文を加える。肩部外面は，前者が斜縄文を 2

段に施すが，後者は無文である。以上の組列の中で，南部谷戸遺跡第 4号方形周溝墓出土の壺B

(N 4061は，いかに位臨づけられようか。 N 406は，やや下脹れらしい体部から，頸部が短く．

立ち上がり，外反する口緑部へ移行する。口頸部高は相対的に低い。幅のやや狭い複合口縁部の

外面には，棒状沈文を 6本 1組で4個所に加える。肩部外面は無文である。 TII段階のものより

新しく，大廓式（新）のものに近い位置が考えられる。

大型壺は，沼津市伴名田のほか，富士市的場，清水市石川，静岡市登呂などに， TI段階の類

例がある。伴名田例は，ゆるやかにひろがる口頸部と，下腹部の張った無花果形の体部をもつ。

口頸部高は相対的に高い。複合口緑部の外面には，縄文を施し，棒状浮文を加える。頸部一肩部

外面にも，羽状の縄文を，幅広く何段も巡らしている。大廓式（新）のものも類例は多く，複合口

縁部の端部内側に，幅狭い粘土帯を重ね合わせるのが特徴的である。ただし形態の知れる例がな

いいまは，藤枝市下藪田，長野県下蟹河原の類品を参考する。体部は球形で，短く直立する頸部

と，外反する複合口緑部をもつ。口頸部高は相対的に低い。複合口縁部の外面には，棒状浮文を

加える。肩部外面には，前者が羽状の縄文を巡らすが，後者は無文である。月の輪平遺跡第59号

住居址出土の大型壺B (T 5901) は，球形らしい体部と，壺C1• 壺01的な口頸部をもち，口頸部

高が相対的に低い。複合口縁部は，端部内側に幅狭い粘土帯を重ね合わせ，外面に棒状沈文を 7

本 1組で4個所加える。大廓式（新）のものに近いが，やや古い様相をとどめる。
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⑧ 単純口縁の壺

TII段階の沼津市二本松遺跡第 1方形周溝墓出土品には，バラエティーがある。第 1類は．ゃ

や下脹れの体部と，短く立ち上がる頸部に外上方へひらく口緑部をもつ。口頸部高は，次の第 2

類より高い。報告のいう (4)は，肩部外面に斜縄文を 1段巡らす。(2)と(5)は，胴部に赤彩の痕がみられ

る。 (3) と (8)は無文である。第 2 類は，やや下脹れの体部と，外湾気味に外上方にひらく口縁部を• も

つ。口頸部高は，大廓式のものと同じく低い。(1)は，口縁部内面と肩部外面に，斜縄文を 2 段• 羽状

に施す。 (9)は，器体外面に赤彩の痕が残る。 (12)と(34)は無文である。第 3類は，球形の体部と，細

長くゆるやかにひろがる口頸部をもつ，大形品の(33)である。口頸部高は相対的に高い。頸部～肩

部外面に斜縄文を 2段に巡らし，中間に円形浮文を 5個 1単位で 5個所に配する。

本遺跡群出土の壺D1は，短く内傾しながら立ち上がる頸部と，外上方にひらく口緑部とからな

る， 口頸部をもつ。 T10003は，外面を赤彩している。二本松遺跡第 1方形周溝墓の第 1類に類似

している。

④ 柿描文 と縄文

小林行雄は．駿河湾地方の後期弥生土器に，次のような 2段階を考えている（小林1938)。すな

わち，縄文または櫛描文がそれ自身の個性を最も自然に発揮させている段階と，櫛描文と縄文と

がただ一つの装飾的効果のために用いられて，櫛描文の縄文的表現と縄文の羽状配列とが，最も

普遍的なものとして喜ばれる段階とである。そして小林は，後期弥生土器を通じて，櫛描文と縄

文との併行する事実を，駿河湾地方における特異な伝統として，注目している。

一方小野真ーは，同じ後期弥生土器の中に，次のような 2時期を想定している（小野1969等）。

すなわち，櫛描文の縄文的表現である羽状の列点文を含めて，櫛描文か縄文と並んで行なわれた

時期と，櫛描文が衰退して，縄文と連鎖文• 円形浮文を組み合わせた文様が， 多用されるに至っ

た時期とである。小野によれば，当地方の後期弥生土器には，櫛描文と縄文の併用から縄文の盛

行へという推移かあり，小林説は認められないことになる。

大廓式（新）の壺においては，既述したごとく，縄文手法が盛行する。この事実は，一見小野説

の有利を思わせる。ところが， TI段階の静岡市登呂遺跡出土品を整理した曾野特彦は，頸部～

肩部外面に施される櫛描文中，圧倒的に多いのは波状文• 直線文であり，縄文的効果をもつ列点

文は少ないという（曾野1954)。そして， TII段階の沼津市二本松遺跡出土品には，口縁部内面と

肩部外面に，縄文的効果をもつ櫛描列点文を施す壺Cが見られる。また， TII段階以降の月の輪

平遺跡出土土器には，口縁部内面に櫛の刺突による斜格文を施す壺Ct(T 6601), ロ縁部内面と肩

部外面に櫛描の波状文• 直線文を巡らす壺C2(T7801), 肩部外面に櫛描の列点文を配する壺D3

(T6304)がある。富士川以東の駿河湾地方が，元来，縄文手法の卓越する地域であることを考

えると （小野1969等），こうした類例の存在は，小林説にも耳を傾ける必要があることを示して

十分である。

(3) 高杯と甕の位置づけ
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高杯と甕の資料は，壺と比ぺて個体数が少ないために，器形別の変化の流れを把えきることが

むつかしい。したがって．この設問に解答を与えるには，より多くの推定を加えて検討せざるを

えない。

① 高杯

伊勢湾地方においては，欠山期以降の高杯に，杯部の口縁部が順に外開きとなり．かつ杯部が

浅目になるという変化がある。T0403は，杯部の底部と口緑部との境界が鋭く屈折し，口緑部が

直線的に外上方に大きくひら〈 。杯部が深い形態のもので，欠山期の高杯杯部に近い。ただし脚

部は，ひらきが直線的になっていて，欠山期の内湾してひらく脚部とは異なる。T6905は，杯部

の底部と口緑部との境界が鈍く屈折し，口縁部が内湾しながら外上方に大きくひらく。 T0403よ

り杯部が浅く，元屋敷期のものに近い。 T1501は，杯部が浅い形態のもので，杯部の屈折も顕著

でない。石塚期以降のもので．明らかに大廓式土器に属する。

② 甕

甕A S 字状口緑台付甕の細分は，すでに大参義一•安達厚三によって試みられている（大参19

68, 安達•木下1974 )。 本遺跡群出土の甕A1 (T4301)は，安達分類の I・類に当り，大参分類の欠

山期 a類と近似した特徴をもつ。甕A2(T5601とT(22) -(56) 02)は．安達分類のII類に相当す

る。この安達II類は，伊勢湾地方においては欠山期～元屋敷期に，近畿地方では庄内式土器～布

留式土器（和田廃寺下層段階）と，伴出する例が多い。

甕B と甕F 駿河湾地方では類例の少ないもので， ともに南部谷戸遺跡第12号住居址から出土し

た。甕F (N 1203)は，底部が外方に突出した小さな乎底で，中央に不整形な凹みをもつ。これ

は，尖底状を呈する底に，輪台＝環状の粘土を貼付したものである。こうした平底手法は，近畿

地方の畿内第V様式の甕や，庄内式の一部の甕にみられる特色である。しかし，体部外面には叩

き目があるのが普通である。

甕 B (N 1201とN1202)は， くの字形に外反する口縁部の，端部外側を削って面とりしている。

近畿地方の庄内式土器の甕には，口縁端部を上方に突出させるもののほかに，削って平坦な面を

もって終るものがある 。ただし，体部外面に叩き目があり，台はつかないのが普通である。伊勢

湾地方の欠山期の甕にも．口緑端部が丸味を帯ぴて終るもののほかに，外側に平坦な面をもって

終るものがある。これは粗い刷毛目調整の台付甕が普通であるが，乎坦面には櫛描列点文を巡ら

すことが多い。N1202は．体部外面を祖い刷毛目で調整し，頸部外面に強く横なでした結果の凹

部がみられる。伊勢湾地方のものと類似する。 N1201は，欠山期の甕と同じ低く直線的にひらく

台がつくが．体部内外面を細い刷毛目で調整している。伊勢湾地方のものとはやや相違する。

東日本の伊東市内野町遺跡と千葉県諏訪原遺跡には．欠山一庄内期より新しい時期の，甕B•

甕 Fの例がある 。内野町遺跡出土の甕Bは，体部内外面を細い刷毛目で調整する。甕Fも，体部

内外面を細い刷毛目で調整し，口縁部はくの字状に外反する。諏訪原遺跡出土の甕 Bは．体部外

面を細い刷毛目で調整する。甕Fは．口縁部に変化があり' <の字状に外反するもの，内湾気味

に大きくひらくもの．中位で屈曲して有段となるものなどがある 。体部外面の調整も様々であり，

209 



細い刷毛目を施すもの，粗い刷毛目を施した後に下半を箆でなでるもの，箆削りするもの，屑部

外面に箆描斜格文を加え内面を箆削りするものなどがある。

以上本土器は，欠山一庄内期に，伊勢湾地方・琵琶湖地方・近畿地方などにおいて盛行した特

徴をもつ。しかし東日本においては，大廓式土器（古）に相当する時期に属す例があり，時間的に

やや幅をもたせた位置づけを考えねばならない。

甕D TI段階の静岡市登呂遺跡の台付甕には，大別して 2つの形がある。その 1つは，中位で

屈曲して稜をつくる胴部と短く外反する口縁部をもつもので，口緑部径が胴部最大径よりも大き

い。他の 1つは，口頸部が緩やかにひろがるD1・D2で，胴部最大径がやや上位にあるものが多い。

TII段階の沼津市二本松遺跡出土の甕Dは， D2が主体を占め， D1とDaは少ない。大廓式土器（古）

に相当する伊東市内野町遺跡出土土器には， D1とD2がそれぞれ 1個体， Dsが4個体ある。大廓式

土器（新）の甕Dは，漆畑遺跡と大廓遺跡にD2の，広池遺跡にDaの類例がある。藤井原遺跡溝状遺

構では，以とDaが見られる。したがって，すぺて平緑のもので，刻み目は消滅しているといえる。

以上の甕Dの推移過程より観れば，本遺跡群出土のD1は，大廓式土器より古い時期のものとし

てよいだろう。また以は，大廓式土器に属すものとみなすことができる。しかしD2については，

かなりの時期的幅をもたせた位置づけを考える必要がある。 （加納）

注 l たとえば，「目黒身式の壺形土器集成」中の (2)(3)(10)などは，明らかに大廓式のものである。

注 2 田方郡函南町向原遺跡溝状遺構出土土器を標式とする（小野• 秋本・ 藪下• 原1972)。
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遺跡名 遺 跡 名 文 献 （年）

浜名郡舞阪町浜名湖弁天島海底遺跡 舞阪町教育委員会 1972 

浜松市村東遺跡 向坂鋼二 1959 

掛川市春林院古墳 春林院古墳調査委貝会 1966 

榛原郡川崎町白験遺跡 島田高校郷土研究部 1954 

久永春男 1955 

島田市旗指 3号墳 静岡県考古学会 1978 

藤枝市下藪田遺跡 藤枝束高校郷土研究部 1956 

藤枝市五鬼免 1号墳 静岡県考古学会 1978 

静岡市登呂遺跡 日本考古学協会編 1949 

日本考古学協会編 1954 

杉原荘介 1958 

清水市石川遺跡 静岡県教育委員会

清水市寺崎 I遺跡 清水市教育委員会 1971 

富士宮市丸ケ谷戸遺跡 富士宮市 1971 

静 富士宮市滝戸遺跡 富士宮市教育委員会 1977 

富士宮市教育委員会 1978 

富士市的場遺跡 静岡県教育委員会 1965 

沼津市漆畑遺跡 静岡県 1930 

小林行雄• 杉原荘介絹 1968 

沼津市教育委員会 1970 

沼津市沢田遺跡 小野真一 1958 

沼津市入方遺跡 小野真一 1958 

岡 沼津市伴名田遺跡 小野真一 1958 

沼津市尾ノ上遺跡 小野真一 1958 

沼津市大廓遺跡 小野真一• 笹津備洋 1969 

沼津市瀬戸Ill遺跡 沼津市教育委員会 1970 

沼津市目黒身遺跡 沼津市教育委員会 1970 

沼津市広池遺跡 建設省沼津工事事務所
1971 

静岡県教育委員会，沼津市教育委員会

県 沼津市藤井原遺跡 沼津市教育委員会 1975 

沼津市教育委員会 1976 

沼津市教育委員会 1977 

沼津市教育委員会 1978 

沼津市二本松遺跡 瀬Ill裕市郎・山内昭ニ・小野真一 1978 

駿東郡清水町矢崎遺跡 小野真一 1963 

小野真一 1964 

田方郡函南町向原遺跡 小林行雄•杉原荘介編 1968 

小野真一• 秋本真澄・藪下浩• 原茂光 1978 

田方郡韮山町山木遺跡 韮山村 1962 

大塚初重 1961 

韮山町教育委員会 1969 

韮山町教育委員会 1976 

＇韮山町教育委員会 1977 

伊東市内野町遺跡 伊東市教育委員会 1962 

長野県堂垣外遺跡 桐原健•御子柴泰正 1969 
東 長野県下蟹河原遺跡 藤森栄一 1939 

山梨県京原遺跡 山梨県教育委員会 1974 

日 神奈川県諏訪の前遺跡 小田原市教育委員会 1971 

神奈川県真土大塚山古墳 本村豪章 1974 

本 神奈川県持田遺跡 逗子市教育委員会 1975 

逗子市教育委員会 1975 

第49表遺跡一覧表
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遺 跡 名 文 献

東京都前野町遺跡 杉原荘介 1940 

杉原荘介 1961 

東京都世田谷区立総合運動場遺跡 世田谷区教育委員会 1970 

世田谷区教育委員会 1974 

東京都中田遺跡 八王子市中田遺跡調査団 1968 

東京都鞍骨山遺跡 八王子市谷野遺跡調査団 1971 

東京都,r,田遺跡 八王子市町田遺跡調査団 1977 

東京都平山橋遺跡 東京西線及ぴ北八王子変電所遺跡調査団 1974 

東京都神明上遺跡群 立正大学文学部考古学研究室 1971 

埼玉県大宮公園内遺跡 大宮市役所 1968 

埼王県吉野原遺跡 大宮市役所 1968 

埼玉県諏訪山遺跡 埼玉県遺跡調査会 1971 
東

埼玉県加倉遺跡 日本道路公団•埼玉県・埼玉県遺跡調査会 1972 

埼玉県平林寺遺跡 日本道蹄公団・埼玉県・埼玉県遺跡調査会 1972 

埼玉県西台遺跡 埼玉県遺跡調査会 1970 

埼玉県五領遺跡 杉原荘介 1971 

埼玉県駒堀遺跡 埼玉県教育委員会 1974 

埼玉県大谷遺跡 金井塚良一 1973 

日 埼玉県武良内遺跡 ． 埼玉県教育委員会 1977 

埼玉県上郷遺跡 栗原文蔵•横 Ill 好富 1961 

埼玉県水窪遺跡 岡部町教育委員会 1976 

埼玉県弥藤吾新田遺跡 埼玉県遺跡調査会 1976 

千葉県三ツ堀遺跡 野田市郷土博物館 1957 

千葉県堤台遺跡 下津谷達男 1965 

本
干葉県中和倉寒風遺跡 松戸市教育委員会 1963 

千葉県諏訪原遺跡 松戸市教育委員会 1974 

千葉県北作 1号墳 金子浩昌• 中村恵次• 市毛勲 1959 

千葉県復山谷遺跡 干葉県文化財センター 1978 

千葉県臼井南遺跡群 佐倉市教育委員会• 佐倉市遺跡調査会 1975 

千葉県飯合作遺跡 千葉県文化財センター 1978 

千葉県東寺山石神遺跡 千葉県文化財センター 1977 

千葉県小田部古墳 古墳時代研究会 1972 

千葉県菊間新皇塚古墳 千葉県都市公社文化財事務所 1974 

千葉県神門 4号墳 田中新史 1977 

千葉県阿玉台北遺跡 千葉県都市公社文化財事務所 1975 

栃木県駒形大塚古墳 ：：：木文雄•関根顕英•岩崎卓也 1972 

群馬県石田川遺跡 尾崎喜左雄•今井新次•松島栄治 1968 

愛知県下渡遺跡 一宮市 1967 

愛知県元屋敷遺跡 一宮市 1967 

西
愛知県南木戸遺跡 一宮市 1967 

愛知県石塚遺跡 大参義一 1968 

愛知県朝日遺跡群 愛知県教育委員会 1975 

愛知県埋田遺跡 津島市教育委員会 1970 

三重県大畑遺跡 鳥羽市教育委員会 1972 

日
奈良県平城宮跡下層 安達厚＝ 1969 

奈良県纏向遺跡 桜井市教育委員会 1976 

奈良県藤原宮跡 安達厚三•木下正史 1974 

奈良県坂田寺跡下層 安達厚三• 木下正史 1974 

奈良県上ノ井手遺跡 安達厚三• 木下正史 1974 

本
奈良県有井池遺跡 末永雅雄 1941 

大阪府上田町遺跡 原口正三 1969 

大阪府小若江北遺跡 坪井清足 1956 

大阪府庄内遺跡 森本六爾•小林行雄 1938 

田辺昭=・ 田中啄 1977 

第50表遺跡一 覧表
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O床面上面出土 〇完形土器 〇埋土内出土

大型樋 甕 大型壺 -立 小型壺 高杯 •I型lf 高杯状 舘台 鉢 蝉H 小itt 小型土討 手捏
債考B C D E F G B A B C D E F A D E A B C A B 器台 A B C D E A B C D A B C A B A B C D E 土雑

その他
D A 

T 01 虞 げv u f..J µ ドV 壺体部2 古2 一 新

TOJ 壺底部I
TOI 

叉
゜ 古l

TOJ 

怜
゜

TOB ゜ 古1 一 新

T 11 
名

p 
T 13 ゜ 新

T 14 む 甕脚部I
T 15 ゜ ゜ 新
T 16 ゜ ？ b 新
T 17 6 ゜ ゜ ゜ 古2 一 新
T 18 ゜

？ K) ゜ ゜ 新4 
T 19 p ゜

T 10 ゜ 甕脚部l 古2 一 新
T22上 ゜ � ゜ 新
T 11 ゜

Pi b ゜
T 24 甕別部I
T 16 � 
T 30 高9不脚I
T32 ゜ 古1 一 新
T 33 ＆ 

〗
新5 

T35 ゜ 古I
T 37 ？ p 
T40 

〗
壺底部I

T41 ゜ 壺底部l 古I-古2
T 42 

芯
゜ 甕籾部l

T 43 
ori 

゜
塑置名 古I

T 45 も p IOO ゜ 新4 
T 46 p 壺底部2
T 48 

� 
闊置釦 古2 一新

T54 ゜ 壺底部4
T56 ゜

翌 古lー古12 
TSJ ゜ 甕脚部1
T59 ゜ ゜ 古Iー古2
T61 ゜

T61 ゜ p 新n 
T63 

゜
�J, 

r 
� 

甕脚部l 古2-新
T64 ゜ ゜ 壺底部I 古1 一 新J 

b T66 

T69 b 。 壺体部I 古2
T70 合

'.) ゜

T 71 ゜ 甕器台肛部
l

l 
T71 

〖
b b 壺底部I

T73 ゜ 甕壺体部
l
I 

T75 壺底部I
T78 

TSI 。
反T83 

SOI ゜ 怜 高杯脚部I l,\ ll 
S02 く） p ゜

S03 ？ 聾 l
NOi 
NOJ k) 甕脚部I
N04 壺

甕

祁l
l 

N 12 ゜ ゜ 古l古2
N HOI Ob 壺底部I
N H01 b 
N H03 ゜
N H04 0に

壺罰高底杯瑯演部

I
l 
I UOI ゜

U01 

l
9 
。

゜
壺高体杯如吼 l B l UOJ p 

大If.IA ゜ ゜ p pp ゜ ゜14 
大廓B ゜ ゜ に ゜ Ob 
漆畑 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ p 
目黒身 6 

o
81.3i & '.l 

K) ゜
広池

員 �, 
:) 

3 b 

゜ '.J 高杯脚部

藉井原 ゜ 0 0 ob ゜ pp opp po p 0 ゜ ゜ 00 pp ゜ 高杯脚部

矢綺 p p b 0 0 
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II 月の輪平遺跡の集落構成

月の輪平遺跡から発見された86基の住居址のうち重複するものが圧倒的に多いことは本論に述

ぺられているが，ここで注意したいのは，これらの住居址の出土土器が弥生時代後期後半～古墳

時代初頭に限られ，本遺跡が比較的短時期に連続して居住された集落のほぽ全容を示すものと理

解されることである。ここでは主に住居址の構造について分析し，遺跡全体（集落）に時間的な

変化がみられるか否かを検討していきたい。

1 遺構の分析

(I) 住居址について

規模

規模が測り得る住居址は69甚である。それは床面積で3.78面の第69号住居址から57.2m'の第59. 

号住居址まで巾をもつ。その状況を第A図に示したが，列挙すれば次の通りである。

① 7面以下の規模を有する住居址

3, 12, 44, 45下， 47, 61, 69, 76, 80, 84, 87, 90 

② 7-9面の規模を有する住居址

5 , 16, 53, 63, 71, 79, 86 

③ 9 -13面の規模を有する住居址

4 , 39, 42, 52, 56, 60, 64, 73, 75, 89 

④ 13-35面の規模を有する住居址

1, 2, 7, 8, 13, 15, 17, 18, 19, 20, 23, 26,.32, 33, 35, 37, 38, 40, 41, 45, 

48, 51, 54, 55, 62, 65, 66, 67, 70, 72, 81, 83, 88, 91 

⑤ 35面以上の規模を有する住居址

0 m• 

月の輪平遺跡

神奈川・子ノ神遺跡
東京•宇津木遺跡
千葉・諏訪原遺跡
静岡•藤井原遺跡
静岡・目黒身遺跡

10 20 30 40 50 60 1om• 
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11, 21, 22, 43, 57, 59 

以上の 5類はその性格によって，以下にのぺる大型住居址，一般住居址，竪穴遺構の 3種に大

別することができる。本遺跡における大型住居址は48面以上の床面積を有する。第11, 21, 22, 

43, 57, 59号住居址の 6基が認められる。 30面台に第17, 81号住居址が位置するが，大型住居址

とはかなりの断絶が認められ， 13-35面の床面積を有する住居址を一般的な住居址規模（以下，

一般住居址）とすれば，そのなかの大形であると理解され，計測値を知り得る一般的住居址は34

基をかぞえる。なお，壁の流出や重複によって計測値の不明な住居址の大半も、残存する壁，床

面から推測すれば．一般住居址にふくまれ，その実数は増すであろう。裏がえせば，一般住居址

に重複住居址が多いことを指摘できるかもしれない。

13面以下の小形住居址は29基をかぞえ，全住居址の％を占める。詳細に観察すれば， 9 m', 7 

面に若干の断絶が認められ， 7面以下の住居址が12基， 7-9面の住居址が 7基， 9 -13面の住

居址が10基にわけられる。

知見の資料にたよって本遺跡を比較，検討すれば， 10面以下の住居址をもつ遺跡は極端に少な

い。五領期遺跡の一般的な床面積の分布形態を千葉県諏訪原遺跡（松戸市教育委員会 1974)に

もとめた場合，神奈川県子ノ神遺跡（子i神遺跡調査団 19~8), 東京都宇津木遺跡（中央高速道

八王子地区調査団 1973)に類似した性格を認めるにすぎない。が，宇津木遺跡の第 8区ー第 5

号住居址を除けば，両遺跡ともその分布は 7面以上を示し，しかも炉をともなって住居機能を有

している。とすれば1 本遺跡において小形住居址と把握した一連の住居址にたいして， 7面以上

の規模をもつものは充分に一般住居址と認められる。反面， 7面以下の極小住居址の類例をもた

ない事実から，その性格づけに困難をともない．一様に住居址と称するには違和感をおぽえ，本

項では竪穴遺構として検討していきたい。

形状

本遺跡の住居址の形状は胴張り隅丸形 (A類），隅丸形 (B類），方形 (C類），不整形 (D類）の

4類に大別できるが，重複が激、しいため，明確に形状を把握するには困難がともなう部分もある。

したがって，同じ隅丸でも当然，方形，長方形といった形状の差が存在しており，そうした差が

上屋構造の変化につながる問題をふくむであろうが，ここでは遺構検出条件の不利から，一様に

方形と称することとし，形状差を壁線がしめす湾曲度合からわけることにした（第C表）。

もっとも一般的な存在は隅丸方形住居址 (B類）である。竪穴遺構から一般的住居址にいたる

まで普遍的に存在し， 2q-30面の規模をもつ住居址のうち，第33号住居址を除いたすべてが属し，

しかも 7-13面の小形住居址にいたっては他形状が皆無である。大型住居址では第22号住居址が

該当し， 7面以下の竪穴遺構にも整形された隅丸方形プランをもつものが 7基認められる。これ

を除けば竪穴遺構はすぺて不整形 (D類）であり，隅丸方形プランを意識した，第12, 44, 45号

下遺構と胴張り不整形の第47, 69号遺構にわけられる。• ※発掘調査時，ならぴに調査報告で

は一様に住居址として扱っているが，本章においてはその性格上，竪穴遺構を検討の一部に加え

るため，ここでは遺構と称する。
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方形 (C類）を呈する住居址は30-40面の規模を有する第17, 81号住居址の 2基に特徴であり＇

13-20m1といった一般住居址のなかでも若千，小規模の部類に多いことが指摘される。大型住居

址は第11,57号住居址が認められる。

胴張り隅丸方形住居址 (A類）と

認められるのは大型住居址の第21,

43, 59号住居址と第33号住居址の 4

甚である。他に第27, 31号住居址が

残存する壁の湾曲度合から可能であ

るが，その実数は極めて少ない。

このように弥生時代後期～古墳時

代初頭にかけて，住居址の形状差が

激しいことは周知の事実であり，本

遺跡も同様の分布形態を示す結果と

なったが，ここで形状の規模別分布

に視点をさだめると，胴張り隅丸方

第93図住居址新旧関係図 形住居址 (A類）は概して大形の傾

向があり，隅丸方形住居址 (B類）は普遍的であるが， 20-30面にとくに集中する。いいかえれ

ば，そこに方形住居址 (C類）が存在しないことを意味し，規模によって形状が規制される現象

が存在する可能性もある。また，方形住居址に限れば，規模，形状の似かよった住居址が集中，

もしくは小規模化する傾向は，何らかの規制概念の想定も考えねばならぬが，ここで指摘するに

は早急であり，限っていえば＇胴張り隅丸方形住居址 (A類）が出土土器，ならぴに重複関係で

古い段階に位置し，方形住居址 (C類）が比較的新しい段階に位置することが認められる。

個 称 竪穴遺構 小形住居址 一般住居址 大型住居址

規模
合計

7而以下 7 -9 m1 9 -13m1 13-17m' 17-20m1 20-30m' 30-40m1 40-50m1 50-60m' 

住居址数 12 7 IO 7 7 is 2 2 4 69 

i 
A類 I l 2 4 

B類 7 7 10 4 5 17 l 51 

C類 3 2 2 2 ， 
D類 5 5 

第52表住居址形状一覧表
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構築方法

本遺跡の主たる特徴に床面の二重構造があげられる。貼り床施設の一形態であり，詳細な検討

は第Ill章で述ぺられている。したがって．ここでは大略的なものとなる。

二重構造の意味するものは一種の湿気ぬきと考えられ，形態を 3分類することができる。二重

構造を有する住居址は大型住居址，一般住居址にみられるのは普遍であるが，竪穴遺構のなかに

も数基認められる。比率からすれば， 15-30面の規模の隅丸方形住居址にもっとも多いが，住居

址数も多いことを考えれば，当然の結果であり主たる特徴とはいえない。頻度は大型住居址がた

かい。二重構造の 3形態は住居址の規模，形状にきわだった相関関係をもつことはないらしいが，

しいてあげれば，方形住居址に二重構造をもたない例が多いことを指摘できる。

炉，ならぴに焼土

炉が確認された住居址は24基で，そのうち炉石を

有する例は14基である。第62号住居址の場合のよう

に中央部分に細長い礫が検出されているが，火災に

よる焼土の堆積が厚く，一概に炉としがたい状況に

あった例や，その他，焼土が点散して炉と区別のつ

かない住居址はここに含んでいない。

24甚の住居址を詳細に観察すれば，大型住居址に

。

た炉が，第59号住居址に炉石を有しない炉が，また，
LJ炉夕雷 C fJ ,,1. ? ~W'H 7 .., 

一般住居址の大形とされる第17, 81号住居址も第17
亡］炉石をともなわない炉を有する住居址

~ 
号住居址が炉石を有さず，第81号住居址か炉石を有 ~ I 祖m

する。反面， 8m1前後の規模を有する第74号住居址が 第94図 火災住居址，炉を有す る住居址分布図

炉石を有している例などを加味すれば．炉石の有無によって規模，形状が制約されるとはし:いが

た"'0

炉を有する住居址の検出状況をながめると，比較的重複関係の新しい段階に位置しており，こ

うした現象が重複によって旧住居址の炉が削取されたと理解すれば，重複の少ない大型住居址に

炉が残存し，重複の激しい地点の住居址に確認が少ないといえるが，重複関係の新しい段階に位

置する住居址にも炉を有しないものもあり，また，炉石を有する炉をもつ住居址と，有さない住

居址が併存する状況から，両者に時間的差異を認めるにはいたらない。

炉の規模は炉石の有無をとわず，径30-40cm前後の規模と 5cmほどの厚さにおさまるものが多

い。概して貧弱である。

炉は多く， 1 -2個の河原石を置いて炉石とし， 1住居址に 1基を原則とするが，それは住居

址の規模，形状を問わない。ただし，前述した第74号住居址に炉石を有した炉 2基が確認され，

それが推定規模 8面前後の小規模住居址である事実は，当住居址にたいしてなんらかの特殊性を

考えねばならぬであろう。

217 



炉のほかに焼土，炭化物を有する住居址は21基を数える。また，実測図には焼土の記載はない

が，火災を認める記述がある第17号住居址を加えれば22基となる。なかでも十分に火災と確認で

きる住居址は第15, 18, 20, 33, 55, 60, 62, 64, 66, 72, 76, 86号住居址の12基である。ほか

は壁際に少量の焼土が点散する例で，火災と断定するには若干の躊躇がある。また，炉を有しな

い第32, 70号住居址の床面上に焼土をもたずに炭化物だけが散在する例は特異であり，炉を有さ

ずに壁際に焼土が点散する例とあわせて，火災以外の条件を推定せねばならぬであろう。

火災の痕跡をもっとも良好な状況で残すのは第18, 62号住居址である。両住居址とも床面全域

に焼土が存在し，その下層には炭化したカヤや材木を多量に含んでいる。ここでそれらの炭化材

の上部に厚くのる焼土にも注目しておきたい。その量はかなり多いもので，それは周堤の存在（都

出 1975)や，アイヌをはじめとする北方民族例から，屋根の上に土をのせたとする例（越田

1977)は十分に説得力に富むものである可能性を有する。

柱穴

柱穴は住居址の重複が激しいうえ，床面の二重構造による掘り方覆土の存在によって，その確

認は困難で，明確にしえた住居址は非常に少ない。したがって，柱穴の確認されない住居址が，

その構築当時からそれを設けなかったかどうかという断定は保留しておきたい。

こうした制約ある資料からであるが，基本的には 4本の主柱穴からなることは確実で（月の輪

下遺跡の住居址は 6本の主柱穴からなる特徴を有するが，本遺跡には皆無である。）二重構造を有

した隅丸方形住居址のうち，一般住居址と称した13-35面の規模を有する住居址に確認例が多く，

しかも， 20-30m'1主居址に整った形状を示す傾向がみうけられる。小形住居址や竪穴遺構に確認

の例はなく，また，方形住居址に確認例が少ないことも指摘できる。規模，形状の違いは，むろ

ん上屋構造や構築方法にも変化をあたえるであろうが，その状況をあきらかにすることはできな

し、

゜
柱穴の形状は，長円形にふくめてもいい例もあるが，円形が主体であり，極端に規模が大きく，

また深いといったものはない。大型住居址の柱穴は一般に大きく， 50-60cm, 深さ50cmほどを平

均して測る。一般住居址は20-40cmの規模と 20-30cm内外の深さが普通である。

入口施設（柱穴以外のピット，および張り出し）

住居址の•入口をもとめるには，炉の対向に存在する貯蔵穴状ピットや柱穴状ピット（斜行ピッ

ト）から推定する例が多い。張り出しについても，床面よりあきらかに掘り窪められた，いわゆ

る張り出しピットを除いたものも入口施設と考えて，ここに含めたい。なお，静岡県南伊豆町 H

詰遺跡第 5次発掘調査において，第 8区の弥生時代後期の住居址のなかに張り出しをもった住居

址が確認され，周囲にピットがとりかこむようにして存在するが，張り出し部分には認められず，

しかも入口を意識したような対のピット列が確認されている。周囲のピット列が周堤の土止め用

杭の痕跡であるか否かは今後の検討によるであろうが，張り出しが入口施設に関連したものであ

る確かな例といえよう（南伊豆町教育委員会1979)。

張り出しを有する住居址は第 8・9・(16)・59・89号住居址の 5基である。第 9号住居址が掘り
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方まで掘り窪められているほかは，床面と同レベル， もしくは数cmの段をもって張り出されてい

る。そのうち住居址全体の形状が知れるのは第 8号住居址だけである。張り出しは壁のコーナー，

すなわち柱穴の延長上に位置し，基部に方形状の浅いサラ状のビ ットが，張り出し前庭部に対の

円形ピ ットが存在している。基部に存在するサラ状のピ ットを，古墳時代後期住居址に例の多い

カマドと対向するピットと性格を同様に考えれば，前述都出の設定する梯子穴の設定も考えられ

よう 。また，第 8号住居址の張り出しが柱穴の短軸上に位置することは，住居址の長軸方向と入

口方向が異にすることとなり，そうした入口方向の変化の上限が問題化されている現在，ー資料

を提供することとなるが，当住居址に炉が確認されないこと，他住居址の全容が確認できないこ

とによって，それをあきらかにはできない。

ここで住居址外のピ ッ トに視点をむければ，第 1• 40• 70号住居址が認められる。ピ ットは柱

穴状であり，住居址の長軸の柱穴の延長上， もしくは壁のコーナー付近に位置している。確認さ

れるピ ットは 1本で，第 8号住居址の一対となるピ ットとは性格が違うらしい。

住居址外のピ ットの存在をもとめたとき，奈良県佐味田宝塚古墳出土の家屋文鏡と同県東大寺

古墳出土の環頭大刀装飾図柄の竪穴住居址があげられる（木村 1975, 都出 1975)。この絵に表

現されている住居址外のピ ットは周堤の土止め用と考えられる杭と入口の手すり状木組や突き上

げ戸と考えられる扉を支える棒である。とすれば，本資料は周堤の土止め用杭等の設定を考える

より，その性格をそうした入口施設にともなったものと理解するのが妥当と思われる（絵に立体

的な表現がないことからピ ット数を確認できないが）。

次に住居址内における主柱穴以外のピ ットをさがせば，第22I 43号住居址に一対のピ ットが認

められる。第22号住居址の場合，短軸の線上に 1本の副柱とすべきピ ットを設置し，長軸の延長

上の壁際に一対のピ ットが位置するところから，上屋構造がいかなるものかは理解できないとし

第95図 柱穴，ならぴに柱穴以外のピットを有

する住居址分布図

ても，それはあきらかに入口施設を意識したもの

といえよう。第43号住居址は壁中央部のピットと

地山礫をはさんだ一対のピ ットが存在する。どち

らを認めるか判断にまようが，地山礫をはさんだ

一対のピ ットを認めれば，一種の階段施設として

の使用も考えられる。

さらに住居址内をさがせば，壁際にピ ットを単

独でもつ住居址が比較的多いことに気付く。第 I• 

(2)• 18• 21 I 32• 45 I 48 O 62• 70号住居址の 9基

である。いずれも長軸方向に位置し，第18• 21号

住居址を除いた住居址が主柱穴をもち，形状は第

21号住居址が胴張り隅丸方形のほかは全て隅丸方

形である 。 第57• 81号住居址といった方形住居址

にも認められるが，重複が激し<' ピットの帰属
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が明確でないことからここでは除くものとする。

以上によって，入口施設をともなうといえる住居址は隅丸方形，ならぴに胴張り隅丸方形が多

い傾向となる。単独ピ ットはサラ状，柱穴状にわけられ（梯子穴を想定する斜向ピ ットはない。）

一概に梯子穴の変形を想定するには説得力に欠け，他の諸用途も考えねばならぬであろうが，通

例のように，それらのピ ットは炉の対向に位置することから，入口方向の設定には支障をきたさ

ないであろう。なお，炉石を有する炉をもつ住居址の場合に入口と推測する側に炉石が設置され

る例（第22• 37・43号住居址）があることから，炉石の位置によって入口を推定できるといえる

かもしれない。

すると，入口施設は第 8号住居址という異例を除いて，炉の対向または長軸方向に設定するの

が妥当であるといえ，第 8号住居址をはじめとする張り出しを有する住居址については資料の制

約が多いため，軸方向に規制されない可能性もあるとして，今後の類例をまちたい。

竪穴遺構にも壁際にピットを単独で有する例が多く，あるいは入口施設に関わるものといえる

かも知れないが，それらは主柱穴がなく上屋との結合も可能かも知れないので，ここでは検討か

ら除いた。

ペッド状遺構

近年，ベッド遺構を有する住居址の特異性を，方形周溝墓の出現と合致すること，手づくね土

器，土製丸玉等の祭祀に関係のある遺物をはじめ，全体に遺物が豊富であること， 1集落に 1基

の存在等から祭祀を司る者，すなわち，集落の意志を代表しうる人物の存在を推定する指摘があ

って，従来からの大型住居址の性格の検討に疑問をなげかけている（沢田 1967, 熊野 1974)。

また，上述の例は関東に限ったことであり，関西ではベッド状遺構を有する住居址は普遍的に存

在することから，農耕文化の東国進展によって，本来の意味が変形され権力構造のなかの一表象

としてとり入れられたのであろう， とするベッド状遺構の性格も論じられてきている（河野1975)。

本遺構でペッド状遺構を有すると考えられる住居址は第 2号住居址の 1甚である。ペッド状遺

構は北東隅 (200X80cm) と南東隅 (160X40cm)にわかれて位置し，両者の間には巾60cmほどの

プリ ッヂが存在する。ただし，一般に遺構群の重複が激しいなかで．本住居址付近は地山が霰出し

て，かなりの攪乱もあった状況なので，確実な例とはいいがたいかも知れない。その立地は本遺

跡北西に第 3号住居址と壁を接しているが，景観としては独立的な存在である。形状は隅丸方形，

規模は一般住居址のなかでは大形の部類に属し，床面構築には二重構造を有しない。したがって，

形状，規模については他遺跡のベッド状遺構を有する住居址の性格に類似するが，遺物の出土が

ないという点からいえば異っている。反面，他住居址に特殊な遺物を出土するものも存在するが，

住居址内部に特別な施設が認められる例はない。再々述べるように本遺跡の住居址の重複の激し

さや，二重構造という床面構築からすれば．積極的な論拠としてなし得るものではない。

出土遺物

土器は一部の住居址（第 1• 18• 45• 48• 62• 72号住居址）を除けば，一般に少ない。したが

って，住居址の性格を反映するであろう土器の器種構成比率を問題にすることや，住居址の重複
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を遺物から検討することはかなり困難な操作となる。

特殊遺物は土製勾玉の破片が第 15号住居址，胴部穿孔土器が第 1 号住居址，鉄製品が第72• 89 

号住居址，砥石が第 1• 22·46·62• 70号住居址より出土している。第22号住居址を除けば，全

て一般住居址であり，そのうち小規模の部類に属するものや，竪穴状遺構には認められない。出

土量がもっとも多い第 1号住居址では，胴部穿孔小型壺が発見され，二重構造床面の上部には一

部に礫を敷いた痕跡もあって，しかも出土土器は時期差をもつが，建てかえや重複は認められな

い。これも特殊な住居址に加えてよかろう。第15号住居址では南壁に土製勾玉の破片と高坪の杯

部のみとの組み合せがみられたが，出土遺物も少量で，構造上の特徴性はない。他住居址も同様

である。

(2) 掘立柱建物址について

本遺跡からは 2基の掘立柱建物址が発見された（第22号住居址上層掘立柱建物址は整理途上で

認められたものである。一以下，第 2号掘立柱建物址）。両掘立柱建物址とも 4本柱 (1間Xl間）

である。規模は第 1号掘立柱建物址が220X160cm, 第2号掘立柱建物址が200X160cmで，柱穴規

模は30-40cm内外をはかり，深さは30-40cmと一般住居址の柱穴に比ぺて深い傾向がある。主軸

方位は第 1号掘立柱建物址がN-49°-W, 第2号掘立柱建物址がN-78°-Eと異にするが，い

ずれも住居址の主軸方向のもっとも集中する方位を示す。

掘立柱建物址は 4本， 6本，ならぴに 8本等が近隣遺跡で確認されている。沼津市藤井原遺跡

（沼津市教育委員会 1978)では 9棟の掘立柱建物址が確認され，そのうち 1間X1間が 3甚， 1 

間X2間が4基，ほかに 1間X3間， 2間X3間と多種におよぴ，その性格を倉庫と推定してい

る。富士市天間沢横道下遺跡（富士市教育委員会 1979)でも 1間X1間の掘立柱建物址 1基と

住居址 6基が発見され，また， 1間X2間の掘立柱建物址が発見された沼津市目黒身遺跡（小野

1970)において，小野は 1間Xl間の掘立柱建物址と 1間X2間の掘立柱建物址を諸遺跡と比較

検討し，弥生時代後期には 1間Xl間の掘立柱建物址が普遍的であり，古墳時代初頭にいたって

1間X2間の掘立柱建物址があらわれるとして，形態の変化に時間差をもとめている。が，現実

にはそれ以降の発掘調査によって，古墳時代初頭にも 1間X1間の掘立柱建物址の存在があきら

かになりつつあるように．掘立柱建物址の時期比定はきわめてむずかしい。たとえば藤井原遺跡

は五領期，およぴ真間期を主体とする遺跡で，柱穴覆土に五領期の遺物がふくまれていたとして

も，その時期比定には若干のとまどいもある。

比較的，単時期に営まれた本遺跡の掘立柱建物遺構 2基を住居址の営まれた時期と同時期と認

めれば，住居址86基=2碁 (43基=1基）の存在となる。これは静岡市登呂遺跡（日本考古学協

会編 1954)における住居址 4基に対して倉庫（掘立柱建物址） 1基というあり方とは異なる。

もちろん本遺跡では遺構の重複が激しく，未発見分が推定できる状況にあるとはいえるが。

住居址と倉庫の関連についての論考は多い。そのなかに，倉庫を有する集落と有しない集落を

対比させ．倉庫を有しない集落に対して．被支配的，従属的な共同体の存在を認めようとする立
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場がある（広瀬 1977)。これを本遺跡に摘用しようとすれば，本遺跡内の倉庫（掘立柱建物址）

を有するグループと他のグループとの間にそうした相違を認めることになるが，この考え方にも

疑論が多く（考古学研究第24回総会 1977), 早急な摘用は避け，そうした考え方もあるかも知れ

ないという程度にしておこうと思う。また，倉庫を掘立柱建物址だけにもとめるぺきではないと

いう鬼頭清明の示唆もあるが，それでは掘立柱建物址以外になにを倉庫とするかという具体的な

提言はない。本遺跡に限れば，竪穴遺構の存在がうかぶ。

(3) 特殊遺構について

特殊遺構としてあげられるのはピット群，焼土址，祭祀遺構，石組み遺構である。

ピット群は第69号住居址を中心として西辺，南辺に配され， しかも住居址が存在しない空間で

あるから，それなりの性格を有していたことが想定される。なお，そのうちの 1ピットは壺口緑

部破片 2点，壺底部破片 1点が確認され，限られた器種の出土に特異性が感じられる。

焼土址は第 7号住居址上部に確認される。範囲は220X80cmで不整長円形にひろがる。その性格

を示す遺物の確認はないが，南東へ 2mほどで柑群が位置していることから，同時の存在を想定

すれば，祭祀的な性格も考えられな〈はない。

上述の対群は第11号住居址上部の東よりに，粘土を盛りあげて床を作り，その上部に 4個体が

半円形に配されていた。残念なことに南側半分を攪乱によって削取され，全体を明らかにはでき

なかった。柑群が配された時期を判断すれば，第11号住居址が廃棄された後であり（第11号居址

は重複関係から新しい段階に位置する。），第 8号住居址という本遺跡中， もっとも新しいとされ

る住居址に50cmと離れずに配されたとするなら本遺跡の終末期に，祭祀遺構が住居址に隣接せず

に，ひろい場を必要としたら本遺跡廃絶後 もしくはそれに準ずる時期が想定される。

ほかに第 2号掘立柱建物址の区画内に高杯，器台， S字状口緑台付甕の脚部といった，いずれ

も外来性の強い器種からなる土器群が確認された。加納の土器絹年によれば月の輪新式に認めら

れ，本遺跡の終末期に位置ずけられる。果して掘立柱建物址にともなうものか判断に迷うが， と

もなうとすれば，掘立柱建物址の優位性，およぴ収穫に対する祭祀性が感じられる事柄である。

第 1号住居址と第 2号住居址の間に，挙大の礫を径50-60cmで円形に配したものと，ほぽ長方

形にならべ，壁の奥にはと〈に大きな礫をおき，その中央を掘り窪めた石組遺構がまとまって 3

基確認されている。前述藤井原遺跡に、も類似した遺構か確認されているが、その性格は不明であ

る。本遺跡に限れば，第 1・2号住居址という特異性のある住居址の間の存在から，なんらかの

性格を示唆しているかもしれない。

2 集落の分析

(I) 住居址の性格

住居址はその規模から．大型住居址．一般住居址，それに竪穴遺構にわけられた。

一般に，大型住居址の存在がめだってくるのは弥生時代からであり，その範疇は床面積50面以
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上（石野 1975)を中心とされるが，その集落の

なかで相対的に大形であるか，小形であるか•とい

う見方からすれば．本遺跡における大型住居址は，

第11• 21・22・43・57・59号住居址の 6基が認め

られることはすでに述べた。

弥生時代の大型住居址について検討をおこなっ

た小久保（小久保 1977)によれば，それは，①

一般構成員とは異った者の住居，②居住人員の差，

③多数の人員の集合する空間，等の異った意味が

想定されるという。結論的には，居住空間をはる

かに超えた床面積をもつ現象は，そこが居住者以

第96図住居址規模別分布図 外の多数の人員が集まり得る場所であり，共同体

間の交流の場であるという解釈を重視して，その性格は，対内的機能と対外的機能を果．す二重構

造をもち，それらの機能を主宰するものの住居としている。また，占地としては他の住居址に対

して一定の距離を隔てて単独に存在し．眺望性の良い地に位置し．広場を配置するのが甚本的パ

ターンであるという。

ここで，本遺跡の大型住居址の占地をみると，南東～北西にのぴる舌状台地上の中央平坦面に

列状をなして位置しており，占地周辺にはそれなりの空間か認められるようで，重複関係から他

住居址を削除すれば．広場の推定も可能となる。要するに，本遺跡の大型住居址の占地は弥生時

代のそれを継承しているといえる（第96図）。

特徴的な出土遺物を有する例は．第57号住居址のみで琲群が南西壁寄りにあった。その他では

第43号住居址の出土量が若千多いのみで際立った特徴はみられない。

構造的にも．たとえば炉石を有する例は第22・42・57号住居址で，有しない例が第59号住居址，

炉が確認されない住居址が第11• 21住居址と特殊な変化はみられない。その他の形状，床面構造

も一般住居址よりは若千整っていることを指摘できるにすぎない。

時期的変遷を重複関係の新旧，出土土器，形状差等からみると，第43号住居址→第59号住居址

→第21号住居址→第22号住居址→第57号住居址→第11号住居址の変遷が想定される。ここで，こ

うした大型住居址が 1時期 (1小期）に 1棟であるとする見解（田中 1976)が認め得るとすれ

ば，本遺跡では，まずその占地を固定化する傾向はみられないようで，その形状は胴張り隅丸方

形（第43·59·21号住居址）→隅丸方形（第22号住居址）→方形（第57• 11号住居址）と変化す

る傾向をとらえることができる。さらに，主柱穴を有する第22·42·57• 59号住居址をみると，

規模，形状，床面構造の相違はあっても，主柱穴間の巾が，ほぼ同様になる事実が知れる。これ

を建築用材の再利用も考えられるとして，それにあてれば，第43→59→⑳→ 22→ 57→⑪号住居址

という流れからは無理だが，第43→59号住居址，第22→57号住居址といった時期的に接近してい

る場合に考えられなくもない。そこには，大型住居址の構築に際しての強い規制，ならぴに統一
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が考えられ，大型住居址は必然的に大形でなければならぬ，住居址内部からの要求（居住人員の

差），住居址外部からの要求，つまり集落を代表すぺきものの住居であるがゆえに， という要求や，

多数の人員が集らなければならないという必然的な理由がなした技と考えるのが妥当であろう。

が，果して大型住居址が集落を代表すぺき住居である立証はない。なぜなら，そこには資料的に

弱いながらも，他住居址より特異性，優位性に富む第 1・2号住居址が存在し，それが階級差で

あるとして，方形周溝墓の被葬者にあたる人々の住居址として想定されるならば（沢田，態野

前述），同時存在も考えられる本遺跡の大型住居址と他住居址より特異性，優位性に富む住居址の

関係をいかに理解すればよいか。このように同一遺跡から両住居址の発見をみた東京都鞍骨山遺

跡（岡田，服部 1971)では両住居址に中枢的な役割を設定するには不自然であるとして，大型

住居址に共同体の集会の場としての性格をあたえている。

確かに，本遺跡の大型住居址に集会の場ではないとする資料はない。炉が配され，破片ながら

も甕，壺等の日常汁器とされる遺物が確認されても，そこには集会の場という生活機能があり，

1例ではあったが，第57号住居址の川群は集会の場が祭祀の場であり（甲元 1975), 集落内の決

議の場であったとすることもできる。とすれば，大型住居址が大型でなければならない必然性や，

構築に際しての規制，統一性も理解でき，各時期の存在は集落経営になくてはならないものであ

り，対外的機能を果すためには眺望性にもすぐれた地に占地しなければならなかったであろう。

しかし，上述を認めるには本遺跡に 6時期にわたって存在する集会の場（大型住居址）を経営

したであろう住居址をみつけださねばならないが，それと思われる住居址は前述した第 1・2号

住居址の 2甚にすぎない。それに土製勾玉の破片と高杯の杯部をセットで出土した第15号住居址

を加えても少なすぎる。第15号住居址も遺物出土量が極立って多いとはいえず，住居址の形態に

いたっては，本遺跡最大の弱点である重複の激しさと，床面の二重構造による屋内施設の確認の

困難も手伝って，それは今となっては不可能である。したがって，集会の場とする大型住居址の

性格づけは極めて弱いものであり，それも空論に近いことを認めざるを得ない。

一般住居址と称した 9-35面の床面積を有する住居址は，規模，形状，床面構造の差や，屋内

施設の特殊性を有するものがあったとしても，そこには一般的な生活機能が果されていたであろ

うし，たとえ，そのなかに炉や，甕，壺等の日常汁器の確認や出土がなかったとしても，充分に

そこに生活がなされていたことは推測される。

本遺跡の特徴的な事実は 7-9面の床面積を有する小形住居址が19甚認められることである。

同様な例は東京都宇津木，神奈川県子ノ神の両遺跡にもあって，そこでは炉，甕等の出土があっ

て住居機能をそなえていた。本遺跡にも第71• 74号住居址のように炉を有する例もあって，この

種の住居址には住居機能を認めてもよいものであろう。

竪穴遺構は規模が明確ではないが容易にその範疇にふくまれるであろう第77号遺構を加えれば

13甚が認められる。その分布は第12・16号遺構を除けば，集落の周辺に散在するとともに南東部

に集中する傾向を示し，そうした傾向が東京都宇津木，神奈川県子ノ神にも共通することから，

そこには集落の内部に含まれ得ないなんらかの理由が伺える。
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形状は不整形が 5甚，隅丸方形が 7甚(+1基）にわけられる。

隅丸方形状となる 7基(+1基）はほとんどが床面に二重構造を有し，第86号住居址に炉石を

ともなった炉が，第80号住居址は位置的に疑問を感ずるが，炉といえる焼土が，第76号住居址で

は火災のため明確ではないが，中央部に厚い焼土があって，認め得るかも知れないというように，

炉，ならぴに炉と判断し得る焼土を有する遺構は多い。また，平面形も比較的整っており， 7-

9面の小形住居址に対しても遜色はない。主柱穴を明確に確認できる遺構はないが，それは一般

住居址にも例はあり，また，古墳時代後期の小型住居址にも一般的であれば，それは上屋構造の

相違であって，それを根拠に本類遺構の住居性を否定するものとはいえないであろう。

以上から，本類遺構に生活機能があったとみるぺきであり，集落内部へ進入できないという占

地のあり方は，集落内におけるある種の規制の結果であり，こうした特殊な地位におかれた人々

の存在を反映するものであると認めることも可能かも知れない。

残る竪穴遺構は第12·44• 45号下• 47・69号遺構であり，その形状は第44・69号遺構が不整隅

丸形，第12・45号下 ・47号遺構が台形と変化に富む。床面積は第44号遺構の5.28面を除けぱ， 5 

面以下の規模となる。床面はいずれも二重構造が施されているが，軟弱で日常に使用されたとい

う感じは受けない。炉は皆無で，柱穴も確認されない。屋内の壁際に椀状のピットを有する第44・

47号遺構が認められるが，その性格は不明である。第69号遺構の周囲には柱穴状ピット 6本があ

って，上屋構造と関連するものである可能性も認められる。第44・47号遺構外にもピットが 1本

づつ認められるが，性格は把握できない。遺物は第69号遺構に多く，破片であるが小型土器，壺，

高杯等の特徴的な土器群が確認された。その他では遺物の出土はない。

上述のように，これらの竪穴遺構には生活機能を果す状況かみられないことから，それ以外の

使用を推定してみたい。ここで，第69号遺構からの土器群が貯蔵用器種であることや1 第44• 47 

号遺構の椀状ピットがいわゆる貯蔵穴であるとすれば，前述したように倉庫は掘立柱建物址以外

を考えてもよかろう， という鬼頭清明の主張が意味をもつものとなる。しかし，本遺跡には 2基

の掘立柱建物址がその中央部に占地して存在することから竪穴遺構が倉庫的遺構であったとす

ると，異なる 2形態の倉庫が併存することとなって，新たな検討が必要となる。いずれにしても，

類例をもたない竪穴遺構の性格は今後の資料増加を待つ以外ないが1 ここでは日常生活址ではな

かろうという点から，倉庫ないしそれに類するものと推定しておきたい。

(2) 住居址の重複

本遺跡に重複住居址が多いことはすでに述ぺた。ここで，その重複関係を分類すると，重複住

居址数16甚， 13基， 8基， 7基， 5基が各 1地点, 6基， 3基が各 2地点， 2甚が各 5地点，他

に単独で 9甚が存在する（第52表）。各重複地点の大略の範囲をみると，重複の激しい場合でも同

時に共存しうる住居址は，せいぜい 2-3基ほどでしかないようである。

各住居址の重複において，関東地方における五領期集落で同時期内に重複関係を有する例は極

めて稀であるが，本地域では本遺跡ほど激しくはないが，沼津市藤井原遺跡，函南町伊豆逓信病
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院敷地内遺跡（函南町教育委員会 1978), 沼津市目黒身遺跡と重複関係を有する住居址の存在が

目立つ。しかも＇それらは広域な丘陵上に占地しており，住居址の重複が必ずしも地形的な制約

のみによるものではないことを示唆している。

住居址載複数 I16 I 13 l 8 l 7 I 6 I 5 I 3 I 2 

地点数 II 2 I I I 2 I 5 

第53表 住居址重複関係ー・覧表

そうした重複状況は住居を構築してはならない場所，いわゆる空間（広場）とか，逆に住居を

構築する場所，いわゆる家地とかといった集落内の規制によったものであると理解することもで

きるが，本遺跡における重複状況をみると，必らずしも同一世帯が継続して居住したとは判断で

きない。

そこで考えたいのは，住居址がいかなる理由をもって廃棄され，これ程の重複がみられるかと

いう点である。『三国史』巻三〇，歳伝に，「疾病死亡，輯［損棄藷宅，更作新居」とあり，また，ア

イヌは死者が出ると家を焼いて，新たに建てることがある（越田 前述），というが，こうした事

実を本遺跡で証明することはできない。ところで，大型住居址がすでにのぺたように 6時期にわ

たって廃棄と新築をくり返す状況はどのように意味づけ得るであろうか。大型住居址が特殊な機

能を集落のなかで果すものとすれば，しかもその占地する場所にすぺてのタイプの住居址がみら

れる状況も考慮して，大型住居址を中核とする集落全体の移動とみることが可能かも知れない。

たとえぱ，本遺跡で最終期とされるグループでは，第57号大型住居址から第11号大型住居址の移

動にともない，そこに占地していた数基は移動を余儀なくされたであろうし，大型住居址に付随

する空間（広場）の設置はそれにも増して住居の移動を促したと思われ，それは集落景観を逆転

させるほど大規模な集落の改造であったと推定される。

圃大型住居址 D土器様式より設定 新旧不明住居址ー2、3、12、42、44、47号住居址

ビ］火災住居址仁］重複関係より設定

第54表住居址新旧関係表
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3 集落復原の検討

本遺跡は大型住居址の変遷，一時期に共存し得る住居址の検討によって， 6時期の集落設定が

可能となった。ここでは集落復原のためにいくつかの方法をあてながら検討していきたい。

被火災住居址にもとず〈検討

失火による類焼，争いによる放火等の瞬時におこる火災によって，同時存在の住居址を抽出し

ようとする方法である。

本遺跡では，確実に火災住居址として認め得る例は12基であり，他に壁付近に焼土が置かれた

り，炭化物のみが確認される例が 7基あるが，それを火災の痕跡として認めるには条件に乏しく，

ここでは一応除外しておく。

12基の被火災住居址は，第55・66・86号住居址が集落編年の第II-III期に位置する他は全てが

第V1期に位置する。このことから本遺跡には 2度の火災の遭遇が指摘できるかも知れない。第Vl

期被火災住居址は遺跡の中央を東西に列状で分布する第33• 15• 18• 62• 64号住居址と，第20・

72• 76号住居址のように点在するものがある。遺跡中央に分布する住居址は第62号住居址と第64

号住居址がその間隔を約 5m にもつ以外は，第33• 15・20・18・62号住居址とも約10m間隔で配

される傾向にある。第20号住居址の位置に特徴をみいだせぱ，第33• 15号住居址と第18·62• 64・ 

76号住居址にグループ化される。後に記述する A・Bグループであり，条件のよい Bグループを

検討すれば，第20・18・62・64・76号住居址が南に向って開口する馬蹄形状の配置を示し，それ

らはほぽ20mの空間（広場）を有する。

住居址の主軸方位にもとず〈検討

住居址の主軸方位を検討することから，単位集団ごとの規制や統一を把握しようとする方法で

ある。古墳時代後期の竪穴住居址や，掘立柱建物址に有効である。

本遺跡のそれを図示（第97図）したが，同一方向性としてとらえれば， 7ないし 8のグループ

s .. ,, 

第97図 住居址主軸方位図

にわけ得ることになる。ところがそれを時期別に整

理してみると，時期変遷によって規制されるのでは

なくして，各時期（第 I-VI期）に分散している結

果を得る。したがって，その主軸方位は遺跡中央部，

ならびに東西両端に分布する住居址が北に向って縦

に，南北両端に分布する住居址が横というように，

中央を境に「輪」が 2つ，ないし 3つ＇いわゆる「鎖」

状に設定されている。そうした「鎖」状の「輪」の

くり返えしが主軸方位を円的なものになしたであ

ろうし，本時期集落の検討においては，その同一方

向性を追うよりもむしろ円的なひろがりをとらえる

必要があろうと思われる。
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主軸方位のもつ意味を以上のようにとらえれば，本遺跡では碁本的に大型住居址を台地中央に

おいて，東西 2グループ，南東部の未発掘地域に 1グループ，の 3グループの設定が可能であり，

それは大型住居址の移動にともなった各「輪」の移動の軌跡の集積であろう。

入口方向にもとずく検討

入口方向の規制のもとに各単位集団のあり方，空間（広場）の設定，集落における道の推定等

を行う方法である。

本遺跡では第 8号住居址のように主軸と入口方向が異なる例を除けば，入口方向は主軸に規制

される結果を得る。したがって，前述したようにそれは円的なものとならざるを得ず，入口を空

間（広場）方向に設ける例の少ないことに気付く 。また，東西に主軸をもつ住居址には東側に入

ロを設定する例が多い。これは多分に気象条件を考慮してのことであろう 。

というように本遺跡で知り得た結果は入口の設定が，空間（広場）の中心から放射状に設定さ

れるのではなくして，むしろ各単位集団の「輪」にそって入口が設定された可能性が強い。

大型住居址による検討

大型住居址が集落の構造のなかで特殊な性格を有し．各時期にともなって変遷する傾向が指摘

できることから，集落の移動を理解しようとする方法である。

本遺跡の場合に．大型住居址の移動の軌跡は前述したとおりであるが，それは遺跡中央部を前

後して移動しているので．それにともなった他の住居址の移動は十分に想定できうるにしても，

その状況を確実に判別することはできない。

大型住居址のうち第VI期に属するとして抽出された第11号住居址は．第 8号住居址と重複関係 ・

を有し，その新旧関係は断面観察より不明ではあるが，第 8号住居址の出土土器が加納の設定す

る月の輪新式のうちでも最も新しい要素をもつことから，それより古い階段に存在した可能性も

ある。すると本遺跡第VI期にはあるいは大型住居址を有しないグループが存在したという推定が

成り立つかも知れない。

倉庫（掘立柱建物址）による検討

掘立柱建物址を倉庫と理解し，すでに倉庫を中心に住居址が配置されているものとして，位置

関係を理解する方法である 。

本遺跡の掘立柱建物址は 2基認められ．同時の存在であれば 2グループ，時間的差違があると

すれば 2時期にわたって経営されたものとなるが，この掘立柱建物址を中心にグルーピングして

みれば，第 2 号掘立柱建物址が第20·18·62• 64・76号住居址といった被火災住居址によって作

られる空間（広場）の中央に．第 1号掘立柱建物址が第32・26・8・40・63・45号住居址等の火

災の認められない住居址群の中央に． というようにこの 2甚が同時に存在していたものではない

ことが推測される。

炉石の有無による検討

炉に設置される炉石の有無によって．時期的に共通した性格をもとめようとする方法で，縄文

時代の石囲い炉等に有効である。
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本遺跡の炉には炉石を有する住居址と有しない住居址が存在するが，それを時期的な差として

認めるには資料不足であり，第V1期に限っても第81号住居址は炉石を，第45号住居址はそれを有

さず，というように第V1期以前の住居址をふまえても，それは両者が併存していたとするほうが

可能である。また，炉石の有無が住居址の規模によって表われるということもいえない。

その他の検討

他に柱穴をはじめとする屋内施設の分類，棚列，溝，井戸等によって，グルーピングを試みる

方法もあるが，本遺跡では不可能であった。

以上．本遺跡の復原への過程をいくつかの方法をもとに，個々の住居址の分析，住居址以外の

遺構との関連， さらに遺物との有機的結合を加味しながら述ぺてきたが，それは重複の激しさ，

床面の二重構造等の複雑な状況が分析を困難にし，個々の住居址の把握，集落の変遷過程等，な

にひとつ明確にできなかった。したがって．比較的良好に残存する第V1期に存在可能な住居址31

基（竪穴遺構も含む），掘立柱建物址 2碁を抽出して検討，分析することで，集落復原の手掛りと

したい。

4 集落復原

第VI期に存在し得る竪穴遺構を含めた住居址31基が 2小期に分けられるであろうことは，被火

災住居址，大型住居址，掘立柱建物址の帰属等の検討から十分に予想できた。

抽出された住居址はまず被火災住居址 8甚とそれを認め得ない住居址（竪穴遺構を含む） 23基

にわけられる。ここでは被火災住居址群を瞬時の類焼であると理解し，また前述の結果をもふま

えて，被火災住居址群によってなされるグループを第VI期「古」，それ以降に存在するであろうグ

ループを第VI期「新」として検討していきたい。

第VI期「古」

被火災住居址の分布が遺跡中央を境に東西 2グループにわかれ，良好な状況で残存する Bグル

ープから，それが約20mの直径を有する空間（広場）を中心に住居址が約10mの間隔をもって円

形， もしくは馬蹄形に配され，空間（広場）中央に掘立柱建物址を有することが知れた。そこに

は併立する第16・45号住居址という非火災住居址の共存は認めようもなく，第42号住居址が炉と

理解するには多量の焼土を有する事実からそれに加えれば，掘立柱建物址の所有の有無が単位集

団毎の優劣であるという立場があるとしても，ここでは 1単位集団の姿を 5-6基の住居址と 1

基の掘立柱建物址からなる基本的パターンを指摘したい。とすれば，それは富士市天間沢横道下

遺跡の住居址 6基＝掘立柱建物址 l基に摘合し，静岡市登呂遺跡の住居址 4甚＝掘立柱建物址 l

基，沼津市藤井原遺跡の住居址 8甚以上＝掘立柱建物址 1基という値いにも近いものとなる。

それを， A グループに摘用すれば，非火災住居址である第26• 32号住居址を除いた住居址にそ

の配置を伺うことができる。しかもそれは火災の痕跡であるには資料不足であるとして，検討か

らはぶいた第36• 51・70号住居址が認められることである。したがって，そこには類焼の可能性

を認めねばならず，火災後の「かたずけ」の行為が一部の住居址には存在したであろうことも考
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えねばならぬ事証である。

上述の配置は第72号住居址に代表される Cグルー

プにも，その未発掘部分（南東に約10mの平坦面を

有する。）に十分な可能性がある。しかし，便宜上D

グループとした第 1・2・3・38号住居址にそ うし

た配置を設定するにはいたらない。それは Dグルー

プの帰属が明確でないこと，重複関係を有さず住居

址構造に特徴性がある点等から考えて，そこには特

殊なグループの設定を考えておくのか妥当であるか

も知れない。

大型住居址は第11号住居址が存在するが，この時

期に集落全体が火災に遭遇したであろう事実から，

その痕跡が認められないのは偶然力~，または火災前にすでに消滅していたと理解する以外ない。

大型住居址は第11号住居址を除けば，いずれも一定の空間（広場）を有して移動していたはずで

l
L
‘_ 
．．
 

あり， しかも Bグループをともなっておこなわれたであろう軌跡が観察できる。そうした大型住 ．

居址の変遷が第11号住居址にいたって従来にない移動と，占地形態の変化をなすには，本遺跡の

集落構造の変化を考えざるを得ず，そこには大きな社会構造の変化への前兆を設定せねばならぬ

であろう。

第V1期「新」

大型住居址，およぴ被火災住居址消滅後．本遺跡には第 8号住居址を始めとする最終末期＝第

V1期「新」住居址群が形成される 。それが第 1号掘立柱建物址を中心に営まれたであろうことは

前述した。これに属する住居址は第32·26• 8• 40• 63·45• 48号住居址であり，第81・80・75

号住居址といった旧来のCグループを中心にしたグループの設定も可能であるかも知れない。

その配躍は円形， もしくは馬蹄形であり，住居址間隔は約lOmと旧米の配置を継承するが若干

その巾は長くなる傾向をみせる。また，規模に相違が表われ，直径約30mの空間（広場）を有す

る。したがって，その配置は旧来のA•B両グループを統合した形となる。そこには集落の再構

成というぺき事証を認めざるを得ない。

以上から本遺跡は基本的には発生期～第V1期「古」まで5-6基の住居址からなる 2-3の単

位集団で構成され，しかもそれは大型住居址の移動にともなって流動的なものであったろう。が，

第V1期「古」に大型住居址の消滅があり，旧来の単位集団のあり方に変化がおこり．集落の再紺

成にむかっていったと理解したい。

こうした集落構成の発展段階のあり方について，金井塚は大型住居址が消滅して規模が小さく

均等化する傾向を，住居址内部における貯蔵穴やペッド状遺構の増大とも結合させて，集落内部

に自律的世帯が分立する条件の進行（金井塚 1967) ととらえることから．弥生時代終末期～古

墳時代前期前半の小集団から古墳時代前期後半の自立的な単位集団＝世帯共同体への段階と理解
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している。 本逍跡の第V1期「新」とよんだ最終末期において， たしかに大型住居址は消滅し ， 住

居址規段の均等化も認められるので， 金井塚のこうした理解を基本的には認めてよいかも知れな

\,、
゜

ただし、 大 ）_［＇！（主居址の機能を梨落内における集会の場となし得れば， そうした大型住居址の消

滅が意味するものは， 集落のあり方として， 画期的な歴史的段階をむかえたことは確実であり，

それか各住居址の自立を意味することは可能であるかも知れない。 また， そうした単位集落内に

おける自立化の傾向は， より大きな結合， すなわち各単位集落のいくつかの結合を生みだしてい

くのではないだろうか。 本遺跡の集落検討において， そうした自立的単位集落の広範な結合のあ

り方を証明することから， 古墳時代前期社会の発展的成立を証明することは困難であったが， そ

うした躾落結合の状況がなくしては、 古墳時代前期社会の発展はあり得ないであろう。（馬飼野）
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III 住居址床面の二重構造について

1 発見とその構造

本遺跡群の住居址調査における構造上のもっともいちぢるしい特徴といえるものが床面の二重

構造である。そうした床面の二重構造を明瞭に確認し発見したのは，第 2次調査における第18号

住居址の調査においてであった。

第18号住居址の調査においても，その着手時には床面下部に確認された覆土を他住居址との重

複の結果とみて検討をすすめる状況であったが，床面の切断観察によってそれは明確となった。

すると，併行調査していた第 4・5号. 7号・ 17号住居址においても，そうした事実が追認でき

たのであった。前年の第 1次調査における第 1号住居址の状況も多量の遺物を有する床面の下部

に別な床面があって，それはつよい凹凸と傾斜を有して少くとも使用された床面とはいえない状

況とまでは理解してきた。そこでは炉址が明確でないこともあって．そうした状況を床面の二童

構造として把握するまでにはいたらなかったが，第 2次調査の発見からそれが可能となった。

床面の二重構造とは，住居址の構築において．地山を掘り下げた竪穴底面をほぼそのまま生活

面（床面）とする一般的方法に反して，発掘底面の上部に多くは数10cmにもおよぶ土砂を埋め戻

し，その上端面に多くは堅い貼床と炉址とを設けて生活面とする特殊な構築法である。こうした

構造を..床面の二重構造＂と命名し ,A為的に堅く貼られた生活面を“貼床＂その下部の埋土部

分を‘‘掘り方＂と呼称することとした。

貼床は黄褐色ロームや栗色土に黒色スコリア土を混じて堅く敷きつめる例が一般的であるが，

それは床面中央部においてより顕著で周辺にいくにしたがって不明瞭なものが多かった。なかに

はこうした貼床と認め得る状況がなく，わずかに炉址や遺物の出土状況から生活面と認める例も

あった。柱穴や貯蔵穴等の施設は貼床から掘り方に掘り込むものであるから．しばしば床面上で

の検出は困難で，掘り方埋土の除去によって確認できる場合が多かった。

掘り方の埋土には地山を掘りおこした栗色土や黄褐色ロームをプロック状に混ずる例もあった

が，多くは黒色スコリア土を敷き込んだ状況がみられた。掘り方の形状には大略して 3種が認め

られ，これをもって二重構造の基本形としてみた。

A類 床面プランの外緑部に巾70-SOcmから場合によっては 1mを越える周濠状掘り込みを基

本として中央部を方台状に高く残すタイプである。なかにはその方台状部分をそのまま貼

床にする例もある。

B類 床面プランの外縁端部を平坦に残してその内側に A類よりやや巾狭の周濠状掘り方をま

わす例で，なかには部分的に土橋が認められたり，中央方台部や外縁部平坦面がほとんど

貼床に接したりする例もあった。

c類 床面プラン全城をほぽ舟底状ないし平坦に掘り込むタイプで，底面の凹凸がめだつ例が多い。
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2 月の輪平• 南部谷戸遺跡の二重構造

三

~ こ［

~ 

本遺跡群のうち，月の輪平遺跡では86住居址中76基に，南部谷戸遺跡

では12住居址のすべてに床面の二重構造が認められた。個々の状況は別

記したとおりであるが，ここでは第99図およぴ第55表に示してみた。

これによると，さきの 3基本型の比率は，月の輪平遺跡では A21:8 

22: C 33: 無10であり，南部谷戸遺跡では A9:82:不明 lというこ

とになる。月の輪平遺跡では A•B類がほぽ等し< C類がやや多い状況

に比して，南部谷戸遺跡では A類が圧倒的に多くわずかな B類を含むと

第99図 3基本型模式図 いうことになる。また，住居址規模との比較でみれば，床面積 7m1未満

の小住居址においては二重構造をもたないものがかなりめだつといえるようであり，それ以上の

規模をもつ中間形・大形住居址においてはこの二重構造が一般的といえる傾向を認め得るが， 3 

基本型のあり方からすればC類がやや多いという以外に特徴的状況は指摘できそうもない。

つぎに，掘り方の深さ，すなわち床面から発掘底面までの深さについてもふれておこう。われ

われがA-C類の 3基本型を設定する場合に困難を感じた状況の 1つは， A-C類ともその中央

部が床面に等しくなる例がいくつかみられたことであった。具体的には， とくに A•B類におい

ては中央部が貼床の有無にかかわらず掘り方をもたずあるいはわずか数cmほどの厚さのみで，そ

の周緑に巾広い周濠状掘り方がみられることであった。 A類においては 4 例， B 類では 1• 2例

ほどにすぎなかったが，外見上の相違は大きいものといえた。結局，後に述ぺるように機能的に

もそうした相違はほとんど問題とするには値しないと判断して分類してみた。

（右欄が南部谷戸遺跡）

＼ 敬別
7未満 7-9 9 --15 15-30 30-35 35以上 不明 計

鉦ヽ•ヽヽ 3 1 1 3 1 1 10 

一 A 2 2 3 1 7 5 1 2 4 3 21 ， 

! B 2 3 8 1 2 6 2 22 2 

C 6 2 5 12 1 7 33 

不明 1 1 

小計 11 7 12 30 5 2 6 18 6 86 12 

計 11 7 13 35 2 6 24 98 

第55表 月の輪平•南部谷戸遺跡住居址別床面構造一覧表

3 二重構造住居址の類例

月の輪平遺跡の昭和45年度第 2次調査において，床面の二重構造を発見したことはさきに述ペ

たとおりである。当時，われわれはこうした床面構造を月の輪平遺跡の特殊性とみて，全国的に

233 



も類例をもたないものと理解する状況にあった。ところが，その後の富士南麓地方の弥生後期～

古墳前期遺跡においてはむしろ普遍的な傾向である事実を調査によって確認するとともに，昭和

35年前後の埼玉県五領遺跡において発見されていたことやその分布が関東・東海地方にかなり一

般的と認め得る状況を知った。

ここでは，現状で把握できた資料について若干の比較検討を加えたいが， もちろん資料収集能

カの限界性をあらかじめ断っておくこととしたい。

① 滝戸遺跡 富士宮市黒田

月の輪遺跡群から約 1.5kmほど北方にあって星山丘陵の北端部から連続する舌状台地の先端

部に占地する。従来縄文遺跡として知られているが，昭和51・52年の 2次にわたる発掘で弥生

期最末といえる住居址 6 を調査した（植松• 渡井他 1977・1978)。保存状況は良好ではない

が，プランは楕円形にちかい例から方形までを含んて渾胴張り長方形を主体としていたので，若干

の時期差はあるかも知れない。その規模別では， 多くは中形に属するが，方形を呈する例は小

形であった。

いずれも比較的浅い掘り方が特徴的で，さきの基本型では C類タイプに含め得る。掘り方埋

土は黒色スコ ・リアを主体とし， 多くに貼床が認められた。

② 天間沢・天間横道下遺跡 富士市天間

富士山南麓地方に発達する古富士泥流を基盤とする広大な台地上に発達した遺跡で，戦前か

ら天間沢遺跡の名で知られた縄文遺跡である。昭和45年以来数次にわたる発掘調査によって，

西側地点を天間沢遺跡，そこから 100mほど東側地点を天間横道下遺跡として把握してきた。

天間沢遺跡では 5' 天間横道下遺跡では 6の古墳時代前期五領期の住居址が発見されている。

天間沢遺跡 5例のうち 2例は保存状況がきわめて不良であり残り 3例には床面の二重構造が認

められた。なかには径8m余の大型住居もあって，そこでは床面の二重構造に壁溝がめぐる状

況が確認された。天間横道下遺跡ではうち 2f列に二重構造が認められた。いずれも比較的浅く

つくる C類で，黒色スコリア土が埋め込まれていた。

③ 天間代山遺跡 富士市天間代山

天間沢遺跡の南方500mほどにある新富士溶岩流を甚盤として，三方を崖でかこまれた丘陵上

に位置する。昭和50-51年に発掘調査して奈良～平安初期にわたる竪穴住居址 9を確認した。

（植松他 1977)。規模は径2.5-4.5m前後が多く， 1基のみ 7m前後を測る例が含まれている。

床面の二重構造は 6基に認められたが，うち 3基は比較的深い掘り方を有する C類タイプと

いえた。残り 3基のうち， 2基は床面の約半分ほどに掘り方をもって他の例には貼床をつくる

のみという状況で，さらに 1基には部分的な貼床のみが確認された。それらも特殊な二重構造

と判断しておこう。

④ 愛鷹山麓遺跡

富士市東部から沼津市を経て長泉町付近にまで連続する愛鷹山麓においては，弥生後期から

古墳前期の遺跡が多い。それらのうち，床面の二重構造をもつ住居址が確認された例は少ない。
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長泉町上野遺跡の五領期住居址，沼津市八兵衛洞遺跡の弥生後期住居址にそれが確認された。

なかでも後者は昭和53年に 2次にわたる発掘をうけて，約160甚ほどが調査されたが，そのほと

んどに二重構造が認められる状況であったという 。

その他にも二重構造をもつ住居址といえる可能性を認め得る報告に接することができる。た

とえぱ，沼津市八兵衛遺跡においては，その「一部ではこの土層（スコリア土層のこと……筆

者）を竪穴住居の床面に厚く敷いて，床面強化に利用したらしい。」 「床に厚くスコリア土を敷

いてあ• り，これを剥がさないと柱穴の発見が困難な場合が多かった。」（小野 1968)とあって，

床面の二重構造は確実とみてよい。本地域におけるかなり普遍的な傾向を認めてよかろうと考

えたい。

⑤ 日詰遺跡 静岡県賀茂郡南伊豆町

本遺跡は伊豆半島の先端部を西から東へ流れる青野川がその中流域に形成する沖積地に位置

する。昭和50-54年度にかけて，第 I-VI次にわたる発掘調査が実施されて調査は完了した。

第 I-VI次発掘調在における面積は約9000m'ほどに達しているが，ここでは弥生時代後期の

住居址および方形周溝墓，古墳時代和泉• 鬼高期の集落，歴史時代平安期の遺構等がその中心

をなすものであった。

第w次発掘調査の概報（平野• 佐藤 1978)のうち 6区の遺構に，「今回の調査で特に注意を

引いたのは」として二重構造についての記述がみられ，「床面下部の掘り込みは①住居乎面の大

きさそのままに掘り込んでいるもの (S8 617) ②住居の緑に近い部分をある程度の巾で掘り

込んでいるもの (S8 612) ③住居の中央部分のみ円形に掘り込んでいるもの (SB 624)等の

別があるがその差が何に基づくものか，今のところ不明である。」という。この分類は本稿の

それとは若千の相違がみられるようで，①は全面を掘り下げたもの．②は掘り方中央部がほぼ

床面に等しくなるもの， といってよいが，掲載された図で検討すれば， S8612はA類タイプ，

S 8 617も基本的とにA類タイプで一部に B類的要素を残すとしてよかろう。いずれにしても，

6区の住居址数37甚のうち二重構造甚数の明記はないが， 7区では15甚中 3基にみられて，①

が 1基②が 2甚であったという 。

第v次発掘調査の概報（平野・ 植松 1979)においてし同様に二重構造の指摘がみられる。

弥生期の遺構にはここでいう A・B・C類の各タイプがあるが， S 8912の「壁の周囲をやや平

坦に残して中央部を皿状に掘り＜ぽめる形状」に注目しておきたい。時期的な条件によるもの

かどうかは不明瞭であるが，本遺跡にはこの種のタイプが存することは確実であるといえる。

また，和泉期住居址の二重構造も 1例であるが注目に値する。

第 I-Ill次調査分にもたぶんこうした二重構造は存在したものとみてさしつかえなかるう。

⑥ 谷原遺跡 神奈川県相模原市

本遺跡は相模原台地の西側に相模川によって形成された河岸段丘のうちの第 2段丘の緑辺に

位置する 。昭和46年に発掘調査をうけ，古墳群調査がその中心であったが，国分期に属する 10

基の住居址があわせて調査された。
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このうち， 1号住居址に床面の二重構造が認められる。寵をもつ床面の下に，「ロームプロ ッ

クの混入した黒色土が敷かれていた。この貼り床は10-15cmで，最下部は硬ロームの凹凸の厳

しい面であった。」というのであり，一部には壁溝も認められた。

本例は C類タイプの二重構造としてよいが，他住居址にはそうした例はみられないようであ

る。

⑦ 子ノ神遺跡 神奈川県厚木市

本遺跡は相模川の右岸に発達する洪積台地のうちの 1つにあたる尼寺原台地の東縁に位置す

る。昭和49年の第 1次調査の内容が報告されているが，そこでは五領期を主体として弥生中期

中葉から国分期にいたる62基の竪穴住居址（杉山・望月 1978)が調査されている 。

このうち 9-10甚の住居址には確実に床面の二重構造が認め得るが，その他にも貼床と推定

できそうな記述も多くめだつので，かなりな比率で存在したものとみてよかろう 。ほとんどは

五領期に属し，第 9• 37号址の A類，第44号址の B類をはじめとして， C類も認め得るようで

ある。詳細な検討はしにくいが，報文によればA類が多いということになる。

⑧ 上石原遺跡 東京都調布市

本遺跡は関東平野西部にひろがる武蔵野台地の南縁部にあたる，ここはいわゆる立川段丘と

よばれる上面に占地している。昭和50年に，奈良時代を中心とする 4墓の竪穴住居址が調査さ

れた。

このうち 4号住居址は全体の 4分の 1ほどを発掘したにすぎないが，床面下に掘り方が認め

得た。壁溝をもつが深さ20cmほどの溝状タイプらしく，たぶん A類タイプとみてよいものであ

る。

⑨ 平台先遺跡 千葉県印猜郡印西町

本遺跡の位置は下総台地の北端にあって，それは利根川が曲折する右岸で標高約30mほどの

台地上にある。昭和48年に緊急調査をうけて，五領期の集落が発掘された。

確実に住居址と判断されたものは10甚で， うち 8基に床面の二重構造が認められる。なかに

は竪穴の一部を調査し得たにすぎない例もあるが，その類別はほぼ次の通りとみられる。

A類……第 1·3• 9号住居址

B 類…•••第 12号住居址

C 類•…••第5・8・10・14号住居址

このうち，第 1号住居址は，東壁側にのみ巾25cm前後のテラスを有していて， B類的条件をあ

わせもっていた。また，第12号住居址は，わずかに南壁と南東コーナーを遺存していたにすぎ

ないが，壁際に巾10cm強のテラスを有していた。掘り方底面の状況も，実測図での観察によれ

ばかなり雑でいわゆる周濠状掘り方とはいえないが，一応B類と認めておきたい。

⑲ 浜崎遺跡 埼玉県朝霞市

本遺跡は八王子を中心とする武蔵野台地の最北部に位置する 。昭和43年の発掘で，五領期に

属する 6ケ所10甚の住居址その他が調査された。
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このうち，第 6号住居址群とよばれた個所に 5基の重複住居址がみられるというが，その最

古と認め得た第 6C住居址に床面の二重構造が認められる。隅丸方形プランを呈して長径4.60

mを測り，もちろん重複による破壊をうけるが，さきの分類ではA類としてよいようである。

⑪ 諏訪山遺跡 埼玉県岩槻市

本遺跡は大宮・岩槻付近を中心とする大宮台地の 1支台にあたる慈恩寺支台の先端部に位置

する。 1968-69年に約6,000面前後の範囲が発掘されて，古墳時代の竪穴住居址22のほか縄文 ・

弥生期の遺構も発見されたが，主体は五領期であった。

このうち第35号住居址に明瞭な二重構造が認められる。隅丸方形プランで4.4X3.7mの規模

を測り，壁溝を付する。確実な A類タイプで掘り方内には黒色土を埋めたて，掘りおこしたロ

ームをもって貼床を築いていたという。その他にも貼床や堅い床面がみられたり，第31号住居

址のようにコーナー付近でピット（主柱穴・貯蔵穴）を囲むような扇形の低い掘り込みが認め得

たとの記述もなされているので，若干の二重構造を推定し得るかも知れない。

⑫ 鶴ケ丘遺跡C区 埼玉県川越市

本遺跡は川越市と鶴ケ島町にまたがる広大な範囲を含むが，それは武蔵野台地の北東縁辺に

あたる。うち川越市に属する C区は本遺跡の南端を占めて，独立丘的な舌状台地の先端に位置

する（埼玉県教育委員会 1975)。

ここから，弥生時代後期17基，歴史時代（国分期） 3基の竪穴住居址他が発見・調査された。

弥生時代後期住居址は胴張隅丸方形・隅丸方形のプランを呈するが，その調査範囲のほぼ中央

部にあたる台地乎坦面の先端部に集中する状況で7基の床面二重構造が認められる。本遺跡調

査者の二重構造に対する認識は意識性の高いもので，その成果は十分に信頼し得るものとみら

れるが，その二重構造を分類してみると次の通りである。

A 類••…•第 7·18号住居址

B 類•…••なし

C 類·…••第 6·9·11·12·13号住居址 ．

このうち，住居址A類とした第 7号住居址は C区最大規模で7.4X7 .Omを測る胴張隅丸方形で，

掘り方は深さ10...:..2ocmほどである。 C類とした第11号住居址は若干の形状変化を有し，第12号

住居址は部分的な二重構造で「床面とほとんど差がないが，部分的に 5cm程度の掘り込みがあ

り，掘り方としている」状況にあるが，一応C類としてみた。

なお， 3基の国分期住居址がみられるが，注目すべきはそのうち2.4X2.0mの規模で長方形

プランに壁溝をめぐらす第 4号住居址に床面の二重構造が認められる。深さ20cmほどの掘り方

を有する C類タイプとなし得る。数少ない歴史時代例といえる。
fll1l-'(>-) 

⑬ 東谷遺跡 埼玉県本庄市

本遺跡は通称「浅見山」（大久保山）と呼ばれる丘陵の北東端の東側緩傾斜面に占地する。鬼

高期を主体とする集落址で，和泉期 l 基• 国分期 1甚を含む合計31甚の住居址が調査された。

このうち 7甚の住居址に床面の二重構造が認められるが，そのクイプ分類は次の通りである。
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A 類•… 0028 I 37 O 38号住居址

B類……なし

C類…… 9 O 23 I 25 I 30 O 38号住居址

このうち， 25号住居址のみ和泉期の例であるが，他はいずれも鬼高期に含み得る。•また A類とし

た 3例はいずれも床面中央部に掘り方を有しなくその周縁にのみ周溝状の掘り方を設けている。

⑭ 諏訪遺跡 埼玉県本庄市

本遺跡は埼玉県の北端で利根川を境に群馬県に接する位置にあって，大きく広がる複合扇状

地性の本庄台地上にある。昭和49• 50年に発掘調査されたが住居址 8軒（五領期 1・和泉期 2• 

鬼高期 5) と方形周溝墓 5基（五領期）とが主な遺構であった。

このうち五領期の住居址に床面の二重構造がみられる。 "方囲状＂の掘り方が存在してその

部分には貼床がみられたという。 A類と B類との折衷的様相で双方の要素をもつが，強いて別

ければB類的といえるかも知れない。

4 まとめ

以上が現況で把握し得た諸遺跡における状況であるが，そこにみられた二重構造のタイプを時

期別に示したのが第56表である。

これによってみると，床面に二重構造をもつ住居址は弥生後期から歴史時代国分期までにみら

れて，それは静岡県東部から神奈川県・東京都・千葉県を経て埼玉県にまで分布することになる。

詳細な検討を試みるには，きわめて不十分といえる資料しか得られない状況にあるが，それで

もいくつかの重要な事項は指摘できそうである。

まず，床面二重構造は弥生時代後期，それも後半期を中心とする住居址にその発生が求められ

るとしてよい。しかも，それは静岡・埼玉両県の南北両端にともに存するようである。現在の段

階でその発生地とその起源を求めることは無理であるが，後にそれが盛行する全地域を包含する

状況といえるあり方に注意しておきたいと思う。

二重構造がもっとも盛行する時期は，古墳時代前期の五領期と認めてよいようで，地域的にも

各地域にみられる。ただ3 甚本型でいえば，静岡県の富士• 愛鷹山麓地方およぴ神奈川県に各類

があるが，他地方では A類が圧倒的に多いような傾向が認め得る。

古墳時代和泉期から歴史時代国分期までは，そうした遺跡がほとんどみられない静岡県に少＜

なるのは当然というべきで，遺跡数の多い関東地方ではかなり一般的であるかも知れない。それ

でも現状の資料で集落内の相対比をもとめて，時期的傾向を推定するのはやや無理とみるぺきで

あろう。

いずれにしても，各地の住居址調査が床面の二重構造を意識的に取り扱った例がきわめて稀少

な現資料では，多くのことを述ぺるのは危険というぺきであろう。たしかに，報告には現われて

こない事例はかなり多いようで，今後の資料増加を待つ以外ない。 ． 

占地についても注目しておきたいが，列挙したなかでは台地・丘陵が圧倒的に多く，沖積地は
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（不…不明 他…その他）

�
弥生 古 墳 歴 史

後期 五領 和泉 鬼高 真間 国分

静岡 月の輪平 富士宮市 A 21 
B 22 

南部谷戸 ＂ C 33 

/i. .,,
t!, 
_ 戸 ＂ C 6 B 

天 間沢 富 士市 C3 

天間横道下 ＂ C 2 

天間代山 II 
C 3 

他3

八兵衛洞 沼津市 有
上 野 長泉町

圃多
有

日 詰 南伊豆町 有
神奈川 谷 原 相模原市 A◎} C 1 

子 ノ神 厚木市 B 多
C 

東 京 上石原 調布市 A 1 

干業 A 3 
平台先 印西町 B 

C 4 

埼 玉 浜 崎 朝館市 A 1 

諏訪山 岩槻市 A 1 

鶴 ケ 丘 川越市 A 2
C 1 

C 5 

谷 本庄市 C 1 
A 3 

C 4 

諏 訪 本庄市 (B) 1 

第56表 床面二重構造遺構時期別 一覧表

静岡県日詰遺跡の1例にすぎない。こうした状況は，弥生後期とくにその後半になると遺跡の多

くがそれ以前の低地占地から高燥台地へ移遷する一般的傾向のなかでの現象として当然であると

ともに，こうした遺跡の占地のなかで発生した住居址構造の変化として床面の二重構造をとらえ

ることが可能となる。

いまこうした観点から本遺跡の住居址をとらえるとき，その構築において，検出面であるスコ

リア（大沢ラピリ）層から下部の栗色土層を経て黄褐色をなす ローム（休場）層上部にまで達す

る例が圧倒的に多い。その場合，スコリア層はきわめて透水性に富むが，栗色土層 ・ ロ ーム層は

粘性を有して透水性に乏し〈，この性格はロ ーム層においてより顕著となる。よって，表土 ・ ス

コリア層で吸収された降雨水は，一般に伏流水となってとく．に ロ ーム層上面を流れる状況となる。

したかって，住居址が栗色土層・ ローム層を切断する状況で構築されると，雨水は湧水のように

住居址内に流入する現象か生ずるとみられる。こうした伏流水を防ぐ方法として， ローム層上面

より高い床面をつくり，その下部に透水性に富むスコリア土を敷き込んで通水性を保持する構築

法が採用されたと判断できる。すると， 口、ームプ ロ ックを混じて堅くつくられた貼床にもこうし

た機能が認められてよいことになる。

現在では推定の域を脱しきれるものではないか，住居址床面における二重構造の機能をこうし

た雨水の透水性に関連してとらえ得るとすれば，静岡県日詰逍跡の場合にも河川に接して雨水の
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処理に対応する新しい住居構造の工夫が占地の条件であった可能性は十分に肯定できる。

床面の二重構造の果す機能についてはこのように推定できるが，ここで最近， まった＜逆の理

解も出されてきている。すなわち，柿沼幹雄氏が，『上越新幹線埋蔵文化財発掘調査報告ーIllー下

田・諏訪』の考察で示されたもので，防湿効果とともにローム層の表面き裂に表現されるような

過度の乾燥を防ぐ効果をも果したのではないかという考え方である。たしかに防湿に対して恒湿

ともいうぺき後者の推定は意外な感じがないわけでもないが，それぞれの地域の有する諸条件の

なかであるいは同一地点でも季節や天候の変化に応じて，ある特定の構造が相反する機能を果し

得ることは十分に認めてよいところであろう。 （植松）
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W 南部谷戸遺跡の方形周溝墓について

1 本遺跡の方形周溝墓の特徴

本遺跡からは， 4基の方形周溝墓と 12基の竪穴住居址が発見されたことはすでにのべた。この

方形周溝墓は大形の第 4号方形周溝墓を中心にして同一方位のもとに，発掘区をほぽ4分割する

かのように整然とならぴ，そしてこの方形周溝墓群全体が住居址群を切るか内包する形で成立し

ていた。こうした様相から本遺跡方形周溝墓群の特徴をつぎの 2点に要約できよう。

第 1点は，大形の方形周溝墓を含んで整然と配列された一単位グループとして存在すること。

第 2点は，狭い残丘内で，方形周溝墓群が住居址群を切って構築されるという，新旧関係をも

ち，それぞれに対応する集落と墓群をこの遺跡内にもつとは考えられないこと。

こうした本方形周溝墓の特徴のもつ意味について考察・検討するために，まず東日本各地にお

ける方形周溝墓の具体的なあり方を概観していこう。

2 東 H本各地の方形周溝墓の概観

① 宮原遺跡 静岡県韮山町 （静岡県教育委員会 1970)

この遺跡は，東西にのぴる比高13-16mの低平な台地で，西と東が高く，その鞍部に占地し，

この台地の西端部に 8甚の方形周溝墓と住居址 1基が群在していた。方形周溝墓は 2つのグルー

プにわけることが可能であると考えられ，形状をみると， 1隅が切れるものが 1基， 2隅が切れ

るものが 3甚で，残りは不明である。規模についてみると，ほぼ正方形で一辺の長さが 5-lOm 

のものが 2基，長方形で8.2X12.2mのものが 1甚で，残りのものは完形で確認不能であったため，

一辺の長さしか判明していない。その中で，第W号周溝墓は住居址と重複する状況で確認された

もので，東西に約21mを測る大きな溝で，西コーナーは住居址を切って掘り込まれていた。この

遺跡の方形周溝墓は，弥生後期後半～五領期にかけての時期のものであるとされているが，方形

周溝墓あるいは住居址からのもので時期を決定できる資料は出土していない。

② 神崎遺跡 静岡県韮山町 （韮山町教育委員会 1972) 

箱根西麓に舌状に張り出した台地の，先端部近くにおける古い海成段丘の一部と思われる海抜

30mくらいの細長い台地の上に存在している。縄文時代住居址 3' 弥生時代住居址 5, 平安時代

住居址 1をはじめ，弥生時代後期から古墳時代前期にかけての方形周溝 2' 円形周溝 1' 溝状遺

構 3を確認している。これらのうち，第 1方形周溝は，規模18.35Xl8.30mで南東隅の 1カ所が

切れている。第 2方形周溝は，規模9.45X9.4mで陸橋部がないものである。第 1方形周溝は，

第 1住居址を切って構築され，第 2方形周溝は，第 3住居址を内包していた。これを時期的にみ

ると，第 1住居址は，弥生後期に属するものと思われ，その西溝から出土した壺型土器の古式土
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師器からみて古墳時代初頭の第 1方形周溝によって切られている状況であった。また，第 3住居

址は縄文時代後期初頭の所産である。

③ 二本松遺跡 静岡県沼津市 （静岡県教育委員会 1968) 

本遺跡は愛鷹山麓の中腹，標高130m付近にあり，住居址 2基，方形周溝墓11甚を検出した。本

遺跡の方形周溝墓は，個々が独立したいわゆる単立式のものでなく，相互に一部が複合しあったも

ので，そしてその連接関係からみれば， 1 -3号の西プロック 3甚と， 4-9号の東プロック 6

基 10, 11号の北プロ ック 2甚に分けることができるようで，この3プロ ックの方形周溝墓群の

うち，西プロックは南北14m, 東西IO.Smの内径をもつ 1号をはじめ，比較的規模の大きいもの

が多く，東プロックはやや大形のものと小形のものが半々ずつ共存，北プロックは 2基がいずれ

も小形という特徴を示している。この11基の方形周溝墓はいずれも一隅が切れるタイプのもので

ある。また，方形周溝墓と住居址の切りあいをみると， 7号方形周溝墓は第 1住居址を切ってい

る状況にあった。方形周溝墓は，弥生時代後期後葉のものであるが住居址からは時期を位置づけ

るだけの資料が得られなかった。また，第 2住居址もその時代は明らかにされていないが，弥生

時代後期後葉の 1号方形周溝墓に内包されて検出された。

④ 伊豆逓信病院敷地内遺跡 静岡県函南町 （函南町教育委員会） 1978) 

低平な台地上の丘陵上に占地するこの遺跡では， 22甚の住居址， 7甚の溝状遺構が確認された。

このうち， 2基は円形の溝， 1基が方形の溝である。調査区域の関係から完全な形で確認された

ものがないため，規模・形状などはっきりしないが，切りあい関係において，第14住居址と第19

住居址は， F溝とよばれた方形周溝墓と思われる周溝の上に構築されている。両住居址F溝のい

ずれも五領期のものであることから，同一土器形式の範疇で重複している。

⑤ 日詰遺跡 静岡県南伊豆町 （南伊豆町教育委員会 1978, 1979) 

青野川の沖積地に占地する本遺跡は，既に I次調査を除いた II-N次調査までの概報が出され

ている。概報によれば，数10甚にも及ぶ住居址群と 14甚の方形周溝墓が確認されている。ここで

は，遺構の重複がはげしく，短期のうちに集落の移動が遺跡内で数回行なわれた形跡がある。確

認されている 14基の方形周溝墓のすぺては，住居址と重複している。新旧関係はいずれも住居址

の方が古いという結果を得ている。しかし，現在までの報告．のなかで，遺物についての詳細な報

告が得られていないので，具体的な時期差については今後に待ちたい。

⑥ 滝戸遺跡 静岡県富士宮市 （富士宮市教育委員会 1977, 1978) 

標高120-130mの舌状台地の先端部に本遺跡は占地する。周囲との比高はおよそ12mほどであ

る。この遺跡では， 4基の方形周溝墓と 2基の円形周溝墓， 6基の住居址が検出された。 4基の

方形周溝墓のうち 2号方形周溝墓が規模12.4X17mが確認された以外，調査区の関係からその規

模・形状ははっきりしない状況であった。このうち，第 5号方形周溝墓は，第 6号住居址を切っ

て構築されている。第 6号方形周溝墓からは，同じく弥生時代後期後半の小形壺を検出している。

いずれにしろ，かなり近い時間の中で，集落から墓地への移行がなされたといえる。

⑦ そとこ・ぅ遺跡 神奈川県横浜市 （そとごう遺跡調査会 1972) 
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標高40-50mの台地の南端部に位置する。この台地上には弥生時代中期宮ノ台式期に始まり，

後期末にいたる時期の集落跡があった。この遺跡の最南端部で3墓の方形周溝墓が発見された。

このうち 1号墓は，東西14m, 南北13.5mで，ほぼ正方形に近い平面形態で，南東部に 2ケ所の

陸橋部分がある。 2号墓， 3号墓は遺存状態が悪いが，いずれも 7--8 mの規模であると考えら

れる。この 3基の方形周溝墓は，その規模が最大の 1号墓を北にして，相接するように rL」字

形に並列していた。その中で，弥生時代後期後半の 1号墓はその北西コーナー付近で 3号住居址

を一部切って構築されていた。

⑧ 宮原遺跡 神奈川県横浜市 （佐江戸遺跡調査会 1976) 

この遺跡は，標高約40mの南北につらなる台地の先端に占地する。この台地上に弥生中期宮ノ

台期から後期末にいたる時期と真間• 国分期の集落が存在していた。方形周溝墓は，台地南端部

で2基が確認されている。このうち，弥生時代後期弥生町式期の42号方形周溝墓は，遺存状態の

悪さから½程度確認されただけであるが，規模は一辺約ll--12m を測るものと思われる。同じく

弥生町式期の44号方形周溝墓は，北東コーナーの一部が確認されたのみであるが，宮ノ台期の45

号住居址を切り，真間•国分期の43号住居址によって切られるという状況を呈している。

⑨ 清水遺跡 長野県飯田市 （飯田市教育委員会 1976) 

天竜川の氾濫原に占地するこの遺跡からは，弥生時代後期，古墳時代，平安時代，中世の集落

跡が確認され，方形周溝墓の検出も 9基を数えた。これらのうち，規模，形状がはっきり確認で

きたのは，方形周溝墓 Iと方形周溝墓IIIの 2基だけである。方形周溝墓 Iは南北17.5m X東西18

mの隅丸方形に周溝をめぐらし，東溝の中央部より僅かに南によったところに陸橋部分をもって

いる。方形周溝墓Wは，南北8.3mX東西12.3mの隅丸長方形に周溝をめぐらし，南溝東よりの地

点に陸橋をもっている。住居址は，弥生時代後期～中世までのものが乱雑に位冨していることか

ら，住居址と方形周溝墓の重複関係も複雑な様相を呈する。しかし，これらを整理すれば，弥生

時代後期後半の中島式期のII号方形周溝墓が弥生時代後期中葉の座光寺原式期の 2号住居址を中

島期後半の 7• 8• 9号住居址を中島期後半のIll号方形周溝墓が切るものと， 1号方形周溝墓と

6 号住居址， 14号住居址， W号方形周溝墓と 1·12·16·17·18• 19号住居址， X号方形周溝墓

と43号住居址との重複にみられるような，古墳時代中期以降の住居址が弥生時代後期の方形周溝

墓上に構築されるものというように 2通りのノ・ゞターンが確認された。

⑲ 宇津木向原遺跡 東京都八王子市 （中央高速道八王子地区調査団 1973) 

この遺跡は，標高135m内外の等高線に囲まれた台地で，東北東にのぴる舌状台地に占地する。

30基あまりの弥生時代後期後半の集落の東側で4基の方形周溝墓と集落をはさんで西側に方形周

溝墓 1基が確認されている。そしてこの西側の方形周溝墓は，住居址を内包して構築されていた

が，先後関係については明らかにされていない。

⑪ 番清水遺跡 埼王県東松山市 （考古学資料刊行会 1968)

東方に長く張り出した舌状台地の先端に位置する 。弥生時代後期～国分期の住居址70基あまり

確認され，その西側（台地の西端）で，東西22.15m X南北22.25mで，南西隅に陸橋部をもつ巨
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大な方形周溝墓が検出されている。この方形周溝墓は，五領期のもので，住居址 3基を切り，同

時期の 3甚の住居址を内包し，また，真間期の住居址がその上にのっていた。

⑫ 高畑遺跡 埼玉県行田市 （埼玉県教育委員会 1977)

この遺跡は，南北にのぴる自然提防上に占地し，周囲との比高は約 1mをはかる。ここでは，

住居址 5甚，方形周溝墓 1基が確認されている。この方形周溝墓は，調査では規模・形状は明らか

にされていない。住居址との重複関係をみると，住居址 3基が方形周溝墓の廃棄後，方形周溝墓

上に造られている。 1号住居址は，周溝墓の内側に， 2号住居址は，周溝上に営まれ， 4号住居

址は，周溝墓外から溝上にかけて，周溝墓外壁をわずかに掘り＜ぽめて床としている。これらの

住居址は，和泉期後半から鬼高期にいたる間の所産で，五領期後半の方形周溝墓とは時期の隔り

がある。

⑬ 東寺山石神遺跡 千葉県千葉市 （千葉県文化財センター 1777) 

標高20-30mの低台地に占地し，その西側先端部に位置する。五領期を中心として弥生時代久

ケ原期～古墳時代後期鬼高期までの住居址が確認されている。ここでは，方形周溝墓と古墳の周

濠が住居址と重複している状況にある。方形周溝墓である 4号墳は，南辺中央部に陸橋部をもつ

もので，軸長東西lOmX南北9.5mの規模で，東側で27号住居址と重複している。覆土断面の観察

で， 27号住居址が完全に埋没したのちに，本周溝墓が掘り込まれている。時期的には，住居址は

五領期前半，方形周溝墓は五領期後半に位置する。

⑭ 阿玉台北遺跡 千葉県香取郡小見川町 （房総考古資料刊行会 1975) 

この遺跡は，比較的小規模な台地上に占地する。 A地点と B地点にわかれ， A地点では 7甚の

後期古墳と 3基の方形周溝墓， 3甚の円形周溝墓と60数甚の住居址力{, B地点からは， 4基の後

期古墳と 17甚の住居址が確認されている。

A地点では， 7.. 甚の古墳すぺてが， 2-5甚の弥生後期～古墳時代初頭の住居址を切っている。

3甚の方形周溝墓は，時期不明だが，古墳時代初頭～前期の住居址のうえに構築されている。 3

基の円形周溝墓も弥生時代後期～古墳時代前期の住居址を切っている。

B地点では， 4甚の後期古墳が，古墳時代前期の住居址をそれぞれ 1甚づつ切り込んで構築さ

れていた。

⑮ 菊間遺跡 千葉県市原市 （房総考古資料刊行会 1974)

この遺跡は，北方を村田川，南方を養老111によって分断された標高20m,幅6.5kmを測る台地上

に占地する。小田原期～弥生町期の集落跡が国分期の住居址 5甚と周溝墓 5基とともに検出され

た。住居址・周溝墓のどちらも発掘区域全面に散在している。このうち，弥生時代後期久ケ原～

弥生町期の 1号周溝墓は，調査区域の関係か．ら乎面形ははっきりしないが，方形を呈すると考え．

られ，規模は，外縁で東西径約20m, 内緑で約17mを推測する。弥生時代中期～後期の住居址 5

甚を切っている。弥生時代中期小田原期の 2号周溝墓は，北東ー南西の内緑が16m・ 北西ー南東

の内縁が15.4mを測り，四隅に陸橋をもつタイプのものであると考えられ，小田原期の住居址4

基を切っている。また，円形周溝である弥生時代中期の 4号周溝墓は，小田原一宮ノ台期の住居
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址を切っている。以上が切りあい関係において周溝墓が新しいものであるが， 3号周溝墓（時期

不明）と 2基の住居址， 5号周溝墓と 1基の住居址の重複関係にみられるように，同遺跡では，

国分期の住居址に周溝墓が切られている例もみうけられる。

⑯ 臼井南遺跡 千葉県佐倉市 （佐倉市教育委員会 1975) 

標高20-30mの南北に連なる乎坦な台地に占地する。遺跡は 7地点からなり，そのうち，渡戸

A地点，渡戸 B地点で方形周溝墓が検出された。この 2地点は，台地のほぽ中央部に位置する。

このうち，渡戸 A地点周溝墓は9.3X9.0mを測り，陸橋部をもたない方形周溝墓である。渡戸 B

地点では，第 I周溝墓が同じく 15.2Xl2.8mの陸橋部をもたない方形周溝墓であるが，第II周溝

墓は18.9X16.3 mで東コーナーに陸橋部をもつ方形周溝墓で， 2基の住居址と重複関係をもって

いる。この方形周溝墓は台地の東端部に位置し，傾斜が強くなる部分にかかるため部分的に平面

をとらえることができない状況にある。 2基の住居址はいずれも弥生時代後期後半のもので， 1 

墓は方形周溝墓に切られ，他の 1基は方形周溝墓を切っている。短い時間の中で，集落→墓地→

集落という変遷を有する遺跡は，きわめて稀有な例といえる。

⑰ 請西遺跡 千葉県木更津市 （房総考古資料刊行会 1974) 

標高50--:--60mの丘陵上に16基の住居址と 3基の方形周溝墓が所在している。 A-1号周溝は周

溝が二重にめぐり，二重方形周溝墓と称されるきわめて特殊な方形周溝墓で，外溝は~2.7Xl2.4

m, 内溝は9.2X9 mを測る。形状は陸橋部をもたないものである。 B-1号周溝は， 16.4Xl4.5

mを測る陸橋部をもたない方形周溝墓である。 B-2号周溝も 15.6Xl6mを測り陸橋部をもたな

い。このうち A-1号周溝は，住居址と重複関係をもち，古墳時代前期のA-2号住居址の上に

構築されている。

⑬ 飯合作遺跡 千葉県佐倉市 （千葉県文化財センター 1978) 

この遺跡は，北側へ突出した台地の一端に位置する。約45,000面の発掘対象地内から検出され

た遺構は，弥生時代住居址41, 五領期住居址46, 鬼高期住居址 3' 国分期住居址19と古墳 4基，

方形周溝墓23基である。集落は，弥生時代のものが台地の奥に，五領期のものが中央部に，鬼高・

国分期のものが北側の台地北端部に占地する傾向がうかがえる。古墳，方形周溝墓は 6-7のグ

ループにわかれる。これらは，大形の古墳あるいは方形周溝墓を中心にして同一方位のもとに整

然とならぶタイプ，相互に一部が連結しあってグループを形成するタイプの 2つのタイプにわか

れる。方形周溝墓23墓のうち D18が南東コーナーで陸橋部をもつほかはすべて陸橋部をもたない

ものである。また規模についてみると， 5-lOmの規模をもつものとしては 9基， 10-15mの規

模をもつものとしては12基， 15-20mの規模をもつものとして 2基がある。この遺跡では，住居

址と古墳・方形周溝墓の重複が数多くみられる。弥生• 五領期の住居址の重複関係はすべて集落

廃絶後に古墳・方形周溝墓を構築したという結果がでている。また国分期の住居址との重複関係

では，方形周溝墓が古墳時代前期の所産であると考えられていることから先後関係は明らかであ

る。

⑲ 加茂C地点遺跡 千葉県市原市（上総国分寺台遺跡調査団 1976) 
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この遺跡は，舌状台地の縁辺部に占地する。この台地上で弥生時代住居址 3基，方形周溝墓 1

基を確認している。この方形周溝墓は，北西，南西コーナーに 2つの陸橋部をもち， 24X24.5m 

の規模をもつもので，北側に位置する第 1号住居址を掘り込んで構築されている。

⑳ 大崎台遺跡 千葉県佐倉市（大崎台遺跡発掘調査団 1973) 

標高30mを計測し，水田との比高約15mを測る北総台地上の先端部に占地する。この台地上に

弥生時代後期（前野町）から古墳時代（真間～国分期）にかけての住居址が， 18基確認されてい

る。また，弥生時代方形周溝墓も 2基確認されている。方形周溝墓 1号址は 4隅に陸橋をもつも

ので11.6X11.3mの規模をもつ。方形周溝墓 2号址は 1隅に陸橋をもつものである。方形周溝墓

1号址の上に，古墳時代の住居址が構築される例が確認されている。

⑪ 歳勝土遺跡 神奈川県横浜市 （横浜市埋蔵文化調査委員会 1975) 

この遺跡は，南北につらなる標高45mの台地上にあり，小谷をへだててつらなる北側の台地上

に溝をめぐらした集落が存在している。確認された方形周溝墓は26基である。このうち S26号は

若千地点を異にし，弥生時代後期の集落に附随するものと考えられるほかはすぺて弥生時代中期

宮ノ台式期に属するもので，形態は二つに大別できる。一つは 4隅に陸橋を有するもので16基確

認されている。これらの周溝は，一辺 9-15mのものまであり大小の差がみられるが，方向にお

いてかなり整然とならんでいる。いま一つは，「コ」の字形，あるいは「 L」字形のもので 7基確

認されている。

⑫ 和田堀公園大宮遺跡 東京都杉並区 （杉並区教育委員会 1971) 

この遺跡で確認された方形周溝墓は 3基で，同一方位に整然と並んでおり，第 1号方形周溝墓

と第 3号方形周溝墓は溝を共有しあって存在していた。

⑬ 朝光寺原遺跡 神奈川県横浜市 （横浜市城北部埋蔵文化財調査委員会 1968) 

標高40mの台地上に溝をめぐらす集落遺跡が確認され，その西方に方形周溝墓群があった。 N

地点のものは19基で，方位によりい〈つかのグループに分けうるようである。そのうち 1号墓，

3号墓は 4隅に陸橋をもつものである。周溝墓相互の関係は溝を共有する例を含めて，並列する

タイプのものである。

⑭ 台 B地点遺跡 千葉県市原市 （上総国分寺台遺跡調査団 1976) 

国分寺台とよばれる沖積台地に占地する。標高約19mの台地の西端に位置し，下位の沖積平野

との比高は約12mである。住居址・方形周溝墓が確認された。概報によって，その一部が紹介さ

れているが，鬼高期の住居址が宮ノ台期の方形周溝墓の上に構築されているものがある。

3 方形周溝墓の単位について

本遺跡の第 1点の特徴である大型の方形周溝墓を含んで整然と配列された 1単位グループとし

て存在するということを，東日本各地の方形周溝墓を分析し，比較することによりその位置づけ

を考えてみたい。

方形周溝墓の形態
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方形周溝墓の形態を陸橋の有り方で分類してみると，

I 4隅の切れるもの

このタイプとしては，神奈川県歳勝土遺跡⑳の16基，神奈川県朝光寺原遺跡⑳の 3基がある。

II 通常のもの (1隅-3隅の陸橋をもつもの）

このタイプとしては，静岡県二本松遺跡③4・-8号方形周溝墓，長野県清水遺跡⑨の方形周溝

墓IX号，埼玉県番清水遺跡⑪，千葉県臼井南遺跡⑯渡戸 B地点第II周溝墓，千葉県飯合作遺跡⑱

D 18は 1隅に陸橋をもつものである。静岡県宮原遺跡①II号， v号周溝墓，静岡県二本松遺跡③

1・2号方形周溝墓，神奈川県そとごう遺跡⑦1号墓は 2隅に陸橋をもつもの，また， 3隅に陸

橋をもつものとして，神奈川歳勝土遺跡⑳S 7号，神奈川県そとごう遺跡⑥ 2号墓がある。

III 一辺の中央が切れるもの，あるいは前方後方形のもの

このタイプには，阿玉台北遺跡⑭A007, 清水遺跡⑨方形周溝墓 I・IIIがある。

分布の分類

方形周溝墓の分布状態を

Aー多数が群在するものi-・ 1つの単位として，地点を異にする別の単位と共に，より大きな集まり

Bー数基が群在 をもつ。

b. 1つの単位のみ。

c'--単独{
a • 地域を異にして，存在する別のものと共により大きな集まりをもつ。

b • 単独

としてとらえてみると．

A類としては，神奈川県歳勝土遺跡⑳，神奈川県朝光寺原遺跡⑳がある。

B類の aとしては，静岡県二本松遺跡③，千葉県飯合作遺跡⑱，静岡県日詰遺跡⑤がある。

B類の bとしては，本遺跡，神奈川県そとごう遺跡⑦，東京都和田堀公園大宮遺跡⑫がある。

C類の aとしては，千葉県臼井南遺跡⑯渡戸 A地点がある。

C類の bとしては，埼玉県番清水遺跡⑪がある。

時期

方形周溝墓の陸橋の有り方で分類した I類は，弥生時代中期宮ノ台期にみられる。

II類は弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて多くみられる。

Ill類は弥生時代後期から古墳時代後期にかけてである。

また，分布状況についてみると，

A類は弥生時代中期宮ノ台期にみられる。

B類の aは，弥生時代後期から古墳時代初頭にかけてである。

B類の bは，弥生時代末から古墳時代初頭にかけてである。

C類の aは，古墳時代初頭である。

C類の bは，古墳時代初頭である。
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以上のような結果から本遺跡を位置づけてみると，陸橋の有り方でみると II類で古墳時代初頭

にある。また分布状況からみると. 8類の bである。

4 方形周溝墓と住居址の重複関係について

本遺跡の第 2の特徴である方形周溝墓と住居址との切りあいについてみると，先後関係，時間

差で以下の 4形式に分類できる。

（ア）重複関係において住居址の方が古い

①接近した時期

②離れた時期

（イ）重複関係において住居址の方が新しい

①接近した時期

②離れた時期

（ア）の①としては，本遺跡をはじめとして静岡県滝戸遺跡⑥．埼玉県番清水遺跡⑪，千葉県東寺

山遺跡⑬などがある。

（ア）の②としては，静岡県神崎遺跡②，神奈川県そとごう遺跡(7). 神奈川県宮原遺跡⑧，長野県

清水遺跡⑨，千葉県阿玉台北遺跡⑭，千葉県菊間遺跡⑮，千葉県請西遺跡⑰，千葉県飯合作遺跡

⑱ 千葉県加茂C地点遺跡⑲などがある。

（イ）の①としては，静岡県伊豆逓信病院敷地内遺跡④，千葉県臼井南遺跡渡戸 B地点⑮の 2例が

ある。

（イ）の②としては，埼玉県番清水遺跡⑪，千葉県菊間遺跡⑮，千葉県飯合作遺跡⑱，千葉県台 B

地点遺跡⑳，千葉県大崎台遺跡⑳，神奈川県宮原遺跡⑧，長野県清水遺跡⑨などがある。

以上をもう少し具体的にとらえてみると，（ア）の①にあてはまるものとして， 4例を数える。す

べて弥生時代後期末～古墳時代前期にかけての時間の中で，集落から墓地への移行がなされてい

る。このように接近した時間の中での重複関係がこの時期に限定されるといいきるだけの資料が

揃っているといいきれないが，この時期になって，この重複関係が出現するのではないだろうか。

（ア）の②にあてはまるものとしては，上記した 9例のほか，断定できないが可能性があるものと

して静岡県宮原遺跡(D. 静岡県二本松遺跡③，静岡県日詰遺跡⑤，東京都宇津木向原遺跡⑩の 4

例があり，これらをあわせると 13例を数える。これらの方形周溝墓の時期をみると，弥生時代中

期が 2例，弥生時代後期が 6例，古墳時代前期が 3f§IJ, 古墳時代中期以後が 2例となっている。

また，これと対比する住居址の時期をみると，弥生時代中期が 2例，弥生時代後期が 8f列，古墳

時代前期が 2例である。これらの組み合せをみると，弥生時代中期の住居址は，弥生時代中～後

期の方形周溝墓に，弥生時代後期の住居址は，弥生時代後期～古墳時代前期の方形周溝墓に，古

墳時代前期住居址は，古墳時代中期以後の方形周溝墓によって切られているという結果が得られ

る。 ．

この重複関係において住居址の方が古いものは，集落を墓域としたもので，当然，集落と墓地

の問題が生じてくる。何故，集落を廃棄して墓地としたのだろうか。（ア）の②では，そこに時間の
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隔りがあることから，集落を廃棄するという意識は存在しないことがうかがえる。しかし，（ア）の

①はあきらかに，集落を廃棄して墓地にするという意識があったことを考えなければならない。

（イ）の①としては，静岡県伊豆逓信病院敷地内遺跡（④と千葉県臼井南遺跡渡戸 B地点⑯の 2例が

あるのみである。東日本各地における方形周溝墓と住居址の重複関係をもつ21例の中では10%に

も満たないのであるが，墓地から集落への移行として興味深いものがある。

（イ）の②としては， 7例を数えた。弥生時代中期～古墳時代前期の方形周溝墓か， カマドをもつ

住居址によって切られていたものである。いずれも方形周溝墓の廃絶後に構築された住居址であ

るために，そこには，墓地に対する意識の変化をみることはできない。

以上，方形周溝墓と住居址の重複関係において，方形周溝墓を墓地として，住居址を集落とし

てとらえたとき，時間の隔りをもつ場合をのぞいて，接近した時期の中で行われる集落→墓地，

墓地→集落の移行は，そこに意識をもたないであろうと考えられる時間を隔てて移行がなされた

ものにくらべると極端に数が少ないといえる。この結果が偶然性の強いものでなく，当時の人々

の意識の中に墓地に対する神聖化あるいは侵してはいけないという意識が存在していたと考えら

れないだろうか。これは，接近した時間の中で墓地→集落への移行がわずか 2例であることから

もいえるのではないだろうか。

5 まとめ

本遺跡の方形周溝墓の 2つの特徴を論点の中心に据え検討してきたが，

第1点についてみると，大形の方形周溝墓を含んで整然と配列されて分布するものは，弥生時

代後期から古墳時代初頭にかけてみられる。しかし，本遺跡で確認された例のように大形の方形

周溝墓を含んで整然と配列される 1単位グループが，地点を異にする別の単位と共に，より大き

な集まりをもつものである可能性が強いといえる。また，陸橋部の有り方についてみると，本遺

跡の場合はかなり普遍的な例であるといえる。

第2点についてみると，集落を廃棄して墓地とする傾向はみられるが，墓地を集落とする例は

少ない。これは，墓地に対する意識の中に，それを侵すことのできないものであるという意識が

すでに存在していたといえる。 （渡井）
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v 古墳時代初頭期を中心とした遺跡分布
※主に富士宮市周辺について

1 はじめに

最近この地方では奈良• 平安時代の集落址の発掘調査が各地で実施されており，研究者の間で

も大きな話題となっている。それに対して何年か前には縄文時代中期，弥生時代後期の遺跡が数

多く調査されていたのにも• かかわらず近頃では珍しくさえ感ずるようになってきている。このよ

うな傾向は開発行為に伴う発掘調査に顕著にみられることから，各年代によって開発行為がその

経費等の採算のなかで主体的にむけられる地形・地点があり，それが各時代の遺跡が位置する地

形・地点と重複したことによるものとみられている。

このように各時代，時期によって生産手段• 自然環境などの相違から生活の営まれる地形・地

点が異ることは前から指摘されてきており，各時代，時期の遺跡の位置する地形，地点の傾向を

求めるためにいくつかの試みをしている。なかでも，同一地形のなかで海抜差をもって表現する

方法は一般的な方法として多用されており，本地方を取り上げたものに小野 (1965)の論考があ

る。これにおいて愛鷹山南麓の各時代，時期の遺跡群を，その南麓断面上に落し，この点の並ぴ

をもって縄文時代早期より古墳時代に至るまで徐々に遺跡立地が下降している，としている。こ

の操作で表わされる各時代，時期の大きな傾向は，この地域を限定した場合には認められるが，

微細な地形の変化や海浜性な遺跡群と内陸性な遺跡群を比較した場合には同一の尺度で表現され

ない。

また，縄文時代に限定はしているものの富士宮市周辺の遺跡群を平面的な分布からグループ化

した植松 (1971)の論考がある。これは早，前期の遺跡群を半径 3km, 中，後期の遺跡群を半径

1.5kmの正円で，いくつかにグループ化し，その範囲内で各時期の移動を考える生活圏を設定して

いる。しかし，早，前期の半径 3kmの生活圏の問題を考えても，同一集団が連続して数千年もの

長期間，その狭い範囲で営々と留まって生活するとは考えにくい。また，これら早，前期の半径

3 km, 中・後期の半径1.5kmは平面的には各遺跡群共， 同一の面積を有するが， しかしその範囲

のなかに峻険な山地，あるいは河川のi中積地を大きな割合で含む遺跡群もあり，これを考慮する

と純粋な生活圏と判断される面積は各遺跡群の間で大巾に差が出てくる。

2 古墳時代初頭前後の遺跡

前項で述べたごとく各遺跡群の生活圏の検証をするにあたっては， 多くの基礎的問題を解決し

なければならないが，いまだ試行的な段階にとまっていることから，ここでは月の輪遺跡群と同

時代の共通する社会構造及び稲作，畑作など推定される生産の基盤をもった遺跡群のなかで考え
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てみたい。

富士宮市内には弥生時代中期の遺跡 3ケ所， ．同後期の遺跡4ケ所，古墳時代初頭とされる遺跡

36ケ所，その他の土師器遺跡とされる遺跡15ケ所がある。このように同市内には土師器遺跡が多

く，なかでも古墳時代初頭期の遺跡が非常に多いが，この時期以外の遺跡で時期が判断された例

は数遺跡が国分期とされるのみで他は時期不明である。

このように弥生時代中期から奈良• 平安時代までの遺跡が存在するわけであるが，弥生時代中

期の遺跡は，すべて初頭に位置し，同中葉から後期に入るまでの遺跡は発見されておらず，現在

では空白期とみている。したがってこの地域で 2時期以上連続して居住したことが証明される時

期は，同後期から古墳時代初頭にかけてのみであり，これに連続する時期の遺跡は現在のところ

発見されていない。ここでは特にこの時期を取り上げて問題としたい。

富士宮市街周辺の地形は前章の地形に詳しいが，北東に富士山麓末端が，南西に羽鮒丘陵がせ

まったその間に潤井川等が細長い沖積地を形成しており，これらの遺跡群はここを水稲耕作等の

生産活動の甚盤としていたと考えられる。潤井川はこの沖積地の南西寄りを流れており，現在ま

でに市街化された左岸には遺跡の空白地帯が存在し，これらの遺跡群を二分しているかのように

両山麓にむかい広がっているが，この空白地帯にも遺跡が存在した可能性は大きいが今では確認

しようもない。

3 遺跡占地の各段階

弥生から古墳時代の特に集落遺跡の占地を考える上で，最も重要な問題のひとつに稲作を行っ

たとみられる水田の位置との関係が上げられる。弥生時代以後，集落の生産活動全体のなかで水

稲耕作の占める割合が非常に大きいという原則のなかで，集落とその集落の経営する水田の位置

関係は，登呂遺跡の発掘調査結果等からそれは表裏一体をなす。たとえば水田中の集落を想定し

てきている。しかし，ここに存在する古墳時代初頭前後の遺跡群36ケ所のうち，このかたちを連

想することのできる沖積地上に位置する遺跡は 3ケ所にしかなく，他はすべて台地上，もしくは

台地の端に位置している。さらに，当時の水田地帯と推定される沖積地帯から遠く離れた遺跡も

いくつかあり，その遺跡立地にいくつかのパターンがあるように観察される。このような傾向を

図表にしたのが第A図であり，横軸はこの沖積地を形成した本流である潤井川からの最短距離・

縦軸は潤井川水面と遺跡との等高差を表している。本来は当時の水田面を復原して，その地点か

ら計測することが望ましいが，その水田面が明確にできず，潤井川で代用したが，それに近い傾

向は摘出されたと考えられる。

本図表で弥生時代後期の 4遺跡を観察すると，明らかに 2遺跡づつ， 2群に分化しているのが

わかる。羽衣町，滝戸の両遺跡は沖積地もしくはそれに接する本流近くの，本流水面際に位置す

るのに対し，田中・ 月の輪上遺跡は本流から数10m隔れ，水面上4-Bmの微高地，あるいは台

地の上に位置しており，この違いをもって前者を第 1段階，後者を第 2段階と考えることとした。

古墳時代に入ると遺跡数も飛躍的に多くなり，それに伴ってか，その遺跡の占地の相違傾向は
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第57表 遺跡占地群の各段階

さらに増幅され，第 1 段階に残る泉• 羽衣町・西町・大中里坂下遺跡，第 2段階の権現・五反田・

月の輪上• 月の輪平• 月の輪下・坊地南・坊地上・坊地下・南部谷戸• 野中中村・野中向原遺跡

と， その遺跡数は非常に多くなるが，

囲が広大する傾向が著しい。また， この時期には第 2段階にとまらず，

とくに第 2段階では横方向に広く 100---700mとその許容範

さらに等高差を拡大する

1群と，潤井）II本流から隔れる 1群がある。前者を第 3段階のA, 後者を第 3段階の Bとする。

第3段階のAには上宿.J:: 高原• 奥山地•福伝•別所遺跡があり，これらは水乎距離は，ほぽ第

2段階の遺跡群と変わらないが，さらi、こ高い地点に登り， 10-20mの等高差で表われており，なか

でも別所遺跡は50m以上もその差が開く。第 3段階のBの遺跡群には蟹入越・向田・天間沢遺跡

があり， これらもまた等高差は第 2段階と変わらないが水平距離でl000-2000mに広がっている。

また，第 3 段階の A•B両方の傾向を同時に，あるいは， それ以上に拡大している遺跡が箕輪

A ・同 B・辰野・時田・丸ケ谷戸・出水東・出水・三ツ室遺跡である。

とする。

これを第 4段階の遺跡群

以上，潤井川の沖積地周辺の古墳時代初頭の遺跡群は， 第 1段階から第 4段階の遺跡群までに

分化させることができ，弥生時代後期に出現した第 1段階，
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段階での遺跡は残りながらも第 3 • 第4段階へ発展的広がりをもって遺跡が増加してゆく経過が

この図表上で追うことができたが，実際の遺跡群が散布する上ではどのような意味をもつのであ

ろう。

4 遺跡群の生活範囲

第100図の遺跡分布図を観察すると，これらの遺跡群は，径1.5-2kmの範囲をもって 4群に分か

遺跡名 時期 地 形 海 抜(m) 潤井川からの距離(m) グループ

1 田 中 弥生・後期 平 地 106 400 8 第2段階

2 羽衣町 II 

＂ 
II 116 100 A 1 

3 月の輪 J:. II II 台地の上 108 350 B 2 

4 滝 戸 11 II 

＂ 122 10 A 1 

5 箕輪 A 古墳•初頭 台地の上 205 3300 D 4 

6 II B II 

＂ ＂ 210 2900 II II 

7 辰 野 II 

＂ ＂ 195 3100 ＂ ＂ 8 時 田 II 

＂ ＂ 190 2700 ＂ ＂ ， 丸 ケ 谷 戸
＂ ＂ ＂ 

162 2600 
＂ ＂ 10 出水東 II 

＂ ＂ 182 2500 ＂ ＂ 11 出 水 " ＂ ＂ 186 2600 
＂ ＂ 12 出水西 ＂ ＂ 台地の端 178 2300 ＂ ＂ 13 三ツ室 ＂ ＂ 台地の上 148 2000 ＂ ＂ 14 向 田

＂ ＂ 
扇状地 112 900 C 3-B 

15 上 宿 ＂ ＂ 台地の上 100 500 
＂ 

3-A 

16 権 現
＂ ＂ 台地の端 86 500 

＂ 
2 

17 蟹入越 ＂ ＂ 台地の上 102 1000 ＂ 
3-B 

18 天間沢 ＂ ＂ ＂ 106 1200 
＂ ＂ 19 上高原 ＂ ＂ ＂ 128 300 8 3-A 

20 奥山地
＂ ＂ ＂ 120 400 

＂ ＂ 21 五反田
＂ ＂ ＂ 108 150 

＂ 2 

22 月 の 輪 上 ＂ ＂ ＂ 114 350 
＂ ＂ 23 月 の輪 平 ＂ ＂ ＂ 110 700 
＂ ＂ 24 月 の輪 下 II 

＂ ＂ 100 400 
＂ ＂ 25 坊地南 II 

＂ ＂ 
・ 118 500 

＂ ＂ 26 坊地上 II 

＂ ＂ 120 200 ＂ ＂ 27 坊地下 II 

＂ ＂ 112 400 ＂ ＂ 28 南部谷戸 II 

＂ ＂ 
1,10 150 II 

＂ 29 野 中 中 村 II 

＂ ＂ 122 500 
＂ 

II 

30 野中向原 II 

＂ ＂ 122 300 A II 

31 泉 II 

＂ ＂ 125 

゜ ＂ 
1 

32 羽衣町 II 

＂ 平 地 116 100 
＂ 

II 

33 西 町 II 

＂ 台地の上 118 150 
＂ 

II 

34 福 依 II 

＂ ＂ 
142 400 II 3-A 

35 大中里坂下 ＂ ＂ ＂ 125 100 II 

36 別 所 ＂ ＂ 台地の端 180 550 
＂ 

3-A 

第58表 遺跡分布表 ‘
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第100図遺跡分布図
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れることが判断され，これらをそれぞれA-D群とした。 A群には羽衣町・滝戸• 野中向原・泉・

西町• 福伝・大中里坂下• 別所遺跡が， B群には，田中• 月の輪上・上高原• 奥山地• 五反田・

月の輪平・ 月の輪下・坊地南・坊地上・坊地下• •南部谷戸• 野中中村遺跡が， C群には向田・上

宿・権現・蟹入越・天間沢遺跡がD群には，箕輪A ・同 B・辰野・時田・丸ケ谷戸・出水東・出

水・出水西• 三ツ室遺跡がある。

このA-Dの遺跡群を，前項の各段階で分析すると， A群には，第 1段階の羽衣町・滝戸・泉・

大中里坂下遺跡か，第 2 段階の野中向原遺跡が，｀第 3 段階の A の福伝• 別所遺跡があり，第 3段

階の B に当る遺跡はない。 B 群には第 1 段階に当る遺跡はなく，第 2 段階の田中 • 月の輪上• 五

反田•月の輪平•月の輪下・坊地南· 坊地上・坊地下・南部谷戸•野中中村遺跡が，第 3 段階の A

の上高原，奥山地があり，なかでも第 2段階に当る遺跡が非常に多い。 C群には第 2段階の権現遺

跡が，第 3段階のAの上宿遺跡が，同の Bの蟹入越・天間沢遺跡がある。また， D群は，すべて

第4段階の遺跡である。

この結果のなかで最も注目される事柄に， A-Dの遺跡群は，その順序で，各々，中核となる

遺跡が第 1段階から第 4段階に移行していることが判断されることである。具体的にいうと， A

群では，各遺跡の占地する地点が，第 1. もしくは第 2段階に多く， B群では第 2段階の遺跡が

圧倒的に多くなり， C群では 3段階の遺跡が中心であり， D群では第 4段階の遺跡のみである。こ

のようなA-Dの遺跡群の差はどんな意味をもつのであろうか。

5 まとめ

以上，ここでは月の輪遺跡群周辺の同時代前後の遺跡を平面的な広がりのなかでA-Dの4遺

跡群に分け，断面的な広がりのなかで遺跡の占地する地点を第 1-4-までの段階の遺跡に分けた。

その結果，それぞれのA-o・の遺跡群の性格が段階的に変化していることが明らかとなったので

ある。

ここで明らかにしなければならない問題に，第 1段階から第 2段階の遺跡までの遺跡占地の違

いは，それ自体何を意味するのかということである。時期的な問題としては，本遺跡群でも明ら

かなように羽衣町遺跡群等の弥生時代後期の第 1段階の遺跡は，古墳時代初頭にかけて低地集落

を残しながらも第 2' 第3' 第4段階の台地上に進出してゆく過程と理解できる。このことから，

弥生時代後期の遺跡は低地である第 1段階が本米的な占地であり，台地に登る遺跡は新たな発展

と判断でき， A-Dまでの遺跡群の主体的な遺跡占地の相違は，この遺跡が増加する過程のなか

で各地に出現してゆく分村的発展として捉えることができないであろうか。

このような弥生時代後期から古墳時代初頭にかけて爆発的な勢いで増加する遺跡は Aもしくは

B遺跡群の第 1段階もしくは第 2段階にあたる平地あるいは台地縁辺を埋めつくし，さらに増加

の勢いは第 3段階，第 4段階にあたる，さらに高い，さらに遠方の地点に広がっていったものと考

えられ，このAもしくは B遺跡群の分布する地域を開発しつくした時点で，新たに C・D遺跡群

に分村していったのではなかろうか。このことはA遺跡群もしくは B遺跡群にはそれぞれに弥生
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時代後期から古墳時代初頭までの時期の変遷を追うことができるのに対して， C•D遺跡群には

弥生時代を含んでおらず，明らかに新しい時期を中心としている。

以上の傾向はこの地方でも，この富士宮を中心とした地域にのみ顕著に現れるようではあるが，

そのような遺跡分布の変遷傾向はこの地方でもいえよう。 （平林）
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VI 調査総括

1 月の輪遺跡群調査の成果について

月の輪平•月の輪下•南部谷戸の各遺跡についてその調査内容を詳かに述べてきたが，ここで

はそれらの成果の主たるものを再度まとめておきたいと思う。

① 月の輪遺跡群の意味

ここで月の輪遺跡群と呼んだ諸遺跡には，月の輪上•月の輪平· 月の輪下• 五反田• 南部谷戸

坊地上・坊地下・坊地南の計 8遺跡を含めて考えている。位置的には，いわゆる星山谷の北端部

付近にあって，その東西両岸をつくる台地上面と谷底部をつくる低位面を含んで，東西・南北と

も約700-800m前後の距離を測る範囲に集中するということになる。詳かにみると，両岸にあた

る台地上には月の輪上• 月の輪平，坊地上・坊地南の各遺跡が，谷底低位面には月の輪下• 南部

谷戸，坊地下• 五反田の各遺跡が存するが，全体としては，星山丘陵上に位置して台地上に占地

する遺跡群として，いわゆる沖積地に占地する遺跡群とは異った性格を有するものとして理解す

るべきである。

本遺跡群の時期としては，すでに述ぺたように，月の輪平• 月の輪下• 南部谷戸の各遺跡が古

墳時代前期を主体とする時期であった。また，採集資料その他によれば，月の輪上遺跡が弥生後

期後半にまでさかのぽることは確実であることから，本遺跡群全体としては，弥生後期から古墳

時代前期ということになる。

すると，本遺跡群は広く指摘されているように，愛鷹山麓地方で弥生後期末ごろになって，燥

発的な増加をみせる台地上の遺跡群の典型的なグループとみることができる。こうした遺跡群の

あり方を，畿内・瀬戸内海地方のいわゆる高地性集落と安易に結ぴつけて論ずることはもちろん

できないが，それでも，広く東海地方に共通した傾向であることは確実であると認められる。問

題はこうした遺跡群が，弥生後期から古墳時代前期にかけての時期に，沖積地から台地上に進出

する過程で，爆発的な遺跡数の増大をみせることができる，その社会的基盤の変化ということに

なる。結論的にいえば，そうした契機たりうるものとして台地上の開墾を可能にした社会的発展

が推定できるのであるが，それを例えば石器なり鉄器の問題として論ずることは現状では無理と

いうぺきであろう。今後の課題としておきたいが，いずれにしても，こうした変化が，弥生社会

から古墳社会への発展過程として指摘できることは確かである。

② 古墳時代前期の住居址と集落の問題

月の輪平遺跡では86軒，月の輪下遺跡では 4軒，南部谷戸遺跡では12軒の住居址が確認された。

住居址の構造上の特徴としては，月の輪平・南部谷戸遺跡では床面の二重構造が共通していた。

こうした床面の二重構造は，東海•関東地方の弥生後期から古墳～歴史時代に広くみられるもので

あり，その発見例は増加しつつある。機能的には，本地域では地表下の伏流水の湧出を防ぐ役割
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が推定できるが，逆に床面の乾燥をふせぐためのものという判断も指摘されている。あるいは，各

地域のローム層とその上層の性格によるまった＜逆の意味を果した可能性もあるかも知れない。

月の輪下遺跡の住居址には床面の二重構造はみられず， 6本柱という特徴で共通していた。同

時期の資料のなかではきわめて特殊な状況であるが，それはさらに集石遺構との重複という点で

も際立ったものといえた。こうした特徴を非実用的要素と認めていわゆる祭祀性と結びつける理

解が許されるかも知れないが，それを積極的に立証することはなかなか困難である。いずれにし

ても，本月の輪下集落がきわめて特殊な役割，あるいは月の輪平なり月の輪上遺跡に附属するか

なり限定できる 1時期に形成された特殊な機能を付された集落といえる可能性は残るものとでき

る。

月の輪平•南部谷戸遺跡では，住居址の重複がきわめて激しかった。そのため， 1時期の集落

構造を復原するための作業は困難をきわめたが，それでも月の輪平遺跡では 6期に分けてその復

原を試みた。この結果，各時期とも 5-6軒の住居址からなる 2-3の単位集団が連続したもの

と推定できる状況で，しかも多くは大型住居址をその中核におくらしいが，最終末にちかづく •と

それが消滅するらしい状況が指摘できるものであった。もちろん，激しい重複関係からすれば，

かなり無理な推定であるが，こうした集落址においても， 1時期 1単位集団の抽出が可能である

試みとして重要な意味をもつものであろうし，こうした成果のなかで，弥生後期社会から古墳前

期社会への発展の具体相を検討することができるのであろう。

⑧ 方形周溝墓の意味

南部谷戸遺跡に 4基の方形周溝墓があり，それは，大型の方形周溝墓を含んで整然と並置する

地形的にも確実にまとまりをもつといえる状況であった。

こうした方形周溝墓のあり方は，多く弥生時代後期から古墳時代前期にかけてみられるもので，

いわゆる台状墓といわれる単独の例とほぽ並行して存在するらしいことも確かめられつつあると

いえる。すると，弥生時代から古墳時代への移行は，群在から単独へといえるほど単純な様相で

はないらしく，それらが社会の各側面を反映しつつ共存したことに意味があるらしい。よって，

本周溝墓群に示された南部谷戸集落の状況は，単独な｀＇台状墓＂的なあり方ではなくて，より共

同体的色彩の強い社会を推定することが許されてよいであろう。

本地域において，こうした社会的な多様性を指摘できるかどうかは今後の課題であるが，資料

の増加をまつぺきであろう。

④ 本遺跡群のもつ祭祀性について

月の輪下遺跡では，特殊な住居址構造と集石遺構がみられたこと，それが非実用的な機能を推

定する以外になさそうなことはすでに述べた。ここでは，月の輪平遺跡で注目され，本編I章で，

「C 特殊遺構」として記述された状況についてふれておこうと思う。

列挙された事例は大きく 3種類を含んでいるが，①第 7号住居址付近で発見された対群一括と

焼土塊の組み合せ ②第22号住居址上面で発見された土器群一括 ③第 1• 2号住居址付近で発

見された 2基の石組み遺構である。加えて，④第25号住居址の南壁よりに土製勾玉と高杯の杯部
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のみが発見された ⑤第59号住居址の床面上に対群一括が発見された 等となる。

いま，こうした種々の状況を比較検討することはできないが，それでも，以上の事実から，古

墳時代前期の集落および住居址内に，祭祀性を指摘し得る条件は以外に多いとできるかも知れな

い。五領期においては，石製模造品の出土以外その祭祀性を指摘する例は少いと理解される例が

一般的かも知れないが，詳かにみると祭祀性を付与できる条件は種々みられるのかも知れない。

⑥ 出土土器について

本遺跡群の土器類については，全体としてはかなりな量的まとまりがみられたが，そのセット

関係ではやや不十分なものでしかなかった。

それでも，基本的には，各器種の詳細な検討のなかで，主体を占める土器群を S字状口縁台付

甕のうちより新しいとされるA,·Asに小型高杯• 小型器台等の小型精製土器が組み合わさる状況

から，いわゆる大廓式土器の範疇のなかでもより新しい時期にあたるものと理解してみた。それ

を“月の輪新＂と呼称してみたが，資料の圧倒的な量がこれに含まれることになる。

月の輪新にしがたいそれ以前の土器を，同様に“月の輪古＂としてみたが，これはすでに S字

状口縁台付甕の分析で明らかにされているように，欠山期に含め得るものと，大廓式のより古い

時期とに分類したそれぞれ古 I・古IIとした。とくに，月の輪平43号住居址で出土した S字状口

縁台付甕A類は，三河以東で発見された初例にあたるもので，いわゆる定型化以前のものの伝播

例として重要な意味をもつものといえる。

要するに，本遺跡群の土器のもつ意味は，大廓式土器のうちより新しい内容を示すものとして

よいものであった。 （植松）

2 月の輪遺跡群の発掘を終えて

「月の輪」という地名は、たぶん星山を北から南に流れる川に、東から岡が突き出し、この突き

出した岡が月輪のように半円になっていることからつけられたものなのであろう。そうした地形

の上には一般に遺跡があるものなのだろうか、戦後岡山県で発掘された遺跡に月の輪古墳の名が

今でも印象的である。

星山の月の輪平には、早くから土器片の表面採集可能な地として知られていた。富士山を裾か

ら見ることのできる眺望のいい所で、ここで採集される土器を用いて生活していた人々とは、ど

んな人たちであったのだろうかなど、かって好事家の間には関心のあったところであった。

この遺跡の年代であるが、土器等の形状や特質などから一定の推測は先にも述べてあるところ

であるから省略するとして、この遺跡はどのような地域の歴史の過程の中の一駒なのか、またそ

うした一駒から、更にどのような飛躍と発展が見られたのかは、それが単なる推測の域を出ない

ものであったとしても、興味のある点である。

私はこの遺跡と直接かかわるか否かは別として、次の二つのこの地における古代社会の出来事

と関連させて考えないわけにはいかないように思っている。

その一つは、月の輪の近くに倭文神社のあることである。この倭文神社は10世紀の初頭におい
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て編さんに着手され、その20年代に完成した延喜式の中に諸国の主要神社を調べあげた『神名帳」

がある。この『神名帳」によると駿河国富士郡の主要な神社として、浅間神社、富知神社ととも

にその名が見られたことから、まさにこの地城きっての古い神社であることが知られるのである。

しかも 10世紀の調査の時突如として出現した神社でない事は明らかであるから、その成立はもっ

ともっと古いものであったと思うのである。

倭文神社はしずり織りを業とする倭文部の祀る神であることは明らかであり、またこの部の発

祥は渡来人（帰化人）であるということもよく知られていることである。

この倭文神社に隣接して大悟庵という寺がある。その神社と寺の中間の奥まった山の傾斜地に

は、毎年大きな布に十一面観音の画像を、お祭りしていることは有名で、この行事は途中何回か

の盛衰はありつつも、とにかく今日に伝承されて来た注目すぺき行事であって、大きな布、それ

は倭文部の人々の得意とする技術によってつくられたものであったと推測できることから、倭文

部の居た頃からの行事の今日的に変型したものであったのかも知れないのである。

また、いま一つ注目されることは、日本書紀の伝える大生部多の事件である。大生部多の事件

というのは、皇極天皇三年 (644)富士河の河辺に大生部多が住んでいて、この大生部多は、蚕

に似た虫を常世神だと言い、これを拝めば幸福がやって来るのだなどと説き、付近の人々を迷わ

していたというのである。

この風聞をきいた秦造川勝は、大生部多はとんでもない事をする男だと言って征伐をしたとい

うのである。なぜ川勝が大生部多をこらしめたのか、それにたぶん大生部多は秦川勝と同じ渡来

人秦氏の系統に属する人であったからであろうと言われている。

ところで、その常世神信仰を言いふらし、民衆の人気を一時的にせょ集めることのできた大生

部多はどこに住んでいたのか、即ち富士河辺というがそれはどこなのかということが疑問が起る

のであるが、倭文神社、倭文部などの事実から大生部多は月の輪遺跡のあった付近に住んでいた

であろうことは、論理的にも無理のない推測であると言えよう。

このような二つのこと、つまり倭文神社の存在と、それに関係があるかないかはけIJとして大生

部多の存在などは、事の如何にかかわらず中央においてもその存在が知られた事実であってみれ

ぱこの地の文化的傾向を示すものの一つとして考えていいであろうと思うのである。

このような文化的傾向を示す歴史的事実の存在は、月の輪に住居を営み、きびしい自然と戦い

ながら、自らの生活の舞台の開拓につとめていた名もない多数の人々によって形成された文化の

上に、どのような形で融合し、発展していったのかが、どうしても考えて見なくてはならない課

題のように思えるのである。

不幸にして、そうした脈絡を理解する具体的資料をもたないで、その課題の解決はあきらめざ

るを得ないのであるが、いずれにしても月の輪の遺跡をつくった人々の文化は、やがてそこに移

り住んで来たであろう渡来人の中に吸収されるか、または同化されつつ奈良から平安時代えのこ

の地の文化的発展えの方向性を決定するうえで顕著な役割を担っていた遺跡であったと思うので

ある。 （若林）
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月の輪遺跡発掘調査団•協力者名簿

調査団長 若林淳之 （静岡大学教授・現静岡大学教育学部長）

調査員（主任） 中野国雄 （田方郡修善寺町立修善寺中学校教論・現駿東郡長泉町立長泉中学

校教諭）

（主任） 植松章八 （静岡県立吉原高等学校教諭・現静岡県教育委員会文化課指導主事）

（地理） 塩川隆司 （富士宮市立第三中学校長・現富士宮市教育長）

野村昭光 （静岡県文化財保護指導貝）

佐藤政次 （富士市立吉原第三中学校教諭・現富士市教育委員会指導主事）

調査補助員 平林将信（現富士市教育委員会）・湯川悦夫（現神奈川県立藤沢高等学校教諭）．

加納俊介（現筑波大学大学院博士課程） ・馬飼野行雄（現富士宮市教育委員会） ・渡井一信（現

富土宮市教育委員会） ・渡辺康弘（現大阪外語大学） • 藤田仁• 永井惣一郎・羽畑和義・大川裕

己・室伏勝利・ 森田義治•山本伸二郎・乎JII 昭夫· 斉藤嘉久• 太田勝久•山田均• 小山諭・菅沼

燈生•松坂正文• 藤野義男• 市川富久• 立木修・呉地初美・鍵和田篤子・三輪恵子• 幡野博之・

亀山みよし• 渡辺光乃• 窪田陽子・甲田友子・鍋島美規•石川寿彦

協力者安達厚三• 岩崎卓也・大参義ー・木下正史•関根孝夫・小幡幸敬•中村友明・山川安人・

秋本真澄・鈴木宏子・竹沢二成• 北村欽哉• 山田広道・小杉達•高橋正久・末富千橿• 浅岡芳郎・

友野博

県立富士宮東高等学校郷土研究部・県立富士宮北高等学校郷土研究部・県立富士宮農業高等学校

郷土研究部・県立吉原高等学校社会部・県立吉原工業高等学校郷土研究部・県立沼津東高等学校

郷土研究部・沼津女子高等学校（現加藤学園高等学校）郷土研究部・日本大学三島高等学校郷土

部・県立島田商業高等学校郷土研究部・富士宮市内各小• 中学校社会科教員・星山区

事務局 富士宮市教育委員会社会教育課
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図版第 1 月の輪平遺跡(I)

A ''*'-"'-速界



図版第 2 月の輪平遺跡(2)

A 調査前景（南 B.Mより）

B 調査前景（南東より）



図版第 3 月の輪平遺跡(3)

A 完掘全景（南中央より）

B 完掘全景（南中央より）



図版第 4 月の輪平遺跡(4)
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A 第 1号住居址完掘

B 第 1号住居址遺物出土状況― |



図版第 5 月の輪平遺跡(5)

A 第 1号住居址遺物出土状況ー 2

B 第 1号住居址遺物出土状況ー 3



図版第 6 月の輪平遺跡(6)

A 第2.3号住居址完掘

B 第 2号住居址完掘



図版第 7 月の輪平遺跡(7)

A 第4.5号住居址床面

B 第4.5号住居址掘り方



図版第 8 月の輪平遺跡(8)

A 第7.11. 23号住居址床面

B 第7.11. 13.23号住居址完掘



図版第 9 月の輪平i貴跡(9)

A 第4. 5 . 7 . I I . 23号住居址床面

B 第4.5. 7. 11号住居址完掘



図版第 10 月の輪平遺跡(I0) 

A 第8.9号住居址完掘

B 第 8号住居址土器出土状況



図版第 11 月の輪平遺跡(II)

A 第 8号住居址張り出しピット

B 第 9号住居址張り出しピット



図版第 12 月の輪平遺跡(11)

A 第12号住居址完堀

B 第13号住居址床面



図版第13 月の輪平遺跡(13)

A 第13号住居址掘り方

B 第13号住居址内ピット



図版第14 月の輪平遺跡(14)

A . 第15.24号住居址床面

B 第 15号住居址描り方



図版第15 月の輪平遺跡(15)

A 第 17号住居址床面

B 第 17号住居址掘り方



図版第 16 月の輪平遺跡(16)

A 第 17号住居址出土小型丸底土器

B 第17号住居址出土高杯片



図版第17 月の輪平遺跡(17)

A 第18号住居址床面，およぴ炭化材出土状況

B 第 18号住居址半掘状況



図版第 18 月の輪平遺跡(18)

A 第18号住居址炭化材出土状況― l

B 第18号住居址炭化材出土状況ー 2



図版第 19 月の輪平遺跡(19)

A 第18号住居址土器出土状況― l

B 第18号住居址土器出土状況ー 2



図版第20 月の輪平遺跡(20)

A 第20号住居址床面

B 第20号住居址掘り方



図版第21 月の輪平遺跡(21)

A 第22号住居址床面

B 第22号住居址掘り方



図版第22 月の輪平遺跡(11)

A
 

第22号住居址内柱穴群

B
 

第22号住居址上層土器出土状況



図版第23 月の輪平遺跡(23)

A 第23号住居址完掘

B 第26号住居址完掘



図版第24 月の輪平遺跡(24)

A 第26.33.35.36号住居址掘り方

B 第32号住居址掘り方



図版第25 月の輪平遺跡(25)

A 第33号住居址床面，およぴ焼土出土状況

B . 第33号住居址完掘



図版第26 月の輪平遺跡(26)

A 第35.36号住居址完掘

B 第37.38.39号住居址完掘



図版第27 月の輪平遺跡(27)

A 第40.41号住居址床面

B 第40.41号住居址堀り方



図版第28 月の輪平遺跡(28)

A 第43号住居址床面

B 第43号住居址掘り方



図版第29 月の輪平遺跡(29)

A 第45号住居址完掘（中央部第45号下住居址）

B 第46.52号住居址完揺



図版第30 月の輪平遺跡(30)

A 第46.52.53号住居址完掘

B 第51. 54. 55号住居址完掘



図版第31 月の輪平遺跡(31)

A 第47-号住居址床面

B 第47号住居址掘り方



図版第32 月の輪平遺跡(32)

A 第48-50,67, 68号住居址床面

B 第48-50.67.68号住居址掘り方



図版第33 月の輪平遺跡(33)

A 第48号住居址土器出土状況

B 第42.43.47.48号住居址完掘



図版第34 月の輪平遺跡(34)

A 第56号住居址床面

B 第56号住居址土器出土状況



図版第35 月の輪平遺跡(35)

A 第56.57.59.60.61号住居址床面

B 第56.57.59.60.61号住居址掘り方



図版第36 月の輪平遺跡(36)

A 第57号住居址出土琳群

B 第59号住居址出土大型壺



図版第37 月の輪平遺跡(37)

A 第60号住居址床面

B 第61号住居址床面



図版第38 月の輪乎遺跡(38)

A 第62号住居址焼土，炭化材出土状況

B 第62号住居址床面



図版第39 月の輪平遺跡(39)

A 第62号住居址掘り方

B 第62号住居址土器出土状況
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図版第40 月の輪平遺跡(40)

A 第63号住居址床面

B 第64号住居址床面



図版第41 月の輪平遺跡(41)

A 第65号住居址床面

B 第66号住居址床面



図版第42 月の輪平遺跡(42)

A 第66号住居址掘り方

B 第69号住居址床面，および土器出土状況



図版第43 月の輪平遺跡(43)

A 第69号住居址掘り方

B 第69号住居址土器出土状況



,＇： •• 
I

—
ー
・

1 図版第44 月の輪平遺跡(44)

A 第70号住居址掘り方

B 第71号住居址床面
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図版第45 月の輪平遺跡(45)

A 第72号住居址床面

B 第72号住居址掘り方



図版第46 月の輪平遺跡(46)

A 第73号住居址床面

B 第73号住居址土器出土状況



図版第47 月の輪平遺跡(4り

A 第75号住居址床面

B 第75号住居址掘り方，第78号住居址床面
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ー 図版第48 月の輪平遺跡(48)

A 第76.77号住居址床面

B 第76.77号住居址掘り方



図版第49 月の輪平遺跡(49)

A 第79-91号住居址床面

B 第79-91号住居址掘り方



図版第50 月の輪平遺跡(50)

A 第79.81号住居址床面

B 第83号住居址床面



図版第51 月の輪平遺跡(5I) 

A 第83.84.90号住居址掘り方

B 第84号住居址床面



図版第52 月の輪平遺跡(52)

A 第84.85.86号1主居址掘り方

B 第87.88号住居址掘り方



図版第53 月の輪平遺跡(53)

A 第86号住居址床面

B 第87号住居址床面



図版第54 月の輪平遺跡(54)

A 第89号住居址床面

B 第89号住居址掘り方



図版第55 月の輪平遺跡(55)
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A 掘立柱建物址 (No.—I ) 

B 東端部ビット群



図版第56 月の輪平遺跡(56)
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A 東端部ピット

B 中世土拡



図版第57 月の輪平遺跡(57)

A DII-6グリ ッド出土特殊琳群
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B 第 1号住居址北側配石遺構



図版第58 月の輪下遺跡(I)

A 完揺全景―|

B 集石全景



図版第59 月の輪下遺跡(2)

A 完掘全景ー 2

B 第 1- 9号集石全景
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即遺下輪の月
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A 第 1号住居址完揺
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B 第 2号住居址完掘



図版第61 月の輪下遺跡(4)

A 不定円形土拡完掘
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B 第 4号住居址完掘



図版第62 月の輪下遺跡(5)

A 第 1号集石，および第 5号住居址床面
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B 第 2号集石



図版第63 月の輪下遺跡(6)

A 第3.4.5号集石
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B 第 6号集石



図版第64 月の輪下遺跡(7)

A 第 7号集石

B 第 8号集石



図版第65 月の輪下遺跡(8)

A 第 9号集石

B 第 2号住居址内集石



図版第66 月の輪下遺跡(9)

A 第 9号中世土砿

B 第3.4.5.6.7.47号中世土i広



図版第67 月の輪下遺跡(I0) 

A 第22号中世土拡

B 第43.50号中世土拡



図版第68 南部谷戸遺跡(I)

A 調査前景一 l

;i・:: 

B 調査前景ー 2



図版第69 南部谷戸遺跡(2)

A 方形周溝墓全景

B 第 I.4号方形周溝墓全景



図版第70 南部谷戸遺跡(3)

A 第2.3号方形周溝墓全景

B 第 3号方形周溝墓内土砿



図版第71 南部谷戸遺跡(4)

A 第 3号方形周溝墓土層断面，および勾玉出土状況

B 第 3号方形周溝墓南溝磨製石鏃出土状況



図版第72 南部谷戸遺跡(5)

A 第 4号方形周溝墓西溝土層断面状況

B 第 4号方形周溝墓南溝



図版第73 南部谷戸遺跡(6)

A 第 4号方形周溝墓溝内状況

B 第 4号方形周溝墓内土器出土状況



図版第74 南部谷戸遺跡(7)

A 住居址完掘全景

B 第 1-3号住居址完掘



図版第75 南部谷戸遺跡(8)

A 第 4号住居址床面

B 第 4号住居址掘り方



図版第76 南部谷戸遺跡(9)

A 第 5号住居址床面

B 第 5住居址掘り方 '



図版第77 南部谷戸遺跡(10)

A 第6.8号住居址掘 n方

ヽ）

B 第12号住居址床面，および焼土露出状況



図版第78 南部谷戸遺跡(II)

A 第 12号住居址掘り方

B 第 12号住居址土器出土状況



図版第79 月の輪上遺跡(I)

A 調査前景

B 第 1号住居址床面



図版第80 月の輪上遺跡(2)

A 第 1号住居址掘り方

B 第 2号住居址土器，および炭化材出土状況



図版第81 月の輪上遺跡(3)

A 第 2号住居址炭化材，および掘り方状況

B 第 2号住居址掘り方



図版第82 月の輪上遺跡(4)

A 第 3号住居址掘り方

B 第 4号住居址掘り方



図版第83 王藤内の塚(I)

A 調査前景

B 石組状況



図版第84 王藤内の塚(2)

A 完掘全景

B 人骨出土状況



図版第85 出土遺物(I)

TOI02 

T 0104 

T 0109 TOI 12 TOl30 



図版第86 出土遺物(2)



図版第87 出土遺物(3)
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TO 124(底部） T 0403 



図版第88 出土遺物(4)

T 0801 

T 1604 

T 1706 



図版第89 出土遺物(5)

I 



図版第90 出土遺物(6)

T 2001 T 2003 
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T 2208 

T 2212 



図版第91 出土遺物(7)

T 4303 

’‘ 
T 4502 

T 4802 T 4504 



図版第92 出土遺物(8)

T 5401 
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図版第93 出土遺物(9)

T 6403 



図版第94 出土遺物(I0) 

T 6902 

T 6902(部分）

T 6905 

T 7101 T 7206 
T 7202 



図版第95 出土遺物(11)

T 7302 

T7205 



図版第96 出土遺物(12)

T8104 T I 0006 

S 0202 

N 10002 

• N H301 



図版第97 出土遺物(I3) 



図版第98 出土遺物(14)
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図版第99 出土遺物(15)



図版第100 出土遺物(16)



図版第 I01 出土遺物(17)



図版第 102出土遺物(18)
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図版第103 出土遺物(19)
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